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　　　　　■０──『外なるものアウター』■




　空というのは、どうやら青いらしい。

　男がそれを実感したのは、目を覚ましてほどなくしてからのことであった。




　とはいえ別に男は盲もう人じんではないし、今までだって空なんてそりゃもう飽あきるほどに眺ながめていたけれど、こうも──こうも見事に透すき通とおった混じりけなき青というのは、今まで生きてきて一度もお目にかかったことはなかったのだ。




　どこまでも眩まぶしく、宇宙すら見通せるのではと錯さつ覚かくしてしまうほどに透とう明めいな空。

　さんさんと降り注ぐ日差し。風に草そう本ほんが身を委ねる静かな音。青々とした土と草の匂におい。

　ゆっくりと身を起こすと──男が倒たおれているのはどうやら、小高い丘おかの上のようだった。




　軽く自身の手を握にぎったり開いたり、あるいは腹やら頭やらを軽く触ふれて何事もないことを確かめると、男はおそるおそる立ち上がって、服の土を払はらいながらぐるりと辺りを見み渡わたす。

　一面に広がる緑の草原と、遠景に見える背の高い山々。

　まるで外国の絵葉書みたいな、現実味を感じない風景。

　眼前のその光景に男は息を吞のんで──澄すみ渡わたった高原の空気に軽くむせこみながら、震ふるえる唇くちびるで小さく呟つぶやく。




「……何だこりゃ。ここは……一体、どこだ」




　『帝てい都と』サールロントから遠く東、『儚はかなきもの』の霊れい脈みやくに連なるコルニス山脈地帯。

　それは、男が知るはずもないその地の名であり。

　そして何よりかの地にとっても──いや、かの世界にとっても、彼かれという存在は未知にして異い邦ほうの異物。




　その存在は、かの地において『外なるものアウター』に他ならなかった。










　　　　　■





　はじめ、世界が今みたいでなかった頃ころ。

　世界という名の混こん沌とんは今よりももっと気まぐれで、無む軌き道どうで。それはそこで生を育はぐくむ小さきものたちにとってあまりに暴ぼう虐ぎやくで、荒あら波なみのように全てを奪うばい去さるものであった。




　ゆえに必然として、やがてそれを管理し、統すべるものたちが産み落とされた。

　焰ほのおを治め、水を宥なだめ、風を巻き、闇やみを撫なでるものたち。

　己おのが根源を調律し、荒あら海うみがごとき世界を生命の庭へと変へん換かんする役を担にないし管理者たち。

　人じん智ちを超こえた自然の顕けん現げん。近くにありて、けれど決定的に隔へだたりしもの。

　小さきものたちは彼かれらを崇あがめ、祀まつり──やがていつしか、名を付けた。




　まじりけなき霊れい性せい。すなわち『精せい霊れい』と。

　畏い怖ふと敬意とを以もつて、人は彼かれらをそう呼んだ。








（注：本文中の表現はイスファリア第二地域共用言語を翻ほん訳やく、変へん換かんしたものである）














　　　　　■１──星ほし守もりの巫み女こと精せい霊れい病びよう■




　草木の鬱うつ蒼そうと茂しげる山中。

　おおよそ猟りよう師しか、あるいは山さん賊ぞく連中のような後ろ暗い輩やからしか立ち入らないであろう獣けもの道みちで、何者かがうずくまっていた。

　年の頃ころにして十五か六といった程度だろうか。目ま深ぶかに被かぶったフードに隠かくれて顔は見えないが──小こ柄がらな少女のようだ。

　こぼれる髪かみは、木こ漏もれ日びの光をきらきらと受けて煌きらめく銀色。この辺りでは珍めずらしい色である。おそらくは旅人なのだろう。

　しかしながらその出いで立たちはというと旅人と言うにはいささか奇き妙みよう。すっぽりと着き込こんだローブは薄手のつくりで、しかも裾すそなどに織おり込こまれた精せい緻ちな刺し繡しゆうを見るに、単なる防寒具というよりも宗教的な意味合いを色いろ濃こく感じさせる。

　そして更さらに目を引くのは、彼かの女じよの背負っている大きな匣はこ。引き出し口がいくつも備え付けられたそれは、まるで簞たん笥すかなにかをそのまま背負っているかのようである。




「……あった」

　茂しげみにうずくまっていた少女は、どうやら何かを探していたらしい。お目当てのものを摑つかんで、彼かの女じよはすっくと立ち上がる。

　その白い手に握にぎられていたのはしかし、高価な金品……とかではなく、見目こそ可か憐れんではあるがただの碧あおい花。

　しかしそんな一輪の花を少女は満足げに見つめて、小さく頷うなずいた。

「カゲユキハナがこんなところに生えてるなんて。ふふ、ついてるなぁ……。お祖ば母あ様はすっごいレアものだって言ってたし」

　上じよう機き嫌げんにそう呟つぶやきながら、少女はローブに付いた土を払はらって、それから背負っていた匣はこを下ろすと一番大きな引き出しを開ける。

　そこには様々な色や形をした草花の数々が、紐ひもで束ねられて収納されていた。




　名をナニカという、この少女。

　彼かの女じよの生業のひとつは──言うまでもなく、薬くす士しである。

「これで材料も揃そろったし、あのお薬も作れるかな……。よしよし。これで……」

　ぽつりぽつりと零こぼしながら、彼かの女じよはそこで懐ふところから古ぼけた手帳を取り出して眺ながめ始める。

　それは、種々の薬の調合がしたためられたレシピの数々。同じく薬士であった祖母から彼かの女じよが教わった、大切な知識の宝庫である。

　こんな落ち着かない場所だというのに、彼かの女じよはそのままそこで何やら仕事場を広げようとして──と、そんな折のことであった。




　うぅぅん。

　るぅぅぅうん。

　それは、風が揺ゆらぐような。あるいは誰だれかの嗚お咽えつのような、奇き妙みような音だった。

「……うん？」

　調合道具を取り出そうとしていたナニカは、そこで手を止め耳に神経を集中させる。

　遠く。微かすかに耳に届くその音は、風の音と言うにはいささか生物的なうねりや高低に富んでいるように思えた。

　こんな山やま奥おくである。おおかた獣けものの鳴き声か何かであろう。けれど、そう思って納なつ得とくするにはどこか不自然で──非生物的な規則性とぎこちなさを感じる音。

　祖母の教えを、頭の中で反はん芻すうする。

『山で採集をするときには、危険がいっぱいです。獣けものに山さん賊ぞく、そして──』

　と、その時。

「……誰だれか、助け……」

　反はん響きようする音の中に一いつ瞬しゆん人の声のようなものが混じったのを、ナニカは耳ざとく聞きつける。

　男の声。それも、助けを求める声だ。

　声は近い。いや、近づいてきている。急いで荷物をまとめて、ナニカが立ち上がろうとしたまさにその時だった。




　草むらを搔かきわけて、勢い良く──一人の男が、転がるようにナニカの前に姿を現した。

「ひゃっ!?」

「うおっ」

　互たがいに目が合い、思わず間の抜ぬけた声をこぼす。

　飛び出してきたのは、やはり男だった。

　見た感じ、三み十そ路じくらいだろうか。見たこともないような薄うす手での白い長ちよう衣いをひょろりとした長身瘦そう軀くの上に纏まとった、どこか頼たよりなさを感じさせる男である。

　山歩きにはあまり慣れていないのか、彼かれの白しろ装しよう束ぞくの至る所には細かな草や枝がこびりついている。猟りよう師しという感じではないし、旅人と言うには旅慣れしたふうもない。

　彼かれは無ぶ精しよう髭ひげの生えたその顔にありありと驚きよう愕がくを浮うかべ、しばらくナニカを見つめた後──

「……君、人間……だよな？」

「え？」

　開口一番にそんな頓とん珍ちん漢かんな問いを投げられて、ナニカは怪け訝げんな顔になる。すると向こうもそれに気付いたらしく、

「ああいや悪い、この辺の言葉にはあんまり慣れてなくてね、まだ細かいニュアンスがおかしいかも……」

　何やらよく分からないことを口走りながら、彼かれは言葉を選ぶようにあーとかうーとか唸うなりはじめ……と、そんな時だった。

　うるるぅぅん、と。

　再びさっきの奇き妙みような鳴き声が風に混じり──その刹せつ那な、男はその顔に焦あせりを滲にじませる。

「……ああくそ、話は後だ！」

　言うやいなや、いきなりナニカの細ほそ腕うでを摑つかむ男。

「きゃあっ!?　な、何すんですか！」

「逃にげるんだよ！」

「逃にげるって、何から」

「そりゃあ──」

　その時だった。

　ずどん、と。

　落らく雷らいのような音と共に──二人の眼前に、光が堕おちてきた。

　否、それは光ではなく、獣けもの。

　晶しよう質しつと金属とでその身を形作られた、異い形ぎようの四し足そく獣じゆうであった。




「……『眷けん属ぞく獣じゆう』……！」

　青ざめた顔で、ナニカが呟つぶやく。それについては、祖母から聞いたことがあった。

　光を纏まとう霊れい獣じゆう。曰いわく彼かれらは、『精せい霊れい』たちの使し役えき獣じゆうにして、彼かれらの領域を護まもるものであると。

　ゆえに彼かれらは獣けものにして獣けものにあらず。いたずらに人に害を為なすことはなく、だからこそ、山などで偶ぐう然ぜんに出会ったとしても、決して怯おびえる必要はないと。

　……だが。目の前のそれは──どうだろうか。

　うるぅぅぅぅん、うるるぅぅぅぅん、と。

　その独特の声はどんどん低く、剣けん吞のんなものへと変わり。ガラス玉のような単眼はこちらを見つめて、獲え物ものを狙ねらう猫ねこのようにその大おお柄がらな体たい軀くを低くして──

「明らかに、狙ねらわれてるっ……！」

「逃にげるぞ！」

　男の声に弾はじかれたようにして、ナニカはすくんだ足を動かして踵きびすを返かえす。と次の瞬しゆん間かん、今しがたナニカが居たあたりの土が爆はぜ、眷けん属ぞく獣じゆうの鋭するどい爪つめ痕あとが刻きざみ込こまれていた。

　冷ひや汗あせが流れ落ちるのを感じながら、ナニカは全速力で走る。脚きやく力りよくでは男よりナニカのほうが上であったらしく、いつの間にかナニカが男を引っ張って走る構図になっていた。
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「ちょっとあなた、何であんなのに追いかけられてるんですか!?」

「知らん！　山で迷ってたらいきなりあいつに襲おそわれただけだ！」

「そんなわけないでしょう、眷けん属ぞく獣じゆうは無害な人間を襲おそったりはしな──」

　言いかけて、その時背後からプレッシャーを感じてナニカは男を思いっきり引っ張る。

「危ない！」

「あだっ！」

　遠心力も重なって、思いの外いい勢いで吹ふっ飛とんだ男はそのまま木に激げき突とつ。次の瞬しゆん間かん、今しがた男がいた場所を踏ふみしめて眷けん属ぞく獣じゆうがゆらりと立っていた。

　ふう、間かん一いつ髪ぱつ。

「……あ」

　ちらりと見ると、どうやら打ちどころが悪かったのか、眷けん属ぞく獣じゆうを挟はさんだ向こう側で男は大の字になって倒たおれていた。

　力を入れすぎただろうか。……いやいや、今のは仕方がなかったのだ。そう己おのれに言い聞かせつつ、ナニカはそこで我に返る。

「……ええと」

　眷けん属ぞく獣じゆうが、ナニカをじいっと見つめていた。

　射い竦すくめられたまま動けないナニカは、先ほど摘つんだカゲユキハナを握にぎりしめたまま、その場でへたり込こんでただその無機質な眼めを見つめ返す。

　燐りん光こうを放ちながら、微び動どうだにせずこちらを見下ろす異い形ぎよう。その姿をまじまじと見つめているうちに、ナニカは奇き妙みようなものを見て取る。

　眷けん属ぞく獣じゆうの口元に、何か──枯かれ草くさのようなものがくわえられていたのだ。

　なんだろう、と思うのもつかの間。眷けん属ぞく獣じゆうが一歩を踏ふみ出だしたのを見て、ナニカはびくりと震ふるえる。

　その四し肢しはしなやかに太く、そこから伸のびる硬こう質しつな爪つめは剣けんのように薄うすく、鋭するどい。

　あんなもので引ひき裂さかれたら、人の体などいとも簡単に千切れ飛んでしまうだろう。自分がそうなる様を思わず脳のう裏りに結像させて、ナニカは唇くちびるを嚙かむ。

　こんなところで、終わってしまうのか。

　村の皆みなの期待を背負って旅に出て。それなのに、こんな──まだ御お役やく目めを何も成なし遂とげていないうちに、死んでしまうのか。

　首のうしろ、うなじの辺りからさぁっと血の気が引いてくる。逃にげようにも、体がもう抵てい抗こうすることを諦あきらめてしまっている。

　この状じよう況きようで、こんなものから逃にげ切きれるはずない。絶望感が体中に染しみ渡わたって、麻ま酔すい薬のように心と体を縛しばり付つけてゆく。

　どうせなら、ひと思いにやってほしい。どうせ死ぬにしても痛かったり苦しんだりするのは勘かん弁べんして欲ほしい。

　そんな自や棄けめいた願いを胸に、ナニカはぎゅっと目をつぶってその瞬しゆん間かんを待つ。

　待つ。

　待って──けれど、しかししばらくしても、予感していたような激痛だとか衝しよう撃げきだとか、そういうものの感かん触しよくはない。

　不思議に思ってナニカが薄うす目めを開けてみると──そこには、何もいなかった。

「……あ、れ？」

　目を瞬まばたかせて二度、三度と辺りを見回す。けれど先さき程ほどまでここに居たはずのあの眷けん属ぞく獣じゆうはもう、どこにもいない。

　全く実感が湧わかないが──とにかく、危機は去ったらしい。

　そのことを実感しながら、いまだ震ふるえる足に力を込こめて立ち上がると、ナニカは向こうで倒たおれている男のもとへと駆かけ寄よる。

　こちらも、怪け我がはないらしい。頭を打ったせいかいまだ意識はないが。

　……いや、いやいや。違ちがうんです。私はただ、彼かれを助けようとしただけなんです。

　誰だれにともなくまたもやそんな弁解を胸中で漏もらしながら、ナニカは彼かれの前で腕うでを組む。

　改めて、妙みような男だ。服装もそうだが、そもそもこの人はこんな山やま奥おくで何をしていたのだろう。

　無論、自分も他人のことを言えた立場ではないが。とはいえ彼かれの見た目は薬くす士しという感じでもないし──

「……なんか、関わり合いにならないほうがよさそうだけど」

　そう零こぼしながら、ナニカは祖母の教えを脳内で反はん芻すうする。

　曰いわく、厄やつ介かい事の匂においを感じたら関わらないのが吉きち。だが──

「半分くらいは私のせいみたいなものだし。そういうわけにも、いかないよね」

　そう呟つぶやいて小さく息を吐はくと、ナニカは肩かたを貸すようにして彼かれの体をよいしょと担かつぐ。

　……流石さすがに、重い。けど、そうも言っていられまい。




　厄やつ介かい事には関わらないのが吉きち、ではあるが──困っている人を見たら助けることを迷うなというのもまた、祖母から教わった大切な教訓なのだ。




　　　　　■




　あれからしばらく歩いて下山し、麓ふもとの村を訪おとずれると──幸いにしてそこの人々はこんなよそ者を邪じや険けんにすることもなく、にこやかに迎むかえ入いれてくれた。

　男をひとまず預けつつ、ナニカは村長の計らいで宿を貸してもらうことに。すると小さい村特有の情報網もうというやつだろうか、久々の旅人をひと目見たいとばかりに宿へと次々に村民たちが集まり、今ではここ、食堂でちょっとしたどんちゃん騒さわぎが始まっていた。

「いやぁしかし、災難でしたなぁ。眷けん属ぞく獣じゆうに襲おそわれるとは」

「ええ、正直死ぬかと思いました……」

　近くに座すわる村長の老人にあはは、と弱々しい笑え顔がおを返しつつ、ナニカは眼前に盛もりに盛られた黒パンの山からひとつをつまみ上げ、ちぎって口に入れる。人ひと酔よいしてしまってあまり味はわからないが、多分美お味いしい……と思う。

「ふむ、お顔の色がすぐれんようですが、もしやどこかお怪け我がでも？」

「い、いえ……こういう顔なんです」

　別に、彼かれらに対して思うところがあるわけではない。単純に──人と言葉を交かわすというのがあまり得意ではないのだ。

　知らない人が相手となれば一対一でもうまく言葉が出てこなくなるし、ましてや自分に対してこうも大勢の衆目が集まっている状じよう況きようとなればなおのこと。

　……とはいえ折角歓かん迎げいしてもらっているのだ。変に気を遣つかわせてしまっても失礼なので、ナニカは現状で出来る精せい一いつ杯ぱいの作り笑いを浮うかべつつ会話を続ける。

「……あ、怪け我がといえば。私が運んできたあの人は……どうでしたか？」

「ああ、あの男性ですか。怪け我がなどは問題なさそうですよ。どうやら疲ひ労ろうが溜たまりに溜たまっていただけのようで」

「ああ、そうですか。それはよかった……」

　その言葉を聞いてほっと一息。とりあえずの心配の種がひとつは消えた。

　木き鉢ばちになみなみと注がれた野菜のスープでほっと体を温めて、ナニカはふぅ、と安あん堵どの息を漏もらす。そんなナニカのそばに、村民らしい若い女性が寄ってきた。

「やっ、お嬢じようちゃん。食べてる？」

　快活に距きよ離りを詰つめてくる女性に、ナニカは思わず若じやつ干かん身を引きながら硬かたい笑え顔がおを浮うかべる。

「あ、うう、えっと、美お味いしかった、です」

「そりゃあ良かった。そのスープ、わたしが作ったのよ」

　我ながらなんとも無様な返しだと思ったが、幸い女性は大して気にしなかったらしい。白い歯を見せて上じよう機き嫌げんに笑うと、彼かの女じよはどっかりとナニカの隣となりに腰こしを下ろして続けた。

「それにしてもナニカちゃん、だっけ？　まだ若いのに一人旅とは感心ねぇ。なんでまた？」

　そんな無ぶ遠えん慮りよとも思える問いを、たしなめたのは村長だった。

「こら、よしなさい。人様の事情を余計に詮せん索さくするもんじゃない」

「あ、いえ、その……大だい丈じよう夫ぶです」

　苦く笑しようしながらナニカはそう前置きして、こほんと咳せき払ばらいをした後に続ける。




「私、『星ほし守もり』なんです」




　そう告げたその瞬しゆん間かん、場の空気がざわりと変わった。

「……『星ほし守もり』って、あの『星守り』のこと？」

「ええ。精せい霊れいと対話し、彼かれらと人との間を繫つなぐ。それが──私たち星守りの役割であると、そう聞いています」

　『星守りの巫かんなぎ』。

　この世界に遍あまねく存在する超ちよう自し然ぜん的存在、『精せい霊れい』……彼かれらと言葉を交かわし、ときに乱心した彼かれらを鎮しずめることの出来る──そんな稀け有うな素質を保持する者たちを、人はかように呼び崇あがめる。

　ナニカの返事に、皆みなしばし言葉を失い。やがて誰だれかが、ぽつりと呟つぶやいた。

「……奇き跡せきだ」

「ああ、まさかこんな時に星守りの巫み女こ様が来て下さるなんて……ありがたや」

　ざわざわと、あちらこちらから安あん堵どや喜びといった感情が湧わき出してくるのを感じて、ナニカは少しばかり困こん惑わくする。

　自然を調律し、世界と人を管理し、保つ存在である『精せい霊れい』。

　彼かれらに人の言葉を届け伝えることのできる星守りというのが一いつ般ぱん的に重宝される存在であるのは確かである。

　とはいえしかし、この盛り上がりようというのはいささか尋じん常じようでない。

「あの、これは一体……」

「ああ、すまんね、ナニカさん。なにぶん渡わたりに船……いや、こういう言い方は品がないかの。ともかく、我々にとってナニカさんどんぴしゃりな来客であったもので……ちょいとばかり皆みな、はしゃいでしまっているんじゃ。すみませんのう」

「いえ、いいんですけど……ひょっとして何か、お困りごとが？」

　ナニカがそう告げると、村長はううむと言葉を濁にごす。それを見た女性が、身を乗り出して発はつ破ぱをかけた。

「いいじゃない、こんな機会二度とないかもしれないんだから、相談してみましょうよ！」

「いや、しかし……ナニカさんはこの村とは無関係の方じゃし。我々の問題を押おし付つけるというわけには……」

「大だい丈じよう夫ぶですよ」

　弱よわ腰ごしな村長に、そう助たすけ舟ぶねを出したのはナニカの方からだった。

「困っている人や精せい霊れいさまからお話を聞いて、問題があればその橋はし渡わたしになる。それが私たち星ほし守もりの御お役やく目めなんです。ですから、私に力になれることでしたらなんでも話してはもらえませんか」

　ナニカのそんな言葉に、村長はなおも難しい顔でその顔に深い皺しわを刻きざみ込こんだあと──やがて、覚かく悟ごを決めた様子で口を開いた。

「……実は、ナニカさん。貴方あなたがたを襲おそった例の眷けん属ぞく獣じゆうの件も、我々の抱かかえている問題の一つなのです」

「ということは、精せい霊れい絡がらみの問題なんですね」

　ナニカの返事に頷うなずいて、村長は──ぽつりと、口を開く。




「ナニカさん。貴方あなたは『精せい霊れい病びよう』という言葉を……ご存知ですかな」




　　　　　■




　『精せい霊れい病びよう』。それは読んで字のごとく、精せい霊れいたちを蝕むしばむ『病やまい』であると言われている。

　超ちよう物質的存在であるところの精せい霊れい。それゆえに彼かれらは人が患わずらうような傷病とはおよそ無む縁えんであると考えられているのだが、しかしこの病は奇き妙みようなことに、そんな彼かれらをも侵おかし、蝕むしばみ、その存在を変質させてゆく。

　原因は不明。精せい霊れい病びように罹り患かんした精せい霊れいはある時から少しずつ、その思考に障害を来きたし──やがては狂くるい果てて自律を逸いつし、一個存在として統一された『精せい霊れい』としてのありようを失って、無む軌き道どうなエネルギーの塊かたまり──『災害』へと変質してしまうと言われている。




「近ちか頃ごろは精せい霊れい病びようの報告も増えていて、いろんな所で精せい霊れいの暴走が起こっていると……いや、『星ほし守もり』であるナニカさんには言うまでもないことでしたか。申し訳ない」

　村長の言葉に「いえ」と短く返した後、ナニカは神しん妙みような面おも持もちで言葉を続ける。

「……というと、問題っていうのは、つまり」

「ええ。実は──この一帯を管理している精せい霊れいさまの様子が、最近おかしいのです」

「おかしい？」

　怪け訝げんな顔で問い返すナニカに、村長は重々しく頷うなずく。

「……はじめは、一ひと月つきほど前のことでした。精せい霊れいさまの社やしろがある山に立ち入った村の猟りよう師しが、奇き妙みような幻まぼろしを見たと言い出して……。最初はその猟りよう師しが毒キノコにでもあたったのだろうと皆みな気にしていなかったのですが、それからと言うものの山に立ち入ったものが何人も同じような体験をしたと訴うつたえたのです」

「幻まぼろしって、具体的には」

「はあ。なんでも何かを探している若い女がいて、話しかけると消えてしまうのだと……」

　なんとも妙みような話だが。とはいえしかし、ナニカは眉まゆをひそめて疑念を口にする。

「……でも、村長さん。それだけじゃ、精せい霊れいさまの仕業かどうかは分からないんじゃないですか。『小妖精フエアリー』や『子鬼ゴブリン』なんかのイタズラって線もあるかも」

　『小妖精フエアリー』や『子鬼ゴブリン』というのは、精せい霊れいの棲すまう場所に発生する擬ぎ似じ的な生命体の総そう称しようである。単一存在として確立された精せい霊れいと異なり、彼かれらは群体。個々は人格を持たず、ただ近づいた人間に反応して超ちよう自し然ぜん的現象を発生させる──そういう、ちょっと迷めい惑わくなモノたちだ。

　しかし。

「……違ちがうわ、あれは確かに精せい霊れいのせいよ。だって──あの頃ころからだもの。眷けん属ぞく獣じゆうが山に入った人を襲おそうようになったのは」

　ナニカの指し摘てきに、言葉を発したのは村長ではなく、隣となりの女性だった。

「ナニカちゃんだって鉢はち合あわせたんでしょう、人を襲おそう眷けん属ぞく獣じゆうと。眷けん属ぞく獣じゆうは、精せい霊れいの手足。ならあいつらがおかしくなってるのは、大本の精せい霊れいがおかしくなってるから。違ちがう？」

　その剣けん吞のんな様子に若じやつ干かん気け圧おされつつ、ナニカは「そうですね」と返す。

　実際、彼かの女じよの言うとおりだ。ただ山の様子がおかしいだけでなく、あんなふうに──無害なはずの眷けん属ぞく獣じゆうまでもが人を襲おそうというのは尋じん常じようなことではない。

「俺おれも眷けん属ぞく獣じゆうにやられてこの怪け我がだ！」

「俺おれはあいつに追い回されて足折ったぞ！」

　周囲からも轟ごう々ごうとそんな声が立ち上がってくる。どうやら、自分たちみたいな目に遭あった人間は結構な数に上るようだ。

「それだけじゃない。ヨハンが死んだのだってきっと、精せい霊れいの──」

「よさないか！　あれは……息子むすこのことは、精せい霊れいさまとは関係ない」

　横合いから飛び出した言葉を厳しい口調でたしなめた後、村長は「失礼」と言葉を継ついで、ナニカに向き直る。

「お見苦しいところを、お見せしました」

「いえ。ですが、今のお話は……？」

　ナニカの問いに、村長はやや消しよう沈ちんした面おも持もちで言葉を続ける。

「息子むすこが、おりましてな。丁度精せい霊れいさまがご乱心なさる少し前に山で沢さわに落ちて……命を落としたのです。歳としをとって山登りが億おつ劫くうになった私の代わりにと、精せい霊れいさまのお社やしろの手入れを引き受けてくれていたのですが……」

　村長の言葉を遮さえぎるようにして、隣となりの女性が暗い表情のまま口を開く。

「死んだヨハンの亡なき骸がらを、あの精せい霊れいの眷けん属ぞく獣じゆうが運んできたのよ。……間ま違ちがいない、ヨハンはあいつに殺され──」

「やめなさいと言っているだろう。精せい霊れいさまが、そんなことをするはずがない」

　二人の言葉を最後に、しばし辺りは静せい寂じやくに包まれる。

　発すべき言葉を見つけられず黙だまり込こむナニカに、村長はやがて、改まった様子で頭を下げた。

「ナニカさん。いえ、星ほし守もり様。……たまたま立ち寄っただけの貴方あなたに、虫のいい願いであることは承知でお頼たのみ申し上げます。どうか我ら村民に代わってあの山におわす精せい霊れいさま……『蒼そう木ぼく』のアグラストリス様の『御み鎮しずめ』を、引き受けては頂けませんか」

　深々と頭を垂れる村長。いや、村長だけではない。見回すと、周りに集まっていた村民たち全員が──ナニカに向かって頭を下げていた。

　その状じよう況きように圧あつ倒とうされ、ナニカは言葉を失う。

「……あ、私は……」

　相談してくれと言ったのは、自分の方である。だというのに──口が乾かわいて、言葉が出ない。




「星守り様、どうか」

「お願いします、星守り様！」

「星守り様！」




　押おし寄よせる嘆たん願がんの洪こう水ずいが、少女の体を縛しばり付つける。村民たちの数多あまたの視線が、すがるように少女に纏まとわりつく。

　ナニカは凍こおりついたように唇くちびるを震ふるわせて、彼かれらの視線から逃のがれるように目線を膝ひざに落とす。

　『御み鎮しずめ』。各地を旅して、荒あらぶる精せい霊れいと対話し、これを鎮しずめること──それが、星守りとしての役を担になう者の宿命である。

　どうしよう、応こたえなきゃ。星守りとして、御お役やく目めを果たさなきゃ。そう思う一方で──黒い染しみのように、ナニカの胸中で不安と疑念が鎌かま首くびをもたげ始める。

　──本当に大だい丈じよう夫ぶなの？　私なんかで、皆みなを助けられるの？




　そんな自問自答がぐるぐると渦うずを巻いて、思考はどんどん後ろ向きに引っ張られて──と、そんな時のことだった。




「話は聞かせてもらった。その相談、なんなら僕ぼくが引き受けるぜ」

　村民たちの視線が、一気にナニカからその声の主へと引き寄せられる。

　食堂の入り口にいつの間にか寄りかかっていたのは──あの、ナニカが助けた奇き妙みような衣い装しようの男であった。

「おお、お目覚めですか。お具合のほうはいかがですかな。ええと……」

「オトギだ」

　オトギ、と名乗ったその男は、軽く頭をさすりながら続ける。

「おかげさんで体のほうはもう大だい丈じよう夫ぶだ。いまだに後頭部がじんわり痛いが……あの妙みようなのに蹴け飛とばされでもしたかな」

　……知らない聞こえない私のせいじゃない。用意出来る限りの自己弁護ワードをリフレインしつつ、ナニカは微び妙みように男から視線を外す。

「……それで、ええと、オトギさん。今おっしゃったのは、どういうことですかな」

「言ったままさ。僕ぼくなら、その精せい霊れいの患わずらってる病を治せる」

　自信満々にそう言い放つオトギに、しかし村長は不信感を露あらわにする。

「精せい霊れい病びようは、不ふ治ちの病やまいと言われておる。かの病に冒おかされた精せい霊れいさまを救うには、星ほし守もり様に『御み鎮しずめ』をして頂くか──あるいは討とう滅めつするかしかないと。失礼じゃが、貴方あなたは……星守りか？」

「いいや、違ちがう。僕ぼくは医者だ」

　オトギは短くそう返すと、「『医者』って単語はここにもあるんだっけか」などと何やら小声でぼやく。

　そんな彼かれの奇き妙みような様子に村長や、他の村民たちは更さらに疑念を深くしたらしかった。若じやつ干かん苛いら立だたしげな様子で、村長が声を荒あらげる。

「……行き倒たおれていた人間に厳しいことを言いたくはないがな。貴方あなたのような怪あやしい人間をそうやすやすと信じられるほど我々も純じゆん粋すいじゃあない。後にして──」

「そうだな、ここから東にあるでかい森……なんつったっけな、まあいいや。あの辺を管理してたカルトグリムって精せい霊れいを治したのは、実は僕ぼくなんだ」

　遮さえぎるようにオトギが告げたそんな言葉に、村長が目を見開いた。

「……先週訪おとずれた行商たちから聞いた噂うわさじゃ。奇き妙みような白しろ装しよう束ぞくを着き込こんだ『外なるものアウター』が、精せい霊れい病びように冒おかされて暴れ回ってた精せい霊れいを治した、と。……もしや、貴方あなたが」

「おっ、信じてもらえたみたいで何より」

　村長の言葉に嬉うれしそうに口元を歪ゆがめるオトギ。そのやり取りに、ナニカは目を丸くする。




　『外なるものアウター』。

　その呼こ称しようは出しゆつ自じの分からない旅人、あるいは漂ひよう流りゆう者たちを形容する言葉として使われているものである。

　最初に『外なるものアウター』と考えられる人物が歴史上に現れたのが、今からおよそ百年も昔。

　それからというものの、散発的に各地で同じような身元不明者が発見されるようになった。

　彼かれらに共通するのはふたつ。どこの国のものとも合がつ致ちしないその奇き妙みような言語と、おおよそこの世のものとは思えないような不ふ可か思し議ぎな知識、技術の数々。

　その異質さゆえに彼かれらは、「まるでこの世界の外から来たようだ」という冗じよう談だんみたいな理由から、いつしかこう呼ばれるようになったのだという。




　『外なるものアウター』であるというその男は、ひとまずの信しん頼らいを得たと判断したらしい。

「それじゃ早さつ速そく、報ほう酬しゆうについての話なんだが……」

　と、そう彼かれが言いかけたところで、ナニカは慌あわてて言葉を挟はさんだ。

「ちょっ、ちょっと待って下さい！」

　すっくとその場で立ち上がると、ナニカは目を丸くしているオトギをびしっと指差して睨にらみつける。

「星ほし守もりでもないのに精せい霊れいさまの言葉を聞いて、しかも精せい霊れい病びようを治しただなんて。そんなの信じられません！」

　精せい霊れいの声を聴きくことが出来るのは、星守りの血脈にあるもののみのはず。であれば、そんな道理が通るはずはない。

「そうは言ってもなぁ。話せちまったもんはしょうがないというか」

　ナニカの指し摘てきにオトギは困ったように頭をかくと、小さく肩かたをすくめて村長に向き直る。

「村長さんも、同じ肚はらで？」

「……否定は、せんがの。とはいえ正直な話をしてしまえば、今は藁わらにでも縋すがりたい状じよう況きようじゃ」

　そう返すと村長は深いため息をつく。

「精せい霊れいさまがご乱心なさって以来、山は以前よりも活気を失い、木々や植物の類も枯かれ始めております。……私が言うのも恥はずかしい話ですが、この村にはそう大層な特産などもありはせんで。材木や山菜、山の獣けものの肉や毛皮……そういったものが我々の生活の下支えですゆえ、今の状態が長続きしてしまえば、我々の生活にも差さし支つかえる」

　村長の言葉に、周りの村民たちも同意するように頷うなずく。

「ですから、こう言ってはお二ふた方かたに失礼かもしれませんが……今は頼たよれるものなら、何でもいいから頼たよりたいのです」

　その言葉を受け、オトギはナニカをじっと見つめる。

「……とまあ、そういうことだそうだけど。君は僕ぼくみたいな怪あやしい奴やつを精せい霊れいさまの所に行かせたくないと」

「ええ」

　鼻息荒あらく答えたナニカに、オトギは何やら思いついた様子でにいっと笑う。

「なら簡単だ。僕ぼくと君、二人で一いつ緒しよに精せい霊れいさまの様子を見に行こうじゃないか」

「……え？」

　目をぱちくりさせるナニカに向かってオトギは笑え顔がおを向けると、村長の方へと向き直って、

「村長さんも、それなら安心でしょう。なんせ星ほし守もり様が一いつ緒しよなんだ。僕ぼくがしくじったとしても、彼かの女じよがきっと上う手まくやってくれる」

「まあ、そうじゃが……」

「なら決まりだ」

　有う無むを言わせずそう言い切ると、オトギはもう一度ナニカに向き直り、

「星守り様も、それでいいね？」

　そう言われてしまってはもう、ナニカに前言を撤てつ回かいするという選せん択たく肢しは残されていなかった。

「……はい」

「よし結構」

　余よ裕ゆうの表情でうんうんと頷うなずくと、オトギはナニカの元へと進み出て──その手を差し出して告げる。

「それじゃあ宜よろしく、星守りのお嬢じようちゃん」

「……ナニカです。ナニカ・ハーヴェル」

　不ふ承しよう不ぶ承しようその手を握にぎり返してナニカが名乗ると、オトギはそこで何やら一いつ瞬しゆん怪け訝げんな顔になり──しかしすぐに薄うす笑わらいを取とり戻もどして、続ける。




「それじゃあ改めて宜よろしく、ナニカ。僕ぼくの名はオトギ。さっきも言ったが──医者だ」




　　　　　■




「……どうして、こんなことに……」

　その翌日。精せい霊れいの住むという社やしろへと続く崖がけ際ぎわの山道を歩きながら、ナニカはぐったりとした様子で深いため息をついていた。

　辺りは春の山だというのにどこか殺風景で、道すがらに生える草木は冬のそれのように寒々しい色を見せている。村長の言っていた通り、精せい霊れいの影えい響きようによる異変を色いろ濃こく感じさせるその光景は──皮肉にも、今のナニカの気分にぴったりだった。

「どうしたナニカちゃん。景気の悪い顔して」

「貴方あなたのせいです」

　不ふ機き嫌げんを隠かくすことなくそう返すと、隣となりを歩くオトギは肩かたをすくめてみせる。

「そいつは失礼。けどこうして同行することになったのも何かの縁えんだ。しばらく堪こらえてくれ」

　飄ひよう々ひようとした態度でそう返すオトギに、ナニカはというとむっとしたまま歩調を早める。

　実のところ、ナニカが腹を立てているのは彼かれについてだけではなかった。

「……昨日」

「うん？」

「昨日、貴方あなたは──わざと私を乗せましたよね」

　ナニカの問いかけに、オトギは薄うす笑わらいを浮うかべながら首を横に振ふる。

「何のことかな。僕ぼくは単に、丁度飯の種になりそうな話をしてたから首を突つっ込こんだだけだぜ」

「噓うそです」

　断固とした語調でナニカはそう言い切ると、振ふり返かえってオトギをじろりと睨にらむ。

「村の人たちの前で固まっていた私に助たすけ舟ぶねを出すために、貴方あなたはああやって話に割って入ってきた。そして、売り言葉に買い言葉で私が言い出しやすいようにお膳ぜん立だてまでして──私をまんまと乗せた。違ちがいますか」

　どこの馬の骨とも分からぬ怪あやしい異い邦ほう者。それを監かん視しするために名乗り出た、若き星ほし守もり。

　『村の人たちの願いを背負う』のではなく、あくまで『怪あやしい奴やつの監かん視し』のため。

　そうやってこちらの心理的ハードルを引き下げ。さらには村人たちの注目を一いつ旦たん自分に集めることで、彼かれはこちらが名乗り出やすい状じよう況きようを作り出してみせたのだ。

　ナニカの指し摘てきに、オトギは軽く肩かたをすくめて頷うなずいてみせる。

「見ていた限り、君はどうも注目を浴びるのがあまり得意じゃなさそうだったからね。お節せつ介かいとは思ったけど、口出しさせてもらったのさ」

「……見ていた、って！」

　ひょっとして、真っ青な顔をして村人たちの対応をしていたところから見ていたのだろうか。

　問とい質ただしたいところだったが──そうだと言われたらそれはそれで恥はずかしい。

　人類の代理人として精せい霊れいと言葉を交かわす神聖な巫かんなぎである星ほし守もりが、大勢の前で萎い縮しゆくして縮こまってしまうような小心者だなんて。そんな情けないことがあっていいはずがない。

　悶もん々もんと思おもい悩なやむナニカの内心を知ってか知らずか、オトギは安心させるように笑って続ける。

「ほらほら、そう青い顔するなって。……別にさ、君みたいに人前に出るのが苦手ってタイプはそう珍めずらしくはないんだぜ。どっかの疫えき学がく研究じゃ十人に一人は一生のうちにそういう悩なやみを経験するって言われてるくらいだしな」

「……そう、なんですか？」

「ああ。『社交不安症しよう』って言ってな。君みたいに悩なやんでる人は大勢居るし──克こく服ふくする方法だって、ちゃんとある」

「あるんですか!?」

　ナニカは思わず声を上げ──その後すぐに、バツの悪い顔でそっぽを向く。そんなナニカを微笑ほほえましげに見つめて、オトギは頷うなずいた。

「まあ、地道な方法だけどな。社交不安の原因ってのは、基本的には認にん知ちの歪ゆがみ……つまりは根こん拠きよの乏とぼしい勘かん違ちがいだ。例えばナニカちゃん。君はさ、実際に人前で喋しやべって笑われたり、バカにされたりした──そんな経験、あるかい？」

「それは……えっと」

　オトギに言われて改めて、思い返してみて──ナニカはそこで唸うなる。言われてみれば、思い当たる節がない。

　そんなナニカの表情を見て、オトギはもう一度頷うなずいて、続ける。

「つまりはそういうことさ。僕ぼくらは時に、そうやってありもしないことで思おもい悩なやんでしまう。だからまずはそういう『勘かん違ちがい』を自覚して。そっから少しづつ、人前に出ることに慣れていけばいい。……そうすりゃきっと、無む駄だに人前で緊きん張ちようすることもなくなるさ」

　そう締しめくくったオトギに、ナニカはしばし沈ちん黙もくして──やがて、不ふ承しよう不ぶ承しようといった顔で礼を口にする。

「……ありがとう、ございます。ただの詐さ欺ぎ師かと思ってましたけど、ちょっと見直しました。少なくとも、悪い人ではなさそうです」

　そんな彼かの女じよの言葉に、オトギは少しだけ驚おどろいた顔になる。

「へぇ、昨日の口ぶりからしててっきり完全に嫌きらわれてたもんかと思ったけど。案外冷静に人を見るんだな、君は」

「……いっときの感情だけで物事を判断するな、と、祖母に教えられたので」

「いいお祖ば母あさんだ」

　小さく笑うと、オトギはそこで少しだけ肩かたの力を抜ぬいて続ける。

「だがまあ、そんなに過大評価してもらっちゃ困るんだが──実のところ、僕ぼくとしても百パーセント君への善意だけで口出ししたわけじゃない。どうせなら一度、精せい霊れい相手のプロのお手並みを拝見したいと思っただけさ。僕ぼくは──精せい霊れいとやらのことについて知らなすぎるからな」

　オトギの意外な発言に、ナニカは首を傾かしげる。

「精せい霊れいを、知らない？　でも、精せい霊れい病びようを治したって」

「それはそうなんだが……ありゃあ色々と、うまい偶ぐう然ぜんが重なったってのもあるからな」

　何かを思い出したのか微び妙みような顔でそう告げると、彼かれは「そうだ」と何やら思いついた様子で言葉を続けた。

「君、星ほし守もりってことは精せい霊れいについても詳くわしいんだよな」

「ええ、まあ……」

　ナニカが怪け訝げんな顔でそう返すと、オトギは軽い調子で言葉を継つぐ。

「なら教えてくれ。精せい霊れいってのは一体、何なんだ？」

「……は？」

　その突とつ拍ぴよう子しもない質問に、ナニカは一いつ瞬しゆん絶句する。

　精せい霊れいは、この世界において人の生活に──いや、世界の安定のために無くてはならない存在。

　そんな彼かれらのことを、この男は何一つ知らないというのか。




　その非常識っぷりに啞あ然ぜんとしつつも、ナニカはうーんと唸うなった後に口を開く。

「精せい霊れいっていうのは、簡単に言ってしまえば『人格を持った自然』です」

「人格を持った、自然？」

　オウム返しに続けるオトギに頷うなずいて、言葉を続ける。

「物質的なものに拠より所どころをもたない、私たち人とは決定的に違ちがう高位の存在。いったい彼かれらがいつから存在しているのか、どのようにして生まれたのか。そういうことは分かってないんですけど──精せい霊れいさまはずっとずっと遠い昔からこの世界にいて、あちこちで自然を調律し、管理していたと言われています」

「……すると、『カミサマ』みたいなもんなのか」

「『カミサマ』？」

　聞きなれない単語に首を傾かしげるナニカ。「なんでもない、続けてくれ」と促うながすオトギに応じて、ひとまずナニカは説明を続ける。

「精せい霊れいさまは各おの々おのが決まった属性から分化したもので、水や火、風、砂さ塵じんに陽炎かげろう──とにかくいろんな種類の精せい霊れいさまが各地にいらっしゃるんだそうです。そしてそれぞれが各地に住み着いて、そこに住む私たち人間と関わり、時には恵めぐみを、時には災さい禍かをもたらしながら共存している……と、そんな感じなんですけど……あの？」

　ナニカがオトギに視線を戻もどすと、彼かれは何やら手帳を取り出して一心不乱にそこに何かを書かき込こんでいた。

「それは？」

「ん、ああ。大事な話を聞いたから備び忘ぼう録ろくとして残しといた方がいいと思ってな。いかんせん、僕ぼくらの業界じゃあ記録ってのは大事でね──っと」

　飄ひよう々ひようとして摑つかみどころのない男だが、妙みようにマメな一面もあるらしい。

「ありがとうな、お陰かげでだいぶ理解が進んだ気がするよ」

　と、素す直なおに礼を返したオトギに、なんだか気き恥はずかしくなってナニカは顔を逸そらす。

「……でも全部、祖母の受け売りばかりです。私はまだ、一度も精せい霊れいと話したこと……ありませんから」

「精せい霊れいと、話したことがない？」

　オトギの意外そうな顔にバツが悪くなって目を合わせられず、ナニカは黙だまり込こむ。

　……失言だった。




　実のところナニカは、駆かけ出だしの星ほし守もりである。

　駆かけ出だしも駆かけ出だし、まだ生まれ育った故郷の村を出てから一月程度。こうして『御み鎮しずめ』──精せい霊れい病びように冒おかされた精せい霊れいと対面し、その問題を解決するという御お役やく目めを担になうのは、実を言えば今回が初めてなのだ。

　加えて、ナニカの育った郷里には精せい霊れいはおらず──ゆえに彼かの女じよの星守りとしての知識は全て、同じく星守りをしていたという祖母の教えによるもののみ。

　だからこそ、ナニカは不安だった。

　自分がちゃんと星守りとしての御役目を果たせるのか。そう悩なやんでいたがゆえに、昨日もあの宿での一幕でオトギの助けを借りる羽目になってしまったのだ。




　オトギの顔を、見ることが出来ない。どんな顔をしているのだろう。

　……軽けい蔑べつされただろうか。されたに決まっている。精せい霊れいと向き合ったことのない身の上の分際で、随ずい分ぶんと偉えらそうな態度をとってしまったのだから。

　俯うつむいたまま、ナニカはただ、オトギの言葉を待つ。すると──

「一度も話したことがない、か。なら、僕ぼくがついてきた意味もあったってもんかね」

「……え？」

「だってそうだろう。……いや、良かったぜ。君が百ひやく戦せん錬れん磨まの玄人くろうとだったら、僕ぼくが同行してもひたすらお邪じや魔ま虫にしかならなかったろ」

　顔を上げると、オトギの顔に浮うかんでいたのは穏おだやかな笑えみだった。

「……軽けい蔑べつ、しないんですか」

「軽けい蔑べつ？　なんでまた」

「……だって私。駆かけ出だしのくせに、昨日はあんなに貴方あなたに偉えらそうなこと言って」

「そりゃあ自分の役目にちゃんと誇ほこりを持ってるってことだろう。僕ぼくみたいな奴やつが出しゃばってきたら、プロである君の立場からすりゃあ釘くぎを刺さすのは当然ってもんさ」

　ナニカの吐はき出だした懺ざん悔げを、彼かれはそう言ってただ、受け止めてくれる。

　そんな彼かれの言葉に、優やさしさに。ナニカは思わず、目め頭がしらが熱くなるのを感じて──慌あわてて彼かれから顔を背そむけると、大きく深呼吸して息を整える。

「……すみません。変なことを、言ってしまいました」

「気持ちは、軽くなったかい」

「……はい」

「ならいいさ」

　後ろから聞こえたオトギの言葉に背中を押おされた気がして──ナニカは再び、山道を進む。

　その足取りは先さき程ほどまでよりも少しだけ、軽いものであった。




　　　　　■




「しっかし、結構歩いたな。もうそろそろ一回休きゆう憩けいにしないか？」

「……って、何言ってるんですか」

　いい感じにまとめようとしていた矢先に、もう。

　気の抜ぬけたことを言い出すオトギに若じやつ干かん呆あきれ顔で振ふり向むくと、ナニカは大おお仰ぎように肩かたをすくめる。

「まだ多分、たったの二時間くらいですよ。こんなの歩いたうちに入りませんって」

「こちとら体力下り坂の三み十そ路じだぞ、君みたいなぴっちぴちの若者とは違ちがうんだ」

「自信満々に言わないでくださいよもう……」

　そういえば眷けん属ぞく獣じゆうから逃にげ回まわっていたときにも、結局最終的には自分の方が彼かれを引きずる形になっていたような。……いくらなんでも、体力がなさすぎじゃあないだろうかこの人。

　先さき程ほどの一件で持ち上がっていたオトギに対する信しん頼らい度が再び下降曲線を描えがき始めたのを感じつつ、しかしナニカはそこで足を止め、手近に転がっていた岩に腰こし掛かける。

「……まあ一刻を争うってことでもないですし、一度休きゆう憩けいにしましょうか」

「そうこなくちゃ」

　安あん堵どした様子でナニカの隣となりに座すわると、肺から絞しぼり出だすように大きく息を吐はくオトギ。うわぁ、おじさんくさい。

「なんか今すごい軽けい蔑べつの視線を感じたんだけど、気のせいかな」

「小妖精フエアリーかなにかが見てたんじゃないですか」

　そういうもんか、と納なつ得とくするオトギを差し置いて、ナニカは背負った匣はこを下ろすと中から革かわ製せいの水すい筒とうを取り出して彼かれに差し出す。

「どうぞ。これ飲んでさっさと回復して下さい」

「おっ、悪いな。……あー、生き返るぅ」

　おじさんくさいなぁホント。知らず知らずのうちに苦く笑しようを浮うかべつつ、ナニカは何気なく周囲を見回す。

　切り立った断だん崖がいの上。耳を澄すますと水音が聞こえる。どうやら下に沢さわがあるようだ。

「……沢さわ、かぁ」

　そう言えば、村長の息子むすこが一ヶ月前に沢さわに落ちたと話していた。ひょっとしたら、ここかもしれない。

　覗のぞき込こんでみるとなるほど結構な高さで、下方を川が流れているのが見える。落ちたらひとたまりもなさそうだ。

「……ん、あれ、なんだろう」

　不意に視界の端はしにちらつくものに気付いて、よく目を凝こらすと──崖がい壁へきの半ば辺りの張り出しに、碧あおい花がまばらに生えているのが見える。遠目からにも鮮あざやかで目を引く、可か憐れんな花だ。

「……カゲユキハナ？　すごい、あんなに群生してるなんて……けど」

　近付いてよく観察したいとナニカの中の薬くす士し根こん性じようが声を上げるが、とはいえ位置が位置である。あんな場所まで行こうとしたら最悪、崖がけ下したに真っ逆さまということになりかねない。

　むう、残念──と、そんなことを考えていると。




「貴方あなた達たち、何してるの」

「ひゃっ!?」

　突とつ然ぜん聞こえた声に驚おどろいてつんのめりそうになるのをどうにか踏ふみ止とどまりつつ、ナニカはその声の方を向く。

　いつの間にか、山道の進行方向に──美しい女性が一人立っていた。

　人にん間げん離ばなれした碧あお色いろの髪かみに、長ちよう衣いを纏まとった出いで立たち。自分やオトギが言えた義理ではないが、おおよそ山向きの服装とも思えない。

　そして目を引くのが、彼かの女じよの腰こしに装そう飾しよくされた角のような一対ついの奇き妙みような突とつ起き物。

　眷けん属ぞく獣じゆうを構成していた水すい晶しよう体によく似た淡あわい燐りん光こうを放つそれが──『角』と呼ばれる、精せい霊れいに特有の器官であることをナニカは知っていた。




「貴方あなたは……この山の精せい霊れいさま、ですか」

　こわばったナニカの言葉に、彼かの女じよは僅わずかに眉まゆをひそめると、

「ええ、そうよ。私の名は、アグラストリス……『蒼そう木ぼく』のアグラストリス」

　平へい坦たんな口調でそう告げると、彼かの女じよ──アグラストリスは少しだけ不思議そうな顔でナニカとオトギとを見る。

「それで、貴方あなた達たちは何。私の言葉を理解して、私と対話する貴方あなたは──何」

　そう問う彼かの女じよの語調はぼんやりとしていて覇は気きを感じないもので。けれどどうしてか、得えも言われぬ迫はく力りよくを感じてナニカは口をつぐむ。

　空気が、鉛なまりのように重い。固まりそうな喉のどをどうにか動かして、ナニカは口を切る。

「私は、星ほし守もりです。貴方あなたにお目通りするために、麓ふもとの村の方に頼たのまれてここに来ました」

「星守り。……ああ、なるほどね。星守り。うふふ、あはは」

　笑う要素はなかったはずだが。何な故ぜか彼かの女じよは堰せきを切ったように含ふくみ笑わらいを零こぼした後──今度はがくんと首を動かしてオトギの方をじっと見る。

「そっちも、星守り……じゃ、ないね。なんだろう、へんなのだ。へんなの。ヘン。偏へん、片へん、片かたっぽの片割れがひび割れて、あは、うふふ、ふふ」

「え、あ、あの……」

　まるで言葉のサラダのように、脈みやく絡らくのない言葉を羅ら列れつしだした彼かの女じよを前にナニカがおろおろしていると、ややあって彼かの女じよは糸の切れた人形みたいにがくん、と項うな垂だれて。それからすぐに顔を上げて、ナニカに向かってにんまりと、生ぬるい笑えみを向けた。

「なんだっけ。私と話しがしたいんだっけ。いいよ、おいで。……私のおうちで話しましょう」

　彼かの女じよがそう告げた、その瞬しゆん間かんのこと。

　ふわりとした奇き妙みような浮ふ遊ゆう感とともに、急に足場がなくなったような感覚に襲おそわれて──ナニカは思わず目をぎゅっと瞑つぶる。

　その間、数秒ほどだったろうか。やがて足元の感覚が戻もどってきたのを確かく認にんして、おそるおそる目を開くと。

「……え？」

　ナニカの前に広がっていたのは先さき程ほどまでの崖がけ沿いの山道ではなく──木々に包まれてひっそりとそびえる、古びた石造りの社やしろ。

　そこへと続く石いし畳だたみの上に、ナニカとオトギの二人は立っていた。

「おいおい、何だよ今の」

　驚おどろいた様子のオトギに、ナニカは動どう揺ようを隠かくせぬまま、震ふるえる声で返す。

「……たぶん、『精せい霊れい術じゆつ』。精せい霊れいさまだけが使うことの出来る、神秘の法。……でも、まさか、こんな──瞬しゆん間かん移動まで出来るなんて」

　言いながら、ナニカは改めて周りを見回す。苔こけ生むした石造りの本ほん殿でんへと至る、長い石いし畳だたみの路みち。おそらくはここがアグラストリスを祀まつるための祭さい殿でんなのだろう。

　だが──それは祭さい殿でんと言うには、華はなやかさとはおおよそ遠いものだった。

　社を囲む木々は異変によるものか、枯かれ木きのように瘦やせ衰おとろえ、葉を落とした惨みじめな姿を晒さらし。

　通路の両りよう脇わきに並んでいたであろう燭しよく台だいは殆ほとんどが倒たおれ、あるいは砕くだけていて、石いし畳だたみのほうも至る所がひびだらけ。しばらく手入れを受けていないのだろう、本ほん殿でんの社も石柱に細かな亀き裂れつが入っていて、至る所に経年劣れつ化かの痕こん跡せきが見える。

　酷ひどい有あり様さまだ、と──ただそう言うことしか出来ない、あまりに荒こう廃はいした状態。瞬しゆん間かん移動してきたことよりもむしろその惨さん状じように、ナニカが少なからずショックを受けていると、

「あはは、驚おどろいてる。驚おどろいてる」

　頭上から降りかかる声に顔を上げると、小高い祭さい殿でんの軒のき下したに腰こし掛かけて、アグラストリスが薄うす笑わらいを浮うかべながらこちらを見下ろしていた。

　何が面おも白しろいのか、けたけたと笑えみを零こぼして──やがてふっと元の無表情に戻もどると、ぼんやりとした調子で呟つぶやく。

「で、話って何」

　その起き伏ふくの激しさに得え体たいの知れない違い和わ感かんを覚えて、ナニカは体をこわばらせる。

　あまりにも無む軌き道どうで、あまりにも──感情に一貫性がない。

　精せい霊れいというのはそういうものなのだろうかと思いつつ、ナニカは言葉を選んで口を開いた。

「精せい霊れいさま。精せい霊れいさまがこの山を閉じ、人が立ち入れないようにしているというのは……本当ですか」

「うん。それがどうしたの」

　あっさりと。アグラストリスはそう言い切ると、無感動な眼めでナニカを見下ろす。

　冷たいその眼まな差ざしに、ナニカは射い竦すくめられたようにびくりと肩かたを震ふるわせながらも──何とか気持ちを奮ふるい立たせて、強い口調で言葉を押おし出だす。

「村の皆みなさんが、山に入れないせいで困ってるんです。……精せい霊れいさま、お願いします、どうかお怒いかりを鎮しずめて──」

「怒いかりを、鎮しずめろですって？」

　アグラストリスが返した、そんなぞくりと鋭するどい言葉。それに呼応するかのようにして、不意に周囲の木々が蠢うごめいて──まるで蛇へびか、あるいは鞭むちのように、ナニカに向かってその鋭するどい枝を伸のばす。

「！」

　ナニカは咄とつ嗟さに顔を覆おおって。それから、おそるおそる目を開けると──刺ささるか刺ささらないかというぎりぎりのところで、幾いく本もの枝が空中で静止していた。

　腰こしから力が抜ぬけて、その場にへたり込こむナニカ。そんなナニカをつまらなそうに一いち瞥べつして、アグラストリスは小さく鼻を鳴らす。

「帰って。星ほし守もりに──人間どもの我わが儘ままを言こと付づかるだけの伝言係に用はないわ」

　取り付く島もないその態度に、ナニカが返す言葉を探していると、

「なら、医者はどうだ」

　横合いから投なげ掛かけられたのは、そんな──オトギの言葉だった。

　彼かれは気の抜ぬけた笑えみを浮うかべながら、ナニカの隣となりを通り過ぎてアグラストリスの方へと近付いてゆく。そんな彼かれに、ナニカの時と同じように周囲から太い枝が槍やりのように伸のびて──けれど、彼かれに刺ささる前にそれらは止まる。

「来ないで。死にたいの」

「君の話をちゃんと聴きくには、この距きよ離りじゃ遠すぎる。患かん者じやの表情や仕し草ぐさを見なきゃ、医い療りよう面接の意味はないからな」

　そんな彼かれの奇き妙みような言動に、アグラストリスは眉まゆをひそめる。

「……何を、言ってるの」

「僕ぼくの仕事は、君を一方的に言いくるめることじゃない。……僕ぼくはただ、君の抱かかえてる悩なやみ事を聴ききにきた。それだけだ」

「信じられない」

「信じる必要はないさ。……なに、世間話でも愚ぐ痴ちでも構わない。思ってることを口に出すってのはそれだけで心が軽くなるもんだからな──試ためしてみるのも、きっと悪くはないと思うぜ」

　そう言って不器用なウインクをしてみせるオトギを、アグラストリスは怪け訝げんな顔で見つめ──ぷいとそっぽを向く。

「……悩なやみなんて、ないわ」

「なるほど、それなら何よりだが──だとしたらどうして急に、山を閉ざしたりするようになったんだ？」

　オトギがそう問うた瞬しゆん間かん、彼かの女じよの表情にふっと陰かげりが落ち。

「決まってるじゃない。あいつらが──『彼かれ』を隠かくすからよ」

　ややあって彼かの女じよは、平へい坦たんな声こわ音ねでそう、オトギに返した。

「『彼かれ』？」

　眉まゆ根ねを寄せるオトギに、アグラストリスはその口元を僅わずかに緩ゆるめて続ける。

「彼かれは……ヨハンは、麓ふもとの村の人間だって言ってたわ。山で獣けものに襲おそわれているのをたまたま助けてあげたら──それから毎日、ここに来るようになったの」

　彼かの女じよの告げたその名前に、ナニカは昨日の話を思い出す。

　ヨハンというのは確か、一ヶ月前に亡なくなったという村長の息子むすこの名だったはずだ。

　だが、『隠かくした』というのは一体どういうことだろうか。疑問を渦うず巻まかせるナニカに構うふうもなく、アグラストリスは投げ出した足をふらふらと揺ゆらして続ける。

「変なやつだったわ。星ほし守もりでもない、ただの人間だった彼かれには、私の──精せい霊れいの言葉は届いていなかったでしょうに。彼かれはいつも私のところに来て、色んなことを一方的に話していった」

「『色んなこと』、ね。ちなみに、例えばどんなことを？」

　オトギが促うながすと、アグラストリスは「そうね」と少し考えた後、

「村の猟りよう師しが大きな獣けものを狩かってきた、貴方あなたのお陰かげだ、ありがとうとか。行商人が面おも白しろいものを運んできたとか。……そんな、どうでもいいことばっかりだったわ」

　くすくすくす、と笑えみを零こぼす彼かの女じよ。その表情には先さき程ほどまでの頑かたくなさとは一転して、柔やわらかく暖かいものが滲にじんでいた。そんな彼かの女じよの一連の振ふる舞まいに、そして何よりオトギの手しゆ腕わんに、ナニカはただただ呆あつ気けにとられる。

　あんなにも警けい戒かい心に満ちていたアグラストリス。そんな彼かの女じよの心を──彼かれはたったの数言で、ほどいてしまったのだ。

　アグラストリスは、何かを思い出すように目を閉じながら言葉を続ける。

「……幸せだった。随ずい分ぶんと長い間、ここに来てくれる人間なんていなかったから。村の連中は私を頼たよるだけ頼たよるくせして、めったに人なんて寄よ越こさなかったから」

　そんな彼かの女じよの言葉に、ナニカは無言で頷うなずく。この荒こう廃はい具合が一いつ朝ちよう一いつ夕せきのものではないであろうことは、容易に見て取れた。

　精せい霊れいと人とのかかわり合いは、本来双そう方ほう向こう的なものであるべきである。けれど時として、人は享きよう受じゆすることに慣れ、彼かれらに『返す』ことを忘れてしまう──そう、祖母が何度も言い聞かせてくれたことを思い出す。




　そんなナニカの胸中をよそに、アグラストリスは更さらに続ける。

「寂さびしかった。寂さびしくて、寂さびしくて、寂さびしくて寂さびしくて寂さびしくて──けどね、彼かれが何もかも、変えてくれた。この社やしろだって少しづつ綺き麗れいにしてくれたし……何より私のことを、ちゃんと見てくれていた。私と、関わってくれた。……なのに」

　とそこで、ふっとその表情に深い影かげが差す。口を閉ざした彼かの女じよを前にオトギは少しだけ、彼かの女じよからの発言を待った後──ややあって、彼かの女じよの代わりに言葉を継つぐ。

「『彼かれ』が、来なくなったんだな」

　アグラストリスはそれに答えず。ただその目を虚うつろにして、がっくりと項うな垂だれたまま一いつ切さいの動きを止める。その異様な雰ふん囲い気きを前に、ナニカはオトギに困こん惑わくの視線を向けた。

「……きっと、あいつらのせい。人間が、彼かれを私から引ひき離はなしたの」

　ぞくりとするような冷たい声で、アグラストリスが呟つぶやく。

「そうよ、そうに決まってる。だって、おかしいんだもの。また来るって約束したのに。狂くるって。くる、くる、くるくるくるって。ぐるぐる回って。なのに、なのに──」

　彼かの女じよの顔に浮うかんでいたのは、純じゆん粋すいな憎ぞう悪おの色。その威い圧あつ感に、ナニカはびくりと震ふるえて一歩後ずさるが──オトギは怯ひるまない。

「落ち着いて。ゆっくりでいい、君の言葉で話してくれ」

　息を荒あらくして言葉を詰つまらせるアグラストリスに、優やさしい声こわ音ねでそう語りかけるオトギ。そんな彼かれの言葉を受けて、彼かの女じよは少しだけ沈ちん黙もくした後──再び口を開く。

「あいつらが。人間どもが彼かれを……ヨハンを、私から奪うばったの。きっと私が精せい霊れいだから。そうよ、そうに決まってる」

「何で、そう思うんだ？」

「だって、そう言ってるんだもの。お前とヨハンでは住んでいる世界が違ちがうんだって。身みの程ほどを知れって。そう、聞こえるんだもの。……ほら、今も。あいつらが──私の悪口を言ってる」

　アグラストリスのそんな言葉を受けてナニカは耳を澄すましてみるが、しかし聞こえるのは木の葉が揺ゆれる音ばかり。そんな声はどこからも聞こえない。

　不思議がるナニカだったがしかし、オトギはそんなアグラストリスの言葉に深く頷うなずいて、

「聞こえる、か。そうだよな、聞こえるんだよな。……オーケー、分かった。ちなみに喋しやべってる声は、どんな声なんだ？」

　などと、彼かの女じよの言葉をあくまで肯こう定ていしながら問いかけを進めていく。
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　彼かれのしていることは、何ら特別なことではない。

　アグラストリスの発言を決して否定することなく。ときに相あい槌づちを打ち、ときに彼かの女じよの言葉をそのままに受け止めて反はん芻すうする──たったそれだけのこと。

　けれどそれだけのことが、恐おそらくいちばん大事なことなのだろう。オトギと話すアグラストリスの表情は先ほどまでよりも大分、和やわらいだものになっていた。




　旅のさなか、ナニカは幾いく度どか、他の星ほし守もりと出会ったことがあった。

　彼かれらは皆みな、言っていた。精せい霊れいとは嵩たかくにある存在であり、彼かれらは決して我々を理解せず、また我々も決して彼かれらを理解出来ることはないのだと。

　けれど、目の前のこの男はどうだろうか。

　彼かれは──まるで一人の人間と接するように、精せい霊れいと接している。

　理解できないものと棚たな上あげするのではなく、ちゃんと彼かの女じよの全てを受け止めて、理解しようとしている。

　……それはナニカにとって、ひどく新しん鮮せんな在あり方であるように思えた。




「……お前、変な奴やつね」

　自身の話に熱心に耳を傾かたむけるオトギに、アグラストリスはぽつりと呟つぶやく。

「お前の魂こん胆たんは、分かってるのよ。そっちの星ほし守もりと同じで、私をどうにかするように頼たのまれたんでしょう」

「……ま、否定はしないよ」

「正直なのね」

「噓うそをつけるほど、器用じゃあないもんでね」

　彼かの女じよの詰きつ問もんに、悪びれた様子もなく頷うなずいて返すオトギ。そんな彼かれに、けれどアグラストリスは責める様子はなく──呆あきれたように小さく笑う。

「本当に、変な奴やつ。……でも、貴方あなたの言ったとおりだったかも」

「ん」

　首を傾かしげるオトギに、彼かの女じよは静かに目を閉じて、

「話せば、楽になるって。貴方あなたに話したら、なんだか少しだけ、楽に──」

　穏おだやかな様子でそう告げた、その時のことだった。




「……お二ふた方かたーっ、無事ですか！」

　急に本ほん殿でんにそんな声が響ひびいて、ナニカとオトギ、そしてアグラストリスは弾はじかれたように社やしろの入り口へと視線を向ける。

　大勢の足音と共にそちらから姿を見せたのは──なんと、村長を筆頭とした村民たちだった。

　ぞろぞろとこちらを囲むように集まってきた彼かれらを前に、ナニカは驚おどろいて声を上げる。

「村長さん!?　何で……」

「あれから村の皆みなで相談しましてな。やはりお二ふた方かただけに任せっきりで我々だけ村で待っているというのは、余りにも無責任が過ぎると思ったのです」

　そんな村長の言葉に、ナニカはその表情を明るくする。彼かれらはちゃんと、アグラストリスとの関係性について彼かれらなりに考えてくれていたのだ！

　……だというのに、オトギはと言うと──どうしたことか彼かれらを見て渋じゆう面めんを滲にじませている。

　奇き妙みように思ってナニカが口を開こうとした、その時だった。

「……いや。来ないで」

　か細く震ふるえた声が、耳に届く。振ふり向むくと、先ほどまでの様子とは一変して──アグラストリスがその顔を真っ青にして、村民たちを見下ろしていた。

　形の良いい唇くちびるをわなわなと震ふるわせて耳を塞ふさぐ彼かの女じよの姿を認めると、村民たちの間にどよめきが走る。

「精せい霊れいさまだ」

「あれが、精せい霊れいさま……」

「お顔色が悪いぞ、やはり精せい霊れい病びように……」

　ざわり、ざわりと。彼かれらの発する一言一言が、じんわりとこの場の静せい寂じやくを塗ぬり替かえていく。

　その変化は──ナニカであっても、よくない状じよう況きようであるというのが本能的に理解できた。

　……そして。

「やっぱり、あいつがヨハンを殺したんだ……」

　誰だれかが呟つぶやいたその最悪な一言が、引き金となった。

「……ヨハンが、死んだ？」

　ぽつりと、平へい坦たんな声でアグラストリスが漏もらした呟つぶやきに、オトギははっと振ふり向むく。

「……ああくそ。待ってくれ、アグラストリス。話を──」

「噓うそ。死んだなんて、噓うそよ」

　絞しぼり出だすようにそう彼かの女じよが呟つぶやくのと、ほぼ同時、

　不意に、周囲の木々がざわめいて──ぐにゃりと。平へい衡こう感覚が裏切られたような、気持ちの悪い歪ゆがみが体に沁しみ込こんでくる。

　それは先さき程ほど、精せい霊れい術じゆつによる転移を受けた時の感覚にも似て。けれどそれよりも更さらに、質の悪い何かのように感じられた。

「そうよ、噓うそよ。うそ。私は知らない、そんなこと。私は見ていない、そんなもの。……血。赤い血、違ちがう、そんなの、それは、違ちがう──」

　空気が、空間がどんどん歪ゆがんで、重みを増していく。ぴしり、ぴしりと、ひび割れるような音がどこからか響ひびいて、そして。




「ふ、ふふ。あはは。そうだ。貴方あなた達たちはまた、噓うそをついているんだ。私と彼かれを引ひき離はなすために。彼かれを隠かくすだけじゃ飽あき足たらずに、そんなことまでするんだ、なら──」

　不意に、アグラストリスは──人が変わったように、笑えみを零こぼす。




「なら全部、消えちゃえ。私すら、消えちゃえ。……あはは、はは。あはははははははははははははははははははははははははははは！」




　壊こわれたように。

　砕くだけるように、嗤わらい出して。

　そんなアグラストリスの体に、ひび割れのような碧あおい光が無数に浮うかび上あがって。




　次の瞬しゆん間かん──彼かの女じよの体から迸ほとばしった閃せん光こうが、辺りを包つつみ込こみ。

　世界は、碧あおによって変質する。










　　　　　■




　どうやら、意識を失っていたらしい。

「……ぅう」

　呻うめきながらナニカは頭を軽く振ふって、目を開けて──そして、その目を疑った。




　そこは、先さき程ほどまで立っていたはずのあのお社やしろとは似ても似つかぬ場所だった。

　見み渡わたす限りの光景が薄うす青あお色で塗ぬりつぶされた、果ての見えない空間。

　宙には一体どんな力によるものなのか、まばらに岩や木々が浮ふ遊ゆうしている。

　足元に地面はなく、踏ふみしめた感かん触しよくも実感がなく、おぼつかない。

　まるで──空に投げ出されたかのような。

　それはとにかく、奇き怪かいな空間だった。

　あまりに現実感に欠けたその光景を前にして、ナニカはしばし言葉を失って。とそこで、視界の端はしに倒たおれているオトギの姿を見つけて駆かけ寄よる。

「ねえ、大だい丈じよう夫ぶですか！」

「……う、ん？　ああ、ナニカちゃんか。すまん、なんだか知らんが気を失って……って、なんだこりゃ!?」

　意識を取とり戻もどして周囲を見るや、素すっ頓とん狂きような声を上げて驚おどろくオトギ。アグラストリスのあの不思議な振ふる舞まいを前にしても冷静さを保っていた彼かれだが、どうやら何にも動じないというわけではないらしかった。それがなんだか微笑ほほえましくて、こんな時だというのにナニカはくすくすと笑えみをこぼしてしまう。

「え、何、今の笑うとこ？」

「すみません。貴方あなたも人並みに慌あわてるんだなって、つい」

「……何だそりゃ」

　怪け訝げんな顔で首を傾かしげた後、オトギは再び周りを見回して──腕うでを組んで小さく唸うなる。

「しっかし、こりゃあ……一体何なんだ。また転送とやらで飛ばされてきたのか？」

「……たぶん、そうじゃないです」

　オトギの言葉にしかしナニカは首を横に振ふると、周囲に広がる異様な空間をじいっと見つめて淡たん々たんと告げる。

「これは多分、『精せい霊れい災害』──精せい霊れいさまの御み力ちからによる、暴走した現実改変の結果です」

「『精せい霊れい災害』？」

　怪け訝げんな顔になるオトギに、ナニカは神しん妙みような表情で小さく頷うなずく。

「……精せい霊れいさまの力は、世界に干かん渉しようする力。だから精せい霊れい病びようで精せい霊れいさまが正気を喪うしなってしまうとその管理を外れた力が暴走して、周囲の現実を無む軌き道どうに改変してしまうことになる。……それが、精せい霊れい災害です」

　『精せい霊れい』という個としての統とう率そつを失い、単なるエネルギー体の塊かたまり──『災害』と化す。

　それは、精せい霊れい病びようの最終段階である。

「……けど、精せい霊れい病びようがここまで進んでるなんて。これじゃ、もう……」

　暴走し、完全に精せい霊れい災害と成り果ててしまった精せい霊れいは、もはや二度と元の精せい霊れいとしての人格には戻もどることが出来ないと言われている。

　そして、そうなってしまった精せい霊れいはもはや、他害を働く前に消しよう滅めつさせるしかない……とも。

　だが、しかし。

「諦あきらめるには、まだ早いさ」

「え？」

　そう呟つぶやいた彼かれの表情の中にあったのは、何かを確信するかのような理性の光だった。

　不安げな表情で見守るナニカへと向き直り、彼かれは静かに告げる。

「さっきの彼かの女じよの様子を見ていて、分かったことがある」

「分かったこと？」

　首を傾かしげるナニカに、オトギはしっかりと頷うなずいて。

「あれは……君たちが『精せい霊れい病びよう』と呼んでいるモノは、原因不明の不ふ治ちの病やまいなんかじゃない。れっきとした──治せる病気だ」

「治、せる？　精せい霊れい病びようが？」

　オトギの告げたそんな信じられない言葉に、信じられないといった顔でナニカは訊きき返す。

　精せい霊れい病びようは、不治の病である。それが、精せい霊れい病びようが確かく認にんされて以来の定説であり通説である。

　星ほし守もりの行う『御み鎮しずめ』──精せい霊れいとの対話にしても、それは彼かれらを治ち癒ゆさせるためではなく、あくまで病に狂くるった彼かれらを言いくるめ、制せい御ぎよし、人に仇あだなすことを防ぐ──それだけの手段に過ぎない。

　だというのに、この男は。

　治せると──何の躊躇ためらいもなく、何の迷いもなく、そう言ってのけたのだ。




　オトギは考え事をするように顎あごに手を当てながら、ゆっくりと言葉を続ける。

「……軽度のワードサラダを主しゆ徴ちようとする連合弛し緩かんに自閉性、感情障害。両りよう価か性ははっきりしないがブロイラーの基本症しよう状じようと大体一いつ致ちしている。加えて、彼かの女じよの様子を見るに自己批判型の幻げん聴ちようも強いらしい。とすれば恐おそらく──」

　聞いたこともない言葉を羅ら列れつしながら、彼かれは緊きん張ちようの面おも持もちで見つめるナニカに向かって静かに告げる。




「『統合失調症しよう』。それが、彼かの女じよを蝕むしばんでいる『精せい霊れい病びよう』の正体だ」




「とうごう……しっちょう？」

　それもまた、聞いたことのない病気の名前。頭に？マークを浮うかべまくっていたナニカの様子に、オトギは気付いたらしい。

「まあ、ひょっとしたらここじゃもっと他に通りのいい名前があるのかもしれないが──僕たちは、ああいう症しよう状じようを来きたす病やまいのことをそう呼んでいる。要は、『こころの病』……そういう風に考えてくれ」

　苦く笑しようしながらそう告げた彼かれに、ナニカは眉み間けんにしわを寄せる。

「こころの病って。心が病気に罹かかるなんて、そんなの聞いたことありません」

　怪け我がを負うのも、疫えき病びように蝕むしばまれるのも、それらは全て肉体であって心ではない。

　心は怪け我がを負わないし、病の伝でん染せんを被こうむることもない。

　心に異変があるとすればそれは憑つき物ものだとかのような、超ちよう自し然ぜん的な要因によるものである。

　それがナニカの──いや、この世界における、常識であった。

　そんなナニカの言葉に、オトギは渋じゆう面めんをつくりながら頭をかく。

「……うーむ、そういや精神病の定義が定着したのってわりと最近のことだしなぁ。この世界くらいの文明レベルだとこういう反応が自然か……」

　ナニカの知らない言葉で独り言をぶつぶつと垂れ流した後、彼かれはナニカに向き直って続ける。

「なあ、ナニカちゃん。君は『健康』ってのは何だと思う」

「『健康』ですか？　……ええと……」

　突とつ拍ぴよう子しもない問いかけだが、基本的に生き真ま面じ目めなナニカは思わず真しん剣けんに考かんがえ込こんでしまう。

「……怪け我がや病気がない状態、でしょうか」

　しどろもどろなそんな返答に、オトギは穏おだやかな表情で頷うなずく。

「まあ、そうだな。……じゃあ、もう一つ質問だ。例えば──病気や怪け我がは一いつ切さいないけど、金にがめつくて皆みなから嫌きらわれてる人がいるとする。そういう人は、『健康』かい？」

「それは……」

　言葉を詰つまらせて考かんがえ込こむナニカを見て、オトギは苦く笑しようしつつ言葉を続けた。

「ま、違ちがうよな。だから僕たちは──健康というのは肉体的なことだけじゃなく、精神的、社会的にも満たされた状態であると考えることにしてるんだ」

　ＷＨＯの受け売りだけどな、と小声で付け加えながらそう告げたオトギに、ナニカは釈しやく然ぜんとしない顔で口を開く。

「……だから、こころに問題を抱かかえた状態は『健康』じゃないと。そう言うんですか」

「我ながら大分乱暴な理り屈くつだとは思うけどな。とりあえず今はそう思って貰もらえればいい」

　全くもって、乱暴なことこの上ない理り屈くつの持っていき方である。

　とはいえ、彼かれの言いたいこと自体は──ナニカも少なからず、理解し始めていた。

「……まあ、いいです。ひとまずそういうことにしておきます。……で、何でしたっけ。貴方あなたの言う『こころの病やまい』──『とうごうしっちょうしょう』とやらは、一体どういう病気なんですか」

　話を促うながすナニカに、オトギはひとつ頷うなずくと、

「まとまりのない言葉。突とつ発ぱつ的な感情の起き伏ふく。そして彼かの女じよだけに聞こえる──彼かの女じよ自じ身しんを批判する声。恐おそらくこういった症しよう状じようは全部、彼かの女じよという個人を統合して、彼かの女じよを彼かの女じよたらしめているこころの機能が何らかの原因でうまく働かなくなったことによるものだ」

　そんな彼かれの説明に、ナニカは再び眉み間けんにしわを作る。

「何らかの原因、って？」

「一いつ般ぱん論で言えば、原因として考えられるのは急激なストレスだったり、あるいは他の、それこそ肉体的な病気によるものってこともあるが……精せい霊れいである彼かの女じよは、いわゆる通り一いつ遍ぺんの病気とは無む縁えんだ。なら、彼かの女じよにとっての原因は恐おそらく──」

「……村長の息子むすこさんが亡なくなったこと、とか？」

　その通り、とオトギは頷うなずく。

「これは憶おく測そくだが──彼かの女じよは多分、村長の息子むすこが亡なくなっていたことを知っていた。けど、それを認めることが出来なかったんだ」

　オトギの唱えた論に、ナニカは硬かたい表情で頷うなずく。確かに、この山を統すべる精せい霊れいである彼かの女じよであれば──この山の中で起きたことを察知していても何ら不思議ではない。

「……そのせいで、そのショックで、精せい霊れい病びようを発はつ症しようしたってことですか？」

「自分のありようを変えるような『信じたくない事実』に直面した時、僕ぼくらはそれに対して強い不快感を覚える。こういうのを僕ぼくらは『認にん知ちの不協和』と呼ぶんだが──こういう状じよう況きようってのは当然、本人にとってはとんでもないストレスになるもんなのさ」

　そう語るオトギの言葉に、しかしナニカは、今ひとつ腑ふに落ちないものを感じていた。

「でも、そうだとして。それでこんなに──世界を改変してしまうまでに暴走してしまうなんて。そんなことって……」

「確かにな。人間だったらここまでのことにはならんだろうさ。けどあちらさんは──精せい霊れいだ」

　ナニカの疑問に、オトギは頷うなずきながら言葉を返す。

「『精せい霊れいは、物質的なものに依よらない高位の存在だ』。確か君は、そう言ったよな。だとしたら──彼かの女じよたち精せい霊れいってのは肉体的な要素が薄うすい分、僕ぼくたち人間と比べて精神的な動どう揺ようにひどく脆もろいんじゃないか」

　物質という軛くびきから解き放たれた上位者。それゆえに彼かれらという存在を規定するのは、彼かれらの精神──『こころ』そのものであると言っても過言ではない。

　そんな彼かれらにとって、心理的動どう揺ようやストレスがどのように作用するのか。

　それは──存在を揺ゆるがすほどの致ち命めい的な傷に、他ならないのではないか。

「……それが、精せい霊れい病びようの正体」

「まあ、僕ぼくの仮説でしかないけどな。……何にせよ、今彼かの女じよの治ち療りようのために出来ることはひとつ。彼かの女じよの心の中身を理解して、彼かの女じよの痛みに寄より添そって、彼かの女じよの傷を知ること」

　これじゃ三つか、とおどけたように言い添そえて、そこでオトギは困った顔で辺りを見回し、小さく呻うめく。

「とはいえそれも、どうにかしてもう一度彼かの女じよに会わんことにはどうにもならんな。さて、どうしたもんか──」

　と、その時のこと。

　碧あおで包まれた空間。二人の佇たたずむその側で、不意に光が弾はじけた。

「……っ!?」

　咄とつ嗟さに目を覆おおったナニカ。光が収まると、彼かの女じよは薄うす目めを開けて──そこにいたものに気付く。

　二人の前に、あの眷けん属ぞく獣じゆうが佇たたずんでいた。

「……ウッソだろ、このタイミングでかよ」

　参った様子で呻うめいて、後あと退ずさりするオトギ。ナニカも咄とつ嗟さに逃とう走そうの体勢に入り、しかしそこである不自然に気付く。

「襲おそって、こない？」

　そう。二人の目と鼻の先に鎮ちん座ざした眷けん属ぞく獣じゆうは、けれどまるで襲おそい掛かかってくるような素そ振ぶりを見せることもなく、ただじいっとその場でこちらをその無機質な瞳ひとみで見つめ──やがて、くるりと踵きびすを返かえしてゆっくりと歩き出す。

「……何だ？」

「ついてこい、ってことかも」

　その動きに、ナニカはどうしてかそんなことを口にして──その後を追う。自分でも意外だったが、けれど不思議と確信めいたものがあった。

　そんな彼かの女じよの言にオトギはやや逡しゆん巡じゆんを見せたが、しかし観念した様子で後に続く。

　碧あお色いろの闇やみの中を、二人は進み始める。




　　　　　■




　眷けん属ぞく獣じゆうの後をついて、しばらく歩いた頃ころ。

　不意に足元の浮ふ遊ゆう感が消え、代わりに土を踏ふむ慣れ親しんだ感かん触しよくが伝わってきた。

　周囲を見回すと、そこは先さき程ほどまで居たあの奇き妙みような空間ではなく──木こ漏もれ日びが差さし込こむ、あの山の森の中だった。

「……出られたのか？」

　オトギの問いに、しかしナニカは首を横に振ふる。

「違ちがうと思います。……空を、見て下さい」

　そう言ってナニカが指差した先。木々の隙すき間まから見える青空を目を凝こらして見ると、そこには微かすかにひび割れのようなものが走っていた。

「なるほど、な。だとしたら、こりゃ一体……」

　オトギが呻うめいたのと同時。その時──不意に、二人のものでない声が聞こえた。




『トリス！　トリス、どこに居るんだー？』

　若い、男の声だった。驚おどろいた二人が声の方へと向くと、そこに居たのは何かを探すようにきょろきょろと辺りを見回しながら歩く──少し気弱そうな、金きん髪ぱつの青年だった。

「あっ、あのっ……」

　こちらに気付いたふうもなく、歩く彼かれ。ナニカは彼かれに声を掛かけるが、しかし彼かれはそれでもまるで気に留とめる様子もない。

　男はナニカたちを無視したままで困ったように腕うでを組み、とそこで、何かを見つけてその目を輝かがやかせた。

『そこに居たんだな、トリス。……もう、探したんだよ？』

　彼かれの視線の先。そこに立っていた人物を見て、ナニカとオトギは目を見張る。

　深ふか空ぞらのように碧あおい髪かみをした、美しい女性。いたずらっぽいその表情こそ似ても似つかなかったが、それは紛まぎれもなくアグラストリスであった。

　彼かの女じよもまた、ナニカたちに気付いた風もなく男を見つめて小さく笑う。

『お社やしろで待っててって言ったのに、また僕ぼくをからかって。トリスは意地悪だなぁ』

　そうぼやく男の言葉に、彼かの女じよはしかし答えない。

　否、話そうとしたところで、精せい霊れいである彼かの女じよの言葉は──人である彼かれには通じないだろう。

　けれど青年は、そんな一方通行の会話を気にしたふうもなくのびのびと話し続けて。

　対するアグラストリスも、それに静かに耳を傾かたむけながらくすくすと笑えみをこぼすと──そこで何か思いついた顔になって、軽かろやかな足取りで木々の隙すき間まに消えていく。

『あっ。もう、待ってよ、待てったら、トリス──』

　それを追いかけていく青年の背を見つめているうちに、ナニカははっと気付いた。

「……これって、もしかして──精せい霊れいさまの、記き憶おく？」

　精せい霊れい災害によって引き起こされる現実改変。

　それは無む秩ちつ序じよで、無む軌き道どうであるがゆえに──彼かれら自じ身しんが深くに抱だいている記き憶おくや心を色いろ濃こく映し出すものであるという。

　であれば、今ここに顕あらわれたこの光景もまた、彼かの女じよの心に眠ねむったそれではないだろうか。




「ひょっとしたら、何かの手て掛がかりになるかも。……追いかけなきゃ！」

「だな」

　ナニカの言葉にオトギも頷うなずき、二人は彼かれらの後を追って走り出す。すると程ほどなくして、再び景色が移り変わった。

　そこは、アグラストリスの社やしろ。ナニカたちが見た時とは違ちがって燭しよく台だいは整然と並んでおり、ぼうぼうに伸のびっぱなしだった雑草も綺き麗れいに掃そう除じされた状態である。

　アグラストリスは社の軒のき下したに腰こし掛かけて、退たい屈くつそうな顔で頰ほお杖づえをついていた。と、そんな時──彼かの女じよの表情が、ぱっと変わる。

『トリスー！　いるかい？』

　階段を登って姿を見せたのは先さき程ほどの青年。恐おそらくは彼かれが、村長の息子むすこ──ヨハンなのだろう。

　汗あせだくになりながら息を整えて、ヨハンは社まで歩いてくるとアグラストリスに向かって爽さわやかな笑え顔がおを向ける。

『トリス、今日も君に色々と話したいことがあるんだ。聞いてくれるかい？』

　アグラストリスはその言葉に、「やれやれ」といった雰ふん囲い気きで肩かたをすくめて頷うなずいてみせる。

　けれどその表情は柔やわらかで、幸せそうで。

　……それは、先さき程ほど見た彼かの女じよの様相とは似ても似つかぬ、満たされたものだった。




「……幸せそう、ですね」

「そうだな。……この時は、まだ」

　オトギの言葉に、ナニカはこの先に二人を待ち受けているであろう未来を思い出し、表情を暗くする。

　そうだ、この幸せは──途と切ぎれ、途と絶だえることが分かっている幸せなのだ。

　なんとなくいたたまれなくなって、ナニカはふと、眷けん属ぞく獣じゆうに視線をやる。

　彼かれもまた、その無機質な水すい晶しようの瞳ひとみでじっと二人の姿を見つめていたかと思うと──不意にその身を起こし、ゆっくりとどこかへ歩き出してゆく。

「あっ、待って！」

　眷けん属ぞく獣じゆうの後ろ姿を追って、再び歩き出すナニカとオトギ。するとまた、風景が変化し──

「……ここは」

　二人が立っていたのは、あの崖がけ際ぎわの山道の下を流れる沢さわ。

　木々に囲まれた、ごつごつとした岩場の中──そこを流れる小川のほとりに、二人はいた。

　……そして、彼かれも。




　平たい大きな岩の上に横たわって、ヨハンは荒あらい息をしていた。

　全身ずぶ濡ぬれで、体中に細かな傷やあざが見みえ隠かくれしている。その痛ましい有あり様さまから、ナニカはこの光景の意味を、理解してしまう。

　これはきっと──彼かれが沢さわに落ちて死んだという、その最さい期ごの光景だ。




　だがしかし、ナニカはそこで奇き妙みような違い和わ感かんに気付く。

「……精せい霊れいさまが、いない？」

　先さき程ほどまでの記き憶おくの中には、アグラストリスの姿があった。

　けれど今はどこを見回しても、彼かの女じよの姿はない。いや、そもそも。もしも彼かの女じよがこの時、この光景を目まの当たりにしていたのなら──死に瀕ひんしている彼かれを目前にして、何もしないということがあり得るだろうか？

　疑念を渦うず巻まかせるナニカに、その時オトギが小さく声を上げた。

「……あれは」

　彼かれの声に反応して視線を巡めぐらせると、死にゆくヨハンのその隣となりに、あの眷けん属ぞく獣じゆうが佇たたずんでいた。

　眷けん属ぞく獣じゆうの姿を認めると、ヨハンは怯おびえた様子もなく震ふるえる手を伸のばして──疲つかれたような笑えみを浮うかべて口を開く。

『……ああ、丁度よかった。なあ君、悪いけどひとつだけ……頼たのまれ事を、してくれないかな』

　そう言って彼かれが差し出したのは、一輪の花だった。

　……鮮あざやかな碧あお色いろをしたそれは、ナニカにも見覚えがあった。あの断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに咲さいていた、カゲユキハナだ。

『お願いだ。僕ぼくの代わりに、これを彼かの女じよに届けてくれないか。約束したんだ、彼かの女じよに──綺き麗れいな花を、持っていってあげるって』

　彼かれの言葉に、眷けん属ぞく獣じゆうは物言わぬまま、その無機質な瞳ひとみでじいっと彼かれを見つめて──やがて、その顎あごで差し出された花をくわえる。

『……ありがとう』

　ヨハンはそれに満足気に頷うなずくと、恐おそらく痛みゆえだろう、顔を苦く悶もんに歪ゆがめながら、深いため息をひとつ吐はいた。

『あーあ。残念だなぁ。きっと彼かの女じよに、よく似合うだろうに。……見たかったのに、なぁ』

　そう呟つぶやくと、彼かれはひときわ大きな咳せきをして。その口から喀かつ血けつを零こぼして、そのまま沈ちん黙もくする。

　沈ちん黙もくして、そのまま、ぴくりとも動かなくなる。




　一部始終を目まの当たりにした後。ナニカは隣となりに佇たたずんでいた眷けん属ぞく獣じゆうを一いち瞥べつする。

　その静かな水すい晶しようの瞳ひとみもまた、記き憶おくの中の彼かれと同じように、青年の亡なき骸がらをじっと見つめていた。

　その様子にナニカははっとして、声を上げる。

「もしかして、これは、貴方あなたの──？」

　と、その刹せつ那なのことだった。




　ばきり、という硬かたい音と共に風景がめくれ上がって、一いつ瞬しゆんのうちに別のそれへと塗ぬり替かわり。

　次の瞬しゆん間かん、ナニカたちはあのお社やしろの前に立っていた。




　ぞくりと。冷たい風が吹ふき抜ぬけて、ナニカはゆっくりと顔を上げる。するとそこには──最後に見た時と同じようにお社の軒のき下したに座すわる、アグラストリスの姿があった。

　回想の中の彼かの女じよと異なりその瞳ひとみは昏くらく淀よどみ、そして彼かの女じよの手足は歪いびつなひび割れに覆おおわれていて、末まつ端たんのほうなどはうっすらと消えかかっている。

　……精せい霊れい病びようの影えい響きようで、存在が不確定になりつつあるのだ。

「精せい霊れいさま。あの──」

「こんなのは、噓うそよ」

　ぽつりと。彼かの女じよはそう呟つぶやいて、静かな瞳ひとみで眷けん属ぞく獣じゆうを睨にらむ。

「ねえ、どうしてお前までこんな噓うそをつくの。彼かれが死んだなんて。彼かれがもう、ここに来これないなんて。彼かれが二度と、私に笑いかけてくれないって。彼かれがずっと、私にくだらない話をしてくれないって。ねえどうして。ねえ──」

　雨あま漏もりのように言葉を垂れ落とす彼かの女じよに、眷けん属ぞく獣じゆうが歩み寄り──その口にくわえた、ボロボロに枯かれたカゲユキハナを彼かの女じよに向けようとする。

　けれどそんな彼かれをアグラストリスはきっと睨にらみつけて、

「……何度も言っているでしょう。そんなもの、私は要いらないって。……だって彼かれは、彼かれが持ってくるって、約束してくれたんだもの。……そうよ、約束。ヤクソクしたの」

　と、そこまで呟つぶやいたところで彼かの女じよは急に動きを止め──やがて急に、くつくつと小さな笑い声を零こぼし始めた。

「……ああ、そうか。お前もそうなんだ。お前も、私を騙だまそうとしてるんだ。私と彼かれを引ひき裂さこうとしてるんだ。引ひき裂さいて、ぐちゃぐちゃにして、砕くだいて、潰つぶして、粒つぶ粒つぶにして。ふ、ふふ。あはははははははは」

　そんな彼かの女じよに呼応するように、瞬しゆん間かん、辺りの地面に亀き裂れつが走る。

　この世界は彼かの女じよの心象風景そのもの。ゆえに彼かの女じよの精神状態に呼応して、変化しているのだ。……恐おそらく、悪い方へと。

「もう、嫌いや」

　ひび割れた地面の隙すき間まから、伸のびてきたものがあった。

　それは──青々とした、巨きよ木ぼくの根。

「全部、壊こわれちゃえ。全部、全部、ぜんぶ──」

　アグラストリスの言葉と共に幾いく筋すじもの根が崖がけを砕くだき、岩場を持ち上げて。交こう錯さくして、縫ぬい合わさって──崖がけ際ぎわの風景はもはや原型を留とどめず、木の根によって幾いく重えにもつなぎ合わされた、奇き妙みような浮うき島しま群へと変へん貌ぼうしていた。

「っ、うお……!?」

　縦じゆう横おう無む尽じんに揺ゆれ動うごく足場に、オトギは平へい衡こう感覚を崩くずして倒たおれ込こむ。

「オトギさん！」

　ナニカは手を伸のばすが、届かない。ナニカの目の前で彼かれの体は、そのまま真っ逆さまに遥はるか下へと転落──しなかった。

「……貴方あなた……」

　オトギを間かん一いつ髪ぱつで支えたのは、あの眷けん属ぞく獣じゆうだった。

　彼かれはオトギを引っ張り上げるとそのまま静かに歩き出し、ナニカたちのいる足場の縁へりの方へと移動して鎮ちん座ざする。

「……あり、がとう……」

　ナニカの礼に、眷けん属ぞく獣じゆうは一いつ瞬しゆんだけ振ふり向むいてすぐに視線を下に戻もどす。彼かれの主たる、アグラストリスのいるであろう方向へと。

　物言わぬその硬こう質しつな背。しかしナニカは彼かれが何かを訴うつたえかけているような、そんな気がした。

　己おのれの主を、助けてほしいと。そう言っているような──そんな、気がした。




　ナニカの後ろで、体勢を立て直したオトギが呻うめく。

「……ったく。こりゃあ流石さすがにデタラメすぎだろ……」

　足場の下を一いち瞥べつして、乾かわいた笑いを漏もらすオトギ。ナニカもつくづく同感だった。

　しかし、呆ほうけている暇ひまは──二人には与あたえられていない。

「あの様子だと、陽性症しよう状じようがかなり増悪してるみたいだな。それに、この空間──この滅め茶ちや苦く茶ちやな具合が彼かの女じよの精神状態を表してるっていうなら、とっとと手を打たないとマズいが……」

　難しい顔で唸うなるオトギに、ナニカは不安そうに問う。

「……治す方法は、あるんですか」

　その問いに、オトギはしかし渋じゆう面めんのままで顎あごに手を当てる。

「もっと症しよう状じようが軽ければ、話し合いだけで落ち着かせることも出来たんだが──今の彼かの女じよの様子じゃ意思の疎そ通つうも難しい。薬物治ち療りようで介かい入にゆう出来れば手はあるかもしれんが……こんなところで、ましてや精せい霊れい相手に効く薬なんて──」

「あるかも、しれません」

　ぽつりとナニカが呟つぶやくと、オトギは驚おどろいた顔で彼かの女じよを注視した。

「……マジで？」

「かもしれない、ですけど──ちょっと待ってて下さい」

　言いながら、ナニカは背中に背負った匣はこを下おろして中を物色、やがて透とう明めいな小こ瓶びんに詰つめられた液体をいくつか取り出して、オトギに手て渡わたした。

「祖母から教わった薬です。周囲の空間に作用して精せい霊れいさまの干かん渉しようを一時的に遮しや断だんすることで精せい霊れい災害の拡大を抑よく制せいする……んだそうですけど」

　見ると、彼かれはナニカの説明を聞いているのかいないのか、小こ瓶びんに貼はり付つけられたラベルに釘くぎ付づけになっていた。

「……あの、オトギさん？」

「ああ、悪い。……なあ、ナニカちゃん。この薬の、名前──」

　神しん妙みような顔で問う彼かれに、ナニカは苦く笑しよう混じりに返す。

「ああ、変な名前ですよね、『ハロペリドール（仮）』って。お祖母様がどうしてもこの名前にしろって言うので、それに倣ならったんですけど」

　ナニカがそう答えるとオトギは長い、長いため息をついた後、「なるほど」と呆あきれたように小さく笑う。

　彼かの女じよは知るよしもない。

　どうした因果か、その名前が──遠い異い邦ほうの地において『定型抗こう精せい神しん病びよう薬やく』と呼ばれている薬品と同じ名であることを。

「オーケー。その名前だけで、どうやら十分信しん頼らいできそうだ。今この空間は彼かの女じよの心そのもの。なら空間に作用するその薬を使えば恐おそらく僕ぼくが期待してる効果が出る、はず。……ま、この状じよう況きようじゃＥＢＭがどうのと言ってる場合でもないし──君の薬に賭かけるぜ、ナニカちゃん」

　オトギの言葉に込こめられていたのは、確かな信しん頼らい。

　まだ駆かけ出だしの自分を、彼かれは信しん頼らいしている。その事実が少しだけ怖こわくなって──けれどナニカは、大きく深呼吸した後にしっかりと頷うなずく。

「任せて下さい。星ほし守もりとして、ちゃんと全うしてみせます」

「いい返事だ。……じゃ、早さつ速そく頼たのむ。僕ぼくじゃあその薬の使い方は分からなそうだから」

　オトギの言葉を受けて、ナニカは小こ瓶びんを握にぎりしめて浮うき島しまの縁ふちに立つ。

　周囲を埋うめ尽つくすように広がる木の根と浮うき島しまの連なりを一望すると、彼かの女じよはそこでハロペリドール（仮）を勢い良く辺りに散布して、

「……『展開クオレ』。『全エ方ー向ケへス』『運べヴイント』」

　彼かの女じよがそう告げた、その瞬しゆん間かん。小こ瓶びんに入っていた透とう明めいな液体は急速に気化して膨ふくれ上あがり、無数の赤しやつ光こうの奔ほん流りゆうとなって──空中を駆かけ巡めぐりながら地に、天にと突つき刺ささってゆく。

「『運べ』『運べ』『運べ』」

　謳うたうように、彼かの女じよは詞を紡つむぎ続け。それに応じるように、光は竜りゆうのようにうねりながら浮ふ遊ゆうする巨きよ岩がんへと向かってゆく。
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　砕くだけ散ちり、宙を舞まっていた巨きよ岩がんたちは楔くさびのように突つき刺ささった紅あかい光に繫つながれて、牽けん引いんされるようにして元の崖がい壁へきを形作り。

　空を覆おおっていた無数のひび割れもまた、鮮あざやかな光を放って明めい滅めつし──軋きしんだ音と共に周囲と融ゆう合ごう、固着して、逆再生のように元の青空を形作ってゆく。




　気付けば。たったの一振ふりで異界と化していた空間はその形象を変化させ──ナニカの歌が終わる頃ころには二人は再び、アグラストリスの社やしろのある場所へと戻もどっていた。




　地面を踏ふみしめてみると、そこには確かな石いし畳だたみの感かん触しよくがある。空を見てもそこに亀き裂れつはなく、ただ一面の青空が広がるのみ。

　どうやら、精せい霊れい災害の影えい響きようを押おさえ込こむことが出来たらしい。

「……いや、うん。僕ぼくの考えてた薬のイメージと違ちがうんだが、なんだ今の光……？」

　呆ぼう然ぜんとした様子のオトギに、ナニカは少しだけ自じ慢まんげに胸を張る。

「自然界の物質に存在する『霊マ子ナ』を集めて調合したものを散布して、『精ワ霊ー語ド』を使ってそれを調律することで、精せい霊れいさまたちの使う精せい霊れい術じゆつと同じような、世界への干かん渉しよう効果を引き起こす。祖母から受うけ継ついだ、ハーヴェル流調ちよう剤ざい術です」

「なんだかさっぱり分からんが凄すごいな……」

「えっへん」

　オトギの素す直なおな賞賛に、思わず鼻が高くなる。と言っても凄すごいのは自分ではなく祖母のレシピだが、まあそれはそれだ。




　気を取り直してお社に視線を戻もどすと──アグラストリスによる急激な現実改変の余波によるものか、そこに建っていたはずのお社は見る影かげもなく崩くずれ落おちていた。

　そして。そんな瓦が礫れきの中に囲まれるようにして、彼かの女じよもまた、膝ひざを抱かかえてそこにいた。




「分かってた。……全部、分かってた」




　先ほどまでと一転して、ひどく静かな声でアグラストリスはそう、呟つぶやく。

「この山で起きたことだもの。私が、気づかないはずがなかった。……けど私は、その事実から、目を背そむけた」

「……精せい霊れいさま」

　膝ひざを抱かかえ、顔を伏ふせた彼かの女じよの表情を窺うかがい知ることはできないが──その声は、震ふるえていた。

「ああなる少し前、彼かれは言ったの。私に似合いそうな綺き麗れいな花を見つけたから、君に持っていってあげるって。……あの時、止めればよかったんだ。そうすれば彼かれは死なずに済んだはずなのに」

　沈しずみ込こむような声でそう告げて、彼かの女じよは半ば消えかかった自身の体を抱だきしめるように、ぎゅっと腕うでに力を込こめて──呪のろうように、呟つぶやく。

「……村の人が言ってた通りだわ。私のせいで、彼かれは死んだ。私が、彼かれを殺したんだ」

　そんな彼かの女じよの前に、眷けん属ぞく獣じゆうが静かに寄より添そうと──彼かの女じよに、枯かれたカゲユキハナを差し出そうとする。

「受け取ってやってくれ。そいつの為ためにもさ」

　物言わぬ彼かれの代弁をするかのように、オトギが静かに言葉を添そえた。

「……受け取る資格は、私にはない。だって」

「全部、自分のせいだからか？」

　先回りしてオトギはそう言うと──穏おだやかな笑えみを浮うかべて彼かの女じよの目の前にしゃがみ込こみ、

「ならそうだな、一体何がどう君のせいなのかを一つづつ考えていこうじゃないか」

　明るい声でそんなことを言い出すと、彼かの女じよの前で指を三本立てて見せる。

「まず、そうだな。彼かれが花を取りにいったのは、君がそうしろって言ったからかい？」

　無ぶ遠えん慮りよとも言えるその問いかけを、ナニカは思わず制止しようとして。けれど、

「……違ちがう。私の……精せい霊れいの言葉は、人である彼かれには届かないもの」

　オトギの問いかけに対して困こん惑わくを見せつつも小さく首を振ふったアグラストリスを見て、ナニカは口をつぐむ。

　今、二人の邪じや魔まをすべきではないと──どうしてかそう思ってしまったのだ。

「だよな。つまりこれは『君のせいじゃない』」

　アグラストリスの返答に、オトギは頷うなずきつつ指を一本折りたたむ。

「じゃあ、彼かれが──不幸にもあの場所から、落ちたこと。これは、君のせいだと思うかい」

　その問いかけに、彼かの女じよはびくりと肩かたを震ふるわせて。

「……違ちがう。私は、何もしてない」

　絞しぼり出だすようにそう告げた彼かの女じよに、オトギは温かな眼まな差ざしで頷うなずく。

「そうだよな。じゃあこれも、『君のせいじゃない』。強しいて言うなら、足場が悪かったからだ」

　二本目の指を折ってそう告げて、彼かれはそこで、彼かの女じよの瞳ひとみを真まっ直すぐに見つめて告げる。

「もう一度、訊きくぜ。君は、君のせいで彼かれが死んだって……そう思うかい？」

「……私は……」

　アグラストリスの表情に浮うかんだ戸と惑まどいを見て取って、オトギは安心させるように小さな笑えみを浮うかべて続ける。

「『認にん知ち』ってのはその時の感情次し第だいで簡単に変わっちまうもんでね。落おち込こんでる時には何でもかんでも悪いように、自分にマイナスになるように考えちまうもんなんだ。……そういう悪い考え方のクセを自分で認にん識しきして、軌き道どう修正していくのが認にん知ち行動療りよう法ほうってもんなんだが──そりゃあまあ、どうでもいいな」

　そう言っておどけたように肩かたをすくめる彼かれに、アグラストリスは泣き出しそうな顔で「でも」と言葉を返す。

「……でも、それでも私が悪いの。そうよ、もしも私と彼かれが、出会わなかったら──」

「なら君は、彼かれと出会わなければよかったと。出会わないほうが幸せだったと、そう思うかい？」

　オトギの静かな一言に、アグラストリスはその目を大きく見開いて。

　それからその目に大おお粒つぶの涙なみだを浮うかべて──大きく首を横に振ふる。

「……いや。そんなのは、いや。絶対に、いや」

「うん。そう思えるなら、君は大だい丈じよう夫ぶだ。……ごめんな、辛つらいことを言って」

　そう返すと、オトギは最後に立てていた人差し指を折って、泣き出したアグラストリスの肩かたを軽く叩たたく。




　そんな二人の元にそっと、眷けん属ぞく獣じゆうが寄より添そうように歩み寄り。

　泣きじゃくるアグラストリスにその鼻先を近づけて、あの花を──ボロボロに枯かれたあのカゲユキハナを、差し出す。

　アグラストリスはそれを辛つらそうに見つめて──けれど意を決したように、その手に受け取る。

「……ごめんね。貴方あなたにもずっと、心配かけたね」

　そう言って眷けん属ぞく獣じゆうの鼻先を撫なでる彼かの女じよの側で、眷けん属ぞく獣じゆうもまたされるがままに佇たたずみ続ける。

　構わない。物言わぬ彼かれの瞳ひとみは、そう告げているようだった。

「……う、うう。うあぁぁぁぁぁぁぁぁぁん」

　枯かれ花を抱だいて、アグラストリスは静かに涙なみだを零こぼし続ける。

　触ふれてしまえば崩くずれてしまいそうな、乾かわいた枯かれ花。けれどそれは、彼かの女じよの涙なみだを受けると同時に──時間が巻まき戻もどったように瑞みず々みずしい碧あお色いろを取とり戻もどす。

　『蒼そう木ぼく』の銘めいを担になう精せい霊れい。彼かの女じよの司つかさどる属性は、『植物』。

　山の生を管理し、命に恵めぐみを与あたえるのが、彼かの女じよの持つ本来の権能なのだ。




　アグラストリスは、涙なみだを流し続ける。

　わだかまっていたものを全て洗い流すように、透とう明めいな涙なみだを流し続ける。

　見ると、消えかかっていた彼かの女じよの体は再び実体を取とり戻もどしていて──彼かの女じよの体を囲むように、ひときわ綺き麗れいな碧あおい燐りん光こうが渦うず巻まいている。

　……精せい霊れい病びようによって薄うすらいでいた彼かの女じよの存在が、再び戻もどったのだ。

　そんな彼かの女じよを前にして、ナニカはふと辺りを見回して──思わず声を上げる。

「……すごい」

　社やしろを囲む、枯かれ木きの森。アグラストリスの心に呼応するように色あせていた彼かれらもまた、彼かの女じよの抱だく花と同じように──その枝に、葉に、再び色を付け始めていた。

　まるで社を中心にして絵の具を垂らしたかのように、辺りに色しき彩さいが広がって──やがてそれは、山全体を包つつみ込こんでいく。




　長く続いた冬が明け、一足遅おそい春がやってきたようなその鮮あざやかな光景を。

　ナニカは、何も言わずにいつまでも見つめ続けた。




　　　　　■




　かくして、山を揺ゆるがした精せい霊れい災害はひとまずの終結を見ることとなり──二人は辺りで伸のびていた村民たちを連れて山を下りた。

　それからナニカは悩なやんだ末、事の顚てん末まつを彼かれらに伝えることに。

　アグラストリスが長い間孤こ独どくを感じて過ごしていたこと。そんな彼かの女じよと村長の息子むすこ、ヨハンとの関わり合い。それらの事実を包つつみ隠かくさず打ち明けたところ、村長は少なからず責任と後こう悔かいを感じていた様子であった。

　長い間精せい霊れいのもたらす恵めぐみを享きよう受じゆして、いつしかそれを当然だと感じるようになり──彼かれらは、精せい霊れいもまたひとつの人格を持った存在であることを忘ぼう却きやくしていた。

　彼かれらも人と同じように悩なやんだり、不安や寂さびしさを感じたりする存在であるということを──知りもしなかったのだ。

「……精せい霊れいさまを病やまいへと追おい込こんだのは、他ならぬ私たちだったんですな」

　悲しげにそう告げた村長に、村人たちの声が上がる。

　これからまた、やり直そうと。

　ヨハンが示したように、今度は自分たちが、精せい霊れいさまを支えようと。

「まずはお社やしろを作り直なおさんとなぁ」

「でも大勢で押おしかけたらまた精せい霊れいさまのお具合に障さわるんじゃないか」

「むう」

　そんなことを話し合っていた彼かれらを思い出して、ナニカは思う。

　きっともう二度と──彼かの女じよが精せい霊れい病びように罹かかることはないだろうと。




　その晩事態の解決を祝って軽いどんちゃん騒さわぎが催もよおされて、翌日の朝。

　昨日の疲つかれで気け怠だるさの残る体を引きずって、ナニカが起き出してくると──

「あの『外なるものアウター』の方？　ああ、でしたら早朝に出発すると……」

　……なんたる。

　その話を聞くや否いなやナニカは急いで身み支じ度たくを整え、挨あい拶さつもそこそこに宿を飛び出す。




　村を出て、街かい道どうへと出るにはアグラストリスの住まうあの山を通とおり抜ぬける必要がある。

　朝あさ靄もや烟けむる山中の、行商人のためにと拓ひらかれた緩ゆるやかな坂道を息を切らして駆かけ抜ぬけると──




「……何してるんですか、貴方あなた」

　山道に入って少しばかり進んだところで、オトギがげっそりとした顔で大きな木の下に腰こし掛かけていた。

「いや、なに。見ての通り休きゆう憩けいだよ休きゆう憩けい」

　ナニカの呼びかけに、覇は気きのない声で応こたえる彼かれ。ナニカは腰こしに手を当てて、そんな彼かれを呆あきれたように半眼で見つめる。

「休きゆう憩けいって。まだ村から大して離はなれてないじゃないですか」

「僕ぼくは都会っ子だから体力ないんだよ……。舗ほ装そうされてない道を歩くのがこんなに辛つらいとは思わなかった」

　そんな彼かれの発言に、ナニカは露ろ骨こつに怪け訝げんな顔になる。舗ほ装そうされた道なんてものが見られるのは大都市か、帝てい都と近きん郊こうの街かい道どうくらいのものであろう。ナニカだって見たことがない。

「……貴方あなた、一体どこから来たんですか」

「いやぁ、ちょいと異世界から」

「はぁ」

　はぐらかすようにそう答えた彼かれを若じやつ干かんイラッとした顔で睨にらんだ後、ナニカは肩かたをすくめる。

　目の前でへばっているこの哀あわれな中年男性が、精せい霊れいさまの一件で活かつ躍やくした男と同一人物であるとは──つくづく世の中分からないものである。

　長いため息を吐はき出だすナニカの内心を知ってか知らずか、オトギが口を開く。

「……それはそうとナニカちゃん。君も随ずい分ぶん早くに出てきたんだな。村を救ったんだ、もう少し滞たい在ざいして満まん喫きつしてからでもよかったろうに。……急ぐ理由でもあったのかい」

「……あう。それは、ですね」

　全くもう、妙みようなところで気のつく男である。彼かれの問いかけを前にして、ナニカがその理由を口にするべきか考えあぐねていると──




「あら、ラッキー。両方いた」




　ふんわりとした声がどこからか聞こえて、ナニカが辺りを見回すと──二人の前で碧あおい燐りん光こうが弾はじけて、そこに突とつ如じよ一人の人ひと影かげが顕あらわれた。

「……精せい霊れいさま!?」

　ひらひらとこちらへ手を振ふって微笑ほほえむ、碧あおい髪かみの女性。

　表情こそ昨日と打って変わって和なごやかなそれであるが、紛まぎれもなくアグラストリスその人……というか精せい霊れいであった。

「やっほ。昨日はありがとうね、お二人さん」

　そう言って小さく笑う彼かの女じよに、ナニカはどう対応したものか悩なやみつつ言葉を返す。

「あの、どうしたんですか。ひょっとして、何か問題でも……」

　恐おそる恐おそるのそんな問いかけに、しかし彼かの女じよは首を横に振ふり、

「ううん。貴方あなた達たちの気配がしたから、折角だからお礼がてら顔を見せとこうと思ってさ。こうしてわざわざ下りてきてあげたの」

「はぁ……」

　……なんだかノリが軽いというかなんというか。どうやら元々はこういう性格らしかった。

　彼かの女じよの変わりように戸と惑まどうナニカに代わって、オトギが口を開く。

「どうだい、調子のほうは」

「うん。お陰かげ様さまで、大だい丈じよう夫ぶ──って言い切るのは、まだちょっと無理だけど。それでも貴方あなた達たちのお陰かげで少しは気持ちに整理がつけられそうって、そう思えるようにはなったかな。それに」

　そこで言葉を区切ると、彼かの女じよは微かすかに寂さびしげな色を滲にじませながら微笑ほほえんで──己おのれの髪かみを軽く撫なでる。

　見ればそこには、一輪のカゲユキソウが飾かざられていた。

「私がいつまでも泣いてたら、彼かれに悪いもんね」

　彼かの女じよの髪かみと同じ色をしたその碧あおい花は、最初からそうであったかのように彼かの女じよの一部として自然に溶とけ込こんでいて。ナニカは思わず見み蕩とれながら、言葉を漏もらす。

「……綺き麗れいです、とっても」

「ありがとう、星ほし守もりさん」

　はにかみながらそう微笑ほほえむ、彼かの女じよ。その笑え顔がおは、昨日のそれのような凍こおりつく冬色とは違ちがう──春の日差しのような暖かさに満ちていた。

　そんな彼かの女じよの様子に、オトギは安心したように小さく笑って、

「……うん。そういう顔が出来るようになれば、もう大だい丈じよう夫ぶだな」

　頷うなずきながらそう呟つぶやくと、彼かれは腰こし掛かけていた木の根から立ち上がる。

「じゃあ、そろそろ僕ぼくは行くよ」

「あら。随ずい分ぶんと忙せわしないのね、人間は」

「一応これでも、急ぎの旅なんでね」

「ふーん」

　軽く肩かたをすくめてそう返すと、アグラストリスはいたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「それじゃあ私も、私の役目を果たさなきゃ。この一ヶ月サボってばっかりだったから、山のあっちこっちが変なことになってるみたいだし」

「おう、その意気だ。……ああ、そうそう。村の連中が君のお社やしろを直すって息巻いてたから、当分退たい屈くつはしないと思うぜ」

「うわー。それもそれで鬱うつ陶とうしそうだなぁ」

　くすくす、と小さく笑って。

　彼かの女じよはそこで、オトギとナニカに改まった様子で向き直り。




「ねえ、人間。ありがとうね、私を──彼かれと向き合わせてくれて」

　そう告げた彼かの女じよに、オトギは静かに首を横に振ふる。

「君が立ち直ったのは、君自身の力さ。僕ぼくたちは、君が立ち直るための手伝いをしただけだ」

　それだけ告げて、ゆっくりと踵きびすを返かえして歩き出すオトギ。

　そんな彼かれの後を目で追いつつ、ナニカはそこで思い出したように背中の匣はこを下ろすと、

「……あの、精せい霊れいさま。これを」

　幾いくつかの小こ瓶びんを取り出してアグラストリスへと手て渡わたした。

「これは？」

「カゲユキハナで作った。気分が落ち着くお香こうです。……その、もしまた不安を感じることがあったら、お使い下さい」

　そう告げたナニカに、彼かの女じよはしばし意外そうに目を瞬まばたかせた後、

「……ありがと。使わせてもらうわ」

　そう言いながら、おかしそうにくすくすと笑う。

「あの人間も大たい概がいだけど、貴方あなたも変な星ほし守もりね」

「変……」

「ああ、ごめんごめん。悪い意味じゃあないから」

　いい意味にも聞こえなかったが、精せい霊れいさまを相手に突つっ込こむのもはばかられたのでナニカはそれ以上追つい及きゆうすることなく彼かの女じよに一礼し、

「それじゃあ、すみません。私も先を急ぐので」

　そう告げると、アグラストリスは「じゃあね」と手を振ふってふんわりとした笑え顔がおを返した。

「貴方あなたの恋こい路じ、応おう援えんしてるわよ」

「なんか勘かん違ちがいしてませんか……」

　親指を立ててそんなことをのたまう精せい霊れいをジト目で見返しつつ、ナニカはもう一度ぺこりと頭を下げて、小走りで駆かけ出だす。




　……が、徒歩でも余よ裕ゆうで追いつけそうな距きよ離りのところでオトギはまだちんたらと歩いていた。

　そんな彼かれを追おい越こさないよう無言で、じんわりとした速度で歩を進めていると、

「なあ」

　そう言って突とつ然ぜん怪け訝げんそうな顔で振ふり返かえった彼かれに、ナニカはぴゃあ、と変な声を漏もらす。

「ななななな何ですか驚おどろかさないで下さい」

「いや、驚おどろかすつもりは毛ほどもなかったんだが……」

　若じやつ干かん引き気味にそう言いつつ、彼かれはそこでナニカに向き直った。

「ちょいと訊ききたいんだが、君はこれからどこへ向かうつもりなんだ？」

　彼かれの質問に、ナニカは訝いぶかしく思いながらも、少し考えた後に答えを返す。

「……私の旅の目的は、星ほし守もりの御お役やく目めを果たすこと──各地の精せい霊れいさまの『御み鎮しずめ』を行うことです。ですからひとまず、大きな街に行って一度情報を集めようかな……と」

　その答えに、オトギはふむと頷うなずいて──ややあって、何か決めた様子で口を開いた。

「なあ、ナニカちゃん。ひとつ提案があるんだが、ちょっと聞いてみる気はないか」

「……なんですか、一体」

　明らかに裏を感じる笑え顔がおで告げた彼かれに、思わず後ずさりつつ訊きき返すと──彼かれはぴんと指を立てて、




「ナニカちゃん。僕ぼくを雇やとう気はないか」

「………………は？」

　その言葉の意図するところが分からず、ただぽかんとした顔で硬こう直ちよくするナニカ。

　そんな彼かの女じよに、オトギは頭を搔かきながら言葉を続けていく。

「実は僕ぼく、ある精せい霊れいを探していてね。だもんで、君と一いつ緒しよに行動した方が色々とやりやすいと思うんだ」

「はあ……それで、どうして私が貴方あなたを雇やとうっていう話に」

「ぶっちゃけ、路銀が殆ほとんどないんだ」

　あっけらかんと告げた彼かれに、ナニカは思わずずっこけそうになる。

　この人、ものすごい堂々とたかろうとしてます。しかも自分より遥はるか年下の少女相手に。

「あの村でもいくらか報ほう酬しゆうはくれたけど、とはいえこれもいつまで保つか分からないからな。僕ぼくとしちゃあなるべく安定して宿と飯にありつきたい」

「堂々としょーもないこと言いますね……」

　脱だつ力りよく気味で呻うめくナニカに、彼かれはしかし自信満々に続ける。

「と言っても別に、そんな大層な対価を要求するわけじゃない。ただ宿代と飯代さえ奢おごってくれればそれでいいんだ。代わりに僕ぼくはしばらくの間、君の御お役やく目めを手伝う。……どうだろう、悪くない条件じゃないか」

「む……」

　オトギの持ち出した提案に、ナニカは言葉を詰つまらせる。

　実を言えば──それは彼かの女じよにとっても、決して悪いものではなかったのだ。

　ナニカは、考える。懐ふところ具合に関しては、道行く街で薬くす士しとしてちまちま稼かせいでいるため幸い二人分くらいなら余よ裕ゆうを持って賄まかなえるだけのものはある。

　どうするか。考えに、考えて──やがて彼かの女じよは、オトギに向き直って告げる。

「……分かりました。でも、ひとつだけ、条件があります」

「うん？」

「私の御役目を手伝うということと、もうひとつ。……貴方あなたの知っている、精せい霊れい病びように関する知識や対処法を──私にも、教えて下さい」

　昨日の一件で、ナニカとしては己おのれの未熟さを痛感していた。

　そして、それ以上に──オトギの持つ精せい霊れい病びようへの知識、そして精せい霊れいの症しよう状じようを見み出いだし解かい釈しやくするその分ぶん析せき技術に、強く心を惹ひかれていた。

　だからこそ、こうして彼かれの後を追いかけるような真ま似ねまでしたのだ。

「ふむ、つまり君は精神医学を学びたい……ってことか？」

「せいしん……？　多分、そうだと、思います」

　その言葉はよく分からなかったが、とりあえずそう肯こう定ていして。

　ナニカはオトギに向き直ると──その心の中を、正直に吐はき出だす。

「精せい霊れい病びようは、不ふ治ちの病やまいだって。決して治らない病だって、誰だれもが言っています。だけど貴方あなたはそんな常識を、ひっくり返してしまった。……『治せないもの』を、『治せるもの』にしてしまった」

　気き恥はずかしさを押おさえ込こんで、ナニカはオトギの目をしっかりと見つめて、告げる。

「だから──私もそれを、知りたいんです。『治せないもの』を『治せるもの』にした貴方あなたの知識を。貴方あなたの技術を。貴方あなたの全部を、私は……ちゃんと、知りたいんです」

　そんな彼かの女じよの返答に、オトギは呆あつ気けに取とられたように目を丸くして。

　それきり沈ちん黙もくしている彼かれに、ナニカはだんだんと不安になってくる。

「……あの。何か変なこと、言いましたか？」

「ああいや、そうじゃなくてな。君みたいな考え方をする子もいるもんだとビックリしたというかなんというか……いや、なんでもない」

　しどろもどろにそう答えた後、彼かれは少し照れくさそうに頰ほおをかいて、

「……学生相手の講義って苦手なんでな、上う手まく教えられるかどうかは分からんが──それでも良ければ、僕ぼくとしちゃあ万ばん々ばん歳ざいだ。いいだろう、僕ぼくは君に、僕ぼくの知識と技術の全てを伝授してやる」

　笑えみを浮うかべてそう答えると、オトギは「そうだ」と何やら思いついた様子でポケットをごそごそと漁あさると──何かを取り出してナニカへと差し出した。

「折角だしこれを、君に渡わたしておくよ」

　不思議な、御お札ふだのようなものだった。けれど材質は紙ではなく、妙みように光こう沢たくのある固い素材で。

　そしてそこにはおおよそ見たことがない文字と、目の前の男の微び妙みようにだらけきった肖しよう像ぞうが見たこともないほどの鮮せん明めいさで描えがかれている。

「……なんですか、これ」

「契けい約やくの印、ってとこさ。これから僕ぼくはしばらく君の下で働くわけだし、一応な」

「別にいらないんですけど……」

「いざとなったら骨こつ董とう屋にでも売ってくれ。見たことのない素材だ！　っつってこの前見せた店じゃ大喜びしてたから、多少の路銀の足しにはなるだろ」

「はぁ……」

　なんだか釈しやく然ぜんとしないものを感じつつナニカがそれを懐ふところにしまうと、彼かれは満足げに頷うなずいて、その手を差し出してみせた。

「それじゃあ、契けい約やく完かん了りようだ。これから宜よろしくな。ナニカちゃん」

　ナニカは少しだけ逡しゆん巡じゆんした後、差し出されたその手を軽く握にぎり返して。

「……宜よろしくお願いします、オトギさん。それと」

「うん？」

　首を傾かしげる彼かれに、ナニカはむっとした顔で唇くちびるを尖とがらせて、

「『ちゃん』は、子供っぽいのでやめて下さい。私はまだ半人前ですけど……それでも、貴方あなたの言うところのプロなんですから」

　以前彼かれに言われた言葉を返して、そこでなんだか急に恥はずかしくなって顔を伏ふせるナニカ。

　そんな彼かの女じよの言葉に、オトギは少しだけ驚おどろいた顔になり。やがて、




「……そうだな。それじゃあナニカ。改めて、これからしばらく世話になるぜ」

「……はい、オトギさん。これから、お世話になります」

　ぎこちない握あく手しゆを交かわした後に、二人は同じ道の一歩を踏ふみ出だす。




　半人前の駆かけ出だし『星ほし守もり』と、医者を名乗る『外なるものアウター』。

　この奇き妙みような二人の旅路は──かくしてここに、始まることとなる。











　　　　　■オトギの備び忘ぼう録ろく■




『精せい霊れい』

　自然を管理し、調律しているという上位存在。

　遍あまねく自然から分化した、人格を持った自然。

　聞いた印象では八や百お万よろずの神々などと近いように思えるが、どうも『神』という概がい念ねんはこのあたりには存在していないらしい。興味深い。












　　　　　■２──半熟星ほし守もりと救いの定義■




　はじめ、世界が今みたいでなかった頃ころ。

　世界という名の混こん沌とんは今よりももっと気まぐれで、無む軌き道どうで。それはそこで生を育はぐくむ小さきものたちにとってあまりに暴ぼう虐ぎやくで、荒あら波なみのように全てを奪うばい去さるものであった。




　ゆえに必然として、やがてそれを管理し、統すべるものたちが産み落とされた。

　焰ほのおを治め、水を宥なだめ、風を巻き、闇やみを撫なでるものたち。

　己おのが根源を調律し、荒あら海うみがごとき世界を生命の庭へと変へん換かんする役を担にないし管理者たち。

　人じん智ちを超こえた自然の顕けん現げん。近くにありて、けれど決定的に隔へだたりしもの。

　小さきものたちは彼かれらを崇あがめ、祀まつり──やがていつしか、名を付けた。




　まじりけなき霊れい性せい。すなわち『精せい霊れい』と。

　畏い怖ふと敬意とを以もつて、人は彼かれらをそう呼んだ。




　　　　　■




「……っはぁ、はっ、はっ……」

　霧きり深い森を、女が一人走っていた。

　この世のものとは思えないほどに、美しい女だ。けれどその美び貌ぼうを今は焦しよう燥そうで歪ゆがめながら──おおよそ人の通るのに向かない獣けもの道みちを、彼かの女じよは狼おおかみのように俊しゆん敏びんに走はしり抜ぬけてゆく。

　彼かの女じよの背には、奇き妙みような『角』があった。

　透とう明めいな、何らかの鉱石を思わせる一対ついの結けつ晶しよう突とつ起き。それは彼かの女じよが精せい霊れい──人ならざる上位存在であることを示していた。

　自然を調律し、世界すら改変しうる力を持つはずの彼かの女じよはしかし、まるで何かに怯おびえたように、一心不乱に走り続ける。

　走って、走って、走って。森の奥おく深ふかくまで辿たどり着ついて、彼かの女じよはそこで後ろを振ふり向むく。

　しんと静まった世界に、動くものは何一つない。

　彼かの女じよはその顔に僅わずかに安あん堵どの色を浮うかべて──その時だった。

　かちゃりと。金属の擦すれ合あう音が、彼かの女じよの周囲から響ひびく。

　続いて姿を現したのは、重じゆう鎧よろいを纏まとった騎き士したちだった。

　円えん環かんを象かたどった紋もん章しようが描えがかれた、漆しつ黒こくの鎧よろい。手に手に剣けんを構える彼かれらを前に、精せい霊れいは舌打ちをする。

「……しつこいぞ、人間風ふ情ぜいが！」

　彼かの女じよが吠ほえるのと同時に、周囲で光が膨ふくれ上あがり。複数体の眷けん属ぞく獣じゆうが姿を現し、騎き士したちへと飛とび掛かかってゆく。

　騎き士したちは応戦するも、人間の力で眷けん属ぞく獣じゆうに立ち向かえるはずもない。防戦一方の彼かれらを睨にらみつけて──精せい霊れいはゆっくりと、その手を宙に掲かかげる。

　刹せつ那な、眷けん属ぞく獣じゆうたちと交戦していた騎き士したちがにわかにその剣けんを取り落とし、首元を押おさえてもがき始める。見ると彼かれらの頭には、白いもやのようなものがまとわりついていた。

　『常とこ霧ぎり』の銘めいを持つ彼かの女じよの権能は、霧きりの操作。密度を増した彼かの女じよの霧きりは騎き士したちの気道を、肺を水で埋うめ尽つくし、彼かれらの呼吸を奪うばっていた。

「……く、くく。気持ち悪い」

　呼吸ができず、兜かぶとを脱ぬごうとしてもがき蠢うごめく彼かれらを見つめて──精せい霊れいの顔に浮うかんでいたのは、恍こう惚こつとした笑えみ。

　ぐったりとして一人、また一人と動かなくなる彼かれらを見下ろして、彼かの女じよはやがて、声を上げて高らかに笑う。

「あ、はは。ははははははははは！　気持ち悪い、気持ち悪い、気持ち悪い気持ち悪いきもちわるいキモチワルイキモチワルイキモチワルイキモチワルイ！」

　ああ、気持ち悪い。人間というのは、実に醜しゆう悪あくで、穢けがらわしい。

　そして──だからこそ。彼かれらの命を奪うばうというのはこんなにも、心が躍おどる。

「さあ、もっと惨みじめに苦しんでよ。ほら、もっと、もっと、もっともっともっと──」

　切きっ掛かけは何だったか、もはや彼かの女じよには思い出せない。

　けれどいつからか、こうして霧きりの中に人間を誘さそい込こんで殺すのが彼かの女じよの娯ご楽らくとなっていた。

「……違ちがうわ。これは私の、義務なのよ。こんなに汚きたならしいものが私の森を踏ふみ荒あらすなんて、あってはならないことだもの」

　誰だれにともなくそう呟つぶやいて、彼かの女じよは曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて両手を広げる。

「そうよ。何もかもを、染め上げなきゃ。汚きたないものを全部綺き麗れいにして、全部を白く、白く

──真っ白にしなきゃ」

　辺りを包んでいた霧きりは濃のう度どをなお増し、森は白に包まれてゆく。

　木々も、岩も、土も草も、何もかもがその存在の境界を曖あい昧まいにして霧きりの中へと溶とけてゆく。

　その光景を、彼かの女じよはただただ笑え顔がおのままに見つめて──けれど、その時。

「！」

　何かに気付いたように彼かの女じよが腕うでを振ふるうと、周囲に侍はべっていた眷けん属ぞく獣じゆうの一体が彼かの女じよの前に飛び上がる。

　瞬しゆん間かん、その胴どう体たいが半ばから、割れ飛んだ。

「っ……何！」

　咄とつ嗟さに後ろに飛んで、彼かの女じよはその一いち撃げきの正体を見み極きわめようとする。

　すると、真っ二つに両断された眷けん属ぞく獣じゆうの側に立っていたのは──一人の人間だった。

　まだ若い、男だ。その髪かみは霧きりに溶とけるように白く、その瞳ひとみは紫し電でんのような光をたたえた紫むらさき色いろ。

　……そして、身に纏まとった軽けい甲かつ冑ちゆうには今しがた殺した騎き士したちと同じ、円えん環かんの紋もん章しようが見えた。

　男はその手に持った、捻ねじくれたような意い匠しようの奇き妙みような黒こつ剣けんを精せい霊れいに向けて、静かに口を開く。

「『常とこ霧ぎり』のエイルシュトルハ、だな」

「……だったらなんだと言うの、人間」

「貴様に、『精せい霊れい病びよう』の嫌けん疑ぎが掛かかっている」

　男の告げたそんな言葉に、女──エイルシュトルハはくつくつと笑い声を零こぼす。

　精せい霊れい病びよう。狂くるい、我を忘れた精せい霊れいのことを、人間たちはそう称しようして恐おそれていると聞く。

「精せい霊れい病びよう。……ふふ、精せい霊れい病びよう？　私が狂くるってると……そう言いたいのね、人間」

　狂きよう気きじみた笑え顔がおで彼かの女じよはそう呟つぶやくと、近くに転がっていた騎き士しの死体を片手で持ち上げて、恍こう惚こつとした表情でその兜かぶとを引ひき剝はがす。

　そこにあったのは口から涎よだれを溢あふれさせて息絶えた騎き士しの、赤黒く変色した苦く悶もんの死に顔。

「汚きたならしいでしょう、これ。……私はね、貴方あなたたち人間の──こういう顔を見るのが、大好きなの。大好き？　ううん、違ちがうわ。大だい嫌きらい。そう、貴方あなたたちが嫌きらい。私の森を汚よごす、貴方あなたたちが嫌きらい……そうよ、嫌きらい。嫌きらい、キライ、キライ、キライ……」

　ぶつぶつと、突とつ如じよ豹ひよう変へんしたようにとりとめもなく呟つぶやく彼かの女じよ。

　すると彼かの女じよの手や足にひび割れのような光の筋が浮うかび始め──それは爆ばく発はつ的に膨ふくれ上あがって彼かの女じよの姿を飲のみ込こむと、霧きりの巨きよ人じん……そうとしか呼べないものに変へん貌ぼうしていた。

　そして、その時。

「『論理的統合の破は綻たんおよび霊マ子ナ放出の増大化、存在偏へん移いの不可逆化を確かく認にん──対象精せい霊れいをステージⅣ【精せい霊れい災害】クラスと認にん定てい』」

　どこからともなく響ひびいたのは精せい霊れいとも、白はく髪はつの騎き士しとも異なる無機質な声だった。

「『人的被ひ害がいグレードⅢ、霊マ子ナ汚お染せんグレードⅢ、周辺霊れい脈みやくへの転移汚お染せんグレードⅠ。早期の討とう滅めつを推すい奨しようする』」

　重々しいその声に頷うなずくと、白はく髪はつの騎き士しはその紫し眼がんを鋭するどく細めて、

「『常とこ霧ぎり』のエイルシュトルハ。精せい霊れい病びように冒おかされ、大勢の人間を手に掛かけた罪状により──これを『精せい霊れい災害』と認にん定てい」

　眼球の形に変質した『角』で彼かれを見下ろし、拳こぶしを振ふり下ろさんとする『巨きよ人じん』に。

　異い形ぎようの剣けんを構えた騎き士しは、静かに宣言する。




「『循じゆん還かん』の名の下に──災害を、断罪する」




　　　　　■




「……はぁ」

　アグラストリスの治める山を抜ぬけて低地に至り、林の中の街かい道どうへと出ておよそ二日。

　ナニカは早くも、己おのれの決断に若じやつ干かんの後こう悔かいを感じ始めていた。

「うぉーい、ナニカー。そろそろ一回休もうぜ」

　やや後方から投なげ掛かけられたそんな声の主。彼かれこそがその原因であった。

「……オトギさん。ついさっき休きゆう憩けい入れたばかりだと思うんですけど」

「さっきってお前、日の動き方からしてもう六時間は経たってるぜ？」

　からっと晴れた真っ青な空を恨うらめしげに見つめながら呻うめくオトギに、ナニカは呆あきれた顔で腕うでを組む。

「次の街……ルベールカまではまだまだ、まーーだ全然距きよ離りがあるんです。日が高いうちに、少しでも距きよ離りを稼かせいでおかないと」

　ルベールカというのは、この辺り一体の商業活動の中心となっている大都市である。

　人が集まる場所であれば、精せい霊れいについての情報も集まりやすいだろう。そう言ってこの街へと立ち寄ることを提案したのは、他ならぬオトギだったのだが。

「いやー、そりゃあそうだけどさ、僕ぼくくらいにおっさん力が高まってくると長時間の運動って辛つらくてさぁ」

「オトギさんくらいの歳としならまだ働き盛ざかりじゃないですか。泣き言言わないで下さい」

　んもう、ああ言えばこう言う。立ち止まって彼かれへと向き直ると、ナニカは腰こしに手を当て指を立てて続けた。

「あのですね。私たちの──星ほし守もりの御お役やく目めは、とても大切なものなんです。今もどこかで苦しんでいる精せい霊れいさまがいらっしゃるかもしれないのに、こんなところで休んでいる暇ひまなんてありません」

「いやいやナニカ、そうは言っても人生休息ってのは大事なんだぜ。そうやって君みたいに真面目にあくせく働いちゃうタイプほど、急にぱたっと疲つかれて立ち止まっちまうんだから」

　オトギのやる気なさげな返答に、ナニカはたじろいだ様子になり、

「……そ、そういうものなんですか？」

「おうとも。だからそろそろこの辺で一いつ旦たん休んでさ、あそこのいい感じの木こ陰かげで昼ひる寝ねでも──」

　彼かれが指差した先はを見ると、そこには青々とした大木が木こ陰かげを作っていて。なるほどあそこで午ご睡すいでもとれば、そよぐ涼りよう風ふうも相まってさぞ気持ちのいいことだろう。……だが。

「却きやつ下かです」

　もう何日も行動を共にしているため、ナニカもいい加減その手には乗らなかった。こうやって言いくるめられたせいで、山やま越ごえだけでも一日掛かける羽目になったのだ。流石さすがにもう騙だまされない、絶対に。

「……っていうかそもそも、急ぐ旅だって最初に言い出したのはオトギさんの方じゃないですか。いいんですか、そんな風にぼんやりしてて」

「んー。まあ、そうと言えばそうなんだがな。急ぐと言ってもあてのある旅じゃないというか、なんというか……」

　彼かれにしてははっきりしない物言いである。奇き妙みように思って、ナニカはずっと疑問に思っていたことを口にしてみることにした。

「そもそも、オトギさんの旅の目的を私はまだちゃんと聞いてない気がします。一応貴方あなたの雇やとい主ぬしとして、ちゃんと聞いておきたいんですけど」

　万が一にも、彼かれの旅の目的とやらが何かしらの犯罪事にでも関わるものであれば一大事である。若じやつ干かんの警けい戒かいを込こめてナニカがそう問うと、彼かれはうーんと唸うなって、

「……信じるか？　僕ぼくの言うこと」

　返ってきたそんな歯切れの悪い返事に、ナニカは緊きん張ちようの面おも持もちで頷うなずく。すると──




「僕ぼくはね。異世界に移動する力を持った精せい霊れいを探してるんだ」




　神しん妙みような顔でオトギが告げたのは、そんな答え。

　衝しよう撃げき的なその発言に、ナニカはしばし言葉を失って──やがて、

「……さて、無む駄だな時間食っちゃいましたし先を急ぎましょうか」

「おいおいおいおいナニカちゃーん!?」

「ちゃんはやめて下さいって言ったじゃないですか」

　すたすたと歩を進め始めていたナニカは呆あきれた顔で立ち止まると、露ろ骨こつに不信感に満ちた眼まな差ざしでオトギをじいっと見つめる。

「オトギさんは兎とも角かく、私はわりと真面目な話をしていたつもりだったんですけど」

「いやいや僕ぼくも大真面目だぜ。見てくれよ、この目が噓うそをついてるように見えるか」

　言い縋すがる彼かれの顔を、ナニカは半眼で数秒見つめて。

「……オトギさんって目つき悪いですよね。あと無ぶ精しよう髭ひげが流石さすがに見苦しいレベルなのでどこか街についたらちゃんと剃そって下さい」

「ダメ出し!?」

　ショックを受けている彼かれを前に、ナニカは小さくため息をつく。

　無ぶ精しよう髭ひげをちゃんと剃そって、野の放ほう図ずになってる髪かみもしっかり整えればなかなか悪くない顔立ちだろうに……とか思っていたわけでは断じてなく、彼かれの言動について悩なやんでのことである。

「……そう言えばこの前も言ってましたよね。異世界がどうのとか。マイブームなんですか」

「いや、そうじゃなくて本当なんだって。『異界送りのエレベータ』っていうわけの分からん怪かい談だんがうちの病院で流は行やってたから興味本位で調べてたら、いつの間にかこの世界に来てて」

　言っていることの半分も理解できなかったため、ナニカはこれを華か麗れいにスルー。

「まあ、何でもいいですけど。無関係を装よそおいたくなるような道義にもとる行こう為いだけはくれぐれもしないで下さいね。人を見捨てるのって結構心の体力使うので」

「君は僕ぼくをどういう風に認にん識しきしてるんだ……？」

「『腕うでは確かだけどちょっと信用できない謎なぞの中年』くらいです」

「辛から口くちだなぁ」

　などと、どうでもいいことをぐだぐだ喋しやべっているうちに、ナニカは結構長い間、ここで立ち話をしていたことに気付いてしまう。

「……オトギさん。小こ癪しやくな真ま似ねを……」

「いやぁ、だいぶ疲つかれがとれた。それじゃあ先を急ごうか」

　腹の立つ笑え顔がおを浮うかべてみせるオトギに、ナニカは敗北感を感じて歯ぎしりする。こんな感じで手玉に取られるのはもう八度目だった。

　もんやりとした気持ちを抱かかえて、彼かれの後に続いて歩き出すナニカ。と、そんな折──頰ほおに冷たいものが当たったのに気付いて、ナニカは手をかざしてみる。

　粒つぶのような水すい滴てきがぽつぽつと、手ての甲こうに落ちて。それらはみるみるうちに量を増していく。

「……うそ、雨!?　あんなに晴れてたのに……」

　悲鳴を上げて、ナニカは急場しのぎとしてフードを被かぶると、

「ひとまず、どこか雨宿りできそうな場所を探しましょう！」

　オトギにそう促うながしながら、ぬかるみ始めた道を小走りで進み始める。

　とはいえ、場所が場所である。鬱うつ蒼そうと木々の生え茂しげるこの林道の中、そう都合よく屋根のある建物なんてあるはずも……

「おい、ナニカ！　あそこに小屋があるぞ！」

「えぇ!?」

　オトギの言葉にそちらを見み遣やると、彼かれの指差した先、木々を搔かき分けるようにして細い道が出来ており──その先に、一軒けんの小屋が見えた。

「本当だ……」

　こんな場所に、何な故ぜこうも都合よく。そんな疑問が微かすかによぎりつつ、とはいえこの状じよう況きようでそんなことを言ってはいられない。

　雨あま脚あしは強さを増していて、もはや木こ陰かげで凌しのげそうなレベルではない。

「……一いつ旦たん、あそこに入れてもらいましょう！」

　泥どろに足を取られそうになりながら進んで、どうにか小屋へと辿たどり着つく二人。

　ドアをノックしてみるが──しかし、応答はない。

「……誰だれも、いない？」

　彼かの女じよの言葉に、家の窓から中を伺うかがっていたオトギが首を横に振ふる。

「留守みたいだ。……どうする？」

　彼かれの言葉に、ナニカは少しだけ黙もつ考こうして。

「……後で、家の人が戻もどってきたら謝あやまりましょう」

　ごめんなさい、と心の中で呟つぶやきながら、恐おそる恐おそる扉とびらに手をかける。

　鍵かぎなどが掛かけられている様子はなく、扉とびらはあっさりと開き。中を覗のぞき込こんでみると──そこは簡素なベッドと暖だん炉ろが置かれただけの、粗そ末まつな空間だった。

「随ずい分ぶんと埃ほこりっぽいな。……空き家か？」

　オトギの言葉の通り、床ゆかに積もった埃ほこりの層は分厚く、少なくともそう頻ひん繁ぱんに人が出入りしているようには見えなかった。

　そのことに、少しだけ罪悪感が薄うすらぐのを感じていると。

　その時不意に、ナニカはどこかから視線を感じた気がして振ふり向むいた。

「……？」

　小屋の中は大した広さもなく、見回しても人が隠かくれる場所などない。

　オトギほどではないものの、自分も少し旅の疲つかれが出始めているのかもしれない。そう思って今しがた感じた奇き妙みような感覚を振ふり払はらうと、ナニカは背負い匣ばこを下ろして床ゆかに座すわり、ひとまず安あん堵どからほうと息を吐はく。

「いやしかし、すげぇ土ど砂しや降ぶりだな。服がびっちゃびちゃだ……ぶぇっくしゃ」

　オトギの言葉に振ふり向むいて様子を見てみると、雨具の類を持っていないらしい彼かれの服は川にでも飛とび込こんだかのようにずぶ濡ぬれである。

　……と。そこまで観察したところで、ナニカははたと己おのれの状じよう況きように目を向けて、その顔を真っ赤に染め上げる。

　ナニカの服装も、オトギほどの軽装ではないにしろ旅向きではない──祭さい祀し用の装しよう束ぞくの上に申し訳程度の長ちよう衣いを被かぶっただけの簡素なものである。羽織った白の長ちよう衣いは防寒や雨あま除よけの目的としては物足りない薄うす手での布製であるし、下に着き込こんだ祭さい祀し装しよう束ぞくはというとこれまた薄うすいこと。

　……まあ、つまりどういうことかと言うと。

　オトギ同様濡ぬれ鼠ねずみとなっていたナニカの服は彼かの女じよの体にぴったりと張り付き、じんわりと透すけて、彼かの女じよの白い肌はだを見みえ隠かくれさせていた。

「あ、わわわ」

「ん、どうし──」

「こっち見ないで下さい！」

　目を白黒させながら叫さけんだ彼かの女じよに、オトギは「あー……」と察した様子で頷うなずいて。

「……年とし頃ごろの娘むすめを持ったらこんな感じなのかねぇ」

　などと、妙みようにしみじみとした調子でぼやいていた。




　オトギがこちらを見ていないのを確かく認にんすると、ナニカはずぶ濡ぬれの服を見てため息をつく。

　幸い暖だん炉ろはあるので、火を起こせばすぐ乾かわかせるだろう。だろう、が……一つ問題があった。




　乾かわかすということは、つまり脱ぬがなければいけないのだ。今、ここで。




「……うう」

　後ろには、窓から外を眺ながめているオトギの姿がある。男性の存在が、そこにある。

　いくら緊きん急きゆう事態だからと言って、そんなところで服を脱ぬぎだすというのは年とし頃ごろの娘むすめとして如何いかがなものだろうか。いや、倫りん理り道義社会通念の問題以前に自身の羞しゆう恥ち心しんが限界突とつ破ぱするのは請うけ合あいであろう。

「……くしゅん」

　くしゃみを一つ零こぼして、ナニカは背筋を伝う寒気に身を震ふるわせる。

　恥はずかしい。恥はずかしいが、ずぶ濡ぬれの服を来たままここで震ふるえていれば絶対風か邪ぜをひいてしまうだろう。

　ナニカは考える。考え、悩なやみ、熟考して──やがて決心した様子でオトギの方へと振ふり返かえり、

「あの！　ちょっと着き替がえるので、もうしばらくこっちを見ないで……って」

　そこで彼かの女じよは目をぱちくりと瞬まばたかせる。

「オトギ、さん？」

　先ほどまで腕うでを組んで立っていたはずのオトギが──床ゆかの上に、倒たおれていたのだ。

　しばらくその状じよう況きようを脳が理解できず、ナニカは立ちすくんで。

　やがてさぁっと血の気が引いた顔で、彼かの女じよは着き替がえや羞しゆう恥ち心しんのことなど頭から吹ふっ飛とばしてオトギへと駆かけ寄よる。

「オトギさん、しっかりして下さい、オトギさん！」

「……ん、ああ。すまん、ちょっと気ぃ失ってた……」

　返事が返ってきたことに安あん堵どしつつ、ナニカはしかしすぐに不安の面おも持もちで彼かれを見つめる。

　ぼんやりと笑う彼かれの表情は、心なしか元気がないように思えた。

「どうしたんですか!?　ひょっとして、どこか怪け我がでも……」

「……いや、アレだな。多分風か邪ぜだ、これ」

　疲つかれた様子でそう告げると、彼かれはばったりと床ゆかの上で大の字になり、

「……すまん、ちょっと寝ねる。当分起きないから、着き替がえとかはご自由にやってくれ……」

　それだけ一方的に言うと、すぐに彼かれは寝ね息いきを立て始める。

　そんな彼かれを、ナニカは呆ぼう然ぜんと見つめて。

「……もう、手間が掛かかる人なんですから！」

　焦あせりと不安を誤ご魔ま化かすようにそう呟つぶやきながら、慌あわてた様子で暖だん炉ろの方へと駆かけ寄よっていった。




　　　　　■




　頭に石でも乗せられているかのような倦けん怠たい感に苛さいなまれてオトギが目を開けると、最初に見えたのは木組みの簡素な天てん井じようだった。

「……おぉ……？」

　寝ねかされているのは、固いが一応ベッドの上。しかしどうしたことか、服は最終防衛ラインの一枚以外脱ぬいだ状態である。それでも暖かいのは、しっかりと毛布が掛かけられていたことと部屋の隅すみの暖だん炉ろが煌こう々こうと火を燃やしていたがゆえだろう。

　暖だん炉ろの近くには、オトギが着ていた服に加えてナニカの祭さい祀し衣い装しようが吊つるされている。

　そして枕まくら元もとを見ると──そこにはナニカに契けい約やくのカタとして渡わたしたあの職員用ＩＤカードが、無造作に放り投げられていた。

　なんとなく手に取ると、そこに印刷されていたのは気の抜ぬけた顔で写っている己おのれの写真と、『芦あし原はら大学病院精神科　医師　鏑かぶら木ぎ御お伽とぎ』なる文字。

　ぼんやりとした頭でそれをじっと眺ながめて。オトギは、そこに踊おどる文字をいつの間にか随ずい分ぶんと遠く感じていた自分に気付く。

「精神科医師。鏑かぶら木ぎ、御お伽とぎ」

　確かく認にんするようにそれを音読して、ため息をつく。こんな身分は、こちらでは何の意味も成さないものだ。

　だというのに──自分は結局、医者をしている。それがなんだか、とてつもなく奇き妙みようなことのように思えて仕方がなかった。

「医者、ね」

　精神科医。『こころの病』を癒いやす医者。

　正直に言って、オトギは己おのれの歩むその道に少なからず疑問を抱だき続けていた。

　精神科というのは、医学の世界においては時に軽かろんじられ、あるいは疎うとんじられるものですらある。

　医師たちの中には精神科の病名を診しん断だんとすることを敗北と捉とらえるものすら居るし──実際、ある一面で見ればその考え方は間ま違ちがいでもない……というのも。

　『こころの病』は多面的で、必ずしも原因が科学的に証明されているものばかりではない。

　いまだ病因が仮説の域を出ないものも多く、その原因をはっきりと一意に決めつけることができないことも多々あるのだ。




　治ち療りようしても、一向に良くならない者。あるいは何度も再発を繰くり返かえし、入退院を繰くり返かえす者。

　そんな患かん者じやたちと向き合い続けて──無力感を感じないかと言えば、噓うそになる。

　敗北感を感じないかと言えば、偽いつわりになる。

　自分たちのやっている医い療りように、どの程度の意味があるのか。

　精神科は。己おのれの治ち療りようは誰だれかを──救えているのか。

　そんな思いを抱だき続けて。そんな疑問をくすぶらせ続けて。だけど……だからこそ、あの時。

　アグラストリスの晴れやかな笑え顔がおを見て──オトギの中には、確かな達成感があった。

　医師になって初めて患かん者じやを治ち療りようしたその時のような、永らく忘れかけていた初うい々ういしい感動。

　それを思い出して、オトギは小さく苦く笑しようする。

「……ったく。いい年こいて純情が過ぎるぜ、我ながら」

　呟つぶやいて、無造作にカードを放ると──そこでオトギは改めて、思考を切きり替かえる。

　そんなことでセンチメンタルな感傷に浸ひたる暇ひまがあったら、まずは目先の問題だ。寝ね起おきではっきりしない記き憶おくを並べ直して、現状を思い出してみる。

　……ええと、そうだ。確か突とつ然ぜん大雨に降られて、雨宿りのためにこの小屋に入って──

「おぉ……？」

　と、そこで思考を中断。妙みように腹のあたりが重い気がして見てみると、オトギの腹を枕まくらにして突つっ伏ぷした状態でナニカがぐっすりと眠ねむっていた。

　近くに机代わりに置かれた匣はこの上には、何やら薬らしき粉末の入った鉢はちが置かれている。

「これは……」

「んぅ……。……はっ！」

　おっと、起きた。

　起きて、オトギをじいっと見て。それからナニカは己おのれの格好──下着の上に替かえの外がい套とうをひっかけただけのなかなかにアレな格好を確かく認にんして、その顔をゆでダコのように真っ赤にする。
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「ええと、オトギさん」

「……おう」

「大雨で服がびしょ濡ぬれになったのでこういう格好だっただけなので。ついでにオトギさんの方も流石さすがに濡ぬれたまんまでいたら治るものも治らないと思っただけなので」

「おうおう」

「つまりですね」

　目の中がぐるぐると渦うず巻まいていそうな混乱っぷりで、彼かの女じよはしかし粛しゆく々しゆくと告げる。

「ちょっと着き替がえるので、しばらく耳と目を塞ふさいでて下さい」

「……おう」

　そんな彼かの女じよに苦く笑しようしながら、オトギは言われたとおりに暗黒と無音の世界にしばし浸ひたった。




　　　　　■




「いや、悪いな。僕ぼくとしたことが風か邪ぜなんかひくとは……まさに医者の不養生って奴やつだ」

　そう笑いながら礼を告げたオトギに、着き替がえを終えたナニカはつんとした態度で肩かたをすくめてみせた。

「全くです。というか何度も言いますけどオトギさんはちょっと体力なさすぎです」

「そうは言ってもなぁ。山登りだの長旅だのとは無む縁えんの生活してたんだから大目に見てくれ」

　そう答える彼かれを、ナニカは猜さい疑ぎ心に満ちた目で見つめる。

「……ホント、一体これまでどこでどんな生活してたんですか貴方あなた……」

「言っただろ、異世界から来たってさ」

　憚はばかることなく、それは事実だった。今でも半信半疑であるが、それでも事実だった。




　彼かれがこの世界に来たのは、今からおよそ二ヶ月ほど前になる。

　勤務先の病院で流は行やっていた妙みような噂うわさ──『異界送りのエレベータ』という胡う乱ろんな怪かい談だん話の真しん偽ぎを興味本位で調べていたところ、あろうことか本当にこちらの世界に投げ出され、そのまま為なす術すべもなく行き倒たおれてしまったのだ。

　それからは運良く人に拾われたから良かったものの、当然こんな異世界で日本語が通じるわけもなく。死しに物もの狂ぐるいでどうにか意思疎そ通つうが出来る程度まで言葉を覚えはしたが、それからも苦労、苦労、また苦労。

　ここでは語り尽つくせないほどの面めん倒どう事ばかりを背せ負おい込こんで、どうにかこうして生きている状態だった。




　……なんてことを思い返して軽く男泣きに伏ふしていたオトギをものすごく気持ち悪そうな目で眺ながめつつ、ナニカが告げる。

「……ま、なんでもいいですけど。これ、飲んで下さい」

　そう言って彼かの女じよが差し出してくれたのは、白紙に乗った粉薬だった。

「……これは？」

「滋じ養よう強きよう壮そうの薬です。お祖ば母あ様じゃなくて私が考えたレシピですけど、効果は保証しますよ」

　その言葉に、オトギは興味深そうに粉薬をしげしげと眺ながめる。

　何なんの変へん哲てつもない、粉薬に見える。だが──以前彼かの女じよが使っていた『薬』とは、随ずい分ぶん違ちがう。

「……この薬は、普ふ通つうの粉薬なんだな」

　ぽろりと、思考を言葉に出してしまうオトギ。そんな彼かれの言葉に、ナニカはむすっとした顔で形のいい唇くちびるを尖とがらせる。

「何かご不満でも」

　おっと、失言だった。

「ああいや、そうじゃなくてさ。君がこの前使ってたあの薬はなんかこう、ばーっと光ってスゴイことになってたろ。てっきりこの世界の薬ってああいうもんなのかと思ってたんだが、違ちがったんだな」

　慌あわててそう弁明すると、ナニカはああ、と合点がいった様子で頷うなずいてくれた。

「前も言いましたけど、あれは精せい霊れいさま……というか、精せい霊れいさまの使う精せい霊れい術じゆつを押おさえ込こむもので、ある意味精せい霊れい術じゆつの一種なんです」

　精せい霊れい術じゆつ。確か、アグラストリスが使っていたような──あの、魔ま法ほうのようなもののことか。

　とはいえ、

「精せい霊れい術じゆつの一種、ね。……正直僕ぼくとしちゃあその『精せい霊れい術じゆつ』ってのもよく分かってないんだが」

「じゃあ、無知なオトギさんにこの私がしっかり説明してあげます」

　お手上げしてみせたオトギに、ナニカはちょっとだけ得意げな顔になって話を続ける。

「まず、この世のありとあらゆるものには、受容紋レセプタと呼ばれる『霊マ子ナ』の受容機構が備わっているんですが……精せい霊れい術じゆつというのは、精せい霊れいさま自身が放出する霊マ子ナがこの受容紋レセプタに作用することで引き起こされる、様々な現実操作のことなんです」

　そんなナニカの解説にオトギはふむ、と思案げに唸うなる。

　受容紋レセプタに、霊マ子ナ。その関係性は彼かれにとっては案外馴な染じみやすいものだった、というのも。

「ホルモンや神経伝達物質みたいな仕組みが、物理現象レベルで起きてる……ってところか」

「ほるもん？」

「いや、なんでもない」

　甲こう状じよう腺せんホルモンなどに始まる各種ホルモンやドーパミンなどの神経伝達物質は、受容体と呼ばれるタンパク質に結合することで人体で数々の反応を引き起こすとされている。

　その関係性は──彼かの女じよの告げた精せい霊れい術の機き序じよとよく似に通かよっているように思われた。

「……まあ、なんとなく分かったが。しっかしにわかには信じがたい話だな」

　精せい霊れい災害を目の当たりにしてなお、科学的自然解かい釈しやくが大手を振ふっている現代社会で生きてきたオトギにとって、それらは素す直なおに受け入れづらい話だった。

　そんな彼かれの言葉に、ナニカはうーん、と可愛かわいらしく唸うなった後。ふと暖だん炉ろの方を一いち瞥べつして、

「じゃあ、丁度火の勢いもちょっと弱まってきたので、実演してみましょうか」

「実演？」

　首を傾かしげるオトギに答えず、ナニカは暖だん炉ろ脇わきに積まれていた薪たきぎ木を一本取り上げると、

「『展開クオレ』」

「うおっ!?」

　そう彼かの女じよが呟つぶやいた瞬しゆん間かん。薪たきぎ木の表面にうっすらと、薄うす緑みどりの燐りん光こうを放つ微び細さいな模様が浮うかび上あがった。

「これが、受容紋レセプタです。で、ここに……『点火フイール』」

　続けて、彼かの女じよが薪たきぎ木に指を軽く当ててそう唱えるや──否いなや薪たきぎ木の端はしが着火する。

　手品の類かと思ったが、種も仕し掛かけも見当たらない。そもそも彼かの女じよがそんなことをして自分を騙だます理由もない。

　どうやらこの世界では、こういった超ちよう常じよう現象がわりと普ふ通つうにまかり通っているらしかった。

　驚おどろきに目を丸くしているオトギに、ナニカはどことなく誇ほこらしげな様子で向き直る。

「とまあ、このような感じなんですが……イメージは摑つかめました？」

「あー、まあ……。ちなみに今の呪じゆ文もんみたいなのは何なんだ？　この前の精せい霊れい災害の時にも使ってた気がするけど」

　オトギの疑問に、ナニカは「ああ」と声を上げる。

「これは『精ワ霊ー語ド』というもので、精せい霊れいさまたちがお使いになる言葉を人間の発音できる音に落おとし込こんで擬ぎ似じ的に再現したものなんです。こうすることで、人間でもごく簡単な精せい霊れい術じゆつなら扱あつかえるんですよ。……『角』という霊マ子ナ放出器官を持っている精せい霊れいさまたちとは違ちがって人間の持っている霊マ子ナはごく微び量りようですから、大したことは出来ませんけど」

　なるほど、魔ま法ほうの呪じゆ文もんというわけだ。つくづくファンタジーである。

　これだけのものを見せられては批判的吟ぎん味みをする余地もない。そんなわけでオトギは今起きたことをまるっと受け入れることに決めると、そこで話を本題に戻もどすことにした。

「大体、君の説明でなんとなく分かったよ。つまりあの薬──ハロペリドール（仮）は、その受容紋レセプタとやらに作用する薬……ってところか？」

　ハロペリドール。精神病、特に統合失調症しようの陽性症しよう状じようを抑よく制せいする目的で使われるこの薬やく剤ざいの作用は、脳内において興奮を引き起こす物質であるドーパミン、その受容体へと作用して脳の興奮を抑おさえるというもの。

　その仕組みを彼かの女じよたちの世界観に当てはめたものが、恐おそらくはあのふざけた名前の薬なのだろう。

「……その通り、ですけど。どうして分かったんですか」

　驚おどろいた顔でまじまじとこちらを見つめるナニカ。予想は、当たっていたらしい。

「僕ぼくの知ってるハロペリドールも、概おおむねそういう作用機き序じよだからな。もっとも、霊マ子ナだの精せい霊れいだのなんてファンタジーな単語は入ってこないが」

　苦く笑しよう混じりにそう返すと、彼かの女じよは戸と惑まどいつつも言葉を続けた。

「オトギさんの言うとおりです。ハロペリドール（仮）……あれは、周囲の環かん境きよう内の受容紋レセプタに結合することで精せい霊れい術じゆつの影えい響きよう力を弱めるんです」

「ちなみに、他にも似たような薬はあるのかい？」

「あ、はい。ええと……」

　そう言ってナニカは匣はこをごそごそと漁あさり、幾いくつかのラベル付きの小こ瓶びんを並べて見せる。

「これがリスペリドン（暫ざん定てい）で、こっちがオランザピン（改）。こっちの瓶びんはミルタザピン（理論上）……だったかな。これはまた機序の違ちがうもので──」

「オーケー、だいたい分かった」

　ナニカの言葉を遮さえぎるようにそう言うと、オトギは真しん剣けんな顔でそれらのラベルを見つめる。

　彼かの女じよが並べた薬は、そのどれもがオトギのいた現代日本で使われているものと同じ名前を冠かんしたものばかりである。

　……偶ぐう然ぜんの一いつ致ち、で済ませられるレベルではないだろう。

「君たち……星ほし守もりってのは皆みな、こういう薬を使ってるのか？」

「いえ」

　オトギの問いにナニカは首を横に振ふって。それから、少しだけ懐なつかしそうに目を伏ふせて、

「私が薬くす士しをしているのは──『外なるものアウター』だったお祖ば母あ様に、色々教わったお陰かげなんです」

　──と。そんなことを、ぽつりと零こぼした。

「……え？」

　彼かの女じよの告げた言葉に、オトギはその顔に驚おどろきを広げ──目の色を変えてナニカに詰つめ寄よる。

「ちょっと待ってくれ。それは本当なのか、君のお祖母さんが……『外なるものアウター』だってのは」

「えっ、あ、はい……。そう言えば、言ってませんでしたっけ」

　ナニカの答えに、オトギはしばし呆ぼう然ぜんとして、それから疲つかれたような笑いを零こぼす。

　なるほど。それならあの薬の数々の名めい称しようも、頷うなずけるというものだった。

「……まあ、そうだよな。こんな名前の薬が揃そろいも揃そろってるなんて、都合が良すぎるもんな。……なるほど、そういうことなら納なつ得とくだ」

　『外なるものアウター』。そう呼こ称しようされる彼かれらは恐おそらく、自分と同じく別の世界から迷まよい込こんだ者であるはず。

　これまで一人として『外なるものアウター』と出会えたことはなかったが──ようやく、手て掛がかりが摑つかめた。

　どうやら、そんな高こう揚よう感が顔に出ていたらしい。

「……オトギさん？」

　心配そうに名を呼ぶナニカに気付いて、オトギは「すまない」と小さく首を振ふると──改まった様子で彼かの女じよに向き直った。

「なあナニカ。……君のお祖ば母あさんと、何かしらの方法で連れん絡らくを取ることって出来ないか。手紙でも、何でもいいんだが」

　彼かの女じよの祖母ともなれば、自分よりもこちらの世界に詳くわしいはず。となれば、元の世界に帰るための情報を何かしら知っている可能性もある。

　そんな期待を込こめてのそんな問いに──しかし、ナニカは首を横に振ふった。

「……それは、無理です」

「無理って、どうして」

「だって祖母はもう、他界していますから」

　ナニカの告げたそんな返答に、オトギはしばし絶句して。

「……そうか。すまない、余計なことを訊きいた」

「いえ、もう五年も前のことなので」

　謝罪を口にするオトギに、彼かの女じよはあまり気にしていない様子でそう返して小さく笑う。

「……オトギさんと話してると、お祖ば母あ様のことを思い出します。お祖母様も、貴方あなたみたいに変なヒトでしたから」

「それって、褒ほめてるのかい？」

「半々です」

　くすくす、と笑えみを零こぼして。彼かの女じよは不意に、窓の外を見てぽつりと呟つぶやく。

「雨、止やんだみたいですね」

　見れば、分厚く積み重なっていた黒雲は綺き麗れいに晴れて、窓からは紅あかい夕ゆう陽ひが差さし込こんでいた。

　……どうやら、結構寝ねていたらしい。

「すまんな。僕ぼくのせいで足止め食って」

「全くです……なんて、流石さすがに病人にそんなこと言いませんよ。……ふぁぁ」

　苦く笑しようしながらそう告げて、ナニカはそこで可愛かわいらしいあくびを零こぼす。

　どうやら付きっきりで看病に専念してくれていたらしい。彼かの女じよはベッドの端はしに突つっ伏ぷすと、

「……すいません。流石さすがに疲つかれたので、ちょっと……はじっこ、お借りします」

「いや、それなら君がベッドに」

「ヤですよオトギさんの汗あせ臭くさいベッドなんて」

　辛しん辣らつっ……！

　若じやつ干かんのショックを受けて硬こう直ちよくしている間に、ナニカは早くもそのまますうすうと寝ね息いきを立て始めてしまった。

「……うーむ、余計な気を遣つかわせちまったな」

　仕方がないので毛布だけでも彼かの女じよの肩かたに掛かけてやった後、オトギはベッドの上に寝ねそべって、先ほど放り投げた職員カードを再び手に取る。

「……やれやれ。僕ぼくはちゃんと、生きてる間に帰れるのかね」

　ため息混じりにそう呟つぶやいて──オトギも静かに、微睡まどろみの中に潜もぐることにした。
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　その晩のこと。

「……ぅ、ん？」

　眠ねむっていたナニカが寝ねぼけ眼まなこで瞼まぶたを開けると暖だん炉ろの火は消えていて、小屋の中は窓から差さし込こむ月明かりを除いて真っ暗だった。

　何も見えない中で、ナニカは身を起こそうとして──肩かたに毛布が掛かかっていることに気付く。

　それはオトギが掛かけていたはずのもの。とすれば、彼かれが掛かけてくれたのだろう。

「……ありがとうございます、オトギさん」

　小声でそう呟つぶやいて小さく微笑ほほえむと、ナニカは肩かたの毛布を撫なでて──その時のことだった。

「ひゃう!?」

　不意に耳元で、なにか生暖かい吐と息いきのようなものを感じて、ナニカは思わず肩かたをびくりと震ふるわせる。

　振ふり向むいて見ようとするが、けれど暗がりの中ではロクに状じよう況きようも摑つかめない。ナニカはまさぐるように闇やみの中へと手を伸のばし──すると、そんな彼かの女じよの手を、何かが摑つかんで、引き寄せた。

「きゃ……！」

　思いもよらぬ強い力に引き寄せられて、バランスを崩くずして床ゆかに倒たおれ込こむナニカ。

　そんな彼かの女じよの上に何者かが馬乗りになったのを感じて、ナニカはいよいよ混乱する。

　もしや、オトギが？　いや、そんな。でも、ひょっとして。

「ああああああの、オトギさん!?　おおおお落ち着いてくださいこういうのはまだいくらなんでも早……じゃなくてその、心の準備とかそういうのがっ──」

　慌あわてに慌あわてて支し離り滅めつ裂れつなことを口走るナニカに、

「……んん、どうしたナニカ……僕ぼくすっごい眠ねむいんで、寝ねかせてくれ……」

　しかし返ってきたオトギの声は、頭上からではなく──依い然ぜん変わらず、ベッドの方から。

「……え？」

　じゃあ、ここにいるのは、誰だれ？

　思考が完全に止まるのを感じながら、ナニカが呆ぼう然ぜんと言葉を失っていると──月明かりが動いて、その人物の姿を照らす。




「おいニンゲン。お前、星ほし守もりなのですよね？」




　ナニカの腹の上にのしかかっていたのは、あどけない顔をした、まだ幼い少女。

「私の病を、治してくれませんか」

　そしてその腰こしには──精せい霊れいであることを示す一対ついの結けつ晶しようの『角』が、飾かざり付つけられていた。
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「いやぁ。驚おどろかしてしまってすみませんでした」

　暖だん炉ろの火を点つけ直して、一通り状じよう況きようを整理すると──彼かの女じよはそう言って苦く笑しようしながら、対面で座すわるナニカに向かって頭を下げた。

「私の名は、『紅こう流りゆう』のミールツァイク。親しい方からはミールと呼ばれてるのです……と言っても、永らく呼ばれてはいないんですけどね、あっはっは」

　長い艶つややかな黒くろ髪かみをしっとりと流した、可愛かわいらしい少女。ミールと名乗った精せい霊れいはそう告げると、和なごやかな調子で大笑してみせる。

　そんな彼かの女じよの前でいまだほんのり顔を赤くしながら、ナニカはどこか不ふ機き嫌げんそうに口を開く。

「……それで、精せい霊れいさま」

「ミール、です」

「……ミールさま。色々とお訊ききしたいことはあるのですが、ええと……」

「ああ、言わなくていいのですよ。全部順じゆん繰ぐりに答えますから」

　一方的にナニカの言葉を遮さえぎると、彼かの女じよは指を折りながら言葉を続ける。

「まず、お前たちに目をつけたのは──トリスの奴やつが、お前たちのことを話してたから。それでお前たちのことを探してたら、偶ぐう然ぜんこんなところに居たものですからつい、居ても立ってもいられなくて来たのです」

　立て板に水とばかりにまくし立てる彼かの女じよに気け圧おされながらも、ナニカは彼かの女じよの話に出てきたその名前に意識を留とめる。

「トリス、って……アグラストリスさま、ですか？」

「ですです。最近具合悪そうにしてたので心配してたのですが、久々に見に行ってみたらまた元気になってて──何かと思ったら、お前たちがあいつを治したと言うではありませんか」

　そう答えた彼かの女じよに、横から言葉を挟はさんだのはオトギだった。

「なるほど。んで、君は……どういう用でわざわざ僕ぼくたちに会いに来たんだ？」

　そう問うた彼かれに視線を遣やると、ミールは目をぱちくりと瞬まばたかせて、

「……何ですか、お前」

「聞いてたんじゃないのかよアグラストリスから」

　素で突つっ込こんだオトギに、彼かの女じよは少し考えた後「ああ」と手を打ち合わせて声を上げる。

「そう言えば言ってました。変なニンゲンに精せい霊れい病びようを治してもらったって。お前なのですね、なるほど確かに変です。ヤバ変です」

「……まあ、思い出して頂けたようで何より」

　微び妙みような顔で呻うめくオトギを意に介かいさず、「それで、用件でしたね」と呟つぶやくと──彼かの女じよは二人に向き直ってちょこんと座すわりなおし。




「実は私、病気なのです」




　なんてことを、いきなり言ってのける。

　そんな彼かの女じよの言葉に、ナニカとオトギはしばし顔を見合わせて。それから再び彼かの女じよをじっと見つめて──オトギが、言葉を選びながら問う。

「ええと、病気ってのは、精せい霊れい病びようってことか？」

「違ちがうのです。お前たちニンゲンと同じ、肉の病なのです」

　首を横に振ふってそう返したミールに、オトギはふむ、と唸うなってナニカに耳打ちする。

「……なあ。確か精せい霊れいって、いわゆる病気には罹かからないんじゃなかったか」

「そのはず、ですけど……」

　頭をひねる二人に、彼かの女じよは何やら気がついたらしい。

「……むむ。もしかして、疑っているのですかこの私を」

　むくれて唇くちびるを尖とがらせた彼かの女じよに、ナニカは慌あわてて弁解しようとする。

「いえ、その。精せい霊れいさまが噓うそをついてるとか、変なこと言ってるなぁとか思ってるわけじゃないんですが」

「思ってるのですね！」

「あうう」

　返答に窮きゆうしたナニカに、ミールはいかにも不ふ機き嫌げんそうに頰ほおを膨ふくらませて腕うでを組む。

「そもそもですね。私たち精せい霊れいが病気に罹かからない、というのが大きな誤解も誤解、甚はなはだしい勘かん違ちがいなのですよ」

「そうなのか？」

　意外そうに問い返すオトギに、彼かの女じよは大きく頷うなずく。

「私たちは本来、『角』を核かくとする実体のない存在ですが……こうして、ニンゲンと触ふれ合あう場合なんかは肉の体を編むこともあるのです」

「……それって、構造としては人間のものと変わらないのか？」

　オトギの問いに、彼かの女じよはまた頷うなずくと、

「変わらないのです。脆もろくて壊こわれやすい、不便極きわまりない実の体なのです。……確かく認にんします？」

「いや結構」

　ナニカの視線に気付いたらしく、オトギは視線を逸そらしながらそう答えた。

　そんな二人をよそに、ミールはさらに続ける。

「で。そんな貧ひん弱じやくなニンゲンの体ですので、当然怪け我がをしたり、病気に罹かかったりもするのです。無論、所しよ詮せんは仮の体なので損傷を修復するのは容易たやすいのですが……それでも肉の体に起きた異変は、何らかのカタチで私たち『自身』にも返ってきてしまうのですよ」

「……なるほど。そりゃ、思いの外ほか不便なこって」

　納なつ得とくした様子で頷うなずくオトギのそばで、ナニカはしばらく考えた後口を開いた。

「けど、だったらどうして……わざわざ、人の姿に？」

　何な故ぜ、不便であると分かっている姿になろうとするのか。

　言外にそんな疑問を含ふくんだその問いに、ミールは首を横に振ふって返す。

「勿もち論ろん、もっと別の──仰ぎよう々ぎようしい姿で顕けん現げんするヤツもいたりはしますが、それではお前たちニンゲンに畏おそれられてしまいますから」

　そう告げると、彼かの女じよは少しだけ哀かなしげに目を伏ふせて。

「……畏おそれられて、敬遠される。それは……それはとっても、寂さびしいことなのですよ」

　そう、ぽつりと零こぼした。




　そんな彼かの女じよの言葉を最後に少しだけ、小屋は静せい寂じやくに包まれて──その静けさを打ち破ったのは、オトギだった。

「まあ、君の言い分は分かった。なら訊ききたいんだが……具合が悪いのは、どこなんだ？」

　オトギがそう問うと。彼かの女じよはなぜか、きょとんとした顔で首を傾かしげ──なぜかしばらく考えた後。




「そうですね。何となく、頭が痛い……ような、気がするのです」




「……ふむ？」

　オトギは頷うなずきつつ、しかし釈しやく然ぜんとしないといった顔のまま、問いを続ける。

「痛いって、いつ頃ごろから」

「ええと。最近です」

「どんな感じに痛いんだ」

「……なんでしょう。なんかこう、気持ち、重いような」

「他に気になることはあるか」

「……言われてみると胸も痛い気がするのです」

「ふむ」

　さらさらと問答を終えると、オトギは腕うでを組んで頷うなずいて。

「じゃあとりあえず、診しん察さつするか。……ナニカ、僕ぼくの白衣のポケットから聴ちよう診しん器き取ってきて」

　突とつ然ぜんそんなことを言われて、ナニカは首を傾かしげる。

「……ちょうしんき、って、何ですか」

「……あー。なんかこう、管くだっぽいやつ」

　なんだそれ、と思いつつ、干しっぱなしの彼かれの上着を探さぐると──なるほど、なにやら管くだっぽいものがあった。

　それを手て渡わたすと、彼かれは「さんきゅー」と告げてミールへと向き直り。

「それじゃ、ちょいと服の前をはだけてくれるか」

「何言い出してるんですか」

　すぱーん、と、ナニカは思わず手近にあった枕まくらで彼かれの頭を引ひっ叩ぱたく。

「痛いぞナニカ」

「叩たたいたんだから当然ですこの変質者。見み損そこないました。こんな小さな子に……そんなことを」

　思わず顔を赤らめて口をつぐんだナニカを見て、彼かれは何やら察したらしい。

「あー、いや。君が想像してるようなことじゃなくてだな。これは診しん察さつ行こう為いなんだ。れっきとした」

「診しん察さつって。そんな変な道具で一体ナニを……はっ！」

　よく見ると、金属の部品で出来た先せん端たん部は片面が平たい円えん盤ばん形なのに対してもう片方はお椀わん状である。……はっ。それを胸に当てるというのはもしかして……っ！

「……っ！　ダメです、そんな卑ひ猥わいなもの！」

「おい待てなんかすっごい変なこと考えてるだろう君！」

　思考を明後日あさつての方向に暴走させ始めた彼かの女じよにオトギは慌あわてた様子で抗こう弁べんすると、疲つかれたように息を吐はいてから言葉を続ける。

「いいか、これは君が考えてるようなモノじゃなくてな。体の中の音を聴きくためのものなんだ……っつっても信じてもらえないか。ほれ」

　言うなりオトギは、「聴ちよう診しん器き」をナニカへと手て渡わたして、

「この部分を耳に当てて、んで、こっちを……そうだな、僕ぼくの胸の真ん中ちょい左辺りに当ててみ」

　とんとん、と己おのれの胸むな元もとを指で叩たたき、そんなことを言ってくる。

　そんな彼かれの言葉に、ナニカは戸と惑まどいつつも言われた通りに「聴ちよう診しん器き」を耳につけて。そして、金属で出来た円形の部品を、彼かれの胸むな元もとに当て……。

　当て……ようと……。

「……何で顔が赤いんだ」

「なんでもないです！」

　ひ弱なくせに案外分厚かった彼かれの胸むな板いたに少し驚おどろいたとかそんなことはなく。ナニカは言われた通りに彼かれの胸部にそれを押おし当あててみる。すると、

「……何、この音……」

「心臓の音だ。よく聞こえるだろ？」

　どくん、どくんと響ひびくその音は、とても奇き妙みようで──けれどどこか、安心するような音で。

　ナニカはしばし呆ぼう然ぜんとして、やがてはっと我に返ると、慌あわてて「聴ちよう診しん器き」をオトギに返す。

「……なるほど。貴方あなたが噓うそを言ってないのは、分かりました。けどですね、やっぱりなんかこう、色々とダメな気がします」

「……っつってもなぁ。君じゃ聴ちよう診しん所見なんて取れないだろうし」

　オトギの抗こう弁べんに、ナニカは静かに頷うなずいて。

「はい。なので──こうします」

　言うや否いなや彼かれの後ろに回まわり込こみ、腕うでを回してその目を両手で隠かくしてみせた。

「こうすれば、問題ありません」

「……いや、なんかさっきよりも絵面としてヤバさはある気がするんだが……まあいいか……」

　オトギは諦あきらめた様子でナニカのするがままを認めると、聴ちよう診しん器きを付けて、その手をふらふらと彷徨さまよわせる。

　ナニカは右手で彼かれの頭を抱だき込こむようにしてその目を隠かくして、聴ちよう診しん器きを持った彼かれの手に左手を重ねて服を捲まくり上あげたミールの胸むな元もとへと導く。

「……ニンゲンの医い療りよう行こう為いって、摩ま訶か不ふ思し議ぎなものなのですね……」

　そんな二人を不思議そうに見つめる彼かの女じよの目が、なんだか痛かった。
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　見えていなくとも、どうやら用件は済んだらしい。聴ちよう診しん器を外はずして、オトギは首を横に振ふってみせた。

「心臓や肺の音に変なところはないな。至って正常だ。……精せい霊れいの聴ちよう診しんなんてしたことないから、正常って言っていいのかは知らんが」

　そう所見を告げた彼かれに、ミールは不服げな表情で頰ほおを膨ふくらませる。

「そんなはずはないのです。どこか、おかしなところがあるはずなのです。何か、重大な病気があるはずなのです」

　そう言い縋すがる彼かの女じよの表情は、どこか不安げで。ナニカとオトギは困ったように顔を合わせる。

「……そうは言ってもなぁ、診しん察さつした限りじゃ、異常は見られないし」

「痛いのです。なんかこう、肩かたとかが」

「さっきと言ってること変わってませんか……？」

　ナニカのそんな言葉に、なぜか眉まゆを上げたのはオトギだった。

「……なるほどな。そういうことか」

　何な故ぜか納なつ得とくしたようにそんなことを呟つぶやくと、彼かれは不満げなミールに向き直って、にやりと──あの、不敵な笑えみを浮うかべて口を開く。

「確定診しん断だんじゃあないが、君の病気が……多分、分かった」

「本当ですか！」

　オトギの言葉に、ぱっとその顔を輝かがやかせるミール。そんな彼かの女じよにオトギは大きく頷うなずいて。

「ああ。君の病気は……『病気不安症しよう』だ」

　と、堂々とそう告げる。

　そんな、彼かれが口にした病名に──ミールも、そしてナニカも目を瞬まばたかせて首を傾かしげた。

「……何なのですか、何なのですか、その『病気不安症しよう』というのは」

　なぜかわくわくとした様子で問うミールに、オトギは腕うでを組みながら、

「簡単に言えば──病気でもなんでもないのに病気に対する不安ばかりが大きくなっている状態、ってことさ。今の君みたいにな」

　そう、彼かれが告げた途と端たん。ミールの表情が、みるみるうちに不ふ機き嫌げんさを漂ただよわせ始める。

「……どうして、そんなことを言うのですか。それじゃあまるで、私が噓うそをついているみたいじゃないですか」

「いいや、違ちがう。……これもれっきとした病気だ。ＤＳＭ‐Ⅴにだってきっちり記き載さいがある」

　でぃーえすえむ、ふぁいぶとは何ぞやと思いつつも、彼かれの発言ではよくあることなのでもはやスルーしてナニカは彼かれの発言に耳を傾かたむける。

「重大な病気や健康に対する強い不安感と、それに伴ともなう受じゆ療りよう行動。そして何より、こうして見た限り一いつ切さいの所見に異常がないこと。……これらの点から、君の診しん断だんは『病気不安症しよう』が疑える。……ま、人によっちゃあこれはゴミ箱的な診しん断だん名だって言う人もいるが、それはそれだ」

　苦く笑しようしながらそう言うと、彼かれはミールの目をじいっと見つめて、さらに続ける。

「じゃあ、この病気はどうして起こるのかって言えば──その原因として考えられるのは、何かに対する強い不安だ」

「不安、ですか？」

　ナニカが問うと、オトギは頷うなずいて。

「不安なことがあっても、その不安の理由が分かれば、人は納なつ得とくできる。……けど、そうすることが出来ない時──人は、なんでもいいからその漠ばく然ぜんとした不安に理由を付けようとするんだ。例えば……自分はとんでもない病気に罹かかっている。だからこんな風に不安な気持ちになるんだ、ってな。そうすれば、その不安の種を転がしている間は安心できるものだから」

「……不安なのに、安心できるんですか？」

「人ってのは、得えてして正体の分からないものよりはっきりしたものの方が好きだからな」

　おどけたようにそう答えると、彼かれはそこで改めてミールに向き直る。

「なあミール。君にも何か……強い不安を感じるようなことがあったんじゃないか」

　そう言って、問いを投げかけたオトギに。ミールはしばし沈ちん黙もくして──やがて、ぽつりと呟つぶやいた。

「……川が、なくなったのです」

「「……川？」」

　唐とう突とつなその言葉に、疑ぎ問もん符ふを浮うかべる二人。そんな二人に、彼かの女じよはぽつぽつと続ける。

「私はもともと、この近くの川を管理していたのです。川と言っても小さな、小さな川だったのですけれど……それでも、そこが私の──私が役割を与あたえられた場所、だったのです」

「……その川が、なくなった？」

　ナニカが問うと、彼かの女じよは小さく頷うなずく。

「……私の川は、フルール川という大きな川に流ながれ込こむ支流でした。フルール川はとても、とても大きな川で……けどそこの精せい霊れいは気き性しようの荒あらい奴やつでしたから、ちょくちょく洪こう水ずいや増水を繰くり返かえしていたのです」

　悪い奴やつではないのですけど、と呟つぶやきながら、彼かの女じよは続ける。

「だもんで、度たび重かさなる水害に悩なやんだニンゲンたちは──フルール川の水量を減らすために、支流である私の川を堰せき止とめたのです。ニンゲンの言い方では、『治水』と言うのでしたっけね」

　肩かたをすくめてそう呟つぶやく彼かの女じよに、ナニカはその顔を暗くする。

「そんな……じゃあ、ミールさまは」

「見ての通り、自由気ままな野の良ら精せい霊れいなのですよ」

　そう返して自じ嘲ちよう気味に、淋さみしげに笑う彼かの女じよ。

　殆ほとんどの場合、精せい霊れいはひとつの場所・地域に定着し、その一帯の自然環かん境きようを調律している。

　野の良ら精せい霊れいというのは──何らかの理由でその役割を失い、どこの土地にも縛しばられずに彷徨さまよっている精せい霊れいたちのことだ。

「……気楽になったと思ったのですけどね。案外、帰る場所が……守らなければいけないものがないというのは、辛つらいものみたいなのです」

　そう呟つぶやいて、彼かの女じよは肩かたをすくめてオトギに向き直ると。

「……変なニンゲン。貴方あなたの言うとおりかもなのです。私は多分──このどうしようもない不安に、分かりやすい理由が欲ほしかったのです」

　疲つかれたようにそう告げ、目を閉じて小さなため息をつく。そんな彼かの女じよに、ナニカは何か、声を掛かけられないかと言葉を探して。

「まぁ、最近感じてた気分のもやもやがハッキリしてよかったのです。結構さっぱりしたのですよ」

　急にぱぁっと表情を明るくして元気な声でそう口を開いた彼かの女じよに、ナニカは口を開けたままぽかんとする。

「あの、ミールさま。……落おち込こんでたのは、もう大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「何を言っているのです、星ほし守もり。どこに気を落とす要素があるというのです」

「え、でも……守る川がなくなって、不安って」

「その不安は、もう今ので綺き麗れいサッパリ解決したのです。これからは精せい々ぜい、自由気ままにセカンドライフを送っちゃうのですよ」

　潑はつ剌らつとした表情でそう答える彼かの女じよの言葉に、噓うそを言ったり誤ご魔ま化かしたりしているような印象はない。戸と惑まどうナニカの隣となりで、オトギは頭を搔かきながら小声で呟つぶやく。

「……随ずい分ぶんと、気持ちの切きり替かえの早い精せい霊れいみたいだな……」

「ですね……」

「まあ、その方が『こころの病』にはなりづらくて結構なんだが」

　苦く笑しよう混じりにそう言うと、彼かれはそこでミールへと向き直って再度口を開く。

「にしても君は、なんでよりによって病気に罹かかってるなんて思ったんだ？」

「んー。最近、周りの精せい霊れいで持もち崩くずす奴やつが多かったからかもなのです」

　そんな彼かの女じよの言葉に、眉まゆをひそめるオトギ。

「持もち崩くずすって……精せい霊れい病びように罹かかってる精せい霊れいが、多いのか」

「はいなのです。トリスもそうですけど、北の森の……エイルという精せい霊れいも、最近様子がおかしくて」

　彼かの女じよの告げたそんな情報に、顔を見合わせる二人。

「……どうしましょう、オトギさん。一度北の森に行って、精せい霊れいさまにお会いした方が──」

「無む駄だだと思うのですよ」

「無む駄だ？」

　尋たずね返すオトギに、ミールは軽い調子で頷うなずいて。

「だって、エイルはもう──いなくなってしまったのです」

　なんてことを、平然と言う。

「居なくなったって。そりゃ一体、どういう」

「分からないのです。ただ、つい最近北の森に遊びに行ったら、奴やつの霊マ子ナの色はどこにも見えなかったから……少なくともあの森にもう居ないのは、確かなのですよ」

　彼かの女じよたちの人間関係というのはそういうものなのか、あまりそのことを気にした様子もなくあっさりとそう告げると彼かの女じよはそこですっくと立ち上がって、二人に向かって告げる。

「それじゃあ、そういうわけですので私はもう行くのです。世話になったのですよ、ニンゲン」

「お、おう。お大事にな……」

　ひらひらと手を振ふるオトギにくるりと背を向けて、彼かの女じよは普ふ通つうにドアから出ていこうとして──そこで「あ、そうなのです」と呟つぶやくと再びこちらに向き直った。

「ところでお前たちは、これからどこに行くのですか」

「ええと、ここから街かい道どう沿いに南東へ行って、フルール川を渡わたろうかと思っているのですが」

　ナニカがそう答えると、ミールはふむ、と小さく唸うなって、

「それは、災難なのですね」

　なんてことを言ってくる。

「災難って、どういうことですか？」

　そう問うナニカに、彼かの女じよはあくまで軽い調子で、




「昨日の大雨で、フルール川は多分、当分通れないと思うのです」




　……と。そんな重大事実を、告げたのであった。
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　さて、そんなことがあって、その翌日。

　昨晩の話の真しん偽ぎを確かめるべく、眠ねむ気けをおして早朝から出立したナニカたちだったが──しかし案の定というかなんというか、立ち往生せざるを得なくなっていた、というのも。




「あー、渡わたし船ぶね？　ダメだダメだ、川がこんな荒あれとるのに船なんか出せっこねえ」

　ルベールカへと向かう道中に横たわる大河、フルール川。

　この川を通行するには川沿いの村で渡わたし船ぶねの依い頼らいを出す必要があったのだが……斯かくの如ごとし。

　船着き場にて渡わたしの依い頼らいをしていた二人だったが、ミールが教えてくれた通り──昨日の大雨の影えい響きようで水かさが増していることを理由に断られてしまったのだ。




「船を出せるのは、いつ頃ごろになりますか？」

　ナニカのそんな問いに、渡わたしの男は難しい顔で首を横に振ふる。

「わかんねぇなぁ。何せ最近はほとんど毎日あんな状態だからよ」

「毎日……？　そんなことって。この辺りはそんなに雨は多くないはずじゃ……」

「精せい霊れいさまの仕し業わざさ」

　怪け訝げんな顔でそう呟つぶやいたナニカに、返事をしたのは船着き場にたむろしていた男たちの一人だった。

「精せい霊れいだって？」

　訊きき返したオトギに頷うなずくと、男はどこかうんざりとした顔で続ける。

「この川を治めてる精せい霊れいさまがな、どうも最近、おかしくなっちまったんだよ」

「おいおい、んな言い方は無礼だべ」

「うるせぇ。こんな迷めい惑わくな真ま似ねしかしねぇ精せい霊れい相手に無礼もクソもねえ」

「あー、ちょいと待った、待った」

　何やら言い争いが始まりそうな彼かれらに、オトギは慌あわてて割って入る。

「良ければその話、もうちょい詳くわしく聞かせてもらえないか。ひょっとしたら、力になれるかもしれない」

　そんなオトギに、船着き場の屈くつ強きような男たちの剣けん吞のんな視線が一いつ斉せいに集まって。そのうちの特に大おお柄がらな一人が苛いら立だった様子でオトギに詰つめ寄よると、彼かれをじいっと睨にらみつける。

「あぁん？　筋肉もついてないお前みたいなのに何ができるってんだ」

　いや、筋肉は関係ないような。ナニカの脳のう裏りをそんな突つっ込こみがよぎるが、ともあれ──ここに集まっているのは漁師やら船頭やら、日常的に力仕事をしている者たちばかり。

　オトギも背だけは高い方だったが、横よこ幅はば縦たて幅はばともに勝まさる筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの彼かれらの威い圧あつ感は半はん端ぱないもので。

　そんな圧あつ迫ぱく感たっぷりの男たちとオトギとの交こう渉しようを、なんとなく一歩後ろから窺うかがっていると、

「あー、いや。僕ぼくだけじゃなくて」

　突とつ然ぜんオトギはそう言って、ナニカの肩かたを引き寄せて。

「へ？」

　いきなり話の輪の中に引ひき戻もどされて目をぱちくりとさせている彼かの女じよを、オトギは彼かれらの前にずずいと押おし出だして──告げる。




「実は彼かの女じよ、星ほし守もりなんだ」
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　ナニカが星守りであることを明かすや否いなや、川辺の村の男たちは一転してころりと態度を変えて、素す直なおに事情を話し始めた。

　フルール川。この川は昔から荒あれ川で有名で、少しでも天気が荒あれれば簡単に水量を増し、洪こう水ずいなども頻ひん繁ぱんに起こしていたのだという。

　そして今回──雨が増え始めたのは、つい二週間ほど前。この川の現状を見かねた近きん郊こうの領主が進めていた治水工事が完かん了りようしてからだという。

「俺おれたち川辺の村の人間は、この川と共に生きている。川の魚を捕とって暮らし、川の渡わたしをして日ひ銭ぜにを得てる。だから川が荒あれれば俺おれたちは商売上がったりになるし、洪こう水ずいで死んだ奴やつだって大勢居た。領主様はそんな俺おれたちのことを慮おもんぱかって、治水に乗り出してくださったんだ。……だってのに」

　領主による治水計画というのは、恐おそらくはミールが言っていたものと同じだろう。

　その内容は、フルール川に上流で合流している中小河か川せんの一部を石でせき止めることで水量のコントロールを行うというもの。

　確かにそうすれば本流の流量が減り、下流での増水のリスクも押おさえ込こむことが出来る。

　それはこの川辺の村の人間にとっては、諸もろ手てを挙げて喜ぶべきことだった。

　……人間に、とっては。




　最初に異変が起き始めたのは、一年ほど前。領主による工事が始まった日のこと。

　工事に携たずさわっていた村民たちの前に──精せい霊れいが、現れたのだという。

「精せい霊れいさまが何言ってんのかは分からんがったが……兎とに角かく、とんでもねえ形ぎよう相そうでお怒いかりでな。……まあ、この工事が原因だってのは皆みなすぐに分かったよ」

「分かったけど、やめなかったんですか？」

　ナニカがそう問うと、男たちは重々しく頷うなずく。

「やめて、どうなる。精せい霊れいさまを気にして何もせずにいたら、洪こう水ずいで流されて死ぬのは俺おれたちだ。……そんなこと、あっていいはずがねぇ」

「……でも。それなら、住む場所を移るとか……」

「馬ば鹿か言わんでくれ。ここはご先祖様の代からずっと暮らしてきた土地だ。ご先祖様が生きて、ご先祖様が死んだ川だ。……そんなことで尻尾しつぽ巻いて逃にげるなんて、示しがつかねぇ」

　そう言われては何も言い返せず、ナニカは口をつぐむ。

　確かに彼かれらの言い分も──彼かれらの立場からしてみれば、至し極ごく尤もつともなことなのだ。

　押おし黙だまるナニカに、彼かれらは再び話を続ける。

「兎とに角かく。俺おれたちは工事を続けた。俺おれたち人間側の意志ってものを見せれば、精せい霊れいさまもきっと分かってくれるって……そう思ったんだ。だが──違ちがった」

　男たちの間に、緊きん張ちよう感……あるいは敵意にも似たぴりついた空気が滾たぎる。

「この川を治める精せい霊れい──フルエナフルエってぇ奴やつは、昔から気き性しようの荒あらい精せい霊れいらしくてな。奴やつは俺おれたちが川に触さわったことが許せんらしく、いよいよ実力行使に出てきたんだ。それがあの大雨さ」

　怒いかりに任せてそう吐はき捨すてる一人に、別の男が首を横に振ふり、

「そうじゃねえ。多分フルエナフルエ様は、精せい霊れい病びようで狂くるったんだ。……確かに前から川が荒あれることはあったけど、こんなことは今回が初めてだで」

　庇かばい立だてするようにそう言って、彼かれはナニカへと向き直ると──地に膝ひざを突ついて頭を下げる。

「なあ星ほし守もり様、この通りだ。フルエナフルエ様を……どうにか説得してきちゃくれんか」

　彼かれのそんな行動に触しよく発はつされたように、他の男たちもナニカに向かって頭を下げ始める。

「頼たのむよ、お嬢じようちゃん。川がこれじゃあ、俺おれたちは生きていけねえんだ」

「う、あう……」

「後ご生しようだ、星守り様！」

「星守り様ぁぁぁぁぁ！」

「あうぅぅ」

　熱気むんむんの川の男たちの土下座攻こう撃げき。

　基本的に人見知りの激しい方なナニカである。当然そのプレッシャーに耐たえられるわけもなく、彼かの女じよは涙なみだ目めでオトギに助けを求める。

　オトギの方も一応、彼かの女じよを矢や面おもてに立たせたことへの罪悪感はあったらしい。彼かれはナニカの声なき言葉に苦笑いで頷うなずくと、

「あー、分かった。それじゃあ僕ぼくたちが話をつけてこよう。……代わりに、上う手まいこといったら僕ぼくたちを川向こうまで送って欲ほしいんだが、いいかな」

「おう、お安い御ご用ようだ！」

「俺おれたちの筋肉に賭かけて、しっかり船を出してやるぜ！」

「それは賭かけなくてもいいんだが……」

　ともあれ。なし崩くずし的ではあるものの話はついた、が。

　盛り上がる男たちを眺ながめて苦く笑しようするオトギの裾すそを引っ張って、ナニカは恨うらめしげに呟つぶやく。

「……オトギさん。私の扱あつかいについて、後でお話があります」

「……あー、うん」

　そんな彼かの女じよの言葉に、オトギは冷ひや汗あせを一筋流しながら頷うなずいたのであった。
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　さて、そんなことがあった後──二人はすぐに川の上流、精せい霊れいが占せん拠きよしているという治水工事の現場へと向かっていた。

「全くもう。よりにもよって私を盾たてにするなんて、オトギさんは男として最低です」

　川沿いを歩きながら、頰ほおを膨ふくらませてオトギに対する非難を口にするナニカに対して、

「……いやー、返す言葉もない」

　苦い顔でそう返しながら、オトギもまた彼かの女じよの後をついて歩を進める。脇わきを流れる川の水は昨日あんなに大雨があったにもかかわらず、水底まで見通せそうなほどに澄すんでいた。

「実際、星ほし守もりとしてはどのみち首を突つっ込こまなきゃいけなかったですけど。でもですね、あんな風に私をダシに使うような真ま似ねをするというのは、あんまりじゃないですか」

「あー、あー、ごもっとも」

　頰ほおを膨ふくらませてすっかり不ふ機き嫌げんモードになっているナニカに、オトギはそんな反省してるんだかしてないんだか判然としない返事を返しながら──苦く笑しよう混じりに、

「本当に、悪かったよ。今度からはちゃんと、僕ぼくが君を守るからさ」

　何気なくそんなことを言ったその瞬しゆん間かん、ナニカはばっと振ふり返かえってオトギを穴が空くほどに凝ぎよう視しする。その顔は、何な故ぜか真っ赤だった。

「と、突とつ然ぜんそういうこと言うのはやめてください！　べべべ別に、オトギさんみたいなひょろひょろ中年に守ってもらおうなんて微み塵じんも思ってません！」

　ひどく狼ろう狽ばいしながらそう返すナニカに、オトギは頭を搔かきながら、

「いやぁ、とはいえ君の言うとおりさっきのアレは流石さすがに男らしくなかったからな。……なぁに、こう見えても僕ぼく、結構腕うでっ節ぷしには自信あるんだぜ」

「……本当ですか？」

　不信感を露あらわにしたジト目でそう問うナニカに、オトギはおうよ、と胸を叩たたく。

「二十年間通信空手を取り続けてるんだ。試ためしたことはないが、かなりのものだと思うぜ」

「ツウシンカラテ……なんですか、それ」

「僕ぼくの故郷に伝わる伝統的な武術さ。ご自宅にいるだけで武芸の型が身についてしまう優すぐれものだ」

「へぇぇ」

　先ほどまでの不ふ機き嫌げんは飛んだ様子で、ナニカはオトギの話に興味深そうに聴きき入いっていたかと思うと──やがて、

「じゃあ、折角なのでお手合わせしてみませんか」

「え？」

　いきなり、笑え顔がおでそんなことを言い出してきた。

「……お手合わせって。君、武術の心得とかあるのか？」

「一人旅をすることになっても大だい丈じよう夫ぶなように、って、祖母が生きていた頃ころにたっぷり護身術の稽けい古こをつけられたので」

　何者なんだよ君のお祖ば母あさんは。

　頭の中で思わずツッコミを入れるオトギに構わず、彼かの女じよは背中の匣はこをその場に下ろして外がい套とうも脱ぬぎ、すっかりその気である。

「……いや、冗じよう談だんだよな？　こんなところでいきなり」

　川の上流で、辺りに転がるのは流水に削けずられる前のごつごつとした岩。こんなところで地面に叩たたき伏ふせられようものなら、ぶっちゃけかなり痛い。

　が、しかし──

「大だい丈じよう夫ぶですよオトギさん。打ち身の薬は常備してあるので」

「怪け我がする前提!?」

　妙みように爽さわやかな笑え顔がおでそう告げる彼かの女じよに本格的に身の危険を感じ始めたオトギ。そんな彼かれの様子に満足したのか、彼かの女じよは「冗じよう談だんですよ」と呟つぶやいて外がい套とうを羽織りなおす。

　……年とし頃ごろの女子の精神構造というのは、どうにも奇き怪かい面めん妖ようなことこの上ない。オトギが首を傾かしげていると、不意にナニカが真面目な表情で声を上げた。

「それより。そろそろ、着いたみたいですね」

　彼かの女じよの言葉に進行方向を見てみると──そこは丁度、二本の川の合流地点らしかった。

　周囲を深い緑に囲まれた、静せい謐ひつな場所だ。川かわ幅はばが広く、一見したら湖のようにも見える。

　片方の川の筋を辿たどってみると、上流方向には積み上げられた巨きよ岩がんとそれを補強するかのような丈じよう夫ぶな木組みで構成された巨きよ大だいな壁かべのようなものが立っていて、恐おそらくはそれが──ミールの川を潰つぶす原因となった治水工事の賜たま物ものなのだろうと見て取れた。




「何者だ、貴様ら」




　空気をびりびりと震ふるわせるような大声が辺りに響ひびいて、驚おどろいてそちらを見ると──川の中ほど、その水面に一人の巨きよ漢かんが座すわっているのが見えた。

　鍛きたえ上あげられた上半身は剝むき出だしで、そこに描えがかれた呪じゆ術じゆつ的な紋もん様ようが燐りん光こうを放っている。その腰こしには精せい霊れいであることを示す瑠る璃り色の結けつ晶しよう体──『角』が飾かざられており、彼かれがこの川を管理する精せい霊れいであることは疑うべくもなかった。

　そんな彼かれに向き直り、しかしそこで、オトギは怪け訝げんな顔になる。

　水面に座すわっていた彼かれは──どうしたことか、その巨きよ軀くを縮こまらせてしきりにその手を洗っていたのだ。




　そんな彼かれの様子に、得えも言われぬ奇き妙みような威い圧あつ感を感じたらしい。ナニカはややたじろいだ様子になりながら、彼かれに向かって名乗りを上げる。

「私たちは星ほし守もりです。川辺の村の方の使いで、こちらに参りました。……貴方あなたが、フルエナフルエさまですか？」

「如い何かにも。我わが銘めいは『碧へき流りゆう』、称しようはフルエナフルエ。この川を治める精せい霊れいなり」

　頷うなずくと、フルエナフルエは水面にすっくと立ち上がり、軽く手を払はらって二人を鋭するどく見つめる。

「川辺の村の使い、と言ったな。となれば──大方、この下らぬ所業の申し開きであろう」

　そう呟つぶやくと彼かれは辺りの巨きよ岩がんを忌いま々いましげに睨にらんで、小さく舌打ちする。

「我は、我わが川に触ふれ、これを歪ゆがめた貴様らの行こう為いを決して許さぬ。……帰って伝えよ。村ごと沈しずめられたくなければ、早々にどこかへ消きえ失うせろとな」

　その言葉に、焦あせりを滲にじませて声を上げるナニカ。

「精せい霊れいさま、待って下さい！」

「くどいぞ、娘むすめ」

　彼かれが短くそう呟つぶやいた、その瞬しゆん間かん──水面がざわりと漣さざなみを立て始めた。

「我は、決めたのだ。分を弁わきまえず、我わが川に、我わが自然に手を加え、穢けがす貴様ら人間を──我わが水で以もって全て、洗い流すと」

「洗い流す、って……」

　フルエナフルエの言葉は、どこまでも本気だった。立ちすくむ二人を前に、彼かれはゆっくりとその腕うでを持ち上げて。

　瞬しゆん間かん、おびただしい量の水が凝ぎよう集しゆうすると──まるで大だい蛇じやのようにその巨きよ体たいをうねらせて、二人を見下ろす。

「貴様らとて、例外ではない。この場で我わが波に吞のまれたくなければ、消きえ失うせろ」

　フルエナフルエの口から告げられたのは、そんな明確な拒きよ絶ぜつ。

　それを前にして言葉を失うナニカだったが──その時オトギが無言で彼かの女じよの肩かたを叩たたき、一歩前に出て口を開いた。

「なあ、フルエナフルエ。あんたは一体どうして、そんなにも人間を嫌きらうんだ？」

　いきなりそう問うてきたオトギを、フルエナフルエは怪け訝げんな顔で睨にらむ。

「……何だ、貴様は。星守り……では、ないな」

「医者だよ。あんたの相談に乗りたいと思ってね」

「相談、だと？」

　ぎろりと眼球を動かして睨ねめつけるフルエナフルエに、オトギは余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべたままで頷うなずいてみせる。

　否。余よ裕ゆうなのは表情だけで、その頰ほおには一筋冷ひや汗あせが垂れていたが──それはそれだ。

「確かに、今回の工事はあんたの気に障さわっただろう。これは、村の連中や領主の非だ。……けど、今回のことだけが理由じゃないはずだ。あんたはこの工事よりもずっと前から、人間を嫌きらい続けてきた。……それは、どうしてなんだ？」

　オトギのしつこい問いかけに、どうやら気勢を削そがれたらしい。鋭するどい眼光はそのままに、彼かれは苛いら立だたしげに口を開く。

「……何な故ぜか、だと。決まっている。貴様ら人間が触ふれると、川が穢けがれるからだ」

「穢けがれる？　そりゃあ、いわゆる水質汚お染せんとかそういうことか？　……まあ、人が住んでいる以上は多少の生活排はい水すいはあるかもしれんが」

　疑問を渦うず巻まかせるオトギに、しかしフルエナフルエは首を横に振ふって──失しつ笑しようを零こぼす。

「……ああ、そうか。貴様らはあの川辺の村の人間ではない、余よ所そ者ものなのだったな」

　そんな含ふくみのある言葉に、オトギはどこか、奇き妙みような違い和わ感かんを覚えて。

「なあ、フルエナフルエ。あんたは……」

　そう言ってなんとはなしにオトギが一歩、前に踏ふみ出だそうとした──その時だった。

「……っ、我に近寄るな、汚お物ぶつが！」

　凄すさまじい怒ど号ごうと共に、あの水の大だい蛇じやが槌つちのようにオトギの頭上から撃うち下ろされて。

「オトギさん！」

　呆ぼう然ぜんとするオトギの襟えり首くびをナニカが咄とつ嗟さに引きずり倒たおして、次の瞬しゆん間かん。

　今しがたオトギが立っていた場所に膨ぼう大だいな量の水の塊かたまりが叩たたきつけられ、炸さく裂れつする。

　凄すさまじい量の水が、オトギとナニカの二人に降りかかり──しかし幸いにして直ちよく撃げきは避さけられたため、それだけで済んだ。

　見れば、一歩先の地面は今の衝しよう撃げきで抉えぐれている。ナニカが助けてくれなかったらと思うと、空恐おそろしいものがあった。

「さんきゅー、死ぬかと思った……」

「気をつけて下さい、オトギさん。あの精せい霊れいさま……すごく、怒おこってます」

　ナニカの言うとおり、フルエナフルエの方を見ると──彼かれはぎりぎりと歯ぎしりして、目を見開いてオトギを睨にらんでいた。

「ああ、汚きたない。汚きたない、汚きたない、汚きたない……」

　苛いら立だたしげに吐はき捨すてるフルエナフルエ。そんな彼かれの表情を見て、オトギは、先ほどの違い和わ感かんの正体を見て取る。

　ナニカの言うとおり、巌いわおのようなその顔に浮うかんでいたのは強い憤ふん怒ぬ。

　だが、それ以上に──そこには不安と、恐きよう怖ふの色が滲にじんでいたのだ。

「なあ、フルエナフルエ。……君は一体、何を隠かくしてるんだ？」

　オトギの言葉に、彼かれは憎にくしみと恐きよう怖ふの混在した奇き妙みような表情を浮うかべて。

「……どうしても、知りたいか。ならば……よかろう」

　くつくつと笑うと、彼かれは二人から距きよ離りを取るようにして水面を後ろに飛んで、告げる。

「川底を、見るがいい」

　その言葉に、オトギとナニカは顔を見合わせて──慎しん重ちように川岸へ近づくと、そこから川の中央あたりを凝ぎよう視しする。

　水面は澄すみ渡わたっていて、底のほうまでよく見通すことが出来る。

　そして、そこには──




　大量の。

　おびただしい量の。

　人の骨が、堆たい積せきしていた。




　　　　　■




「……っ!?」

　目に飛とび込こんできたその光景に、ナニカは思わず口元を押おさえる。

　隣となりのオトギも、ナニカほどではないものの少なからず衝しよう撃げきを受けていたようだった。




「それが、貴様ら人間の──穢けがれだ」

　どこか疲つかれた声で、フルエナフルエが語りかけてくる。

「……これは、この死体は、何だ。どうして、こんなに──」

「奴やつらが。川辺の村の人間が、捨てていったものだ。どうやら連中の間では、こうして上流で屍しかばねを捨てるのが弔とむらいらしい。……奴やつらが、我わが川をなんと呼んでいるか、知っているか」

「……」

「死の川、だ」

　そんな彼かれの答えに、絶句する二人。その様子が愉ゆ快かいだったのか、フルエナフルエはくつくつと笑って、更さらに言葉を続けた。

「……もう、何百年も繰くり返かえされてきたことだ。奴やつらは──我わが川と共に生きているとのたまうあの汚お物ぶつ共は、何もかもを我わが川に捨ててきた。廃はい棄き物も、糞ふん尿にようも、そして……屍しかばねすらも」

　吐はき捨すてるように呟つぶやいて、彼かれはその体を怯おびえるように震ふるわせる。

「この川は、我自身だ。だから──分かるのだ。奴やつらが屍しかばねを捨てていく度たびに、分かるのだ。屍し肉にくが少しずつ溶とけていく感覚が。流水で少しずつ削けずれてゆく骨の感かん触しよくが。……それが、おぞましい。おぞましく、汚けがらわしくてならぬのだ」

　水面に再び座すわり込こんで、澄すんだその水を手のひらですくい上げるフルエナフルエ。

「流しても、流しても。あの腐ふ臭しゆうがこびりついて、剝はがれん。この手をいくら洗っても、この身をいくら禊みそごうとも──奴やつらが我の中に捨てたものが、離はなれないのだ」

「だから、あんたは人間を……嫌きらうようになった。人間自体を、洗い流そうと思った。そういうわけか」

　オトギの言葉に、彼かれは虚うつろな笑いを返す。

「我に全てを押おし付つけて。挙あげ句くに我の一部をも暴き立てて、川を堰せき止とめ、身勝手に自分たちの利益のみを求める。お前たち人間は、我にとっての毒どくだ。……毒は、洗い流さねばならぬ」

　覇は気きのないその声に、ナニカは──思わず声を上げる。

「……待って下さい、精せい霊れいさま。そのことを村の人たちに話せば、今からでも、分かって貰もらえるかも……」

　しかしそんなナニカの言葉に、彼かれはゆっくりと首を振ふり。

「あるいは、そうかもしれんな。だが、我にとっては──そんなことは、どうでもよいのだ」

　水粒の滴したたる自身の手を忌いま々いましげに見つめながら、続けた。

「……我とて、分かっている。こんなことをしたところで、この身の穢けがれが洗い流せるわけではないことも、理解しているさ。だが──どうしても、そうせずにはいられぬ。そうせずには、このどうしようもない不安の……どうしようもない恐きよう怖ふの、遣やり場ばがないのだ」

　ひとしきり、吐はき出だすようにそう告げると。

　彼かの女じよはオトギたちに背を向けて、小さくため息をつく。

「……貴様らに話して、少しだけ気が紛まぎれた。……さあ、退ひけ。そして村の者に──立たち退のき、二度とこの川に近寄らぬよう、伝えよ」

「精せい霊れいさま、でも……」

　そう言いかけて、ナニカは手を伸のばそうとして。

　けれど──その時だった。




　風を切る音と共に、周囲の木々の合間から勢い良く何かが飛び出して。

　それらはフルエナフルエの体に──深々と、突つき刺ささった。

「……っ、精せい霊れいさま!?」

　何事か。よく見ると、彼かれの体に突つき刺ささっているのは矢のようなものだった。

　のようなもの、と表現したのは、それが矢と呼ぶにはあまりにも太く、長く──全体にびっしりと受容紋レセプタが浮うかび上あがった、奇き怪かい極きわまりないものだったからである。




　そんな長大な矢を三本、その体に突つき立たてられながら──けれどフルエナフルエの顔に浮うかんでいたのは苦く悶もんではなくむしろ、怒いかりだった。

「……精せい霊れいであるこの我に、こんなものが効くと思ったか、痴しれ者ものが！」

　彼かれはナニカたちの後ろ、矢が放たれたその森へと視線を遣やると、無造作にその手を持ち上げる。

　すると彼かれの動きに呼応するようにあの水の大だい蛇じやが水面から浮うかび上あがり、今度は躊躇ためらいもなく、一気に森へと突つっ込こんでゆく。

「きゃっ……！」

　凄すさまじい水みず飛沫しぶきと振しん動どうでナニカは視界を奪うばわれ──数秒して振ふり返かえってみると、木々がなぎ倒たおされたそこには数人、鎧よろい兜かぶと姿の騎き士しが倒たおれていた。

　黒くろ鉄がねの鎧よろいに、円えん環かんを象かたどった意い匠しよう。その装備は明らかに、山さん賊ぞくや野や盗とうのそれではない。

「いつつ……って何だ、こいつら」

　遅おくれて起き上がったオトギが、声を上げる。すると、それに反応してフルエナフルエがこちらを凄すさまじい形相で睨にらみつけてきた。

「貴様ら──謀はかったか」

　そんな彼かれの誤解に、ナニカは大きく首を振ふる。

「違ちがいます、精せい霊れいさま！　私たちも、こんな人は知らな……」

「煩うるさい！」

　がしかし、ナニカの弁明を遮さえぎるようにして、フルエナフルエは再び水の蛇へびを形作る。

　その表情に浮うかぶのは──怒いかりと、そして僅わずかな落らく胆たんだった。

「ふ、は、ははは。やっぱり、そうだ。人間は──やはり、汚きたない。汚きたなくて、狡ずるくて、いつだって我に、仇あだ為なすものでしかない」

「お願いです、話を聞いてください、精せい霊れいさま──」

　ナニカの訴うつたえかける声は、しかしもはや彼かれの耳には届いていない。

　フルエナフルエの操あやつる水の蛇へびは、辺りの川の水を吸い上げて巨きよ大だいな渦うずとなり──その鎌かま首くびをもたげて、ナニカたちへとその頭を向けて。

「……消きえ失うせろ」

　フルエナフルエがそう告げると同時に凄すさまじい速度で放たれたそれは、その圧あつ倒とう的てきな質量を伴ともなう暴力で二人を粉ふん砕さい……しなかった。

「……え？」

　おそるおそる、前を見ると。

　いつの間に、そこにいたのだろうか。座すわり込こんだ二人の前には──一人の男が立っていた。




　端たん整せいな顔立ちの、けれど凍こおりつくように冷たい目をした男だった。

　要所だけを装そう甲こうで覆おおった黒の軽けい鎧よろいに、描えがかれているのは先ほど倒たおれていた騎き士したちと同じ円えん環かんの意い匠しよう。そしてそんな鎧よろいと対照的に、その髪かみは老人のように白い。

「……大だい丈じよう夫ぶか」

　ぶっきらぼうにそう告げる彼かれに、あまりのことで言葉を失っていたナニカはこくこくと頷うなずいて返す。すると彼かれはナニカの服装をじっと見つめて、僅わずかにその目を鋭するどく細めた。

「お前は、星ほし守もりか。こんな所で何をしていた」

「え、あう、私は……」

　混乱して目を回しながら、ナニカが何か言い出そうともごもごしていると。




「……貴様。何者だ」




　ぴしりと、空間が軋きしむような音と共に──地の底から届いたような声が、辺りに反はん響きようする。

　見れば、フルエナフルエが険けわしい表情で、眼前の白はく髪はつの騎き士しを睨にらみつけていた。

「人間の分際で我わが術を正面から弾はじくなどと。貴様……一体、何をした？」

　ぎりりと歯を軋きしませて唸うなるフルエナフルエに、男は無表情のまま──その手に握にぎった剣けんを向ける。

　それは、奇き妙みような剣けんだった。材質も分からない細長い金属板を幾いくつもねじり合わせて形にしたような、不思議な形状の黒い剣けん。よく見れば、隙すき間まからは紫むらさき色いろの燐りん光こうが明めい滅めつしていて──それはどこか、生物的ですらある。




　驚おどろいたことに、彼かれはフルエナフルエの──普ふ通つうの人間では認にん識しきできないはずの精せい霊れいの声が、聴きこえているらしい。

　剣けん先さきを彼かれに向けながら、男は無感動な声で淡たん々たんと告げた。

「俺おれは『循還騎士団サーキユラー』二番隊騎き士し長。ユースティス・フォン・ヘムト。……『碧へき流りゆう』のフルエナフルエ。貴様が精せい霊れい病びように冒おかされ、人に害を為なしているという訴うつたえを受けてここに来た」

　そう名乗った彼かれに、フルエナフルエは目を見開いて──やがて、呆あきれたようにため息を吐はき出だすと、失しつ笑しようを零こぼす。

「『循還騎士団サーキユラー』……ああ、聞いたことがあるぞ。精せい霊れい殺しの、冒ぼう瀆とく者ども！　ふ、はは、そうか。人間どもめ、いよいよもって我が邪じや魔まになったか！」

　彼かれの告げたその言葉に、ナニカは衝しよう撃げきを隠かくせずに目を見開いて眼前の男を見上げる。

「精せい霊れい、殺し……？　それって、どういう」

　ナニカの呟つぶやきに、男──ユースティスは、冷ややかな紫し眼がんでもって彼かの女じよを見下ろすと、

「近きん隣りんの領主から、訴うつたえがあった。フルール川を管理していた精せい霊れいが精せい霊れい病びようで狂くるい、民たみに害を及およぼすようになったと」

　そう短く答えてフルエナフルエの方へと向き直り、その剣けんを構え直して続ける。

「どうやら、事実のようだな」

「そんな、待っ……」

　ナニカが抗こう議ぎの声を上げようとするより早く、

「ちょっと待っちゃくれないか、イケメン君」

　そんな、どこか軽い口調で割わり込こんできたのは──オトギだった。

　尻しり餅もちをついた姿勢で、しかし妙みようにふてぶてしい表情でそう告げた彼かれに、ユースティスはその無表情を僅わずかに歪ゆがめる。

「何だ、お前は」

「医者だよ」

　短くそう返すと彼かれは土を払はらいながら一苦労とばかりに立ち上がり、ユースティスの肩かたをぽんと叩たたいて続ける。

「彼かれの精せい霊れい病びようを、治しに来たんだ。悪いがあんたらは、ちょっと下がっててくれないか」

　それはいつもの飄ひよう々ひようとした声こわ音ねだったが──一方で、どこか押おし殺ころしたような響ひびきがあった。

　ユースティスはそんな彼かれに冷たい視線を送ると、肩かたの手を軽く払はらい除のけて、

「精せい霊れい病びようを、治すだと。下らん戯たわ言ごとを」

「下らなくないさ。君たちの言うところの精せい霊れい病びようは……治ち療りようできる、病気だ」

　吐はき捨すてるように告げたユースティスに、オトギはいつになく強い調子でそう返す。

　その一いつ瞬しゆん、二人の視線がかちりと交こう錯さくして。

　しかし──そんな時だった。

「我を無視して話し合いとは、いい度胸だな、人間！」

　そんな声と共に、フルエナフルエが撃うち出したのは巨きよ大だいな水球。

　それは狙ねらいを過あやまたず、一直線に二人へと向かって襲おそいかかり──しかし、

「下らん」

　呟つぶやきざまにユースティスが剣けんを一いつ閃せんしただけで、二人をまるごと飲のみ込こんでしまいそうな巨きよ大だいな水球は真っ二つに切きり裂さかれて水みず飛沫しぶきとなってしまう。

　無造作に剣けんを払はらって、ユースティスはオトギを一いち瞥べつすると。

　剣けんを持っていない左手を軽く振ふって──声を上げる。

「こいつを押おさえつけておけ。邪じや魔まだ」

　彼かれが指示を飛ばしたその瞬しゆん間かん、辺りから金属の擦こすれる音がいくつも聴きこえて。

　円えん環かんの意い匠しようの黒くろ鎧よろいを纏まとった騎き士しが数人姿を現したかと思うと、彼かれらは有う無むを言わさずオトギを組くみ敷しいてしまう。

「なっ、おい、待……」

「黙だまらせろ」

　オトギはなおも抵てい抗こうしようとするが、重々しい金属鎧よろいを纏まとった彼かれらに敵かなうはずもない。

　ユースティスがそう指示すると同時に、鎧よろいの騎き士しの一人が彼かれを殴なぐりつけ──オトギは呻うめき声を上げて動きを止める。

「オトギさん！」

　彼かれに駆かけ寄よろうとするナニカだったが、しかし騎き士したちがそれを阻はばむ。

　そんな二人をユースティスは冷ややかな眼めで確かく認にんすると──ユースティスは再び、フルエナフルエへと向き直って剣けんを構え直した。

「……さて、精せい霊れいよ。申し開きがあるならば、聞いてやるが」

「申し開き、だと？」

　ユースティスの言葉に、フルエナフルエは激げき昂こうした様子でわなわなと肩かたを震ふるわせて。

「……貴様ら人間の身勝手で、苦しめられているのは我の方ぞ！　……貴様らは、どこまで傲ごう慢まんで、自分勝手なのだ！」

　彼かれがそう叫さけぶと、それに呼応するかのように川の水面全体に、まばゆい紋もんが浮うかび上あがる。

「受容紋レセプタ……！　精せい霊れいさま、やめて下さい！」

　声を張り上げてナニカが叫さけぶが、しかしその声は、彼かれには届かない。

「……やはり、貴様ら人間は、穢きたない。穢けがれは、祓はらわなくては、ならぬ……！」

　彼かれの体から、霊マ子ナの燐りん光こうが立ち上って。

　それらは水面の受容紋レセプタに吸すい込こまれて──瞬しゆん間かん、川全体が、蠢うごめき出す。

「きゃっ……！」

　あまりの振しん動どうに、その場で尻しり餅もちをつくナニカ。振しん動どうはさらに続いて──やがて、ナニカは眼前のその光景に、目を疑う。




　川から水が、消きえ失うせて。

　代わりにそこに居たのは──おびただしい量の水と人骨でその身を形作った、天を衝つくほどに巨きよ大だいな一体の蛇へびだった。




「……精せい霊れい、災害……」

　それは、アグラストリスの時と同じ。

　いや、彼かの女じよの時よりも決定的に進んでしまった──精せい霊れいの成れの果て。




　全身に受容紋レセプタの燐りん光こうを奔はしらせて、それは陽の光を遮さえぎるようにしてナニカたちを見下ろす。

　頭部に相当する場所には、フルエナフルエの腰こしに飾かざられていた『角』──それと同じ、瑠る璃り色をした結けつ晶しようが眼めのように埋うめ込こまれていた。




「精せい霊れいさま、お気を確かにして下さい！」

　ナニカの叫さけびに、しかしフルエナフルエだったものはただ天を仰あおいで──金属を擦こすり合わせたような、耳みみ障ざわりな雄お叫たけびで空気を震ふるわせる。

「精せい霊れい病びようの、末期だ。声など届かない」

　呆ぼう然ぜんとするナニカに、ユースティスはぶっきらぼうにそう告げると。その手に握にぎった異い形ぎようの剣けんをかざして、フルエナフルエへと向ける。

　すると──

「『論理的統合の破は綻たんおよび霊マ子ナ放出の増大化、存在偏へん移いの不可逆化を確かく認にん──対象精せい霊れいをステージⅣ【精せい霊れい災害】と認にん定てい。早期の討とう滅めつを推すい奨しよう』」

　聞こえたのは、そんな無機質な声。

　そしてその声の出で処どころは──彼かれの持つ、剣けんそれ自体だった。

「……言われるまでもない。総員、戦せん闘とう準備」

　ユースティスがそう言い放つと同時に、周囲の騎き士したちが整列し、手に手に大おお柄がらな弓を構えると──

「『循じゆん還かん』の名の下に、災害を断罪する。──放て」

　つがえていたあの奇き妙みような矢を、フルエナフルエに向かって一いつ斉せいに射出する。




　ぅぅぅぅぅぅぅん、と。その巨きよ体たいに針山のように矢を受けたフルエナフルエは非生物的な声で吠ほえ──けれどそれは、有効打ではなかったようだ。

　当然であろう。精せい霊れいという存在は、肉体的な法則性から一線を越こえたもの。矢を受け、剣けんで斬きられたところで、そんなものは彼かれらの存在を脅おびやかしはしない。

　けれど、それはフルエナフルエの怒いかりに油を注ぐには十分だったらしい。彼かれはその巨きよ体たいをうねらせると──その『眼め』でユースティスを捉とらえ、一直線に突とつ進しんする。

　轟ごう音おんと土つち煙けむりが、彼かれの立っていた川岸を包つつみ込こんで。

　視界を覆おおい隠かくしていた土つち煙けむりが晴れると、そこにあったのは巨きよ大だいなクレーター。

　あの騎き士しは、どこに。行ゆく方えを探すと──彼かれが居たのは、突つっ込こんできたフルエナフルエのその頭の上だった。

　ぐるりと剣けんを翻ひるがえし、彼かれはその切っ先をフルエナフルエの頭に、突つき立たてる。が、

「……ちっ」

　水と人骨で形作られたその体はあくまで仮かり初そめのものに過ぎないため、ダメージは通らない。

　逆上したフルエナフルエはその頭を大きく振ふり回まわし、その勢いで彼かれの体は川岸へと投げ飛ばされてしまう。

　受け身を取りながら地に落ちて、けれど驚おどろいたことに怪け我がなどはないらしく、彼かれはすぐに立ち上がるとフルエナフルエを再度睨にらみつけ──そこで小さく、呟つぶやく。

「……『ゲルエルドリン』。力を貸せ」

　彼かれがそう名を呼んだ、その直後。

「『承しよう認にん』」

　その呼び声に応じたのは、彼かれの『剣けん』。彼かれの求めに答えるように、剣けんはその刀身に紫むらさきの燐りん光こうを纏まとい始め──それはやがて、まばゆいばかりの紫し電でんへと変わってゆく。

　それは、まるで。

「……精せい霊れい、術じゆつ？　でも、あんなのって」

　ナニカが呟つぶやくのと同時に、フルエナフルエが再び大きく吠ほえると彼かれ目め掛がけて突とつ進しんすべくその身を引ひき絞しぼる。

　が──その時。どうしたことか、フルエナフルエの動きが、止まった。

　一体、何が。よく見てみると、彼かれの体に刺ささった無数の大矢──それらが、ユースティスの剣けんに呼応するように雷らい光こうを放っていた。

　その稲いな妻ずまが水で構成されたフルエナフルエの体を迸ほとばしり、その動きを押おさえ込こんでいるのだ。

　るぅぅううっぅぅぅうぅぅん！

　怒ど気きを孕はらんだ咆ほう哮こうを轟とどろかせて、フルエナフルエはその身をよじり──体中から水と骨を撒まき散ちらしながら、ユースティスへと突とつ進しんしようとする。

　接近する巨きよ大だいな質量を前にして、眉まゆ一つ動かさずに剣けんを構えるユースティス。
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「『雷よ、狂い裂けゲールスイグノルール』」

　彼かれが精せい霊れい語を謳うたったその刹せつ那な、轟ごう音おんと共に一条の雷らい槌ついが迸ほとばしり──視界が、白く染まる。

　閃せん光こうが収束して、ナニカがうっすらと目を開けると。

　そこにはなおも放電を続ける剣けんを大きく払うユースティスと、その目前に転がる瑠る璃り色の結けつ晶しよう──フルエナフルエの『角』があった。

　ナニカの見ている前で、彼かれは地に転がる『角』へと歩み寄り。

　そして──無造作に、それに刃はを突つき立たてる。




　『角』は精せい霊れいたちの霊マ子ナの放出源であり、彼かれらの存在の核かくと呼べるもの。

　即すなわち、それが壊こわれるということは──死という概がい念ねんの希き薄はくな彼かれらにとっての、数少ない死の形に他ならなかった。

　心臓の拍はく動どうのように、『角』がひときわ強く光を明めい滅めつさせて──やがて空気に溶とけるようにしてその形を失うと、跡あと形かたもなく消きえ失うせる。

「……なんで」

　呆ぼう然ぜんと、ナニカはその光景を前に呟つぶやいて──わなわなと唇くちびるを震ふるわせて、ユースティスを見る。

「なんで、精せい霊れいさまを……殺さなきゃいけなかったんですか」

　詰きつ問もんするような、彼かの女じよの問いかけに。

　ユースティスは剣けんを腰こしの鞘さやに収めると、凍こおるような目でナニカを一いち瞥べつして、

「当然だ。奴やつは既すでに、精せい霊れい災害に──人に仇あだ為なすだけの害悪へと、成り果てていた。だから滅ほろぼした。それ以外に理由が必要か」

　ひどく冷静な口調でそう、返す。そんな彼かれの言葉に、ナニカは愕がく然ぜんとして。

「……だからって。まだ、手はあったはずです。あの精せい霊れいさまは……まだ、治なおす手立てがきっと、あったはずなんです！」

　騎き士したちに押おさえつけられて気を失っているオトギを横目で見て、そう言い返すナニカ。

　けれどそんな彼かの女じよの言葉に、ユースティスはその無表情を微かすかに歪ゆがめて、

「治すだと。……星ほし守もりが、妙みようなことを言うものだ。お前たちの役割は、精せい霊れいどもを宥なだめすかして従わせることだろう」

　失しつ笑しようを零こぼしながら、彼かれはナニカを──今度は、鋭するどい敵意の込もった眼まな差ざしで睨にらみつける。

「……仮にお前や、そこの男が言うように、アレを治す手があったとして。それは、確実なことなのか？」

「……それは」

　その言葉に言いい淀よどむナニカに、彼かれは少しだけ語気を荒あらげて続ける。

「お前たちが失敗すれば、あの精せい霊れいは我を忘れて川を荒あらし、村の者を皆みな殺ごろしにしただろう。そうしたら──お前らは、その責任を取ることが出来るのか？　死んだ村人たちに、『精せい霊れいを守るためには仕方なかった』と……そう言えるのか？」

「……でも、だからって、精せい霊れいさまが死ななきゃいけない理由なんて……っ」

「『死ななきゃいけない』？」

　吐はき出だすように抗こう弁べんするナニカに、彼かれは少しだけ──嘲あざけるような笑えみを滲にじませて、息を吐はく。

「違ちがうな。『死ななきゃいけない』じゃあない。命を断ってやることこそが……奴やつらの、ためなんだ」

　そんな彼かれの言葉に、眉まゆをひそめるナニカ。

「精せい霊れいさまのため、ですって。殺すことが？」

「ああ、そうだ」

　彼かれはナニカの眼前まで歩み寄ってくると、その紫し瞳どうで彼かの女じよを見下ろして続ける。

「星守り。お前は精せい霊れい病びように罹かかった精せい霊れいがどうなるか、知っているか」

「どうって……。自じ我がを失って、精せい霊れい災害へと変質する、って」

　ナニカのおぼつかない答えに、ユースティスは小さく鼻を鳴らすと。

「ならば、その先はどうだ。精せい霊れい災害と成り果てて、その後──奴やつらは一体、どうなる？」

「その、あと……？」

　精せい霊れい病びようを患わずらった精せい霊れいたちは己おのれという存在を見失って、無む軌き道どうなエネルギーの束である災害に成り果てる。

　そこまでは知っていたが──災害となったその先に彼かれらがどうなるか。それについて、ナニカは考えたこともなかった。

　言葉を失うナニカをじいっと見つめて、ユースティスは淡たん々たんと、告げる。

「精せい霊れいが自己を見失うこと。肉体を持たない連中にとってそれは存在そのものの喪そう失しつ──即すなわち、完全な消しよう滅めつだ。……狂くるい果て、人を殺すだけの災さい厄やくに成り果てて。その絶望の末に消えた奴やつらを、俺おれは──何度も見てきた。だから」

　かちゃりと、彼かれは篭こ手てに覆おおわれたその拳こぶしを微かすかに握にぎりしめて。




「そうなる前に殺して、奴やつらを輪りん廻ねの円えん環かんに戻もどしてやる。奴やつらが己おのれを喪うしない、償つぐないようのない罪を犯おかす前に──俺おれたちが奴やつらを、止める。……それこそが俺おれたち『循還騎士団サーキユラー』の教義であり、俺おれたちの……『救い』の形だ」

　一方的にそう言い放つと、彼かれは立ちすくむナニカとすれ違ちがい、立ち去ってゆく。




　ナニカはそんな彼かれに振ふり返かえって、言い返そうとして口を開いて。

　けれど──その唇くちびるを震ふるえさせたまま、何も、言い返せなかった。




　静かな風に撫なでられて、水面が揺ゆれる。

　川は、何事もなかったように──流れてゆく。




　　　　　■




　それから、二日が過ぎて。

　川の流れが落ち着いてきた頃ころ──ようやく船を出して貰もらえることになった二人は、小こ舟ぶねに揺ゆられながら水面を眺ながめていた。

「いやぁ、助かったよ。お二人のお陰かげで、こうしてまた舟ふねを出せた」

「……いえ。私わたし達たちは、何もしてませんから」

　陽気に語りかけてくる船頭にナニカは苦笑いを返して、そして、その顔に影かげを落としてぽつりと呟つぶやく。

「本当に、何もしてませんから」




　……あれから。

　何事もなく騎き士したちに解放された二人が川辺の村まで戻もどり、事の顚てん末まつを話したところ──村人たちの反応は、喜びに満ちたものだった。

「やっと、あの厄やつ介かいな精せい霊れいがいなくなった」

「もう、精せい霊れいの起こす理り不ふ尽じんな洪こう水ずいに悩なやまされることもない」

「消えてくれてよかった」

「いなくなってよかった」

「死んでよかった」「殺されてよかった」「ざまあみろ」「くたばれ」

　口々に、亡なき精せい霊れいに対してそう言葉をぶつけていた村人たち。

　何も知らない彼かれらの騒さわぎに、心の奥おく底そこで言い知れないほの暗いものが渦うず巻まくのを感じながら──それでもナニカもオトギも、何も言わず彼かれらを見守った。

　部外者でしかない二人には、彼かれらのことを悪く言うことは、出来ない。……ここで暮らす彼かれらには守るべき自分たちの生活があって。フルエナフルエの存在は、彼かれらにとってもはや「災害」でしかなかったのだから。




　ともあれ。何かをしたわけではないものの、結果として彼かれらの問題が解決されたことは確かであったので──約束通り、こうして波が収まるのを待って舟ふねを出して貰もらえることと相成った二人。

　木組みの小こ舟ぶねの上で、無言のままぼーっと揺ゆられていると──

「や、元気なさそうなのですね」

　突とつ然ぜん背後から聞き覚えのある声がして、ナニカはびっくりして振ふり向むく。

　舟ふねの縁へりに器用に立っていたのは──あの林の小屋で出会った精せい霊れい、ミールツァイクだった。

「ミールさま!?」

「やや。二日ぶりくらいなのです」

　気さくに片手を上げてそう挨あい拶さつしてくると、彼かの女じよはその場で腰こしを下ろしてほうと息をつく。

　そんな突とつ然ぜんの乗客に、けれど船頭の方を見ると──ナニカが大声を上げたにもかかわらず、まるでこちらに振ふり向むく様子はない。

「ああ。ちょっとした境界を引いてあるのですよ。私の声はどっちみち聞こえないでしょうけど、貴方あなたたちの声も今はあの人間には聞こえないので……安心して、ナイショ話できるのです」

　いたずらっぽく笑う彼かの女じよに、オトギが若じやつ干かん呆あきれ顔で口を開く。

「どうしたんだい、こんな所に来て。また頭でも痛くなったのか」

「いえ、そういうわけではないのですよ。丁度お前たちが私の川を渡わたってたので、挨あい拶さつに来ただけなのです」

　彼かの女じよの告げたその言葉に、オトギとナニカは顔を見合わせる。

「……私の、川？　それって、どういう」

　そう問うたナニカに、彼かの女じよは肩かたをすくめて、

「この川を守っていた精せい霊れい……フルエナフルエの奴やつが突とつ然ぜん居なくなったので、野の良らで暇ひましてるなら行って来いー、ってこの辺りの精せい霊れいから留守番を押おし付つけられたのですよ。とほほ」

　なんて、軽い調子でそんなことを言う。

　どうやら、彼かの女じよは事の顚てん末まつを知らないらしい。この川のことも。フルエナフルエが、どうなったのかも。

　ナニカが押おし黙だまっていると──彼かの女じよはその表情から、何かに気付いたらしい。

「……どうしたのです。何か、あったのですか」

　首を傾かしげてそう問う彼かの女じよに、ナニカは少しだけ、逡しゆん巡じゆんして。

「……実は」

　やがて決心すると、彼かの女じよに全てを話し始める。

　フルエナフルエのこと。この川と、村の人間たちとの関係。そして、フルエナフルエの最さい期ご。

　ミールは落ち着いた様子でそれを聴きき、やがてナニカが話し終わると──ゆっくりと頷うなずいて、「そうですか」と呟つぶやいた。




「フルエナフルエの奴やつは、逝いったのですね。……全く、あんなにでっかいのに人間風ふ情ぜいに負けるなんて、情けのない奴やつなのです」

　冗じよう談だんなのか本気なのか判断のつかない、少しだけ沈しずんだ声でそう言うと──彼かの女じよははぁ、と大きなため息をついて。

「……まあ、でも。良かったのかもですね」

　なんて。そんなことを言う。

「え？」

　意外な言葉にナニカが顔を上げると、彼かの女じよは穏おだやかに流れる川を眺ながめながら、静かに続ける。

「奴やつは……フルエナフルエは、乱暴者で臆おく病びよう者ものでしたから。もしもそのまま人を殺あやめていたら、きっと──とっても後こう悔かいしたに違ちがいないのです。……そうなる前に死ねたのなら、それはきっと……奴やつにとって、救いだったと思うのですよ」

「……救い、ですか」

「ええ。救い、なのですよ」

　それだけ呟つぶやくと。彼かの女じよは再び立ち上がり、舟ふねの縁へりに上ってナニカを見下ろしながら、続ける。

「それじゃあ、私はそろそろ行くのです。……また気が向いたら、会いに来るといいのです」

「……はい。ミールさまも、お元気で」

　そう言って、ナニカは頭を深く下げて。

　再び頭を上げると──既すでに、彼かの女じよの姿はそこにはなかった。




「……救い」

　ぽつりと呟つぶやくと、ナニカは膝ひざを抱かかえてオトギを見つめ──彼かれに問う。

「……オトギさん。あの精せい霊れいさまは、一体どんな病気だったんでしょうか」

　そんな彼かの女じよの問いかけに、オトギは少しだけ考えて。

「……特定の概がい念ねんへの強い忌き避ひ感。そしてそれに対する、過か剰じようなまでの回かい避ひ行動。……診しん断だんとしては、『強きよう迫はく性障害』が近いか」

「それは──治なおらない病気、なんですか」

　そうだったならいいのに。そう思いながら問うたナニカに、けれどオトギは──その期待を裏切るように首を横に振ふる。

「治せたさ。……治せたはずの、病だよ」

「……そう、ですか」

　オトギの答えに、それだけ返して──ナニカは空を仰あおぎ見みる。




「……オトギさん。『救われる』って、何なんでしょうか」

　ぽつりと、ナニカは呟つぶやいて。

「さあな。……多分、それが分からないから僕ぼくは──医者をやってるんだよ」

　どこか遠くを眺ながめながら、オトギは静かにそう返した。











　　　　　■オトギの備び忘ぼう録ろく■




『精せい霊れい術じゆつ』

　精せい霊れいたちが用いる現実改変能力の総そう称しよう。

　物質に存在する「受容紋レセプタ」と呼ばれる反応部位に「霊マ子ナ」を反応させることで任意の現象を引き起こす、というのが作用機序。

　ナニカの話によると、「精せい霊れい語」という特とく殊しゆな言語を使うことで人間でも再現可能だとか。

（『展開クオレ』が受容紋レセプタを励れい起きさせるための精せい霊れい語。その後に『点火フイール』など、起こしたい現象に応じて対応した単語を続ける仕組みらしい）




　この機き序じよは生体に見られる受容体‐伝達物質間の関係と類るい似じしており、ナニカの祖母が作ったという薬の作用もこれを利用しているようだ。興味深い。




　[image: さんてん][image: さんてん]それにしても、精せい霊れいに引き続き、こんな魔ま法ほうみたいなもんまであるとは。

　ますますもってファンタジーな世界に来てしまったらしいが、どうなることやら。












　　　　　■３──ひよっこ星ほし守もりとなけなしの意地■




　フルール川を渡わたって、さらに一日ほど歩いて。

　気持ちのいい日差しが降り注ぐ中、街かい道どうを進みながら──ナニカはひとつ、大きなため息を零こぼしていた。

「……はぁ」

　空は晴れど、気持ちは晴れず。暗あん澹たんとしたものがじっとりと、ずっしりと胸むねの奥おくに沈しずんで離はなれない。

「ナニカー」

「……」

　オトギが呼ぶ声が聞こえるが、返事をする気にもなれない。話すのも面めん倒どうくさいし、呼ばれることすら億おつ劫くうだ。

「おーい、ナニカー。ナーニーカーちゃーん」

「…………」

「……スカートの裾すそが薬箱に挟はさまれて、下が丸見えになってるぞ。白か」

「きゃあ!?」

　思わずお尻しりのあたりを探さぐってみるが、異変はない。思わず振ふり返かえってオトギを睨にらむと──彼かれは悪ガキみたいな笑え顔がおを浮うかべていた。

「……噓うそつくなんて、酷ひどいです」

「おっ、久々にマトモに喋しやべってくれたな。何より何より」

　……なんて、そんなことを言ってくる彼かれにナニカは眉み間けんの皺しわを深くする。

「何なんですか、さっきから。何かご用事でも」

「いや、そういうわけじゃないんだが──こんな天気のいい日にそんなしかめっ面つらで重っ苦しい空気垂れ流して歩かれたら、気になってしょうがなくてね」

　おどけたようにそう答えて肩かたをすくめた後、オトギはじっとナニカの目を見つめて、続ける。

「……まだ、あの精せい霊れいのことで落おち込こんでるのか」

　その問いかけに、ナニカは答えない。……答えないこと、それ自体が答えでもあった。

　無言で俯うつむくナニカをじっと見つめて、オトギはやがて、小さく息を吐はく。

「……まあ、そんなこったろうとは思ったが。でもよナニカ。そう抱かかえっぱなしじゃ、身が保もたないぜ。少しは割り切っても、いいんじゃないか」

「割り切れるわけ、ないです」

　オトギの言葉にきっと睨にらみ返して、ナニカは強い口調でそう告げると首を横に振ふる。

「……割り切れるわけ、ないじゃないですか。目の前で精せい霊れいさまを殺されて。……助けられるはずだった人を、守れなくて。そんなの、平然としていられるオトギさんの方が──」

　勢いに任せてそう吐はき出だして。そこでナニカははっとして、己おのれの失言に気付いて口をつぐむ。

　オトギだって──何も感じていないわけじゃないはずだ。そんなことくらい、分かっている。

　なのに自分は、彼かれの心中なんてまるで考えないで。

　強きよう烈れつな自己嫌けん悪おを感じながら、ナニカは絞しぼり出だすように、言葉を呟つぶやく。

「……ごめんなさい。今のは、言い過ぎました」

「いや、なに。そのくらいの方が張り合いがいいってもんさ。それに」

　オトギはいつも通りの飄ひよう々ひようとした笑えみでそう答えると、肩かたをすくめて続ける。

「……人としては、君のほうがよほど正しいよ」

　そう呟つぶやいた彼かれの表情は、笑っていて。けれどどこか、ぎこちなさを感じるもので。

　そんな彼かれの様子に、ナニカは眉まゆ根ねを僅わずかに寄せる。

「オトギ、さん？」

「いや、すまん。なんでもない」

　頭を振ふってそう呟つぶやくと、彼かれはそこで「やめやめ」と声を上げる。

「ま、何にせよだ。取り返しのつかないことより、先のことを考えた方が建設的ってもんだぜ。そろそろ、次の街も近いはずだしな」

　オトギのそんな言葉に、ナニカはなんとなく釈しやく然ぜんとしないものを感じながらも会話を続ける。

「次の、街……確か、ルベールカっていう街でしたっけ」

「ああ。この辺り一帯の商工業の中心地でね。人も物も情報も、たんまりと集まってくる。君の御お役やく目めにも、きっと役に立つ……って、どうした。なんで睨にらむ」

「……いえ別に。ただ、何でそんなに詳くわしいのかと。オトギさんのくせに」

「くせにって……」

　これまで散々非常識を開けっぴろげにしていたというのに、どうしてかその街については妙みように詳くわしい。というより、辺境の村生まれのナニカなぞよりも断然詳くわしい。

　それがなんだか面おも白しろくなくて、どうやら無意識に睨にらんでしまっていたらしかった。……我ながら心が狭せまい。

　そんなナニカの内心を知ってか知らずか、彼かれは頭を搔かきながら続ける。

「こっちに来たばっかりの頃ころ、ある人に世話になって──しばらくここで厄やつ介かいになってたんでね。この街だけは土と地ち勘かんがあるんだよ」

「ある人？」

　訊きき返すナニカに、オトギはというとどこか懐なつかしげな面おも持もちで頷うなずいてみせる。

「右も左も、どころか言葉も何も分からなくて途と方ほうに暮れてた僕ぼくの面めん倒どうを見てくれた人でな。……彼かの女じよが居なかったら、僕ぼくは今いま頃ごろ野の垂たれ死んでた」

　そう告げた彼かれの言葉が妙みように親しげで、ナニカは何となく、胸むねの奥おくがざわりとする。

「ふーん、そうですか」

　ぶっきらぼうにそう返したナニカに、けれどオトギは気にした様子もなく歩みを進めて。少し先、小高い丘おかを上ったあたりで──不意に声を上げた。

「お。ようやっと、見えてきたぜ」

　後を追って、彼かれが指差した先を見てみると。丘おかを越こえたその下方に広がっていたのは、赤い屋根と背の高い建物がひしめき合うように並ぶ、門もん壁ぺきで囲まれた大きな──とんでもなく大きな街だった。

「うわぁ」

　眼下に広がるその光景に圧あつ倒とうされて固まるナニカ。そんな彼かの女じよを横目に、オトギはいたずらっぽくにやりと笑う。

「でかい街だろう。人もアホみたいに多いからな。迷子にならないように気を付けろよ？　……なんなら手でも繫つなぐかい」

「よ、余計なお世話ですっ！」

　差し出された手をぺしりと払はらうと、ナニカは彼かれより一歩前に進み出てからくるりと振ふり返かえり、両手を腰こしに当てて唇くちびるを尖とがらせる。

「……ほら、馬ば鹿かなこと言ってないでさっさと行きましょう。流石さすがに私もちょっと疲つかれました」

「へいへい」

　軽口を言い合いつつ、坂道を下って街へと向かう二人。




　オトギの前でこそ、すましていたが。歩を進めるナニカの表情には──人生初の大都会への期待と不安が揺ゆれていた。




　　　　　■




「……うわ」

　外周門をくぐり抜ぬけて市街へと出るや否いなや、ナニカはそこで──物語に出てくる邪じや眼がんの精せい霊れいに石化させられた哀あわれな犠ぎ牲せい者のように、真っ白になって固まっていた。

　眼前に広がるのは、商人たちの馬車や露ろ店てんが立ち並ぶ門前の噴ふん水すい広場。

　そこは住民だけではなく旅人や行商人、吟ぎん遊ゆう詩し人じんやら何から何まで……ナニカが今までの人生で出会った人数より多いのではないかと錯さつ覚かくするほどの大勢の人でごった返しており、その途と方ほうもない活気に圧あつ倒とうされてしまったのだ。

「おーい。どうした、ナニカ？」

　呼びかけられて、ナニカははっと石化から解放されてオトギへと向き直ると、取とり繕つくろうようにひくついた笑え顔がおを作る。

「いえ、ちょっとびっくりしただけです。ひ、人が随ずい分ぶんと、多……」

「あー、今日は珍めずらしく広場がすいてるなぁ」

「えっ!?」

　思わず声を荒あらげかけて、ナニカは慌あわてて口をつぐむ。

　少なくとも、彼かれの前では弱みを見せたくない。そんな気がしたのだ。

　ナニカはこの国……『帝てい国こく』でも特に人口の疎まばらな北部の、そのさらに辺境の村の出である。

　しかも、村と言っても住人は両手の指の数を少し越こえた程度のほんの小さな集落だ。

　そんな『超ちようド田舎いなか』出身の彼かの女じよにとって──こんな大都会というのは、初めての場所。

　実はとんでもなく緊きん張ちようしているだなんて、絶対に、気付かれたくない。




　そんな彼かの女じよの様子を若じやつ干かん不ふ審しんがりつつも、特に追つい及きゆうすることなくオトギは肩かたをすくめて、

「じゃ、どうするかな。そろそろ昼時だし……折角街にいるんだ、ひとまず飯でも食うか」

「飯！　こんな都会で！」

　彼かれの何気ない発言に、ナニカは思わず目を白黒させて叫さけぶ。

　随ずい分ぶん前、村に行商に来たおじさんが言っていた気がする。都会のせれぶは食事をする際にも特別な作法に則のつとってするらしく、少しでも無ぶ様ざまな振ふる舞まいをしようものなら途と端たんに笑いの種になるのだとか。

　作法。作法って何だろう。躊躇ためらわないこと？　いや、何だそれは。

「……ぱ、パンは手で摑つかんで食べてもいいんですか」

「何言ってるんだ……？」

　気が動転してわけの分からないことを口走り始めたナニカを怪け訝げんそうに見つめてた後、オトギは辺りを軽く見回して「お」と声を上げた。

「あの露ろ店てんの串くし焼やきが旨うまいんだ。何の肉かは分からないけど──折角だし、どうだ？」

「そ、それでいいです」

「じゃ、そこの噴ふん水すいの辺りで待っててくれよ。並んでるし、僕ぼくが買ってくる」

「えっ」

　思わず手を伸のばしかけるナニカに振ふり返かえらず、彼かれの姿はあっという間に人混みの中に消えてしまう。

　彼かれに言われた通り、どうにか噴ふん水すいの方へと向かって──縮こまるようにして縁ふちに腰こし掛かけると、ナニカは周りを見回す。

　人、人、人、人。右も左も、上も下も人ばかりで、見ているだけでくらくらしそうだ。

　雑ざつ踏とうと喧けん騒そうが雨音みたいに鳴なり響ひびいて、体中を圧あつ迫ぱくしてくるような錯さつ覚かくに襲おそわれる。

　アグラストリスの山の村でも大勢の村人と場を共にしたことはあったけれど、その時の比ではない。

　沢たく山さんの人の中、自分だけが一人だけ、ここにいるという孤こ独どく感。一度それを意識し出してしまうと、心の奥おく底そこからじんわりと、漠ばく然ぜんとした不安感が滲しみ出してくる。

　……オトギさんは、まだだろうか。彼かれの向かった方を見ようとするが、人ひと垣がきに阻はばまれて全く様子が分からない。

　今までは、一人旅でもこんなことは思わなかったのに。なぜだか今は、こんなにも──一人でいることが怖こわい。

　居ても立ってもいられなくなって、ナニカは青い顔で立ち上がり。一歩踏ふみ出だそうとして──石いし畳だたみの上を歩き慣れていなくて姿勢を崩くずしてしまう。

「きゃっ……」

　襲おそいくるであろう衝しよう撃げきに目を瞑つぶって──けれど冷たく固い石いし畳だたみの代わりに、体を支えたのは何か温かくて柔やわらかいものだった。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　可愛かわいいお嬢じようさん」

　ふんわりと、花のようないい匂においが鼻び孔こうをくすぐる。顔を上げると、転びそうになったナニカを支えてくれていたのは──ナニカより少し背の高い、綺き麗れいな女性だった。

　年ねん齢れいは、ナニカよりも少し上くらいだろうか。肩かた口ぐちで揃そろえられたふわふわとした栗くり色いろの髪かみに、優やさしげな印象を受ける柔にゆう和わな顔立ち。

　服装はナニカの着ているものと似た意い匠しようのゆったりとした紺こんの長ちよう衣いで、彼かの女じよが宗教関係の人間らしいことが見て取れた。

「あ、ありがとうございます……って、あ……」

　礼を告げてふと下を見ると、彼かの女じよの持ち物だったのだろう木編みの籠かごが転がって、中に入っていたリンゴやパンがこぼれ落ちてしまっていた。

「すみません！　私のせいで」

「いいんです、いいんです。私、落ちてるものを拾うのって好きですから」

　一いつ瞬しゆん疑ぎ問もん符ふが浮うかんだナニカだったが、すぐしゃがみ込こんで、籠かごの中身を拾い集める彼かの女じよを手伝う。すると、

「すまん、待たせたな。いやー、随ずい分ぶん並んでてさ、時間掛かかって……って、お？」

　何な故ぜか随ずい分ぶんと懐なつかしく感じる声が聞こえて、ナニカはぱっと顔を上げる。

　すると、手に串くし焼やきを二本持った彼かれが──何な故ぜかこちらを見て、なんとも言えない表情をして硬こう直ちよくしていた。

「……その、人は」

「あ、この人、転びそうになった私を助けてくれて……」

「やや、オトギさんじゃないですかぁ」

「……え？」

　突とつ然ぜん飛び出したそんな言葉に、ナニカは驚おどろいて発言主である彼かの女じよを見る。

　籠かごの中身を拾い終えた彼かの女じよは長ちよう衣いの裾すそを軽くはたくと、オトギに向かってにこやかに片手を上げて──まるで、旧知の知り合いみたいに挨あい拶さつしてみせる。

　そんな彼かの女じよをじっと見つめながら、オトギはというと、今までに見たことのないような苦い表情で、

「……あー、久しぶりだな。アルエ」

　表情筋を歪ゆがめて無理やり笑え顔がおを作りながら、そう挨あい拶さつを返していた。

　そんな二人を交こう互ごに見つめて、ナニカはおずおずと口を開く。

「……あの、オトギさん。お知り合い、なんですか？」

　そんな彼かの女じよの問いかけに、二人は同時に顔を向けて。

「少し前、世話になったことのある……恩人、だよ」

「ちょっと前、落ちてたオトギさんを拾ったことがあるんですよー」

　口々にそう、似て非なる回答を返した後──女性は、ナニカを指してオトギに向き直る。

「それよりそれより。このお嬢じようさんはオトギさんのお知り合いなんですか？　娘むすめさん？」

「……違ちがいます」

　真っ先に否定するナニカ。続けて、オトギも首を横に振ふる。

「彼かの女じよは星ほし守もりだよ。僕ぼくは彼かの女じよの手伝いで同行してるんだ」

「まあ、星守りですか！　こんな若いのに、感心ですねぇ」

　彼かの女じよは大おお仰ぎようにそう驚おどろいてみせると──ナニカに向かってにこにこと微笑ほほえみながら、告げる。




「ああ、でしたらちゃんと自己紹しよう介かいしなきゃですね。私はアルエ。この街で、『星せい火か教きよう』の教区長なんぞをしているものです。宜よろしくお願いしますね、ナニカさん」




　　　　　■




　ナニカが星ほし守もりであることを明かし、『御み鎮しずめ』の旅路にあることを告げると、有あり難がたいことに彼かの女じよ──アルエは、この街の教会をしばらく宿代わりに使ってくれていいと快く申し出てくれた。

　彼かの女じよに案内されて行くと、やがて見えてきたのは周囲のものよりひときわ高い、いくつも尖せん塔とうの伸のびた立派な建物……ではなく。

　その隣となりにこぢんまりと建っていた、日当たりの悪そうな石造りの平屋。漆しつ喰くい塗ぬりの壁かべがすっかり煤すすけて灰色になったその建物こそが──

「ここが、私の教会。……ちなみにお隣となりさんは宿屋です。いかがわしい用よう途との。ご利用を希望されるのでしたら私クーポン券もらってるので言ってくださいね」

　ということ、らしかった。……ちなみに当然だが、丁てい重ちようにお断りした。

　中に入り、礼拝堂と思おぼしき長なが椅い子すの並んだ広間を抜ぬける。内装はやはり外観と同様、華か美びな装そう飾しよくなどが極力廃はいされた……のかどうかはさておき、質素堅けん実じつを地で行く様子だ。

「あはー、ボロいでしょう、ここ」

「いえ、そんなことは」

「いやいや、正直に言って下さっていいんですよ。質素堅けん実じつなんじゃなくてお金がないだけですから」

「……？」

　なんだか、奇き妙みような違い和わ感かん。しかしナニカが考かんがえ込こむより先に、彼かの女じよが話を続ける。

「ナニカさんは、私わたし達たち『星せい火か教きよう』のことをご存知ですか？」

「えっ、あっ、ええと……すみません、名前だけは聞いたことがあるんですが、あまり……」

　ナニカの住む村では、宗教と言えばナニカたち星守りを崇あがめる土着の民間信しん仰こうくらいのものだったし、今まで訪おとずれた村々も似たようなもの。こうした大規模な教会施し設せつを見たのも、これが初めてだ。

　そんなナニカに、しかし彼かの女じよは気を悪くした様子もなくふんわりと笑う。

「『星火教』は精せい霊れいさまを信しん仰こうし、彼かれらとのよりよい協和を信条とする教えです。……ちなみに貴方あなたたち『星守り』という存在も、私わたし達たちの教義が根こん拠きよになってるんですよ～」

「そう、だったんですか。……すみません、星守りなのに、そんなことも知らなくて」

「いえいえ～。これでも一応この『帝てい国こく』の国教なんですけど、最近は精せい霊れい信しん仰こうが下火になり始めてるせいもあってこのザマですからね～。見て下さいよあの柱。あれ、ああいうデザインじゃなくて本気で崩くずれかかってるんですよ」

「はぁ……」

　ボロボロに朽くちかけている柱の一本を指差してそんなことを言いながら、彼かの女じよはすたすたと先へと歩いて行く。

　後を追って礼拝堂奥の扉とびらを開けると、そこは本ほん棚だなで囲まれた書しよ斎さいのような空間だった。

　……ただし決して広いとは言えないその室内は、床ゆか一面がぎっしりと形容し難にくい巨きよ大だいな置物やら子供のおもちゃと思おぼしき奇き怪かいな人形やら──有あり体ていに言ってガラクタとしか言えないようなあれそれで埋うめ尽つくされていた。

「……あの、これは」

　何とも言えない顔でナニカが問うと、彼かの女じよは能のう天てん気きな笑えみを浮うかべて、

「いやぁ、お恥はずかしい。変なものが捨てられてると、ついつい拾ってきちゃうんですよねぇ。そのせいでちょっと手て狭ぜまになっちゃって」

　ちょっとにしては、足の踏ふみ場もないが。そんな突つっ込こみは喉のどの奥おくで飲のみ込こんで、ナニカはどうにか部屋の中央のソファまで辿たどり着つく。

「どうぞ、お座すわりくださいな。私はお茶を淹いれてきますので」

　言うなりぱたぱたと部屋を後にする彼かの女じよを見送って、ソファに腰こしを下ろす二人。

「はいはい、お待たせしました～」

　程ほどなくしてアルエが戻もどってきて、卓たくの上に茶を注いだカップを並べた後、お盆ぼんを抱かかえてふわふわと笑う。

「あ、有難ありがとうございます」

　礼を言うと、ナニカはおずおずとカップに口をつける。香こう草そうの甘あまい香かおりが、心ここ地ちよく鼻をくすぐる。

「……美お味いしいです」

「ふふ、有難ありがとうございます。うちで栽さい培ばいしてる自家製のハーブなんですよ～」

　言いながら彼かの女じよは向かい側のソファに座すわると、膝ひざを正して改めて二人へと向き合った。

「それじゃ、改めて。こほん、私は……このルベールカを中心とする『星せい火か教きよう』東方第五区域教区長をしております、アルエ・ウィーレットという者です。お見知りおきを」

　そう言って深々と頭を下げる彼かの女じよに、ナニカはやや戸と惑まどいつつも頭を下げる。

「あ、ご丁てい寧ねいに……じゃなくて。ええと、私は──」

「ナニカさん、ですよね」

「はい……って、どうして私の名前を」

　そう言えば、最初に自己紹しよう介かいされた時にも、こちらが名乗る前から彼かの女じよはこちらの名前を知っていたような。

　……これは一体、どういうことだろう。

「どうしてだろう、って思ってらっしゃるでしょう」

「ひゃっ!?　……あ、はい……」

「ふふ、素す直なおでいいですね～。オトギさんもこのくらい素す直なおならいいんですけどね～」

「うるせぇ」

　オトギはそうぼやくと、呆あきれた顔で彼かの女じよを横目に見つめながら、ナニカへと告げた。

「彼かの女じよはさ、どうも人の心が読めるらしいんだ」

「……心が、ですか？」

　オトギにしては珍めずらしい、突とつ飛ぴな発言。いや、いつも突とつ飛ぴは突とつ飛ぴであるが、こういうことを言い出すのは珍めずらしいような。

　彼かれの言葉に、ナニカはアルエをじっと見る。心を読めるなんて、そんなことが──

「あるはずない、って思ってるでしょう。それが、そうでもないんですよ～」

「!?」

　思考の先を言葉で継つがれて、ナニカは目を丸くする。そんな彼かの女じよを楽しげに見つめて、アルエはにっこりと微ほほ笑えんだ。

「実は私、精せい霊れい憑つきなんですよ」

「……精せい霊れい憑つき？」

　聞いたことのない言葉だった。訊きき返すナニカに、彼かの女じよは頷うなずいて続ける。

「何かの弾はずみで生まれつき、精せい霊れいさまの一部を体に宿して生まれてきちゃう人間がいるんだそうです。私の場合、耳……というか、聴ちよう覚かくでしょうか。その影えい響きようで、気を抜ぬくと人様の心の声が聞こえてしまうんですよ」

　そう話す彼かの女じよの言葉は軽い調子ではあったが、けれど噓うそをついているようには思えない。

　なにより──彼かの女じよとの会話の中で、思い当たる節はいくつかあった。

「これがあるから、僕ぼくは彼かの女じよが苦手なんだ」

「オトギさんは噓うそつきですもんね～」

「人聞きの悪いことを言うなぁ……」

　無ぶ遠えん慮りよながらも親しげに言葉を交かわす二人を横目に、ナニカは茶を啜すする。二人だけの人間関係というものを否いや応おうなしに感じてしまって、それがどうしてか──面おも白しろくなかった。

　そんなナニカを一いち瞥べつしてくすりと笑うと、アルエは見み透すかしたような目でナニカとオトギを見比べて。

「ふふ。可愛かわいい子を拾っちゃいましたねぇ、オトギさん。羨うらやましいですねぇ」

　なんてことを言いながら自分の分の茶に口をつけて、訊きいてもいないのに話を始める。

「私がオトギさんを拾ったのは、そうですねぇ。三ヶ月くらい前でしたかねぇ。用事があって東の山脈地帯に遠出した時に、狼おおかみに襲おそわれて涙なみだ目めになってるオトギさんを拾ったんですよ」

「涙なみだ目めにはなってない」

　抗こう弁べんを差さし挟はさむオトギを完全にスルーして、にこにこしながら続けるアルエ。「最初はオトギさん、帝てい国こく語を全然話せなくて。だもんで、心を聞ける私が頑がん張ばって甲か斐い甲が斐いしく何から何までお世話してあげてたんですけど、いつの間にかこの人ってば自力で言葉を覚えてしまって……そりゃあもう、つまらなかったです」

「こちとら死ぬ気で勉強したのに、そういうこと言うか……」

「だってだって、私がたっぷりみっちり個人授業して差し上げようと思いましたのに。いつの間にかそんな風に口が達者になっちゃって、お姉さんつまらないです」

　頰ほおを膨ふくらませてそう不満を漏もらした後、彼かの女じよはすぐにもとのふわふわした笑え顔がおに戻もどる。

「まあでも、そのお陰かげでオトギさんも私のお使いとかを引き受けて下さるようになって……こんな可愛かわいい娘むすめさんまで連れてきてくださって、万ばん々ばん歳ざいなんですけどね」

「……だから娘むすめじゃなくて、雇やとい主ぬしだ」

「オトギさん、時々変なこと口走ったり妙みようなことしでかしたりしますけど、宜よろしくお願いしますね？」

「あ、はい……」

　終始オトギを振ふり回まわしに振ふり回まわしたままそう一方的に締しめくくると、彼かの女じよはそこで「さて」と言葉を区切った。

「とまあ、アイスブレーキングはこんなところで。ええと、確かナニカさんは──この街に、情報をお求めでいらっしゃったんですよね」

「あっ、はい。……ここみたいな大きな街なら、各地の精せい霊れいさまの情報も集まるかなと」

「でしたら、丁度よかったです」

「え？」

　首を傾かしげるナニカに、彼かの女じよはその表情に少しだけ真しん剣けんさを混ぜて口を開く。

「実はですね、お二人に……『星せい火か教きよう』の教区長として、お頼たのみしたいことがあるのですよ」

「頼たのみたいこと……ですか？」

　問い返すナニカに、彼かの女じよは静かに頷うなずいて。




「お二人に、世界を救って頂きたいのです」




　至し極ごく大真面目な顔で──そんなことを告げたのだった。
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「「世界を、救う？」」

　あまりにも突とつ拍ひよう子しのないその言葉に、ナニカとオトギは揃そろって声を上げた。

「……なぁ、アルエ。そりゃ一体どういう意味だ」

「どうもこうも、わりかし文字通りの意味でして」

　そう答えた彼かの女じよの言葉はいくぶんか軽い調子だったが、とはいえ冗じよう談だんを言っているふうではない。決して長い付き合いではないものの、オトギにはそれが本気であることは分かった。

「あの、どういうことか、詳くわしく聞かせて頂けますか」

　そんなナニカの問いかけに、彼かの女じよは頷うなずいて口を開く。

「そうですね、どこから話せばいいのか。……ええと、私たち星せい火か教きようが、精せい霊れいさまを信しん奉ぽうする教えであることは言いましたよね。そういう立場なもので、私たちは定期的に──周辺地域の精せい霊れいさまの状態を調査しているんです」

「状態を、調査……ですか？」

「ええ。お二人もご存知の通り、昨今はどういうわけか精せい霊れい病びようが増えていますから……定期的に教会付きの星ほし守もりを派は遣けんして、精せい霊れい病びようの兆候がないかを確かく認にんするようにしているんです」

　オトギはそれに無言で相あい槌づちを打つ。こちらに来たばかりの頃ころ、そういった調査に同行したこともあった。

「でですね。最近行った調査で、ちょいと問題が発生しまして」

「問題、だって？」

「はい。この街から北の方角に大きな渓けい谷こくがあるのですが……困ったことに、そこに調査に行った調査団がもう一月ほど戻もどってきていないんですよ」

　彼かの女じよの告げたそんな話に、ナニカとオトギは揃そろって眉まゆをひそめた。

「で、それと世界が危ないって大おお仰ぎような話の間の関係が見えてこないんだが」

「まあまあ、話はこれからなんですよオトギさん」

　茶々を入れたオトギに軽い口調でそう返すと、彼かの女じよは肩かたをすくめて話を続ける。

「実のところ、調査団が行ゆく方え不明になっただけなら野や盗とうや野生動物に襲おそわれたか、はたまた皆みな揃そろって谷底に真っ逆さま……なんてこともありうるのでそこまで問題じゃあないんですけどね」

「問題だと思いますけど……」

「今回問題なのは、場所なんです」

　ナニカの冷静な突つっ込こみを無視して、彼かの女じよはそう返すと神しん妙みような表情を見せる。

「あの渓けい谷こくは『世界の口』と呼ばれる聖域で──この周辺一帯の霊マ子ナの流れ……『霊れい脈みやく』が幾いくつも集合している、非常に不安定な場所なんです。と言っても、これまではずっと精せい霊れいさまが管理していたお陰かげで場としての安定は保たれていたのですが……」

　彼かの女じよの言葉を継つぐようにして、ナニカがぽつりと呟つぶやく。

「調査団が行ゆく方え不明になったのは、そこで何らかの異変が起きているから……？」

「その可能性がある、というわけです。いい読みですね、ナニカさん」

　微笑ほほえみを浮うかべて彼かの女じよの回答を褒ほめた後、アルエは真顔に戻もどって二人を交こう互ごに見つめる。

「『世界の口』は、言い伝えではこの世界自体の安定性を保つための重要な聖域であるとされています。……『世界の口』でもしも霊れい脈みやくが破は綻たんすれば、この世界の安定が崩くずれて、大いなる災わざわいが起こる……なんてことも、言われてたりします」

「世界が……」

「ま、言い伝えは所しよ詮せん言い伝えなので眉まゆ唾つばものですけどね。とはいえ仮に──この聖域で精せい霊れい災害でも起ころうものなら、どうなるかは分かりません。……というわけで、オトギさん、ナニカさん」

　二人の目を真まっ直すぐに見つめながら、彼かの女じよは真しん剣けんな声こわ音ねで続ける。

「お二人には、『世界の口』まで行って──精せい霊れいさまのご様子を見てきて頂きたいのです」

　そんな彼かの女じよの頼たのみに、二人はしばし、顔を見合わせて沈ちん黙もくして。

　やがて──ナニカが先に口を開こうとしたのを、しかしオトギは手で制した。

「……悪いが、二つ返事で頷うなずくのはちょいと抵てい抗こうがある」

「オトギさん？　でも……」

　ナニカの目は、「どうして受けてあげないのか」と物語っていた。けれどオトギはそんな彼かの女じよに言葉を被かぶせるようにして続ける。

「なあアルエ。君は調査団が行ゆく方え不明になったって言ったが……それ以降は、誰だれもそいつらの捜そう索さくに出ていないのか？　一月もあれば、行ゆく方え不明の連中を探しに行くことくらいできたんじゃないのか」

　オトギの詰きつ問もんに、アルエは少しだけ驚おどろいた様子で目を丸くすると、感心したようにその口元に微び笑しようを浮うかべてみせる。

「……いや、オトギさんは鋭するどいですね～。微び妙みように都合が悪いので言いたくなかったことを、ぱっちりと掘ほり当あててくれちゃいました」

　臆おく面めんもなくそんなことを言う彼かの女じよを、オトギは呆あきれ顔で見つめる。

　……彼かの女じよと行動を共にしていたのはこちらに来てから一月と少し程度だったが、それでも、彼かの女じよという人間が見た目通りの無害な修道女などでは決してないということは、嫌いやというほど知っていた。

「で。そこんとこ、どうなんだよ」

「いやぁ。実は私どもも捜そう索さく隊を二回ほど派は遣けんはしているんですが、どっちも帰ってこずじまいでどうしようかと」

「おい」

　案の定と言うかなんというか、危険すぎるにも程ほどがある仕事だった。

「……ちなみに、隠かくしてるのはそれだけか」

「いえ、実はあともう一つあったりして」

「……言うならまとめて言ってくれ」

　疲つかれたようにそう呟つぶやいたオトギに、彼かの女じよはにこにこしたまま、

「実はですね、どうやら今回の件を『循還騎士団サーキユラー』の連中も嗅かぎつけているみたいなんです」

「……！」

　彼かの女じよの告げたそんな内容に、二人は息を吞のむ。

「循還騎士団サーキユラー……フルエナフルエさまを殺した、あの黒い鎧よろいの……」

　ナニカの呟つぶやきに、「おや」と驚おどろいた様子でアルエが声を上げた。

「ご存知ですか。あまり表おもて舞ぶ台たいに出てくる方々じゃないんですけどね、あの人ひと達たちは」

「知っているんですか、あの人ひと達たちのことを!?」

　訳知り顔で呟つぶやく彼かの女じよに、ナニカは大きく身を乗り出してそう問う。するとアルエはそんな彼かの女じよを微ほほ笑えましげに見つめながら、どうどう、と押おしとどめて続けた。

「循還騎士団サーキユラー。彼かれらは皇こう帝てい陛へい下か直属の対精せい霊れい特務機関で……私たち星せい火か教きようから分家して、別の教義を持ち始めちゃった困った方たちだったりします」

「別の、教義？」

　問い返すナニカに、アルエは肩かたをすくめながら頷うなずく。

「精せい霊れい病びように冒おかされた精せい霊れいは天上の輪りん廻ねの円えん環かんからも見放され、その魂たましいは完全に消えてしまう。……だから彼かれらが狂くるい果ててしまう前にその魂たましいを現世から解放してあげることで、彼かれらを輪りん廻ねの輪の中に戻もどしてやるべきだ。それこそが、精せい霊れい病びように冒おかされた精せい霊れいに対する唯ゆい一いつの救いなのだ──それが、彼かれらの掲かかげる教義なんです」

「……殺すのが、救い……」

　暗い顔でそう反はん芻すうする彼かの女じよに「そうなんですよ」とため息混じりに返すアルエ。

「しかも、息巻いているだけなら害はないんですが……厄やつ介かいなことに、彼かれらを率いている騎き士しの一門『ヘムト家』は裁きと武力の精せい霊れい、『機き電でん』のゲルエルドリンの加護を受けた星ほし守もりの家系でして。……精せい霊れいさまとも互ご角かくにやりあえるだけの力まで持ち合わせているんですよ」

　彼かの女じよの言葉の真しん偽ぎは、疑うべくもない。なにせ実際にあの男──ユースティスの使っていた雷らい槌ついを目まの当たりにしたのだから。




「……そうか。あいつらまで、出で張ばってきてるのか」

　アルエの吐はき出だした情報を咀そ嚼しやくすると、オトギは口元に手を当てて唸うなる。

　もう何組も行ゆく方え知れずとなっている渓けい谷こく。そして、あの黒い騎き士したちと再び鉢はち合わせるかもしれないというリスク。

　谷に住む精せい霊れいのことは気がかりだし、「世界が危ない」という彼かの女じよの大風ぶ呂ろ敷しきも気にはなるが──とはいえ、こんなことに巻まき込こまれるのは余りにもリスキーである。

　何より。オトギはこちらを不安げに見つめるナニカをちらりと見つめて、言葉を続ける。

「……悪いが、やっぱりこの依い頼らいには反対だ。ナニカは星ほし守もりだけど、君ら教会とは関係のない人間なんだぞ。彼かの女じよをそんな危険な場所に行かせるってのは──僕ぼくとしちゃ、看かん過かしかねる」

「むう、保護者さんが過保護してますねぇ」

　困った困った、とわざとらしく呟つぶやいて──彼かの女じよはけれど、オトギを見つめてにやりと笑う。

「でも、ご本人の意見はどうでしょう。ねえ、ナニカさん？」

　アルエがそう促うながすと、ナニカは彼かの女じよとオトギを交こう互ごに見つめて、それから少しだけ、オトギに申し訳なさそうな視線を送った後、

「……オトギさんが心配してくれるのは、有あり難がたいですけど。でも私は……星守りとして、この状じよう況きようを見過ごすわけにはいきません」

　しっかりと芯しんの通った声でそう、答える。

　オトギにとってはそれは、半なかば予想していた展開ではあった。たった一週間かそこらの付き合いではあるが、ナニカという少女の持つ、精神科医としては少し心配になるくらいの真面目さや責任感の強さ。そして何よりその心根の優やさしさは──十分に理解していたからだ。

　だからこそ。

　こういう時にイヤと言うことの出来ない彼かの女じよだからこそ、オトギは諫かん言げんを差さし挟はさむ。

「なあナニカ。今までは良かったけど、今回は……多分、本当に危険だ。こいつがわざわざ隠かくそうとしたくらいなんだから」

「おや、随ずい分ぶんな言い草」

　わざとらしくむくれるアルエを無視して、オトギはナニカをじっと見つめる。

「君はまだ若い。こういう危ない橋を渡わたるにはまだ早すぎる。だからな、ナニカ──」

　彼かの女じよに向かってそう、滔とう々とうと語ろうとしたその時。

　黙だまっていたナニカがその人差し指でオトギの口元を指差して、真まっ直すぐな目でこちらを見つめながら──

「うっさいです、オトギさん。おじさん臭くさいお説教はやめて下さい」

　びしりと、そんなことを言ってのける。

「……おじさん臭くさいって」

「おじさん臭くさいにもほどがあります。若さがどうとか、いっちょ前に大人ぶって上から目線でそういうこと言って……私を、子こ供ども扱あつかいして」

　何やら妙みように機き嫌げんの悪い様子でそう呟つぶやくと、彼かの女じよはオトギをきっと睨にらんで続ける。

「言ったはずです。私はまだ星ほし守もりとして半人前ですけど、それでも──プロだって。貴方あなたと対等なんだって、そう言ったはずじゃないですか」

　そんな彼かの女じよの宣言に。オトギは思わずはっとさせられて、言葉を失う。

　そうだった。初めて出会ったあの山での異変を解決し、彼かの女じよと旅路の契けい約やくを交かわした時から──己おのれと彼かの女じよとは、対等だったのだと。

　今になってようやく、そんなことを思い出す。

「オトギさんが心配して下さるのは、嬉うれしいです。でも私だって──ちゃんと、考えてるんです。精せい霊れいさまが精せい霊れい病びように罹かかっていたら、ちゃんとお話を聴きいてあげたい。行ゆく方え不明になっている人たちだって、助けられるものなら助けたい。……循還騎士団サーキユラーのことだって、放っておきたくない。……イヤなんです。今度こそ、諦あきらめたくないんです」

　そう叫さけんでオトギを見上げた彼かの女じよの目には、じんわりと涙なみだが滲にじんでいた。

　透すき通とおった、宝石のようなその涙なみだを見て──オトギは今の今まで失念し続けてきたことを、ようやっと思い出す。

　そうだ。

　彼かの女じよは、真面目で責任感が強くて、心根が優やさしくて。

　そして何より──妙みようなところで、頑がん固こ者なのだ。

　こちらをじっと見つめるナニカと、暫しばしの間見つめ合って。

「……ったく。ここで君にダメだなんて言ったら医者失格じゃねえか、僕ぼく」

　やがて根負けしてそう呟つぶやくと、オトギは大きなため息を吐はき出だしてアルエを半眼で睨にらむ。

「主人がこう言う以上、雇やとわれの僕ぼくとしちゃあ何も言うことはない。……これでいいか」

「あは。そう言って頂けると有あり難がたいです」

　ふざけた調子でそう返した後、なお不服げなオトギに、アルエはいたずらを打ち明ける子供みたいな顔で笑いかける。

「まあ、そう怖こわい顔しないでくださいよ。言い忘れてましたけど、このお話──オトギさんにだってちゃんとメリットはあるんですから」

「メリット？」

　アルエは席を立つと、怪け訝げんな顔のオトギの耳元にそっと口を近付けて耳打ちしてくる。

「『世界の口』を守る精せい霊れいさまは、空間に干かん渉しようする能力を持った高位の精せい霊れいさまです。……この意味、分かりますよね？」

　彼かの女じよの告げたそんな内容に、オトギは彼かの女じよを驚おどろいた顔で見返す。

　オトギは以前、彼かの女じよにも「別世界から来た」ということを話したことがあった。

　彼かの女じよはそれ以来、どうやらこの世界の人間にしては珍めずらしく──オトギの話を信じてくれている節がある。

　……だからこそ。彼かの女じよはこう、言っているのだ。

　この仕事を受ければ、上う手まくすれば『帰る』ための糸口が見つかるかもしれないぞ──と。




　にこにこしながら自分のソファに戻もどった彼かの女じよを前に、オトギはがっくりと項うな垂だれる。

「お前さ。そういうこと、先に言えよな……」

「オトギさんなら、多分こんなこと言わなくてもなんだかんだで流されてくれるかな～と思いまして。……いやぁ、何よりも強いのは乙女おとめの涙なみだですねぇ」

　そんな彼かの女じよの言葉に、ナニカは今いま更さらになって自分が涙なみだ目めになっていたことに気付いたらしい。慌あわてて服の裾すそで目の周りをごしごしとこすって赤くすると、

「ち、違ちがいます！　別に泣いてなんかいませんし！」

　なんて、バレバレの誤ご魔ま化かしを打っていた。

「まあ、涙なみだ目めのナニカさんもかわうぃーって話はその辺にしてですね。そうと決まれば、着いて早々でお二ふた方かたには恐きよう縮しゆくですが、明日には早さつ速そく現地に向かって頂ければ……と思います」

「随ずい分ぶんと急だな」

　オトギの言葉に、彼かの女じよは珍めずらしく困ったように苦く笑しようすると、

「最初の調査団が行ゆく方え不明になって、もう随ずい分ぶん経たっちゃってますからね。もう手て遅おくれかもしれませんけど、万が一まだ可能性があるなら……一秒でも早く、助け出してあげたいんです」

「なるほど、ね」

　オトギが頷うなずくと、彼かの女じよは少しだけ申し訳なさそうに続ける。

「……本当は私も同行するべきなのですが、こんなんでも私、偉えらい人なもので。色々と面めん倒どうな事務方の仕事が立たて込こんでたりするんですよね。……なので、オトギさん──」

「分かってるよ。僕ぼくらは、僕ぼくらの仕事をしてくるさ。なぁ、ナニカ」

　そう答えてナニカに目配せすると、彼かの女じよはこくりと頷うなずいて、

「当然です」

　しっかりとした口調で、そう答えたのであった。
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　そして、その翌日。

　アルエの手配した馬車に半日ほど揺ゆられて──やがて見えてきた光景に、二人は息を吞のんだ。




　果てのない大断絶。見み渡わたす限りの、巨きよ大だいな漆しつ黒こくの穴。

　それはまさに、『口』。あるいは、大地そのものに穿うがたれた……傷きず跡あとのようにも思えた。




　少し離はなれた場所で馬車と別れ、二人は断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの際きわまで歩いて下を覗のぞき込こむ。

「……すっごい……」

　日の高い時間であるにもかかわらず光の届かないその底は真っ暗で、目視する限りでは深さを計り知ることが出来そうにない。

　その全てを吸すい込こんでしまいそうな深しん淵えんを覗のぞき込こんでいるとだんだんと体が、心が引き寄せられるような奇き怪かいな感覚に襲おそわれそうになって──ナニカは慌あわてて首を振ふり、崖がけ際ぎわから離はなれた。

　二人並んで外周上を歩きながら、オトギは驚おどろき混じりに呟つぶやく。

「すっげぇ谷だな。こんな所、落ちたらひとたまりもなさそうだ」

「縁えん起ぎでもないこと言わないで下さいオトギさん。……ええと、アルエさんにもらった地図だとこの辺に下へ下る道が……あっ、あれかな」

　ナニカが指差した先。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの崖がけ際ぎわに、僅わずかな道みち幅はばではあるがどうにか、通ることのできそうな坂道があるのが見えた。

　一歩一歩、足を踏ふみ外はずさないよう注意して、二人は坂道を下ってゆく。

　そうしてしばらく歩くうち、ナニカは奇き妙みようなことに気付いた。

「あんまり、暗くない……ですね」

　上から見た時にはあんなに真っ暗だったのに、こうして歩いているとそれほど暗さは感じられない。一応精せい霊れい術で作った灯あかりを浮うかべてはいるものの、それも必要なさそうだ。

　周りを見ても、特に光源らしいものはない。不思議なこともあるものだ、と首を傾かしげつつ前へと進んでいると、

「それだけじゃない。なんか……妙みように、暑くないか」

　オトギの発したそんな言葉に、ナニカははっとする。

　計り知る術こそないが、もう結構な深さまで来たはず。陽の光も届いていないであろう場所だというのに、それでもオトギの言うとおり不思議と気温は保たれていて──薄うす着ぎのナニカですら少し暑さすら感じるほどだった。

「地熱とかそういう奴やつ……だったりすんのかね。よく分からんが」

　きょろきょろと周りを見回しながらのんきにそんなことを言っているオトギ。反面、ナニカはなぜだか妙みような胸むな騒さわぎがしてふと、上を見上げて。

「……え？」

　そこに見えたものを。いや、見えなかったものを見て、言葉を失う。




　空が。

　空が──真っ黒に、閉じていたのだ。




「何、これ」

　青空のひとかけらも見えない黒の天てん蓋がい。突とつ然ぜん覆おおい尽つくしたその異様を呆ぼう然ぜんと見つめていると──その瞬しゆん間かん、どうしたことかぐらりと地面が揺ゆれた。

「きゃ……！」

　咄とつ嗟さに足を踏ふみしめようとして、けれど一歩後ずさりしたところで片足が踏ふんだのは虚こ空くう。

　見ると、今まで歩いてきたはずの足場が──虫食いのように真っ黒な『闇やみ』……そうとしか呼べない何かによって蝕むしばまれ、消えていた。

　バランスを崩くずしたナニカが投げ出された先は、一いつ切さいの足場のない真っ黒な闇やみ。

　体がふわりと浮ういて、奇き妙みような解放感が全身を包み。どこか危機感の欠けた頭は、もはや己おのれの状じよう況きようを認にん識しきすらしようとしない。

　けれど──そんな彼かの女じよが無意識に伸のばした右手を、不意に強い抵てい抗こうが襲おそう。

　遅おくれてやってきた、肩かたが外れるような激痛で我に返って上を見ると。残った足場の上でナニカの右手を摑つかんでいたのは、オトギだった。

「オトギ、さん……」

「左手も出せ、ナニカ！」

　彼かれの言葉に反応して、左の手も伸のばそうとして。けれどそれは、叶かなわなかった。

　彼かれの立っている足場を、再び強い振しん動どうが襲おそったのだ。

「っ、やば……！」

　恐おそらく咄とつ嗟さにナニカを捕つかまえたのだろう、上半身を屈かがめてナニカを吊つり下さげていた彼かれの姿勢はひどく不安定で──だから、この二度目の揺ゆれには耐たえられなかったのだ。

　今度こそ虚こ空くうに投げ出されて、二人は手を繫つないだまま、深い闇やみの底へと落ちていく。

　底があるのかも分からない、闇やみ色のその底へと。
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「……カ」

　何だろう。なんか、臭くさい。

「……ニカ。おい──」

　なんかこう微び妙みように距きよ離りを置きたくなるような。洗せん濯たく物とか一いつ緒しよに洗いたくないような、そんな感じの……けどちょっと、懐なつかしい匂におい。

　これは──

「ナニカ、起きろ！」

　その呼び声で、ナニカはぱちりと目を覚まし、己おのれを呼んでいた人物を見る。

　心配そうにこちらを見下ろしていたのは、オトギだった。

「……あ、オトギさん……」

　まだぼんやりとする頭で起き上がろうとすると、オトギはそれを押おしとどめてくる。

「痛いところとかないか。目が見えないとか、視野が変だとかそういうことは」

「え、あ……別に大だい丈じよう夫ぶですけど」

「項こう部ぶ硬こう直ちよくは……ないな。眼球運動は──」

　ナニカの頭を前後に動かしたりした後、そう言うや否いなや急に顔を近付けてきたオトギに、

「ひゃぁ……!?」

　ナニカは変な声を漏もらしながら、咄とつ嗟さに右の掌しよう底ていを彼かれの顎あごに撃うち込こんでいた。

　確実にキまったと確信できる抵てい抗こう感が、腕うでにびりりと伝わって。

　オトギの体が冗じよう談だんみたいに浮ういて、そのまま吹ふき飛とばされて少し離はなれた地面の上でひっくり返る。

「あわわ、すみませんオトギさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　慌あわてて飛び起きてナニカが抱だき起おこすと、彼かれはげっそりとした顔で、

「いやホント君、いい腕うでしてるな……。ちょっと意識飛びかけた」

　呻うめくようにそう呟つぶやいて、顎あごをさすりながら身を起こすと──ナニカに向き直って続けた。

「……まあ、君も無事そうなのは痛いほど分かった。お互たがいあそこから落ちて生きてるってだけでも、不幸中の幸いってとこだな」

　周りを見ると、二人はどうやら崖がい壁へきに突つき出だした足場の一つに運良く着地していたらしい。

　どの程度落ちたかにもよるが、何にせよこうして特に怪け我がもなく生きているというのは、奇き跡せきと言うに他ならないだろう。

「……まあ、不幸中であることに変わりはないですけどね」

　そう呟つぶやいて、ナニカは上を見上げてため息をつく。

　恐おそらくは谷の底……なのだろうか。上をいくら見てもそこに空はなく、代わりに真っ暗な闇やみが漠ばく然ぜんと広がるのみだった。

　これでは状じよう況きようも全く分からない。落らく胆たんしてもう一度ため息をついていた、その時──足場の端はしから下を眺ながめていたオトギが、急に声を上げた。

「……なあ、ナニカ。あれ見てくれ」

　どうしたというのか、狐きつねにつままれたような顔でそう告げ手招く彼かれ。近寄って、ナニカも同じように下を覗のぞき込こんでみると──どうやら案外谷底に近かったらしく、ロープでもあればすぐに降りられそうな程度の深さに地面が見えた。

　地表を辿たどって、ナニカは視線をやや遠方へと移す。するととそこで、彼かの女じよはオトギと同じ表情を浮うかべて硬こう直ちよくした。

「……あれは、街？」

　そう。谷底であるはずのそこに──広がっていたのは、灰色がかった人工物の集積。

　四角く背の高い構造物が立ち並ぶその様は、どう見ても『街』と呼ぶしかないものだった。




　規模は、かなりのもの。遠景から見たルベールカと同程度か、下へ手たをすればそれよりも広いかもしれない。

　建築物の高さをとってもこれと遜そん色しよくなく、かなりの大都市であると思われる。

「けど、何でこんな所に街が」

　こんな場所にある街なんて聞いたことがないし、このことをアルエが知っていたならば何かしら話の中で触ふれていただろう。

　悩なやみつつオトギに視線を送ると──彼かれは小さく頷うなずいて、口を開く。

「ここで考えててもしょうがない。ひとまず降りて、あそこまで行ってみよう」

「……ですね」

　そんな彼かれの提案に、異論はなかった。
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　『街』へと立ち入ると、そこは遠くから眺ながめるよりも遥はるかに不思議な場所だった。

　立ち並ぶ建造物は確かに人が使っていたであろうものだが、けれどその建築様式などはナニカが見たこともないようなもの。

　街中は全てが灰色で、道という道もまた、灰色の──継つぎ目めのない石で均等に舗ほ装そうされている。それがかなり高い技術を要するものであろうことは、そういったことに疎うといナニカにもなんとなく分かった。

　そして、もっと奇き妙みようなのは。

「これは……灰、か？」

　舗ほ装そうされた道の上に降り積もった白い粉をすくい取って、オトギが怪け訝げんな顔で呟つぶやく。

　不思議なことに──この『街』中の至る所に、こうした灰が降り積もっていたのだ。




　しばらく歩きながら、ナニカはぽつりと呟つぶやく。

「……人、いないですね」

「だな。そんな気はしてたが」

　いくら歩いても人っ子一人すれ違ちがわないし、二人の足音以外に響ひびいてくるものはない。

　どこまでも静かな、灰の街。二人は当あて所どなくその中を歩き回って、やがて街の中央らしい広場に出たところで足を止めた。

　広場を埋うめ尽つくすように、奇き妙みような黒い焰ほのおが──静かに燃もえ盛さかっていたのだ。

「これは、一体……」

　肌はだに伝わる熱気に後ずさりしつつ、ナニカが呟つぶやいて。すると、その時だった。




『うぬら、何者じゃ』




　突とつ然ぜん天から降り注ぐような声が広場に鳴なり響ひびいて、二人は周囲を見回す。

　声の主らしき姿はどこにも見えない。仕方なくナニカは、上を向いて声を張り上げて返す。

「私たちは、星ほし守もりです！　貴方あなたは……もしかして、この谷の精せい霊れいさまですか!?」

　その問いかけに──帰ってきたのは、一言。

『いかにも』

　重々しい声が響ひびくと同時に、ナニカたちの眼前、黒く燃もえ盛さかる広場で──焰ほのおが、揺ゆらめいた。

　ざわざわと。ぞわぞわと。燃もえ盛さかる焰ほのおが生き物のように波打ち始めて。

　それと同時に、真っ黒に染まった空から──一条の闇やみが降り注ぎ、凝ぎよう集しゆうを始める。

　見上げるほどに大きなその『闇やみ』はやがて、黒い焰ほのおと混じり合うように蠢うごめいて一つの形を作り上げる。

　それは──途と方ほうもなく巨きよ大だいな、鱗うろこを帯びた有ゆう翼よくの四し足そく獣じゆう。

　……いわゆる『竜りゆう』と呼ばれるモノの姿だった。




『儂わしは、始原の六りつ火かが一。『黒こく焰えん』のクレマチヤぞ。……人の子よ。何を望んで我わが聖域に踏ふみ入いった』

　地鳴りのような声でそう名乗ると、それは焰ほのおのように揺ゆれ光る金の瞳ひとみで二人を見下ろす。

　その眼光だけで二人の両りよう脇わきの地面が燻くすぶりを上げ、じんわりと熱気が肌はだを灼やくのを感じながら、ナニカは竜りゆう──クレマチヤの目を見返して、答えを告げた。

「私たちは、この聖域で起きている異変を調べに来ました。……私たちより以前にも、同じように調査に来た人たちがいたと思うんです。何か、ご存知ではないでしょうか」

『……さあ。知らぬ』

　返ってきたのは、ごく短くそっけない返事。

　そんな返答を一言発すると──クレマチヤはその巨きよ体たいをゆっくりと地に伏ふせて、地じ響ひびきを立てながらその場で寝ねそべってしまった。

「……あの、精せい霊れい、さま？」

『どーでもいいのじゃ、人間のことなぞ。儂わしは……眠ねむい。はぁぁぁ』

　重々しい、けれど覇は気きの感じられない声でそう告げると同時に、ナニカなどぺろりと一吞のみにできそうなその巨きよ大だいな口から黒い焰ほのおがこぼれた。

「きゃ……」

　地表を灼やいたその焰ほのお。てっきり攻こう撃げきされたのかと思い驚おどろいて飛とび退のいた後で、ナニカはどうやらそれが違ちがうらしいと思い至る。

　前足を畳たたんで、丸まった猫ねこみたいにその巨きよ体たいを折り曲げたクレマチヤは──二人のことなど既すでに眼中にない様子で、その金の目を静かに閉じようとていた。

「精せい霊れいさま、お願いします、もう少しだけお話を……」

『……疲つかれた。もう、話すのも面めん倒どうくさいのじゃ』

　そう呟つぶやいた竜りゆうの言葉に、敵意はない。代わりにあったのはその言葉の通り、絞しぼり出だすような疲ひ労ろう感だけだ。

　はぁ、とクレマチヤが火の息を吐はく。……やはり、そうだ。これは──ため息だ。

　取り付く島もないその態度を前にして、ナニカが途と方ほうに暮れていると。一連の流れを傍ぼう観かんしていたオトギが、顎あごに手を当てたまま小さく唸うなった。

「……ふぅむ。ため息つくドラゴンって初めて見た」

「感心してる場合ですか……」

　疲つかれた声でナニカが突つっ込こむと、オトギは一歩前に進み出て、クレマチヤを見上げる。

「なあクレマチヤ。お疲つかれのところ悪いが、もう少しだけ話に付き合ってくれないか」

　そんな彼かれをじろりと睨にらみ、するとその時、クレマチヤの表情が僅わずかに変わった。

『……なんじゃ、うぬは。妙みようなゆらぎがある。……うぬは、この世界の人間ではないな』

「……え？」

　クレマチヤの言葉に、ナニカは耳を疑ってオトギの方を見る。

　彼かれはというと意外そうな顔で目を瞬まばたかせた後、クレマチヤへと問いを重ねた。

「分かるのか」

『儂わしは、空間と時間を調律する『焰ほのお』なり。……うぬのような異物を見分けるなど、造作もないわ』

「なら──」

　何か言いすがろうとするオトギに、しかしクレマチヤはそれきり再び目を閉じてしまう。

『……煩うるさい。うぬに興味はない。灼やかれたくなければ、即そつ刻こく立ち去れ……』

　告げた言葉は物ぶつ騒そうだが、けれど裏腹にその声こわ音ねからは欠片かけらもやる気が感じられない。

　そんなクレマチヤに、オトギは珍めずらしく残念そうに肩かたを落とし──けれどすぐに、立ち直った様子で声を投げかけていく。

「……まあ、そうしたいのもやまやまなんだけどな。さっき彼かの女じよが言った通り、僕ぼくたちはこの谷で行ゆく方え知れずになった人間を探さなきゃいけない。……それに僕ぼくたち自体も、ここに迷まよい込こんだようなもんでね。出て行きたくても肝かん心じんの出口が分からない。あんたが案内でもしてくれるってんなら、話は別だけどな」

　わざとらしく肩かたをすくめたオトギを、クレマチヤの金の目が僅わずかに開いて見下ろした。

『……出口、か。無む駄だじゃ、この谷からは──出られぬ』

「出られない、だって？」

　怪け訝げんな顔で問い返すオトギを一いち瞥べつすると、クレマチヤはしばし沈ちん黙もくした後、話を続けた。

『うぬらにも、見えるだろう。この谷を覆おおうあの『くらやみ』が。あれは、我わが力を受けて変質した霊れい脈みやくそれ自体じゃ。……我わが焰ほのおは空間を歪わい曲きよくし論理を灼やく、背はい理りの焰ほのお。あれがある限り……この谷底は、外界と断絶した場所であり続ける』

　その言葉に、二人は上を見上げる。

　上空を覆おおい尽つくす真っ黒な闇やみ。あれは全て──クレマチヤの焰ほのおだという。

「……合点がいった。妙みように蒸むし暑あつかったのは、アレのせいか」

　納なつ得とくした様子でそう呟つぶやいたオトギ。一方でナニカは、その顔に怪け訝げんな色を浮うかべたまま、

「けど、どうしてそんなことを……」

『望んで、そうしたわけではない。……儂わしの意志とは無関係に、いつの間にかあの『くらやみ』は、あそこにあったのじゃ』

　ナニカの問いに、つまらなそうにそう答えると──そこでクレマチヤはその頭を僅わずかに持ち上げて、上空の『くらやみ』を見つめる。

『いつから、かのう。……どうしたことか儂わしは、この地に流れる霊れい脈みやくを制せい御ぎよできなくなっていた。制せい御ぎよをしようとしてもあれはどんどん勝手に暴走を続けて、いつしか……あんな風に空を、完全に覆おおっていたのじゃ』

　もう何度目か分からないため息をついて、クレマチヤはその目を細める。

　そんなクレマチヤに、オトギが質問を重ねた。

「……どうにかしてアレを消すとか、通とおり抜ぬけるとか……そういうことは出来ないのか？　現に僕ぼくたちは外から入ってこれたんだ、逆に内側から出ることだって……」

　そんな問いに、けれど首を振ふる代わりにゆっくりと瞬またたきを返すクレマチヤ。

『うぬらがここに辿たどり着ついたのは、単なる偶ぐう然ぜんに過ぎん。もう一度あの『くらやみ』に立ち入ろうものなら──永久に、出口なき深しん淵えんの中を彷徨さまよい続けることになろう。……たとえ、儂わしであってもな』

　そう告げたクレマチヤの言葉は疲つかれ切きっていて──そして、どこか投げやりで。

　だからこそナニカは、思わず訊きかずにはいられなかった。

「精せい霊れいさまは、ここから出ようとは思わないのですか？」

『ここから、出る？』

　ナニカがそう問うと、クレマチヤの声に微かすかに奇き妙みような色が混ざって。

　ややあってから──その巨きよ大だいな口から、がちがちと牙きばを打ち鳴らす音がけたたましく響ひびく。

　それがどうやら笑い声らしいということに、ナニカが気付いたのはしばらくしてからだった。

『この谷を出る、か。……くかか。そうじゃの、そんなことを最後に考えたのは──いつのことじゃったろうか』

　そう言いながらがちり、がちりと牙きばを鳴らして──やがてクレマチヤは、ナニカをじっと見つめて告げる。

『星ほし守もりよ。うぬは、分かっているはずであろう。儂わしがここを動くことなぞ、決して赦ゆるされぬことであると』

「……あ」

　静かなその言葉に、ナニカはアルエの話を思い出す。

　この場所は、霊れい脈みやくの集まる『聖域』であり。この場所で何か異変が起これば──それは世界に多大な影えい響きようを与あたえうるのだと、彼かの女じよは話していた。

『……儂わしは、この地に縛しばられておる。もう、いつの頃ころからか思い出せぬほどに昔から──ずっとここが儂わしの居場所であり、儂わしの世界だった』

　淡たん々たんと呟つぶやくと、クレマチヤは首だけ少し持ち上げて、周りを──誰だれもいない、灰色の街を見回す。

『時には、ここに人間が住みついたこともあったかのう。あれは、いつであったろう』

　今は見えない何かを見るように、金の瞳ひとみを懐なつかしげに細めて、クレマチヤは街を見る。

『あの頃ころは……本当に、喧やかましかった。儂わしの周りを朝から晩まで小こ童わつぱが駆かけずり回まわって、おちおち眠ねむってもいられなかったわ』

　今は聞こえない何かに耳を傾かたむけるように、金の瞳ひとみを閉じて──クレマチヤはそう呟つぶやいて。

　けれどすぐ、自じ嘲ちよう気味にため息を吐はくと、『くらやみ』を見上げて静かに続ける。

『……大勢の人間が、ここにいた。ここにいて、やがて、いなくなった。儂わしだけが……ここに、取り残された。……それでも、儂わしは精せい霊れいであるがゆえに。この地を管理し、維い持じせねばならぬがゆえに。ずっと、ずっと、ずっとずっとずっと──儂わしはこの地に、在あり続けた』

　首を持ち上げて、ただ上をじっと見つめる巨きよ大だいな黒こく竜りゆう。

　けれどどうしてか、その姿はまるで鳥かごの外を見つめる小鳥のように頼たよりなく──儚はかなきもののように思えた。

『……こここそが、儂わしの居場所じゃ。この地こそが、儂わしの存在意義そのものじゃ』

　それはまるで、自分に言い聞かせるような響ひびきで。

『今までも、これからも。儂わしはずっと、ここにいなければ。ずっと、ずっと。……ずっと……この地の底に、ひとりで？』

　それはまるで、たちの悪い呪のろいの言葉のようで。




『……もう、いやじゃ。そんなのは、いやじゃ』




　不意にぽつりとそう呟つぶやいて──黒き竜りゆうは、その身を震ふるわせる。

「精せい霊れいさま……？」

　様子がおかしい。嫌いやな予感がしてナニカは呼びかけるが、クレマチヤはその声に耳を貸さず、次の瞬しゆん間かん──折おり畳たたんでいた漆しつ黒こくの翼つばさを、大きく広げた。

　巻き上がった強きよう烈れつな突とつ風ぷうに吹ふき飛とばされて、ごろごろと灰まみれの地面を転がる二人。

　そんな二人に見向きもせずに、クレマチヤはその身を起こして、けたたましい咆ほう哮こうを放つ。

「っ──……！」

　空気を、鼓こ膜まくをびりびりと震ふるわせる絶ぜつ叫きよう。その声は禍まが々まがしい黒き竜りゆうに相応ふさわしい、胸がざわめくようなおぞましい音で。

　けれど一方で──胸を引ひき裂さかれそうな、悲痛に満ちているようだった。

『もう、いやじゃ。こんな所に、いとうない』

　まるで駄だ々だっ子このように、力の限りに泣なき叫さけぶクレマチヤ。

『もう、いやじゃ。一人ぼっちは……もう、いやじゃ』

　その金の目から流れ出るのは、黒い涙なみだ。その一滴てきが地に落ちるたび、その場所は抉えぐれたように綺き麗れいさっぱり消えてしまう。

　黒き竜りゆうは、叫さけび続ける。

『いやじゃ。いやじゃ。いやじゃ──』

　叫さけんで、叫さけんで、泣き喚わめいて。

『こんな生は。こんな世界は、もう、いやじゃ……！』

　ひときわ大きな咆ほう哮こうを上げた、その時だった。




「ならば、終わらせてやる」




　広場に響ひびいたその冷たい声に、ナニカとオトギは弾はじかれるように視線を向けて──するとその刹せつ那な。

　大通りの方向から一いち陣じんの紫し電でんが迸ほとばしり、立ち上がっていたクレマチヤの腹に、突つき刺ささった。

「精せい霊れいさま!?」

　二人が見ている前で、地じ響ひびきを上げて倒たおれ込こむクレマチヤ。もうもうと立たち込こめる灰の煙けむりの中、ナニカは迷うことなく黒こく竜りゆうに駆かけ寄よって──その時だった。




　がちゃり、がちゃりと鎧よろいの音が幾いく重えにも聞こえて。

　黒き鎧よろいを纏まとった騎き士したちが──広場をぐるりと囲むようにして続々と姿を現す。

「……循還サーキユ、騎ラ士ー団……！　どうやって、ここまで来たんだ!?」

　彼かれらの姿を、そして正面方向に悠ゆう然ぜんと立つユースティスの姿を認めて苦虫を嚙かみ潰つぶしたように呻うめくオトギを、彼かれは醒さめた目で一いち瞥べつして、

「……また、お前たちか」

　微かすかに疎うとましげにそう呟つぶやくと、それきり二人のことなど眼中にないといった様子で、その手に握にぎった黒い剣けんをクレマチヤに向け鋭するどく告げる。

「哀あわれな精せい霊れいよ。俺おれがお前を、その苦しみから解放してやる」

『……この雷らい槌つい、その黒い『角』の剣けん。なるほど貴様、ゲルエルドリンの信徒か。……ふ、ふふ、あやつめ、何千年と変わらずご苦労なことよ』

　彼かれの持つ剣けんをどこか懐なつかしげに見つめて、小さく笑うクレマチヤ。一いつ瞬しゆんたじろいだ様子になりながらも、ユースティスは剣けんを握にぎり直して黒き竜りゆうをじっと睨にらんで静かに告げる。

「……『黒こく焰えん』のクレマチヤ。貴様の影えい響きようで、この聖域の霊れい脈みやくが乱れつつある。よって、俺おれたちは貴様を殺し、歪ゆがみを正さねばならない」

　その言葉に、抗こう弁べんしたのはナニカだった。

「待って下さい！　精せい霊れいさまが死んだら、この霊れい脈みやくの管理はどうなるんですか？」

　クレマチヤが死に、クレマチヤによって引き起こされている精せい霊れい災害が終息すればひとまずの平へい穏おんは得られるかもしれない。しかしその後──この場所を管理するものがいなければ、不安定な霊れい脈みやくがどのような状じよう況きようを生むかは分からない。

　けれどユースティスは、そんなナニカの問いに首を横に振ふると。

「問題はない。……霊れい脈みやくとは、霊マ子ナの集まる場所だ。管理者である精せい霊れいが死ねば、すぐに霊れい脈みやく自身が新しい管理者を生み出す。そういう風に、なっている」

　なんて、そんなことを言い放って──クレマチヤへと再び向き直る。

「精せい霊れいよ。安心しろ、貴様が死んでも……世界は、廻まわる」

　彼かれの言葉に、けれどクレマチヤの表情に浮うかんでいたのは、微かすかな安あん堵どだった。

『……そうか。ならば、安心して死ねるのう』

「精せい霊れいさま！」

　疲つかれた声でそう呟つぶやくと、クレマチヤは寄より添そうナニカの前にその前足を下ろし、まるで彼かの女じよを庇かばうように再び立ち上がる。

「精せい霊れいさま、ダメです、それは──」

　抗こう弁べんしようとするナニカを見下ろして、クレマチヤの金の瞳ひとみが僅わずかに、笑った気がした。

『星ほし守もりよ、ありがとう。……じゃがな。儂わしはもう──疲つかれたのじゃ』

　ゆっくりとそれだけ告げると、クレマチヤはそれきりユースティスへと視線を戻もどし。

『ゲルエルドリンの雷らい槌ついであれば、十分に儂わしを殺し切ることも適かなおう。……信徒よ。うまく殺せよ』

　そんな黒こく竜りゆうの言葉に、ユースティスは僅わずかにその紫し瞳どうを揺ゆらして──

「……ああ、分かった」

　言うやいなや、上段の構えと共にその黒こつ剣けんを、起動させる。

「……『ゲルエルドリン』、力を貸せ」

「『承しよう認にん』」

　無機質な声と共に、彼かれの周囲に雷かみなりが集まって──それらは巨きよ大だいな光こう刃じんとなって、クレマチヤの黒い巨きよ体たいを真っ二つに両断する。

　……した、はずだった。




「……え？」

　頭上で起きていた、その奇き妙みような光景に──ナニカも、オトギも、そしてユースティスすらも、その顔に驚おどろきを浮うかべる。

　雷らい槌ついの刃はで切きり裂さかれたはずの、黒き竜りゆう。

　その体が──あの『くらやみ』のように、どろどろとした黒い焰ほのおとなって溶とけ出し始めていたのだ。

　溶よう岩がんのように粘ねん質しつなその黒い焰ほのおはみるみるうちに広場に溶とけ出して、逃にげ惑まどう騎き士したちを吞のみ込こんでゆく。

　そしてそれはナニカたちも、例外ではなかった。

「ナニカ、こっちへ──」

　切せつ羽ぱ詰つまった顔でこちらに手を伸のばそうとするオトギ。けれど──彼かれの姿は真っ黒な焰ほのおの波で押おし流ながされて、その言葉は半なかばで搔かき消される。

「オトギさん!?」

　あっという間の出来事に、ナニカはその場で立ちすくんで。

　そんな彼かの女じよ自じ身しんもまた、焰ほのおに足を取られて倒たおれ込こんでしまう。

「……オトギさん！　オトギさん……っ！」

　焰ほのおに吞のまれながら、ナニカはオトギの名を呼ぶ。

　どろどろとした焰ほのおは、不思議と熱くはない。人ひと肌はだのような、奇き妙みような温かさのあるその泥どろの焰ほのおに抱だかれながら、ナニカは彼かれの名を呼び続ける。




　それでも、ついに彼かれの声が返ってくることはなく。

　そこでナニカの視界は一いつ旦たん、泥どろのような闇やみに覆おおわれる。




　　　　　■




「『……っはぁ……！』」

　伸のばした手の先が空を切るのを感じて、オトギが前を見ると。

　最初に見えたのは、白い壁かべだった。




　身を焼く焰ほのおの感かん触しよくはない。あの黒い焰ほのおに吞のまれた一いつ瞬しゆんだけ、生なま温ぬるいものの中に飛とび込こんだような気持ちの悪さがあったが、それだけだ。

　体を見ると、服にも、羽織った白衣にも、焼やけ焦こげたような部分は見当たらない。

　無論、体の方もどこにも異変は感じられない。

　呆ぼう然ぜんとへたり込こみながら、目の前の白い壁かべをじいっと見つめて──オトギはぼんやりと思う。

　ひょっとして、ここは死後の世界なのではないか。

　さっきの焰ほのおに灼やかれて、自分はあの場であっけなく死んだのではないか、と。

「『……異世界の次は、死後の世界か。生きてると色々あるもんだなぁ……』」

　なんて、ぼやきながらオトギはそこで周りを見回してみて──奇き妙みようなことに気付く。




　そこは、見覚えのある場所だった。

　白い壁かべで囲まれた、これまた白い廊ろう下か。少し向こうにはＩＤカード認にん証しようの自動扉とびらがあって、背後には金属の扉とびらが四列。

　漂ただよう空気には僅わずかに消毒液の匂においが感じられて、それもまた、オトギにとってはきわめて身近な──けれど随ずい分ぶんと長い間、嗅かぐことのなかった懐なつかしいもので。




　……そう。

　オトギが放り出された「死後の世界」は、どこからどう見ても──あの日『異界送りのエレベータ』を調べていたオトギが訪おとずれ、そしてあの世界へと転移する切きっ掛かけとなった、大学病院のエレベータホールだった。

「『……噓うそだろ？』」

　先ほどまで地の底にいたこともあって、窓から差さし込こむ光はやけに明るく感じられる。

　見た感じ、午前中だろうか。あの怪かい談だんでは「午前０時にひがし棟とう十階のエレベータに乗れ」という指定があったため、オトギが病院を最後に訪おとずれたのは深夜だったはずだ。

「『……ふぅむ』」

　その場であぐらをかいて、オトギが顎あごに手を当てて考かんがえ込こんでいると──




「……あーっ、オトギ先生！」

　鈴すずを転がしたような可愛かわいらしい声が響ひびいて、オトギがはっと顔を上げると。

　そこにいたのは──天の使いのように愛らしい顔立ちの、背の低い看護師姿の少女だった。

「『……おう、天使。やっぱここは、死後の世界か』」

「……？　え、あの、何語ですか先生？」

　オトギの返答に戸と惑まどいを見せた彼かの女じよ。その顔には見覚えがあった。

　今年入ってきたばかりの新米の看護師で、たしか……何かの語呂合わせみたいな名前だったはず。ここ最近はオトギのいる精神科病びよう棟とうで働いており、同どう僚りようたちからやたらと人気だったこともあってよく印象に残っていた。

　そんな天使（仮）の反応で自分が『あちらの言葉』で話していたことに気付くと、頭の中を日本語モードに切きり替かえて彼かの女じよに尋たずねる。

「なあ、ちょっと訊ききたいんだけどさ、ここって、病院だよな。天国とか地じ獄ごくとかじゃなく」

「当たり前じゃないですか。芦あし原はら大学病院ひがし棟とう四階、精神科病びよう棟とうです。……それより先生！　三日間も無断で欠勤して、何なさってたんですか！　しかもなんか似合わないコスプレまでしちゃって」

「……なに？」

　腕うでを腰こしに当ててぷんすかと怒おこる彼かの女じよに、思わずオトギは詰つめ寄よって訊きき返す。すると彼かの女じよはびっくりした表情で何やら勘かん違ちがいした様子で謝あやまり始めた。

「あわわ、すみません！　似合わない気がしましたけど案外ちょっとアリかもですよ！　気を落とさないでください先生！」

「そっちじゃねえし気を落としてもいないよ。……じゃなくて今──『三日』って。そう言ったのか？」

「え？　あ、はい……そうですけど」

「すまん、今日は何月何日だ？」

「五月九日です。……あの、どうしたんですか先生、そんなタイムトラベラーみたいなこと言い出して。先生？」

　確か、オトギが十階のエレベータに乗ったのは、五月六日の深夜だった。

　それからあちらの世界へと投げ出されて、およそ三ヶ月をあちらで生きてきた、はず。

　なのに──三日。たったの三日しか経たっていないのだと、彼かの女じよは言う。

「……あの、先生。本当に、どうしたんですか？　他の先生方も心配してらしたんです、電話を掛かけても全然繫つながらなかったから、何か事件にでも巻まき込こまれてるんじゃって」

　青い顔で口を抑おさえるオトギに、天使（仮か称しよう）は心配そうにおずおずと言葉を掛かける。

　そんな彼かの女じよに答えることなく。オトギはゆっくりと立ち上がって──エレベータホールの窓から外を見る。

　病院から坂道沿いに少し進んだ先には、大たい正しよう時代から使われているというボロ……もとい、歴史ある佇たたずまいの医学部棟とうと、隣りん接せつする薬学部棟とうが見える。

　他方を見み遣やれば、そちらには最近改築したという研修医用の寮りようが見えるし、もっと遠方を望んでみれば住宅街にマンション、薬局と──ひどく面おも白しろみのない光景が広がっている。

　空はくすんでいるし、地表を見ても電線が隙すき間まなくぶら下がったやかましい風景。

　けれどそれは──間ま違ちがいなく、オトギの住んでいた世界。

　戻もどってくることを切望していた、世界だった。




「わわ、先生！　何泣いてるんですか!?」

　天使（暫ざん定てい）の慌あわてる声で、オトギは自分の目から流れ落ちる涙なみだに気付く。

　大の男が、なんとも情けない。自じ嘲ちようするように笑えみを零こぼして──オトギはその場で、天使（推定）が慌あわてるのにも構わずいきなり床ゆかの上に大の字になって寝ね転ころぶ。

「帰ってきたんだ」

　文明と秩ちつ序じよと常識で守られた、この世界に。

「……帰って……きたんだ」

　旅や冒ぼう険けん、危険といったものとはおおよそ無む縁えんな、この日常に。

　そんな、静かな喜びを嚙かみ締しめていたオトギに──こちらを覗のぞき込こむようにして、天使（仮か名めい）がにゅっと顔を出して、心配そうに口を開いた。

　その顔を見つめて。オトギはそこでふと、無意識のうちに一人の少女の顔を重ねてしまう。

「……ナニカ」

　銀色の髪かみの、星ほし守もりの少女。

　生き真ま面じ目めで意地っ張りで、頑がん固こ者で──けれど心根の優やさしい、あの少女のことを思い出す。

　彼かの女じよも、自分と同じように焰ほのおに吞のまれたのだろうか。

　生きているのだろうか。それとも──

「……あの、先生？　『何か』って、何がどうしたんです？」

「……いや、なんでもない」

　不安げに己おのれを見つめる天使（確実）にそう返すと、オトギはよっこらせ、と床ゆかから立ち上がって白衣を軽くはたく。

　体中灰だらけだし、髪かみの毛けも伸のばしっぱなし、顔だって無ぶ精しよう髭ひげだらけで酷ひどいものだ。

　そう言えばナニカにも、「髭ひげくらいはちゃんと剃それ」と言われたような。

　彼かの女じよの刺とげ々とげしい言い回しを思い出して、無意識に苦く笑しようして──オトギは慌あわてて、頭を振ふる。




　自分はもう、帰ってきたのだ。もはやあの世界にとって自分は完全に『外なるものアウター』で──もう二度とあの世界と関わりを持つことはないし、持ち得ない。

　あそこは、自分のいるべき世界ではない。ならば──忘れるべきだ。そう自分に言い聞かせると、オトギは天使（ネタ切れ）に向き直る。

「なあ。他の先生、今病びよう棟とうにいるかな。……無断欠勤して穴開けちまったから、謝あやまらねえと」

　尋たずねるオトギに、彼かの女じよはうーん、と考えて。

「朝回かい診しんしてる先生もいらっしゃると思いますけど、多分ナースステーションあたりで皆みなさんカルテ作業してるかと。……そうそう、教授にもちゃんと謝あやまっておいたほうがいいと思いますよ？　すっごく怒おこってらっしゃいましたから」

「おう、ご忠告どうも」

　そう言ってオトギは彼かの女じよと別れると、病びよう棟とうに続く自動扉とびらの前に立ち、ＩＤカードを出そうとポケットを探さぐって──

「……あ」

　そこで彼かれは、ＩＤカードをナニカに預けたままだったことを思い出す。

　セキュリティの関係上、カードが無ければこの辺りのスペースは行き来が出来ないようになっている。仕方がないのでオトギは後ろを振ふり返かえり、天使（現在進行形）へと声をかけた。

「悪い。ちょっとＩＤカード無くしちまってさ、ここ開けてもらえるか」

「んもう、先生はおっちょこちょいですね」

　言いながらこちらに駆かけ寄よってくる彼かの女じよ。そこで初めて、オトギは彼かの女じよが何やら大おお掛がかりな台車を押おしていたことに気付いた。

「ん、今からＥＣＴだったか。悪かったな、引き止めちゃって」

「いえ、そんな」

　彼かの女じよの押おしていた台車に乗っていたのは、大おお掛がかりな機械。ＥＣＴ──電気けいれん療りよう法ほうと呼ばれる、重じゆう症しようの精神疾しつ患かんの治ち療りように使われるものである。

　この治ち療りようはオペ室で行われることになっているため、こうしていちいち装置を病びよう棟とうから運んでいく決まりになっているのだ。

「自殺企き図とのある重度のうつ病の患かん者じやさんがいらっしゃって、どうしても薬物治ち療りように反応しないので……ってことで急きゆう遽きよやることになったんです。……なんて、先生に説明することじゃないですよね」

「いやいや。随ずい分ぶん期間空いちまって病びよう棟とうの状じよう況きよう忘れてたからな。ありがたい」

「随ずい分ぶん、って……たった三日ですけど」

　おっと、失言だった。肩かたをすくめるオトギの隣となりで、天使（類型）は何やら上じよう機き嫌げんそうににこにこしていた。

「どうしたんだ？」

「いえ。大したことじゃないんですけど──私、精神医学って凄すごいなって思うんです」

「……何だいそりゃ、藪やぶから棒に」

　首を傾かしげるオトギに、彼かの女じよはＥＣＴの機材を見つめて呟つぶやく。

「こころの病。精神科で扱あつかう病気って、昔は治なおせないものだと思われていたり……ひどい時には謂いわれのないことで迫はく害がいされたりもしたって言うじゃないですか」

「……ああ、そうだな」

　精神病という概がい念ねんが明確に病として定義され、治ち療りよう介かい入にゆうしうるものだと考えられ始めたのはごく近代になってからだ。それまでは、精神病というのは「よく分からないものオカルト」の領分として──ときに迫はく害がいされ、ときに不当に命を奪うばわれることすらあったという。

　……そう。『あちら』の世界の精霊クレマチヤたちのように。

「けど、精神医学が発展して──そういう目に遭あったかもしれない人たちに、寄より添そっていけるようになりました。しっかりと向き合って、お話を聴きいてあげて。こうして、治ち療りようの方法だって少しづつ増えてきました」

　ＥＣＴの機材を優やさしく撫なでて語る彼かの女じよから、オトギは少しだけ視線を外はずす。

「……治ち療りようしきれない症しよう例れいも、いっぱいあるけどな」

　精神科の疾しつ患かんは、予後の良いいものばかりではない。治ち療りようが効いて見み違ちがえるようになって帰っていく患かん者じやがいる一方で──治ち療りようしきれず、何度も再発を繰くり返かえす例だって枚まい挙きよに暇いとまがない。

　けれど、彼かの女じよは首を横に振ふって。

「それでも。それでも、精神医学は──『よく分からないものオカルト』だったものに、『病気』というカタチを与あたえてくれたんです。『治なおせないもの』を、『治せるもの』に。『救えなかった人』を『救うことのできる人』にしてくれたんです。……だから私、精神医学って凄すごいものだなって思いますし──先生たちみたいな精神科の先生のことも、本当に尊敬してるんです」

　はにかむようにそう告げた、彼かの女じよのそんな言葉に。

　オトギは言葉を失って、それから──振ふり払はらいきれなかった少女の顔を。彼かの女じよの言葉を不意に思い出して、拳こぶしをきつく握にぎり締しめる。




　彼かの女じよも、同じことを言っていた。

　貴方あなたは『治せないもの』を『治せるもの』にした。だから貴方あなたの持っているものを学びたいと──そう、彼かの女じよは言っていた。

　なのに僕ぼくは。クレマチヤを──ナニカを置いて、こんなところにいる。




「……治せるはずの患かん者じやを置いて、こんなところで何をやってるんだ、僕ぼくは」

「え？」

　オトギの呟つぶやきに、天使（事実）はきょとんと首を傾かしげて。

　そんな彼かの女じよに向き直ると、オトギは気さくな笑えみを浮うかべて口を開く。

「……悪い。ちょっと野や暮ぼ用思い出しちまった。他の先生や教授に、もうしばらく留守にするって伝えといてくれ」

「え？　ちょっ、先生!?」

　ぽかんとする彼かの女じよにそう言い放つと、オトギはそのまま踵きびすを返かえして──

「と、それともう一つだけ」

　その前にもう一度だけ振ふり返かえって、告げる。

「有難ありがとうな。君のお陰かげで、踏ふみ外はずさずに済んだ」

　そんな彼かれの背を。天使（真実）は目をぱちくりさせながら、ただ呆ぼう然ぜんと見送っていた。




　『ひがし棟とう十階のエレベータホールまで階段で登って、右から二番目、故障中のエレベータ扉とびらから乗る』というのが、例の怪かい談だんで示された作法だった。

　非常階段の鉄てつ扉ぴを開けて一足飛びに階段を駆かけ上あがりながら、オトギは歯は嚙がみして呟つぶやく。

「そうだ。僕ぼくにはまだ、患かん者じやがいる。僕ぼくにしか診みてやれない、患かん者じやがいる！　……それに」

　彼かの女じよと旅した数日を、思い出す。

　たったの数日。彼かの女じよに教えられたことなんて、幾いくつかの疾しつ患かんの概がい念ねんと薬のことくらいだった。

　もっと、もっと、教えていない疾しつ患かんは沢たく山さんあるのに。

　もっと、もっと、精神医学というのは奥おくが深いのに。

　なのに──

「……僕ぼくはまだ、君に何にも教えられていない！」




　吐はき捨すてるようにそう叫さけんで。

　オトギは、最上階──十階の鉄てつ扉ぴを、押おし開あける。










　　　　　■




　伸のばした手の先が空を切るのを感じて、ナニカが前を見ると。

　そこに広がっていたのはあの灰色の広場ではなく──色しき彩さい鮮あざやかな、一面の花畑だった。




「……え？」

　混乱する頭をどうにか働かせて、状じよう況きようを整理し直す。確か、クレマチヤの体から溶とけ出したあの黒い焰ほのおに吞のみ込こまれて──

「……生き、てる？」

　身に纏まとう長ちよう衣いにも、ところどころ煤すすけた部分はあるものの明らかに焼やけ焦こげたような痕こん跡せきはない。何より自分自身、どこにも痛むところなどはない。

　周囲を見回すと、周りに居並ぶ建造物はさっきまでいた広場から見えたそれと相そう違いないように思える。

　けれど上に見える空は、透すき通とおるように青くて。街並みも灰色一色ではなく、ちゃんと──人の営みが感じられるような色があった。

　しばしナニカが呆ぼう然ぜんとしていると。不意に──声が、聞こえてきた。

「マチヤさま！　あそぼー！」

「マチヤさま！　今日ね、がっこうでねー……」

「マチヤさま！　見て見て！」

　舌足らずな、いくつもの子供の声。彼かれらが口々に呼ぶその名を聞いて、ナニカははっとして声の方へと視線を向ける。

　すると──そこにいたのはいくつもの、灰で出来たヒトガタだった。

「……これ、は？」

　子供の声を発するそれらを、ナニカは呆ぼう然ぜんと見つめて。

　そして彼かれらの集まった花畑の中央に、ナニカはあるものを発見する。

「……クレ、マチヤさま？」

　地に伏ふせて静かに眠ねむる、巨きよ大だいな灰色の竜りゆう。

　その黒き鱗うろこは変色し、色あせてしまっているが──それは確かに、クレマチヤだった。

「マチヤさま」

「マチヤさま」

　灰の竜りゆうを、そう呼び続ける灰のヒトガタたち。

　少なくともクレマチヤがまだ生きていたことに安あん堵どしつつ、ナニカは駆かけ寄よろうとするが──灰のヒトガタたちがぎっしりと囲んでいてなかなか近付けない。どころか、

「マチヤさま」

「マチヤさま」「マチヤさま」「マチヤさま」

　ナニカの存在に気付いたのか、そう呟つぶやきながら彼かれらはその顔のない頭を向けて、ナニカへと群がり始める。

　ゆっくりと、じわじわと距きよ離りを詰つめてくる彼かれらに気け圧おされて後ずさりするナニカ。

　けれどそんな彼かの女じよの目の前で──突とつ然ぜんの轟ごう音おんと共に後方から放たれた紫し電でんが、彼かれらの姿を吞のみ込こんで一いつ掃そうした。

「……あ」

　振ふり返かえって、ナニカはそこに立っていた人物を認めるや否いなや身を固くする。




　白はく髪はつの、黒い騎き士し──黒こつ剣けんを構えたユースティスが、そこにいた。

「……っ、あなた……。なんで、こんな所に」

「あの焰ほのおに吞のまれた後、焰ほのおを裂さいて回っていたらここに出た。……俺おれの剣けんは精せい霊れいの加護を受けたもの。このくらいのことは造作もない」

　なんて滅め茶ちや苦く茶ちやな。

　とはいえ、彼かれの言葉で──彼かれら『循還騎士団サーキユラー』がこの空間の歪ゆがんだ谷底に降りてくることが出来た理由にも納なつ得とくがいった。恐おそらくは彼かれの『剣けん』で、上空を覆おおっていたあの『くらやみ』の天てん井じように穴を開けて来たのだろう。……何にせよ、滅め茶ちや苦く茶ちやな力押おしに変わりはなかったが。




「……だが、大当たりだったらしいな」

　彼かれは無感情な声でそう呟つぶやくと、花畑で静かに眠ねむるクレマチヤへと剣けんを向ける。

　そんな彼かれの挙動に──ナニカは思わず、クレマチヤの前へと立ちはだかっていた。

「何をするつもりですか」

「決まっている。今度こそ、そいつを殺す。……さっきは『角』を折り損そこねたせいで、こんなことになってしまったからな」

　言いながら彼かれは、ぐるりと周囲を一いち瞥べつする。

「ここは恐おそらくあの『焰ほのお』の中……そいつの意識が創り出した、現実改変の真まっ只ただ中なかだ。……それに、そいつらを見てみろ」

　彼かれが指差したのは、先ほど彼かれが散らした灰のヒトガタたち。

　灰を散らされた彼かれら──その灰の中に埋うまっていた人間たちを見て、ナニカは声にならない衝しよう撃げきを受ける。

　壮そう年ねんの男性や若い男、女性、そして中には、『循還騎士団サーキユラー』の騎き士しまで混じっている。

　皆みな意識は失っているようだが、幸いにして息はあるらしい。それにしても──

「……この、人たちは」

「恐おそらく、この谷で消息を絶った調査隊だ。そうやって灰の中に埋うめられて、この空間にずっと囚とらわれ続けていたんだろう。お前のように襲おそわれてな」

　先ほど、群がってきた彼かれらの姿を思い出す。あのまま助けられなかったら、自分もこうやって灰人形と化していたのだろうか。

　でも、どうしてそんなことを。ナニカは思いを巡めぐらせて──やがて、ある言葉を思い出す。

　寂さびしいと。しきりにそう訴うつたえていたクレマチヤの、疲つかれたような声を。

「……寂さびしかった、から？」

　寂さびしさゆえに、クレマチヤは精せい霊れい病びようを患わずらって。

　自身の力を暴走させ、こうして人を──取とり込こむようになってしまったのではないだろうか。

　……この谷にまだ人がいた頃ころが、恋こいしくて。

　人と、他者と触ふれ合あったときの記き憶おくが、懐なつかしくて。




「理由なぞ、どうでもいい」

　ぽつりと呟つぶやいたナニカの言葉をユースティスはそう一いつ蹴しゆうして、彼かの女じよを──そして彼かの女じよの後ろで眠ねむるクレマチヤを、じっと睨にらみつける。

「そこを退どけ。星ほし守もり」

「……イヤです」

　ユースティスが一歩、踏ふみ出だして。彼かれの剣けん先さきに、ぴしりと紫し電でんが弾はじける。

「星守り。お前なら分かるだろう、この精せい霊れい災害の原因は──そいつだ。……この馬ば鹿かげた世界を壊こわして、そこで転がっている連中を救うためには──そいつを殺すしか手はない」

　彼かれの言うことは、きっと正しい。

　彼かれのするがままにしておけば、きっとこの一連の騒そう動どうは平和に幕を閉じる。皆みな、この谷を脱だつ出しゆつして。やがて新しい精せい霊れいが生まれて、何ら変わらず霊れい脈みやくは元通りに管理されるようになる。

　それがきっと──もっとも賢かしこい選せん択たくで。

　だけどナニカは、突つきつけられた剣けん先さきを睨にらみ返して首を横に振ふる。

「まだ。まだ、クレマチヤさまを助ける方法は……あるはずです」

　頭の中に、一人の男の顔がよぎる。

　異世界から来たなんてわけの分からないことを言って、常識も体力もなくて、いつも飄ひよう々ひようとしていて、無ぶ精しよう髭ひげが汚きたない──冴さえない中年男。

　たった数日一いつ緒しよに旅をしただけだけれど。それでもナニカは、心のどこかで確信する。

　彼かれならきっと、こうすると。彼かれならきっと、にやりと笑って不思議な知識を披ひ露ろうして──クレマチヤさまを治なおしてしまうだろうと。

　けれど彼かれはここに、いない。ならば──それをするのは、自分だ。

「私が、クレマチヤさまを治します」

「……治す、だと。まだそんなことを言っているのか、星ほし守もり。……精せい霊れい病びようは──治らないものだというのに」

　苛いら立だたしげに吐はき捨すてる彼かれにびくりと肩かたを震ふるわせて、けれどナニカは反論する。

「精せい霊れい病びようは、こころの病やまいです。……ちゃんと話して、精せい霊れいさまの言葉に耳を傾かたむけて。頑がん張ばって手を伸のばせば──きっと、精せい霊れいさまは応こたえてくれます」

「夢物語だ」

　ばっさりと切り捨てて、ユースティスはその紫むらさきの瞳ひとみを鋭するどく細める。

「いい加減にしろ、星守り。……退どかないというのならお前諸もろ共とも、斬きるだけだ」

　そう告げて彼かれはさらに歩を進めて──その剣けん先さきはもう、ナニカを間合いに捉とらえ始めていた。

　彼かれの言葉は、恐おそらく脅おどしではない。恐おそらく彼かれは、それができる人間なのだ。

　だけど──ナニカは、動かない。

　たとえ斬きられようとも。ここで退ひいて後こう悔かいするよりは、百倍マシだったから。

　ゆっくりと、ユースティスが剣けんを振ふりかざす。その剣けん先さきを、ナニカはただ、無心で見つめて──その時だった。

　突とつ然ぜん、地面が大きく揺ゆれて。二人は揃そろってバランスを崩くずし、大きくよろける。

「……っ、余計な時間を食ったか」

　焦あせりが混じったユースティスの言に、ナニカは辺りを見回して──おおよそ現実感を欠いたその光景を前に言葉を失った。

「なに、これ」

　……空が、ぴしりぴしりと音を立ててひび割れて。あの『くらやみ』のような焰ほのおが──その隙すき間まからじわじわと、堕おちてきていた。

　辺りの建造物も、まるで外側から圧おされたように歪いびつに折れ曲がり、あるいは崩くずれて。

　その様相はさながら、丸いボールを強い力で押おし潰つぶしているかのような──そんなふうにも見えた。

　立ちすくむナニカをよそに、ユースティスは周囲を見回しながら切せつ羽ぱ詰つまった顔で唇くちびるを嚙かむ。

「……空間の歪ゆがみが、強まっている。いや、外側から圧縮されている──？　……どうやら、この空間ごと自殺する気らしいな」

　舌打ちをして、ユースティスは剣けんに向かって呼びかける。

「『ゲルエルドリン』。起動を──」

　しかし、その瞬しゆん間かん。




『あぁあああああぁぁあああぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁ[image: かんたんふ]』




　突とつ然ぜん叫さけび出したクレマチヤに、ナニカもユースティスも思わず動きを止めて息を吞のむ。

　重々しく響ひびき渡わたる、クレマチヤの絶ぜつ叫きよう。

　その絶ぜつ叫きように呼応するかのように、クレマチヤを中心として──花畑全体に、びっしりと緋ひ色いろの受容紋レセプタが浮うかび上あがっていたのだ。

　そして──起こった異変は、それだけではなかった。

「……え？」

　周囲に受容紋レセプタが浮うかび上あがるのと同時に、ナニカの懐ふところでも何かが光を放っていた。

　取り出してみると、それは──オトギから貰もらったあの、奇き妙みような文字の入った絵札。

「なんで、これが──」

　鼓こ動どうのように明めい滅めつするそれは花畑の受容紋レセプタと同期して、その光の強さを増していき。

　そして、ある時。一ひと際きわまばゆい光が膨ふくれ上あがると、辺り一面を包つつみ込こみ──




「……お、おおおぉおぉっ!?」




　光が収束して最初に聞こえたのは、どこか間の抜ぬけたそんな声。

　虚こ空くうに現れたその声の主は──花畑に投げ出されて、みっともない尻しり餅もちをついていた。

「……あ……」

　突とつ然ぜんのその乱入者の姿を、ナニカはただ呆ぼう然ぜんと見つめる。

　薄うす汚よごれた白い長ちよう衣いを羽織った、長身瘦そう軀く。伸のばしっぱなしの黒くろ髪かみに無ぶ精しよう髭ひげ。

　……こんな珍ちん妙みような風ふう体ていの人間を、見み間ま違ちがえようも、なかった。




「……よう、ナニカ。数分ぶり」




　片手を上げて、バツの悪そうな笑え顔がおを向ける彼かれに。ナニカは思わず、決して見せたくない表情を見せてしまいそうになって──慌あわてて仏ぶつ頂ちよう面づらを作って、彼かれに返す。




「……っ。遅おそいです、オトギさん……！」




　　　　　■




　さて、その少し前。

　勢いだけで非常階段を登りきったところで──オトギは冷静さを取とり戻もどして足を止めた。

「……年とし甲が斐いもなくいい感じに飛び出してきちまったけど、どうしよう」

　十階は一年ほど前にあった診しん療りよう科の統合合がつ併ぺい以降どの科も利用しておらず、現在は物置きと化しているフロアだ。

　病室だけでも他科で利用すればいいのに……と思ったりもするが、どうもお上の事情でそうもいかないらしく、そんなわけで幸いにして夜でなくとも殆ほとんど人が訪おとずれることはない。

　そんな電気もついていないがらんどうのエレベータホールで、オトギは腕うでを組んで唸うなる。

　右から二番目、故障中の張り紙のあるエレベータ扉とびら。怪かい談だん話で指定されたそのエレベータはしかし、当たり前だがうんともすんとも動かない。

「やっぱり夜まで待った方がいいのか……？　いやでも、それで行けたとしてもあっち行ったら数ヶ月後……とかありそうだしなぁ」

　先ほどの天使（回想）の話では、自分があちらに行ってから、こちらではたったの三日しか経たっていないのだという。であればざっくり計算してこちらの一日が向こうの一ヶ月、十二時間ですら二週間前後だ。

　今まさにクレマチヤを手にかけんとしていた循還騎士団サーキユラーたちのことを考えても、悠ゆう長ちようにしている暇ひまなどない。

「……あー、もう。どうする、どうする？」

　じんわりと焦あせりを滲にじませてエレベータのボタンを無意味に連打するが、当然反応はない。

　何か使えるものはないか、そう思って白衣のポケットを漁あさると──手に触ふれたのは、備び忘ぼう録ろくとして向こうで見聞きしたことを書き留めていたメモ帳。

　その中身にざっと目を通して、オトギはある記述に目を留とどめると──

「……くそ、こうなりゃ試ためすだけ試ためしてみるか。……く、『展開クオレ』！」

　自身の書いた『精せい霊れい術じゆつ』に関する記述。そこに書き留めていた精せい霊れい語を大声で叫さけんで──

「……ま、そうだよなぁ」

　当然のことながら何も起こらないことに、安心するやらがっかりするやら。魔ま法ほうの呪じゆ文もんを大声で叫さけんでいる三み十そ路じ男性という絵え面づらに己おのれのことながら嫌いやな汗あせを流しつつ、オトギは自じ嘲ちよう気味に苦く笑しようを零こぼして──

　その瞬しゆん間かん。足元から黒い靄もやが立ち上り。

「お？」

　がくん、と。足場の感覚がなくなって、オトギは真っ逆さまに、どこかへと落ちていく。

「おぉおぉぉぉぉ!?」

　エレベータは関係ねえのかよ！　と胸中で突つっ込こみを入れる余よ裕ゆうすらなく、オトギは真っ暗なトンネルのような場所を真っ逆さまに落ちていき──やがて盛せい大だいに尻しり餅もちをついて、どこかに着地した。

　痛む腰こし骨ぼねをさすりつつ、いまだ浮ふ遊ゆう感の残る頭を軽く揺ゆすっていると、

「……あ……」

　たった数分。だけどもう随ずい分ぶん聞いていないような懐なつかしい声が聞こえて。

　オトギは顔を上げると──泣きそうな顔でこちらを見つめる少女に、バツの悪い笑え顔がおを浮うかべて口を開く。

「……よう、ナニカ。数分ぶり」

「……っ。遅おそいです、オトギさん……！」

　若じやつ干かん震ふるえた声で、けれどいつもの調子でそう叱しかりつけてくる彼かの女じよ──ナニカに妙みような安心感を感じながら、駆かけ寄よってきた彼かの女じよに「すまんすまん」と軽い調子で謝あやまった後、オトギは立ち上がって周りを見回す。

　先ほどまでいた広場とよく似た場所だが──足元の広場には積もった灰の代わりに花畑が広がっていて。空はひび割れ、広場を囲む建物はとんでもない外圧が加わったのか、どれもがひしゃげ、折れ、崩くずれ落おちてしまっている。

「……何だこりゃ、何があった」

「精せい霊れいさまが……クレマチヤさまが精せい霊れい災害で、『くらやみ』が暴走で！」

「なるほど、大体分からんでもないが微び妙みように分からん」

　どうも大分頭の中がこんがらがっているらしいナニカの言葉に首を傾かしげていると、答えは意外な方向から返ってきた。

「精せい霊れい災害だ。……あの精せい霊れいは恐おそらく、この空間ごと自殺しようとしている」

　ぶっきらぼうにそう告げたのは、ユースティスだった。思わず睨にらみ返しそうになるのを抑おさえて、オトギは彼かれをじっと見つめる。

「……分かりやすく、どうも。で、どうしてそんなことを教えてくれる気に？」

「その星ほし守もりに邪じや魔まされたせいで、アレを殺すのが遅おくれた。……また同じ問答を繰くり返かえすのは、面めん倒どうだからな」

「そうかい。そりゃお気き遣づかい頂いて悪いが……残念だけど、僕ぼくも君の邪じや魔まをするぜ」

　言って、オトギは後ろで石のように眠ねむり続ける灰色の竜りゆうを一いち瞥べつした後、ユースティスへと向き直って不敵に笑ってみせる。

「君にあの精せい霊れいは、殺させない」

「……物分りの悪い奴やつが増えただけ、か」

　二人の視線が、剣けん闘とう士しの刃はのように交こう錯さくして。

　先に動いたのは──オトギだった。

「ナニカ。薬の用意を頼たのめるか」

「え？　……あ、はい……」

　剣けんを向けるユースティスにくるりと背を向けて、そう告げるオトギ。そんな彼かれの言葉にナニカは一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとした様子だったが、すぐに戸と惑まどいながらも頷うなずいて、背中の薬くすり匣ばこを下ろし始める。

　そんなオトギを、まあ当然と言えば当然だが──ユースティスが鋭するどく睨にらむ。

「……何のつもりだ」

「いや、だから治なおすんだ。クレマチヤを」

　堂々とそう言いつつも、なるべく彼かれの持つ剣けんには視線を向けない。オトギはその手の鉄てつ火か場ばとはおおよそ無む縁えんの一いつ般ぱん人じんである。そんなものを向けられながらでは、落ち着いて話も出来ないというものだ。

　あくまで医師としての体面を取とり繕つくろいつつ、オトギは口元に笑えみを浮うかべて続ける。

「抑よくうつ気分を主徴しるしとし、そこに睡すい眠みん障害、精神運動性の沈ちん滞たい、気力の減退、自責感──そして自殺企き図となどのエピソードを伴ともなう気分障害。これは、僕ぼくたちが『うつ病』と呼んでいるものに近い。……責任感の強い、真面目な性格の奴やつが罹かかりやすいって点も含ふくめてな」

　たった一人、愚ぐ直ちよくにこの谷を守り続けてきた黒き竜りゆう。

　その孤こ独どくが、その徒労感が──かの精せい霊れいを蝕むしばんだのだ。

「冬季うつ病なんて言葉もあるくらいでね、気分の浮うき沈しずみってのは日照時間にも左右されるって話がある。……こんな暗い谷で、誰だれとも会話もしないで一人でいれば──誰だれだって、気持ちは落おち込こむってもんだ」

　そう説明するオトギの言葉に、思わず耳を傾かたむけていたらしいユースティスははっとして剣けんを握にぎり直した。

「……っ、わけの分からんことを。そんな下らない御ご託たくが、何になる」

「いいかい、イケメン君。医い療りようってものの第一歩は──敵の正体をはっきりさせることだ。『よく分からないもの』を、『分かるもの』にする。『分かるもの』になれば、それとの戦い方だって考えられる。君らみたいな騎き士し様なら、分かるだろう？」

　オトギの言葉に、ユースティスはその仏ぶつ頂ちよう面づらを歪ゆがめて口をつぐむ。なるほど、どうやら心まで鋼はがねで出来てる鉄の男──というわけでもないらしい。……年ねん齢れい相応に、押おせば揺ゆれる。

　オトギが密ひそかにほくそ笑えんでいると、ナニカが「あの」と声を掛かけてきた。

「オトギさん。薬は……どれを使えばいいんでしょうか？」

「んー、そうだな」

　少し考えて、オトギはクレマチヤの発言を思い出しながら、続ける。

「クレマチヤは、霊れい脈みやくの制せい御ぎよが出来なくなったせいであの『くらやみ』が生まれたと言っていた。……これは僕ぼくの仮説だけど、恐おそらくそれは──彼かの女じよが霊マ子ナを放出出来なくなったせいだと思う」

「霊マ子ナを、放出できない……？」

「ああ。うつ病の疾しつ患かん原因の仮説の一つとしてモノアミン仮説ってのがあってな。脳から出た神経伝達物質がうまく行ゆき渡わたらないせいで、正常な興奮反応が起きなくなっちまう……」

　と、くどくどと説明し始めたあたりでナニカは目をぐるぐるさせ始めていたので、オトギは慌あわてて言葉を換かえる。

「……あー、まあつまりだな。こっちの言い方で言うなら、『霊マ子ナ』を上う手まく出せなくなって、そのせいで『精せい霊れい術じゆつ』を上う手まく起こせなくなる。そういう病気だと考えられているんだ」

「……なるほど。だったら」

　何やら合点がいった様子でそう呟つぶやくと、彼かの女じよは匣はこから小こ瓶びんを取り出してオトギに手て渡わたす。

　その小こ瓶びんのラベルには──ミルタザピン（理論上）という、相変わらずなネーミングの名前が書かれていた。

「この薬は、精せい霊れいさまの『角』に作用して、霊マ子ナの放出力を強める薬です。……今のオトギさんの話なら、これをクレマチヤさまに……って、何ですかその顔」

　驚おどろきが思いっきり顔に出ていたらしい。オトギは軽く目め頭がしらを揉もんだ後、大きく頷うなずいた。

「いや、なんでもない。君の理解力にちょいと驚おどろいただけだ。……ああ、君の選せん択たくで多分、間ま違ちがいない」

　本来のミルタザピンは、ざっくり言えば神経伝達物質の放出量を増やして抑よくうつ症しよう状を抑おさえる──今彼かの女じよが告げたのとほぼ同じ機き序じよをもたらす薬である。

　一度疾しつ患かんの概がい要ようを聞いただけで正しく理解し、対応した薬を出してくる──彼かの女じよの薬くす士しとしての力量に内心舌を巻きつつ、オトギは彼かの女じよに促うながす。

「それじゃ、頼たのむ」

「はい。……頑がん張ばります」

　念のため横目でユースティスの様子を窺うかがうが、意外にもこちらに手を出そうという素そ振ぶりはなく、ただ剣けんを地に突つき立たて、腕うで組ぐみをしてこちらをじっと見つめている。

　そんな中で──ナニカの詠えい唱しようが、始まった。

「……『展開クオレ』『集ア中レしーてト』『運べヴイント』」

　小こ瓶びんの中身を撒まきながら、彼かの女じよが謳うたうと──淡あわく緑色に輝かがやく光がクレマチヤの全身を包つつみ込こみ、その頭に生えた一対ついの薄うす水みず色の『角』へと吸すい込こまれてゆく。

　そして──次の瞬しゆん間かん。その体を起点として、辺り一面に明るい色の焰ほのおが弾はじけた。

「うお!?」

　咄とつ嗟さに体を仰のけ反ぞらせるオトギだったが、しかし焰ほのおが体に触ふれても熱感はない。恐おそらくはこの焰ほのおは──クレマチヤの放つ霊マ子ナそのものなのだ。

　焰ほのおは瞬またたく間まに空へと伸のびて柱を造り、ひび割れた空に。そして、その奥おくに広がる『くらやみ』に突つき刺ささっていく。

　空がひときわ眩まばゆい光を放ち、オトギはそれに、顔を覆おおいながら叫さけぶ。

「……効いたか!?」

　が、しかし。

「いや」

　そう返したのは、同じく上を見上げていたユースティス。彼かれの言葉に空を見ると──焰ほのおの柱は『くらやみ』に突つき刺ささったものの、それを搔かき消しきれず拮きつ抗こうしたまま。

「……止まったが、それだけだ。時じ間かん稼かせぎにはなるだろうが、じきに押おし負まける」

　つまらなそうにそう呟つぶやくユースティスを前に、オトギはぎりりと歯は嚙がみする。

「薬を使っても、改善しないか……！」

　重度のうつ病では、抗こううつ薬やくに対する反応性が鈍にぶいものもある。この状じよう況きようも、それに類するものだろう。

　だったら、どうする。別の薬やく剤ざいを使うか？　だが──もはや状じよう況きようは、悠ゆう長ちように各種薬品を試ためしていられる時期を逸いつしている。

「やはり、無む駄だだったか。……期待はずれだな」

　ユースティスが地面から剣けんを引ひき抜ぬいて、クレマチヤの方へと向かおうとする。それを──ナニカは彼かれの腰こしに抱だきついて、必死に止めようとしていた。

　……時間がない。どうする。

　あの焰ほのおの柱が『くらやみ』を押おさえ込こんでいられるのも、見た限り長くはない。

　焰ほのおは既すでに輝かがやきを失い始めて、そらを覆おおう『くらやみ』も再びその密度を増し始めている。

　何か、まだ手はあるはず。この状じよう況きようで打てる、重じゆう症しよううつ病に対する対たい抗こう策──




「……あった」

　雲が晴れたような気持ちで、オトギは気付けば、そう呟つぶやいていた。

「え？」

　ユースティスに抱だき付ついたままで声を漏もらしたナニカに、オトギは静かに頷うなずいて。

「まだ、手はある。ただし……君の力が、必要だ」

　そして──ユースティスへと向き直って、そう告げた。




「……何だと？　貴様、何を言っている」

　その表情を険しくするユースティスに、オトギは淡たん々たんと言葉を継ついでゆく。

「電気けいれん療りよう法ほう、という治ち療りようがある。これは体に電流……雷かみなりを流すことで人じん為い的なけいれんを起こして、脳に刺し激げきを与あたえて症しよう状じようを改善させるってものでね。重じゆう症しようのうつ病に対しても即そつ効こう性の期待できる治ち療りようなんだが……今言ったとおり、雷かみなりが必要になるんだ」

「だから、俺おれに協力しろと？　そう言いたいのか、貴様は」

「ああ、そうだ。……クレマチヤを治なおすために、協力してくれ」

　そう、オトギが告げた直後。その首筋に、見えないほどの速度で黒こつ剣けんが突つきつけられた。

「……治す、だと。貴様らの言うことは、夢想事だ。精せい霊れい病びようは、治らない」

　そう呟つぶやいて。彼かれはその紫し瞳どうを揺ゆらしながら──オトギに向かって吠ほえる。

「だから俺おれたちは、殺すんだ。奴やつらが人を傷つける前に。奴やつらが、奴やつらでなくなる前に。……精せい霊れいに、精せい霊れいとしての尊厳ある死を、与あたえる為ために！」

　絞しぼり出だすようにそう告げた、彼かれに。

「そうするしかないから、そうしてるんだろう」

　オトギが返したのは、そんな短い言葉。

　けれどその言葉に──ユースティスの肩かたは、びくりと震ふるえた。

「君は、この前言ったよな。殺すことが『救い』だって」

「……ああ、そうだ。それが──」

「つまり君も、精せい霊れいを救いたい。その点では僕ぼくたちと、意見は一いつ致ちしているはずだぜ」

　そんな言葉に、彼かれは一いつ瞬しゆんだけ目を丸くして──けれどすぐに、その眼光の鋭するどさを研とぎ澄すます。

「……下らん。俺おれは、貴様らとは違ちがう。貴様らのような不確実なやり方など、決して認めない！」

「不確実？」

　吐はき捨すてるように告げた彼かれを、オトギは不思議そうに見返して──それから彼かれにしては珍めずらしく、馬ば鹿かにしたようにその言葉を鼻で笑い飛ばすと。

「そいつは違ちがうな、イケメン君。僕ぼくは──僕ぼくたち医者はな、『失敗しない』んだよ」

　突つきつけられた剣けんに構うことなく詰つめ寄よって、断固たる口調でそう告げる。

「……なっ……」

「僕ぼくたちは、確実に患者を救う。絶対に、患かん者じやを救う。死んでも患かん者じやを救う。……そういうつもりで診しん察さつするし、そういうつもりで治ち療りようを選せん択たくしてるんだ。だから」

　そう言って、突つきつけられた剣けんをぐっと摑つかんで。

「分かったら、僕ぼくたちに協力しろ。……僕ぼくの『確実』は、誰だれも殺さなくていい『確実』だ」

　そう断言したオトギに、ユースティスはただ、言葉を失って。

「……とんだ、傲ごう慢まんだ」

　呟つぶやくや否いなや剣けんを引くと、おもむろにオトギを──オトギの背後で再起していた灰のヒトガタを打うち据すえて、小さく息を吐はく。

「一度だけだ。証明してみせろ、貴様の『確実』とやらを」

　そんな彼かれに、オトギは内心で冷ひや汗あせを流しつつもあくまで平然とした表向きを保って頷うなずき返し──眠ねむり続けるクレマチヤへと視線を戻もどす。

　……さて、ここからが問題だ。

　電気けいれん療りよう法ほうは比ひ較かく的てき侵しん襲しゆう性の高い治ち療りよう法である。ゆえに、本来の作法であれば事前に心電図や血液など全身状態の確かく認にんをしっかり行った上で、施せ術じゆつ時にも麻ま酔すいや筋きん弛し緩かん剤ざい、酸素投とう与よを併へい用ようしつつ執とり行おこなうのが理想なのだ。

　だが相手は、この巨きよ大だいな竜りゆう。そうでなくとも満足のいく準備を『こちら』で行うのは望むべくもなし、そもそもそんな時間だってありはしない。

　となれば──ぶっつけ本番の外げ法ほうで攻せめるしかないだろう。

　腹をくくったオトギに、そこでナニカが横から不安そうに問うてくる。

「あの、オトギさん。オトギさんの言う『電気けいれん療りよう法ほう』って、その……ちゃんと、効果があるんですか？　体に雷かみなりを流して、それが『こころの病やまい』に効くなんて──いまいち想像が出来ないんですけど」

　ふむ、いい着眼点だ。

「もちろん。れっきとした治ち療りよう法さ。……効果の出方は人によるから何度かやってようやく反応がある場合もあるし──逆に、一回でてきめんに元気になることだってある」

　そんな回答にナニカはへぇ、と感かん嘆たんの声を漏もらした後、しかしすぐ難しい顔で続ける。

「……でも、ちゃんと精せい霊れいさまにも効くんでしょうか」

　そんな彼かの女じよの指し摘てきに内心で痛いところを突つかれたと苦く笑しようしつつ、けれどそれを表には出さずにオトギはしっかりと頷うなずいて、

「ミールが言ってただろ、仮の肉体に起こった異変は──精せい霊れいの本体である精神にも何らかの形でフィードバックを起こすって。……ならこうしてクレマチヤの体に刺し激げきを与あたえることで、精神にも何かしらの良いい変化が起こる可能性は大いに期待できる」

「……確証は」

「経験と勘かん、ついでに言えば願望も混じってるな」

「……噓うそつきですね、オトギさんは。何が『確実』ですか」

　返す言葉もないが、とはいえ今打てる手はもうこれしかないのだ。

　そんな二人の会話に、外野で腕うでを組んでいたユースティスが苛いら立だたしげに振ふり返かえると、

「……おい医者。それで、俺おれは一体何をすればいいんだ」

　そう急せかしてきたので、オトギは頭を搔かきながら返す。

「クレマチヤの……そうだな。額ひたいの辺りを目め掛がけて、君の雷かみなりを当てて貰もらえるか。強度は状態を見ながら僕ぼくが指示する」

「分かった」

　意外にも、素す直なおにそう頷うなずくと彼かれはクレマチヤへと歩み寄り、剣けん先さきをその額ひたいに突つきつけて──静かに呟つぶやく。

「『雷よゲールス』」

　彼かれの『精ワ霊ー語ド』に応じて、紫し電でんがばちりと剣けん先さきで小さく弾はじけて。けれど特に、何か変化があった様子は見られない。

「もう少し、強度を上げてくれ」

　オトギの言葉に応じて、ユースティスの黒こつ剣けんはその輝かがやきを増してゆく。ばちり、ばちりと放たれる紫し電でんはその勢いを増して──そして、数秒ほど経たった時のことだった。

　クレマチヤの巨きよ体たいが、びくりと震ふるえて。その体を覆おおっていた灰が、さらさらと鱗うろこの上を滑すべり落おちてゆく。

「もう少し」

　クレマチヤの大きな翼つばさが不規則に跳はね上あがって、その顎あごはがちがちと牙きばを打ち鳴らし始める。

　そうして更さらに数秒が経たった、その時だった。




『……ぐ、ああぁぁああああぁぁ!!　痛い。痛いぞ！』




　くわっとその金の瞳ひとみを見開いて。

　クレマチヤが──目を覚ました。

「よし、ストップ」

　オトギの制止に従って、剣けんを収めるユースティス。そんな二人の前でクレマチヤはその顔を歪ゆがめながら天を仰あおいで、形容し難にくい──地鳴りのような咆ほう哮こうを響ひびかせる。

　その瞬しゆん間かん、クレマチヤの鱗うろこの上を滑すべるように焰ほのおが広がって。それらが収まると、灰色に脱だつ色しよくしていたその鱗うろこは、黒曜石のように光こう沢たくのある漆しつ黒こく色いろを取とり戻もどしていた。

『痛い、痛い。何だ、なんだというのじゃ……！』

　いまだ頭を振ふりながら呻うめき続ける黒こく竜りゆうに、オトギはほっとした顔で声を投げかける。

「痛い思いをさせて済まない、気分はどうだ？」

『……最悪じゃ。久々に、貴様ら人間を縊くびり殺してやりたくなったわ』

　脳に刺し激げきを送られるというのは仮の肉体、しかも屈くつ強きような竜りゆうの体であっても変わらず苦痛であるらしい。だが──「苦痛を感じて、それを恨うらみに思っている」。そんなクレマチヤの反応に、オトギはある種の安あん堵どを感じていた。

「なあ、クレマチヤ」

『なんじゃ、人間め。……貴様、この儂わしになんたる──』

「今、『死にたい』って思うか？」

　オトギが静かにそう問うと、クレマチヤは面食らったように黙だまり込こんで。

　しばし何かを考かんがえ込こんだ後、その首を横に振ふった。

『……分からぬ。分からぬが……今、痛いと思ったこと。イヤだと思ったことは、確かじゃ』

　そう答えたクレマチヤの表情は──どこか、戸と惑まどった様子で。

　そんなクレマチヤに、オトギは間かん髪はつ入れずに告げる。

「なあクレマチヤ。起きがけで悪いが、あんたに提案がある。一いつ緒しよに……ここから、外に出ないか」

　そんな彼かれの提案に、眉まゆをひそめたのはユースティスだった。

「……馬ば鹿かなことを。こいつはこの聖域の管理精せい霊れいだ。それがその座を空けるなど、決して許されることではない」

　そう厳しく言い放った彼かれに、

『そうじゃ。……儂わしがこの場を去るなど、断じて有り得ぬ』

　そう言って──同調したのはクレマチヤ本人だった。

　そんなクレマチヤに、オトギは眉まゆ根ねを寄せて抗こう弁べんを返す。

「あんたが病やまいを患わずらったのは、この環かん境きようのせいも多分にある。……今は少し持ち直したけど、環かん境きようを変えなかったらまた──症しよう状じようが再燃することだって」

『そうなれば、そうなったじゃ』

　オトギの説得にもただそれだけ返して、静かな瞳ひとみで遠くを眺ながめるクレマチヤ。

　そんな竜りゆうの態度はけれど、希き死し念ねん慮りよや投げやりともまた違ちがう、確固たる意志を秘めていて。

　それが何なのか──それを知るために、オトギは問いを重ねる。

「……そうまでしてあんたが意地になる理由は、なんだ。ここが『聖域』とやらだからなのか」

　そんなオトギの問いかけに、クレマチヤはゆっくりと首を横に振ふると──その金色の瞳ひとみで、己おのれの足元に広がる花畑をじっと見つめて呟つぶやく。

『贖しよく罪ざい、じゃよ』

「……贖しよく罪ざい？」

　尋たずね返すオトギに、クレマチヤは静かに頷うなずいて、言葉を続ける。

『……この地にかつて人が住んでいたと、儂わしはそう、話したな』

「……ああ」

『じゃが、何な故ぜいなくなったのかは──話しておらなんだ』

　そうぽつりと呟つぶやくと、クレマチヤは何かを思い返すようにその分厚い瞼まぶたを閉じる。

『……この街は、うぬらも知っているとおり霊れい脈みやくの集まる場所。じゃが、それだけではない。この地は──この地がかつて『世界の口』と呼ばれていなかった頃ころは、この近くには大きな火の山があったのじゃ』

「……だから火を司つかさどるクレマチヤさまが、この地に？」

　言葉を挟はさんだナニカに、クレマチヤは無言で小さく頷うなずく。

『かつては、この地は今ほど霊れい脈みやくの集まる場所ではなかった。儂わしはただ、あの火の山を司つかさどるものとしてこの地にあった』

　『黒こく焰えん』のクレマチヤ。そんな名でどうしてこんな場所を管理しているのかというのはオトギとしても疑問に思うところではあったが、なるほどそういうことなら合点がいく。

『儂わしは儂わしの権能でもってあの火の山を制せい御ぎよし、噴ふん火かを防いでいた。するとやがて、人間どもは──あろうことかこんな場所に街なぞ造って、住み着きよった』

　少しだけ、ほんの少しだけ、その顔に笑えみのようなものを滲にじませて、竜りゆうは言う。

『奴やつらは、愚おろか者ものじゃった。儂わしを崇あがめ、奉たてまつり。馴なれ馴なれしく、まるで隣りん人じんのように儂わしに言葉を掛かけてきて。……そんな阿あ呆ほう共のせいで、儂わしは──幸せに、なってしまった。あの日、かの山が焰ほのおを吐はき出だすまでは』

「……焰ほのおを、って」

　オトギはそれで、全てを理解する。

　かつて火山の麓ふもとにあったという、灰に覆おおわれた街。……つまり、この場所は。この街は──

『少しずつ、山が動き始めていたことは理解していた。儂わしは奴やつらに、この街を捨てるように言った。けれど──奴やつらはどこまでも、愚おろかじゃった。儂わしを独り置いて逃にげるわけにはいかないと。儂わしを信じて、ここに居ると。そんなことを宣のたまって──誰だれ一人ひとりとして、この地を去ろうとしなかった』

　ぎちり、と、竜りゆうの顎あごが音を立てて軋きしむ。

『儂わしは、どうにかしてあの焰ほのおを──真っ黒な、あの焰ほのおを押おさえ込こもうとした。けれど、儂わしですら──星の底から湧わき出でるあの焰ほのおを、止めることはできなかった。その結果が、この有あり様さまじゃ』

　クレマチヤがそう告げた途と端たん。世界の色が、がらりと変わる。

　広場に咲さき乱みだれていた花畑は一面、焰ほのおに包まれて。

　道という道を、押おし寄よせる真っ黒な濁だく流りゆうが埋うめ尽つくし。

　そして──無数の悲鳴が、あちらこちらから聞こえては消えてゆく。

『儂わしのせいで、この街は──灰となった。それだけではない。あの火の山の蠢うごめきで大地は割れ、霊れい脈みやくは大きくねじ曲がり、そしてこの街は、こんな地の底に沈しずんだ。……儂わしのせいじゃ。何もかもが、儂わしのせいなのじゃ』

　声を荒あらげて、竜りゆうは悲鳴のようにそう告げる。

　その金の瞳ひとみから真っ黒な涙なみだを流しながら、クレマチヤは──駄だ々だっ子このように首を振ふる。

『これは、儂わしの罪じゃ。この地に独り、在あり続けること。それは──儂わしが背負わなければならない、罪なのじゃ。だから……』

「……だから、ここから出ない。そうおっしゃるんですか」

　そんな声に、オトギがはっとして振ふり返かえると。

　凛りんとした声でそう問うたのは──意外にも、ナニカだった。

『そうじゃ、星ほし守もりよ。……じゃが、勘かん違ちがいはするな。儂わしはこうすることに、満足しておるのじゃ。うぬらのおかげで、儂わしは儂わしを取とり戻もどして。お陰かげでまた、この罪と共にこの地の底に眠ねむり続けることが出来る。この罪をずっと、背負い続けられる。……これが、儂わしにとっての『救い』に他ならな──』

「……ダメです、そんなの」

　クレマチヤの言葉を遮さえぎるように。ナニカは静かに、けれど断固たる口調でそう告げて──金色の巨きよ大だいな瞳ひとみを真正面から睨にらみつける。

「オトギさんが貴方あなたを治なおそうとしたのは、貴方あなたにそんなことを選ばせるためじゃない。貴方あなたにちゃんと、生きてもらうためです。……そうですよね、オトギさん」

「お、おう……」

　いきなり話を振ふられて思わずしどろもどろになりながら、オトギは頷うなずく。そんな彼かれに鼻息荒あらく頷うなずくと、ナニカはクレマチヤへと視線を戻もどして──さらにまくし立てる。

「……『救い』って。貴方あなたはそう、言いました。だったら、そうなのかもしれない。……『救う』ってどういうことなのか、『救われる』ってどういうことなのか。私にはまだ全然分かっていないから、私は貴方あなたの言うことを、否定することなんてできない。……けど」

　決然と、彼かの女じよはクレマチヤに向かって告げる。

「それでも。貴方あなたみたいに──そんな風に悲しい顔をしていることが『救い』だなんて私は思いたくない。我わが儘ままかもしれない、身勝手なのは分かってます。けど私は……それだけは、譲ゆずりたくないんです、だから」

　すぅ、と大きく息を吸すい込こんで。




「だから、もう──全部放り出しましょう！」




『……なに？』

　勢い良くそう言い放ったナニカに、クレマチヤは──目を丸くして、言葉を失っていた。

　いや、クレマチヤだけではない。ユースティスも、そしてオトギですらも──彼かの女じよの発言に、少なからず度ど肝ぎもを抜ぬかれていた。

「……おい、ナニカ……？」

「オトギさんは黙だまってて下さい」

　オトギの口出しをぴしゃりと打うち払はらうと、彼かの女じよはクレマチヤに向かって言葉をぶつける。

「もう、十分です。クレマチヤさまは──十分すぎるほど、御お役やく目めを果たしたと思います。頑がん張ばったと、思います。だから……これからはもう、頑がん張ばらなくていいんです」

『頑がん張ばらなくて、いい、だと？』

「はい」

　堂々と頷うなずいて、彼かの女じよはぎこちない笑え顔がおをクレマチヤに向ける。

「この谷の霊れい脈みやくのことだって、クレマチヤさまが一人で抱かかえ込こむ必要はないはずです。だってこれは──精せい霊れいさまだけじゃなくて、私たち人間の問題でもあるんですから。一いつ緒しよにどうするかを考えましょう」
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　そんな彼かの女じよの言葉を受けて、クレマチヤはしばらく呆ぼう然ぜんとして──




『……ふ、はは。あははははははははは！』




　天と地がひっくり返りそうな、凄すさまじい笑い声が世界を揺ゆらして──ひとしきり笑い終えると、クレマチヤは大きく、満足げに息を吐はいた。

『全く、取るに足らぬ小こ娘むすめの言葉ひとつで……こんなにも、満たされてしまうとは。儂わしも余よ程ほど、心が弱っていたようじゃな』

　くっくっ、と、呻うめくように笑いを零こぼしながら黒こく竜りゆうはそう呟つぶやいて。

　その横顔に──一筋、涙なみだが流れ落ちる。

『頑がん張ばらなくて、いい。……その言葉が欲ほしかったのか、儂わしは。く、かか。なんとも……なんとも浅ましいものよ』

　自じ嘲ちよう気味にそう告げると、クレマチヤはそこで、少し離はなれて腕うでを組んでいたユースティスへと顔を向けた。

『……ゲルエルドリンの信徒よ。うぬは、儂わしを──どうしたい』

　穏おだやかな声で問うたクレマチヤをユースティスは数秒じっと見つめた後、顔を背そむけて呟つぶやく。

「俺おれの役目は、災わざわいを為なす精せい霊れいを斬きることだ。……貴様のことなぞ、知らん」

『……そうか。有難ありがとう』

　クレマチヤの言葉に、忌いま々いましげに舌打ちするユースティス。けれどそれ以上の行動を起こす気はないらしかった。




　……に、しても。クレマチヤを見上げるナニカを横目で見つめて、オトギは肩かたをすくめる。

　『頑がん張ばらなくていい』と──そう、彼かの女じよはクレマチヤに告げた。

　それはきっと、思ったがままに出ただけの言葉だろう。けれどクレマチヤにとって──彼かの女じよのように認にん知ちの歪ゆがみが生じ、自分の心に押おし潰つぶされそうになっている者にとっては、それは時にどんな抗こう精せい神しん病びよう薬やくよりもよい治ち療りようとなりうるのだ。

「……なんですか、人のことをじろじろ見て」

「いや、なに。君はすげーやつだと、そう思っただけさ」

「……？」

　そんなオトギの言葉に、ナニカは怪け訝げんな顔で首を傾かしげて。と、そんな時のことだった。




　ずずん、と。大きな振しん動どうと共に遠くで建物が崩くずれて、オトギたちはたまらずよろめいた。

「なんだ、一体──」

　呻うめきながら空を見上げて、そこでオトギは苦い顔になる。

　真っ黒な、空。一面に広がる闇やみが、先ほどまでよりも近付いているように見えた。

　……クレマチヤの焰ほのおの柱がいよいよ霧む散さんして、『くらやみ』が再び堕おち始めているのだ。

「抑おさえが、効かなくなったか」

　空を睨にらんで呟つぶやいたユースティスの言葉の中には、僅わずかにだが苦いものが混じっていた。

　どうやら、彼かれから見てもよくない状じよう況きよう……ということらしい。

「なあ、クレマチヤ。あれをどうにかする方法は……あるのか？」

　オトギがそう問うと、クレマチヤは上空をじっと睨にらんで、低く唸うなる。

『……何度も言うが、あの『くらやみ』は霊れい脈みやくそのものじゃ。様々な場所からこの地へと終着し、淀よどんだ霊れい脈みやく。……あそこまで変質しては、儂わしであっても調律するのは難しい……が』

　そう言葉を区切って、クレマチヤがゆっくりと、その巨きよ体たいを起こし。

『手は、なくはない』

　次の瞬しゆん間かん、その全身に──びっしりと、緋ひ色いろの受容紋レセプタが浮うかび上あがった。

「……クレ、マチヤさま？」

『のう、星ほし守もりよ。訊きき忘れていたことが、一つある。……うぬは、なんという名なのじゃ』

　唐とう突とつなその問いかけに、ナニカは戸と惑まどいつつも答える。

「ナニカ、です」

『ナニカか。よい名じゃ』

　そう呟つぶやくとクレマチヤは満足げに目を細めて、その翼つばさを大きく広げてみせた。

『のう、ナニカよ』

「……なん、でしょうか」

　風圧にどうにか踏ふみ止とどまりながら返した彼かの女じよに、クレマチヤは──静かに、告げる。

『あの『くらやみ』を御ぎよして、この谷から出られたら……儂わしは、うぬと旅をしてみたい』

「……え？」

　突とつ然ぜんの言葉に戸と惑まどった様子のナニカに、クレマチヤはがちがちと牙きばを鳴らして笑って、

『うぬが言ったのじゃろう、何もかも、投げ出してしまえと。そうなれば儂わしはもうこの地に縛しばられる謂いわれのない、単なる野の良ら精せい霊れいじゃ』

「そうなります、けど……」

『なら儂わしは、どこか新しい天地を探さねばなるまい。……自由気ままにこの長過ぎる生を浪ろう費ひできる場所を。そして──儂わしを唆そそのかしたうぬにはそれを手伝う、義務がある』

　どこかいたずらっぽい響ひびきを含ふくませてそう言うと、クレマチヤはナニカへと鼻先を近付けて──その前足をゆっくりと差し出した。

『これは、精せい霊れいと人との契けい約やくじゃ。違たがえることは、許さん』

　厳おごそかに、そう告げるクレマチヤ。

　ナニカはその大きな金の瞳ひとみをじっと見つめて──戸と惑まどいながら、その前足に手を置いた。

　そんな彼かの女じよに満足した様子で、クレマチヤは一度大きく頷うなずいた後その長い首をもたげて空を見つめる。

『ああ、楽しみじゃのう。森の緑も、空の碧あおも、夕日の赤も、随ずい分ぶんと長い間見ておらぬ。人の子の喧けん騒そうも、水のせせらぎも、風の歌声も、随ずい分ぶんと長い間聴きいておらぬのだ──』

　真っ黒な空を。その先にあるものを見つめて懐なつかしげに呟つぶやくクレマチヤに、ナニカは大きく頷うなずく。

「……一いつ緒しよに、見に行きましょう。一いつ緒しよに、聴ききに行きましょう。クレマチヤさま」

『ああ、そうじゃのう……。それはきっと、きっと──とても楽しいじゃろうな』

　うっとりとそう告げて、そこでクレマチヤはその翼つばさをもう一度、大きく羽ばたかせた。

『そろそろ、潮時のようじゃな』

　先ほどよりも強きよう烈れつな衝しよう撃げきが、辺りの灰を巻き上げて。たまらずナニカは両手で顔を覆おおう。

「クレマチヤさま、一体、何を──」

『あの『くらやみ』は、もはや儂わしの力ですら止めることは難しい。じゃが──儂自身を使い切ればあるいは、歪ゆがみを正すこともできるかもしれぬ』

　精せい霊れいという存在は、霊れい脈みやくから生まれた莫ばく大だいな霊マ子ナの結けつ晶しよう体であると考えられている。

　その中でもクレマチヤほどの高位の精せい霊れいともなれば、その体を構成する霊マ子ナの量はそれこそひとつの霊れい脈みやくに匹ひつ敵てきするほどであろう。

　それを使い切ればクレマチヤの言うとおり、あの歪ゆがんだ霊れい脈みやくを修正することも可能かもしれない。だが……

「でも、それじゃあクレマチヤさまが、死──」

　言いかけたナニカに、クレマチヤはゆっくりと、首を横に振ふる。

『儂わしは、死なぬよ。ただ──巡めぐり、還かえり、流る転てんするだけじゃ。そうじゃろう、ゲルエルドリンの信徒よ？』

「……ああ、そうだとも。お前の旅路は、俺おれが保証してやる」

　その言葉に、クレマチヤは『そうか』と呟つぶやいて。

『ならば──安心して、往けそうじゃのう』

　言うやいなやもう一度その大たい翼よくが唸うなり、クレマチヤの巨きよ体たいが地表から少しづつ、離はなれてゆく。

『じゃあの、ナニカと……ついでにそっちの妙みような人間と、ゲルエルドリンの信徒よ。世話になった』

　衝しよう撃げきを伴ともなう大だい音おん声じようでそう告げた黒こく竜りゆうに、ナニカはたまらず空へと叫さけぶ。

「……クレマチヤさま！」

　まばゆい焰ほのおを纏まとった、クレマチヤの体。よく見ると、その体は──まるで水中に落とした砂玉のようにその輪りん郭かくを徐じよ々じよに曖あい昧まいにしていた。

　その光景は、かつて──精せい霊れい病びようを患わずらっていた山の精せい霊れい、アグラストリスが消えかけた時と、よく似ていて。

　オトギもそれになんとも言えない嫌いやな予感を感じて思わず手を伸のばそうとするが、クレマチヤはもう、遥はるか高くまで飛ひ翔しようした後だった。




　遠い上空、光の粒つぶのように小さく見えるクレマチヤが──咆ほう哮こうを上げる。

　その重々しい音は、けれどなお地上まで届いて。

　そして、次の瞬しゆん間かん。




　『くらやみ』に、クレマチヤの光が吸すい込こまれて。

　漆しつ黒こくの空を──夜明けのように白い光が、引ひき裂さいた。




　　　　　■




「……いやぁ、何はともあれ本当にご苦労様でした、お二ふた方かた」

　あれから三日後の、ルベールカ『星せい火か教きよう』教会教区長室。

　散らかりに散らかったその部屋で、帰き還かんしたオトギが顚てん末まつを話し終えると──アルエはその顔に底知れない笑えみを貼はり付つけてぺこりとお辞じ儀ぎをしてみせた。

「それにしてもまさか、あの谷から本当に帰ってくるとは思ってませんでした。……本当に、大したものです」

「お前な……」

　呻うめくオトギに構う様子もなく、アルエは笑え顔がおのままで自分の茶を啜すすり──一息ついた後ナニカへと向き直って、

「えい」

　いきなり人の頰ほおを人差し指で突ついてくる。

「……あの、なんですか」

「いえ、なんとなく元気がなさそうだったもので」

　彼かの女じよの指し摘てきにどきりと心臓が跳はねそうになるが、必死で抑おさえて平静を取とり繕つくろう。

　……彼かの女じよを相手に隠かくし事ごとをしても無意味なのは分かっているが──思わず、そうする。

　するとアルエは数秒ほどじっとナニカを見つめた後、何やら無言で頷うなずいて。

「ご安心下さいな。言いたくないと思っている事まで無理やり暴こうとするほど、私も人間やめてはいませんから」

　そう言って、安心させるように温かな笑えみを浮うかべてみせた後──彼かの女じよは手元の紙束に目を落とし、静かに口を開く。




「『世界の口』における諸問題は、精せい霊れいクレマチヤが発現させた超ちよう大規模の空間干かん渉しようと──それに伴ともなう霊れい脈みやくの流路変へん更こうによって解決。自身の存在を構成する霊マ子ナ全てを消費しての大規模な精せい霊れい術じゆつの行使により精霊クレマチヤは消滅したが、『世界の口』の霊れい脈みやく自体も縮小が確かく認にんされたため精せい霊れいによる霊れい脈みやく管理は不要……と『星ほし見み座ざ』は判断。以降は定期的な調査のみで経過を観察する。……今回の一件は、こんなところで落ち着きそうです」

「……そうか」

　彼かの女じよの告げたその内容に、目を伏ふせる二人。そんな二人をじっと見つめて、彼かの女じよはけれど、同情するでも励はげますでもなく、ただいつも通りのゆるゆるとした口調で続けた。

「ご報告、有難ありがとうございます。また次のご予定が立つまでは、ごゆるりとこの教会をお使い頂いて構いませんからね。なんならお隣となりのえっちなホテルでもいいですけど」

「へいへい」

　彼かの女じよの軽口を流しながら、オトギはナニカへと向き直ると、

「……っと。僕ぼくはもうちょいアルエに話があるから、先に出てていいぞ」

「分かりました、それじゃお先に」

　言いながら立ち上がり、扉とびらまで歩くとそこでナニカは立ち止まり。

「……その、有難ありがとうございました」

　ぺこりとお辞じ儀ぎした彼かの女じよに、アルエはにっこりと微ほほ笑えんで返す。

「いえいえ。頑がん張ばってくださいね」

　その言葉を聞きながら扉とびらを閉じて。礼拝堂を抜ぬけて外に出ると──




「済んだかの？　済んだかの？」




　ぴょこぴょこと、古びた柱の影かげから跳はねるように出てきたのは、ナニカと同じくらいの年とし頃ごろの少女だった。

　銀色の髪かみに褐かつ色しよく肌はだ。その耳は、人のそれとは異なる──長い耳をしている。

　服装はまるで踊おどり子こか何かのような、色しき彩さい豊ゆたかかな色の布で組まれただけの大だい胆たんに肌はだの出た衣い装しようで──露ろ出しゆつした薄うすい腹や太ももには、呪じゆ術じゆつめいた緋ひ色いろの紋もん様ようが描えがかれている。全体的に、異国的な情じよう緒ちよを色いろ濃こく感じさせる装しよう束ぞくである。

　そして何より、彼かの女じよの腰こし。そこには片方を欠いた……一対ついの『角』があった。

　子犬のように駆かけてくるその少女に、ナニカは眉まゆを上げる。

「……もう、またそんな薄うす着ぎで外に出て。服着て下さい服」

「えぇぇ。着とるじゃろう、ほれ」

　くるくると回ってみせる彼かの女じよに、ナニカは思わず目を覆おおう。色々と見えそうで危ない。

「そうじゃなくて、私があげた上着があるじゃないですか。あっちを着てくださいよ」

「むぅ。そうは言ってものう、ああいうものを上から被かぶるのはどうにも落ち着かんのじゃ」

　あっけらかんと言い放つその少女を前に、ナニカは頭を抱かかえる。

　大体の方はお気づきであろうが、そうなのだ。

「……クレマチヤさま。あのですね──」

　彼かの女じよこそが、かの黒こく竜りゆうクレマチヤ。いや、

「クレマチヤではなくマチヤと呼べと言うたじゃろうが」

　……だ、そうである。

　どうしてこんなことになっているのかと言えば──まあ、色々と話せば面めん倒どうくさいのだが。

　全てはあの時。あの『くらやみ』に閉ざされた街を脱だつ出しゆつした時まで、遡さかのぼる。




　あの時。飛び去った彼かの女じよがしようとしたことは──先ほどアルエへと報告した内容とは若じやつ干かん違ちがうものだった。

　変質した霊れい脈みやく──『くらやみ』。それを消しよう滅めつさせるために、彼かの女じよは自身を構成する霊マ子ナを使って霊れい脈みやくの制せい御ぎよを行おうとした。そこまでは、同じ。

　ただし彼かの女じよが対価としたのは自身の全てではなく、半分。

　つまりは一対ある『角』の一方──それを犠ぎ牲せいに、超ちよう大規模の空間操作を発動させたのだ。




　彼かの女じよの術によって霊れい脈みやくの流路は大きく捻ねじ曲まげられ、あるいは分散し。

　結果的に、『大きな川』であった聖域の霊れい脈みやくは無数の支流へと分けられることとなった。

　後は、報告通り。

　ただし、まさか精せい霊れいが自分の意志で谷から去ったなどという事実が知れれば色々と面めん倒どう事になりそうだったため、クレマチヤは死んだと──そういうことには、しておいた。




「……まさか、マチヤさまがこんなに出で鱈たら目めだとは思いませんでした」

　彼かの女じよと共に街を歩きながら、疲つかれたように呟つぶやくナニカに、マチヤはその金色の目を丸くして首を傾かしげる。

「だって約束したじゃろうに。谷を出たら、一いつ緒しよに旅をしようと。精せい霊れいは噓うそはつかんのじゃ」

「まあ、そうですけど。……まさかそれであんな無む茶ちやをするとまでは」

　彼かの女じよの腰こしに飾かざられた欠けた『角』を一いち瞥べつしてそう告げると、彼かの女じよはふふん、とえらく得意気にない胸を張ってみせる。

「儂わしにかかればあの程度、造作もないことよ。……あっ、なんじゃあれ、なんじゃあれ。なんかすっごく旨うまそうな匂においがするぞ」

　なにか言いかけたかと思いきや、いきなり近くの焼き菓が子し売りの露ろ店てんへと飛んでいく彼かの女じよ。

　……なんというか、まるで子供。それもえらいハイテンションな子供である。

　オトギに言わせれば、

『ちょいと荒あら療りよう治じだったからなぁ。抗こううつ薬やくやＥＣＴの反動で躁そう転てんした……のかも』

　と、これまたいまいちよく分からない説明であったが、ともあれ。

「ああもう、待って下さいマチヤさま！　お店の食べ物は、お金払はらわないと食べちゃいけないんですからねー！」

　ナニカはもう何度目か分からない注意を彼かの女じよに投げかけて──と、その時のこと。




「こいつは俺おれの連れだ。代金は払はらう、受け取れ」

　クレマチヤが文字通り食らいついていた露ろ店てんで、彼かの女じよの代わりに一人の男が店主に銅貨を手て渡わたしていた。

「騎き士しの旦だん那な様、お代なんて滅めつ相そうもないことです！　どうぞお好きなだけ、持っていって……」

「お前は、俺おれが盗人ぬすつとか物もの乞ごいにでも見えるのか」

「め、滅めつ相そうもない！」

　そう言って恐きよう縮しゆくする露ろ天てんの店主には目もくれず、男はじっとクレマチヤと、そしてナニカへと鋭するどい視線を向ける。……その紫し瞳どうには、よくよく見覚えがあった。

「……あなたは」

　そこにいたのは、漆しつ黒こくの僧そう服ふくに身を包んだ白はく髪はつの男──ユースティスであった。

　彼かれの姿を認めてそそくさとナニカの方へ駆かけてくるクレマチヤ。ナニカもまた、彼かの女じよを庇かばうように立ってユースティスを睨にらみつけるが──彼かれはというと無感動な瞳ひとみでこちらを見つめ、

「放し飼いにするなら、躾しつけくらいはしておくことだな」

　静かにそう告げると、何をするでもなくそのまま踵きびすを返かえして立ち去ろうとする。その態度を意外に思いつつ、ナニカは思わず彼かれを呼び止めた。

「……あ、あの。何も、しないんですか」

「どういう意味だ」

「だって、その。貴方あなたは……マチヤさまを」

　言いい淀よどむナニカを静かに見つめると、彼かれはこちらへと歩を進め──隣となりで立ち止まった。

　身構えていたナニカは拍ひよう子し抜ぬけして彼かれを見上げるが、そこに浮うかんでいるのは変わらぬ無表情で、ナニカは今いま更さらになって恐きよう怖ふを思い出す。

　あの谷底での一件の後、彼かれはクレマチヤについて一いつ切さいの追つい及きゆうもなく、何も言わずに手て勢ぜいの騎き士したちと共に立ち去っていった。だが──とはいえ彼かれらがクレマチヤを赦ゆるしたという保証はどこにもない。

　けれどそんなナニカの不安をよそに、彼かれは無表情のまま小さく息をつく。

「お前がどう思っているかは知らないが、今の俺おれたちにそいつを狙ねらう理由はない。……『角』の欠けた精せい霊れいもどきなぞ、世界に何の影えい響きようも及およぼさんからな」

「ほう、言うのう小こ僧ぞう。……試ためしてみるか？」

「やーめーてーくーだーさーいー！」

　売り言葉に買い言葉を返そうとするクレマチヤを押おしとどめつつ、ナニカはユースティスの表情をつぶさに窺うかがう。相変わらずの無表情だが、あまり噓うそをついているようにも見えない。

　確かに──彼かれの言うとおり。『角』を片方失ったクレマチヤは、結果としてとても半はん端ぱな存在となった。

　精せい霊れい未満、人間以上。どう定義すべきかは分からないが、今の彼かの女じよはそういうモノだ。




「……もう、話すことはない。とっとと──」

「あ、あの！」

　話を打ち切ろうとするユースティスに、ナニカは引き止めようと声を掛かける。

「何だ」

　彼かれの眼光に射い竦すくめられそうになりながらも、ナニカは震ふるえを自制して、言葉を吐はき出だした。

「……貴方あなたのことは、許せません。フルエナフルエさまを殺した貴方あなたたちのことを、私は絶対、許せない。けど──」

　大きく息を吸って、ナニカはユースティスを真まっ直すぐに見つめ、続ける。

「マチヤさまを助けるために協力してくれたこと──それだけは、お礼を言わせて下さい」

　その言葉に。ユースティスは僅わずかにその目を見開いて。その鉄てつ面めん皮ぴに苦虫を嚙かみ潰つぶしたような奇き妙みような表情を浮うかべて、ぷいと顔を背そむけた。

「……礼だと。勘かん違ちがいをするなよ、星ほし守もり。俺おれはお前たちに協力したつもりはないし──お前たちのやり方を認めたわけでもない。お前たちのやり方で、誰だれも彼かれもが救われるわけじゃない」

　彼かれの表情は見えないが、その言葉は刃はのように鋭するどく。びくりと震ふるえるナニカにその切っ先を向けて、彼かれは続ける。

「……だが、俺たちのやり方では救えない者をお前たちは救った。……今回はたまたま、そういうことだっただけだ。あの男にもそう、伝えておけ」

　それだけ言い残して、彼かれはナニカの返事を待つことなく立ち去ろうとして。

　けれどそんな彼かれの服の袖そでを、隣となりのクレマチヤがむんずと摑つかんだ。

「……何のつもりだ」

「儂わしとしても思うところはあるがの──とはいえナニカの言うとおり、うぬがいなければ儂わしは今こうして空の下を歩くことも、美う味まいものを食べることもできんかったじゃろうからな」

　そう言って彼かの女じよは手に持っていた露ろ店てんのワッフルを一個、露ろ骨こつに名残なごり惜おしげな顔で彼かれに差し出す。

「これは礼じゃ、くれてやる。……とっても美う味まいぞ」

　ユースティスはその紫し瞳どうを僅わずかに見開いて、そんな彼かの女じよとワッフルを数秒見つめて、やがて。

「……何が『くれてやる』だ。俺おれの金で買ったものだろうが」

　小さく舌打ちしてそう告げると、彼かれは乱暴にそれをひったくって踵きびすを返かえして歩き去っていく。

　そんな彼かれの後ろ姿を見送って、満足げにうんうんと頷うなずくクレマチヤ。そんな彼かの女じよをナニカは少し意外そうに見つめる。

「マチヤさま。その……マチヤさまは、あの人のこと、怖こわくはないんですか」

「怖こわい？　何でじゃ」

「それは、その──だってあの人は、マチヤさまを殺そうとした人で……」

　そんなナニカの言葉に、マチヤはけれど穏おだやかな笑えみを浮うかべて首を横に振ふる。

「確かにの。じゃが、奴やつとて儂わしを殺したくて殺そうとしていたわけでもあるまい。……もしもうぬらがいなければ、儂わしはきっと、大変なことをしでかしていたかも知れぬ。それならば──人のために、世界のために。あやつらが儂わしを殺すのも、またひとつの理り屈くつじゃ」

　彼かの女じよの言葉に、ナニカは先ほどのユースティスの言葉を思い出す。

　オトギの、ナニカのやり方で、今回はクレマチヤを助けることが出来た。けれど──この先もそうであるという保証はない。

　精せい霊れい病びように冒おかされた精せい霊れいが各地で災さい厄やくをもたらしている以上、それを平定するためにはユースティスのようなやり方もまた一つの『救い』で。

　精せい霊れいのための『救い』。人のための『救い』。……それらがこの先もずっと合がつ致ちし続けるとは限らないのだ。

　唇くちびるを嚙かむナニカを見つめて、クレマチヤはけれど、慈いつくしむように笑えみを浮うかべる。

「なに、そう悩なやむでない。どうあれ儂わしは、うぬらのお陰かげで今こうして生きているのじゃ。……精せい霊れいとしての力こそ弱まったが、代わりに人に近づき、人と言葉を交かわせるようにもなった」

　ユースティスの言った通り、今の彼かの女じよは人でも精せい霊れいでもない半はん端ぱ者だ。

　力を失う代わりに、人に近くなり。……それゆえに彼かの女じよは精せい霊れいでありながら、星ほし守もり以外の人間とも言葉を交かわし、交わることが出来るようになった。

　通りを歩いて行ゆき交かう人々を見つめながら、彼かの女じよは満足げに続ける。

「……儂わしはの、今のこのありようが楽しくて仕方がない。そして、儂わしに『楽しい』という気持ちを思い出させてくれたのは──他ならぬうぬらじゃ。だから」

　彼かの女じよはその金色の瞳ひとみを真まっ直すぐにナニカへ向けて。

「だから……うぬはただ、胸を張っておれ」

　そう告げると、軽い足取りで通りを進み──また何か興味を惹ひくものを見つけたのか、ふらりふらりと居並ぶ露ろ店てんに吸い寄せられていく。

　そんな彼かの女じよの楽しげな横顔を見つめながら、ナニカは思う。

　何にせよ、彼かの女じよは生きていて。今こうして、笑っている。

　少なくとも今は──その事実だけで十分なのかもしれない。




「おー、なんじゃこの食い物！　いっこくれ！」

「あいよ、毎度！」

　だから、その笑え顔がおの為ためならこの程度の散財。……散、財……。

「ああもう、マチヤさま！　そんなに食べたら路銀がちょっとマズいことになるので止めて下さい！」

「ナニカ、ナニカ！　これ旨うまいぞ！　うぬも食うのじゃ！」

「あ、ほんとだ……じゃなくて！　もー！」

　……とにかく今は、誰だれかを救うとはどういうことか──なんて小難しいことを考えている暇ひまはない。まずは彼かの女じよに服の着方と貨か幣へい経済についてを教えることが至上命題だろう。

　無銭飲食で循還騎士団サーキユラーに狙ねらわれるようなことにでもなったらそれこそ洒落しやれにならないというものだ。

　数千年もの間、人の社会を知らずにいた彼かの女じよにそれを教おしえ込こむのは一苦労だろうが──まあ、それでもいい。




　なにせ、彼かの女じよと旅する時間はまだまだ、沢たく山さんあるのだから。




　　　　　■




「で、オトギさん。今回の一件は私のこの胸の内にしまっておくとして……オトギさんは、私に何をしてくれるんですか？」

　にこにこと。ナニカが退席したのを確かく認にんして、アルエはおもむろにそんなことを言った。

　そんな彼かの女じよの言葉に、オトギはげっそりとした表情でため息をつく。

「……ま、バレてるとは思ったが」

「バレてますよう。貴方あなたがたが力を失った精せい霊れいさまを連れて帰ってきちゃったことくらい」

　ふふ、と意い味み深しんに笑って茶を啜すする彼かの女じよ。つくづく、話しているだけで神経がすり減る相手だ。

　目め頭がしらを揉もみながら、オトギはやや前のめりの姿勢で彼かの女じよをじっと見つめる。

「……『黙だまっててやるから、対価を支し払はらえ』。君が言いたいのは、そういうことかい」

「あははー。困りますよう、そんなチンピラめいた言い方をされるのは。私はただ、真実というモノとよりよいお付き合いがしたいと思っているだけです」

「さいで」

　呻うめくオトギを前に上じよう機き嫌げんそうに笑うと、彼かの女じよは少しだけ神しん妙みような顔になって静かに続ける。

「精せい霊れいさまがご自身の意志で管理地域を捨てて出しゆつ奔ぽんしたというのは──事実の中身がどうであれ、我々人間と精せい霊れいさまの関係性を揺ゆるがす大問題となりえます。精せい霊れいさまは無条件で人を、世界を守るものであり、私たち人間はそんな彼かれらに日々感謝と祈いのりを捧ささぐべし。それが私たちの規定する、私たちの関係性ですから」

「……随ずい分ぶんと、勝手な言い分だ」

「あはは～。ノーコメントで」

　はぐらかしたように笑いながら、彼かの女じよは少しだけ真面目なトーンになり、

「ともあれ。そういうことですから──我々の教義にとって都合の悪いクレマチヤさまのような『例外』は多分、認めてはもらえません。どころか、星火教うちのお偉えら方がたは大たい概がいアレですから……場合によっては後ろ暗い手にだって出かねません」

　悪びれたふうもなくそう告げる彼かの女じよに、オトギは肩かたをすくめて腕うでを組んだ。

「つまりこうか。この先痛い目を見たくなかったら、言うこと聞けって？」

「お互たがいに利益のある関係性ってやつです。うぃんうぃん、うぃんうぃん」

　両手でピースサインをつくってそう告げた後、彼かの女じよは片方の手で卓たく上じように無造作に置かれていた一枚の紙をつまみ上げ、オトギへと差し出してくる。

「というわけで、よりよい関係の第一歩です」

「……なんだこりゃ」

　紙面に目を通して、オトギは怪け訝げんな顔になる。そこに書かれていたのは──

「オトギさんには、私の使いとして各地に出向して精せい霊れいさまに関する諸問題の解決にあたって頂ければと思っています。いかがでしょう」

　いかがでしょう、も何もない。

　要は、これまでの旅にアルエの──『星せい火か教きよう』のバックアップが付くと、そういう話だ。ただひたすらに、うまい話と言うほかない。

　だが──それ故ゆえに、オトギは眉み間けんの皺しわを深くする。いつだって、どこでだって、うまい話と大安売りには罠わながあるというのが通例だ。

「アルエ、何を企たくらんでる？」

「あら～、信用ないですねぇ。企たくらみだなんて、人を何だと思ってるんですか」

　悲しいです、と大げさに泣なき真ま似ねをしてみせた後、彼かの女じよは渋じゆう面めんのオトギにけろりとした顔で続ける。

「オトギさんのご心配してらっしゃるようなことはないですよ。オトギさんの扱あつかいはあくまで外部協力者という括くくりになりますから、『星せい火か教きよう』に取とり込こまれるってこともないですし。お二人……いえ、お三さん方かたの旅についても、特段制約を設けることはありません」

「それで、君に何の得がある？」

「オトギさんみたいな有能な手て駒ごまをうまいこと使って各地の所しよ轄かつに恩を売れれば、私の株がぐいぐい上がっちゃうって寸法です」

「……手て駒ごまって言い切りやがったなてめぇ」

　驚おどろくほどに素す直なおにそう告げた彼かの女じよに、オトギはもう一度唸うなって。しばらく穴が開くほどに書面を見つめ続けた後──

「……分かった。引き受ける」

　観念したようにそう答えると、アルエは満足げに頷うなずいた。

「ご協力、感謝します」

「協力しなかったら君、すぐにでもあいつらをとっ捕つかまえに行ったんじゃないのか」

「おや失敬な。『すぐに』じゃなくて、いつでも実行できるよう部下を数人付けていましたよ」

　本気か冗じよう談だんかまるで分からない。……いや、彼かの女じよの場合は十分にやりかねない。

　冷ひや汗あせを一筋垂らすオトギに、彼かの女じよはそこで、「さて」と声を上げた。

「そうと決まれば、そうですね。オトギさんには専用の役職をお与あたえしなきゃいけません」

「いや、別に。君の協力者ってだけでいいだろ」

「そういうわけにもいきません。オトギさんにはこれから、私の名声を高めるためにたっぷりと活かつ躍やくしてもらうんですから。相応ふさわしい名前をつけておかなきゃ、締しまらないってものです」

「名前、ねぇ」

　お役所的なことを言うもんだ、と思いながらオトギが呆あきれ顔で眺ながめていると、彼かの女じよは何やら思いついたらしく声を上げた。

「よろしい、決まりました。……オトギさん」

「はいはい」

　かしこまった様子で向き直ると、彼かの女じよは仰ぎよう々ぎようしい口調で、告げる。




「貴方あなたを精せい霊れい病びよう特別顧こ問もん──『精せい霊れい科か医い』として、ここに任命します。くれぐれも、私に恥はじることのない働きを期待していますよ？」

　いたずらっぽく笑いながら、彼かの女じよはオトギに手を差し出して。

　オトギはその手を──肩かたをすくめながら、握にぎり返す。











　　　　　■オトギの備び忘ぼう録ろく■




『霊れい脈みやく』と『聖域』

　霊れい脈みやくとは、大地を循じゆん環かんする霊マ子ナの流れのこと。聖域というのはこの霊れい脈みやくがいくつも集合した地域を指す。

　いわば霊れい脈みやくは、霊マ子ナの川。聖域は、そんな川がいくつも合流して出来た大河、と考えれば分かりやすいか。

　聖域はその性質上莫ばく大だいな量の霊マ子ナが蓄ちく積せきしており、精せい霊れい病びようなどを契けい機きとした大規模な異変が起こりやすい。そのため頻ひん繁ぱんに調査が行われているという。

　[image: さんてん][image: さんてん]あの『世界の口』とかいう聖域でも、これまでにもっと深い調査が行われていれば今回みたいなことにはならなかったかもしれないが。今いま更さらそれを言った所で、後の祭りだろう。












　　　　　■エピローグ──イスファリアの精せい霊れい科か医い■




「よう、待たせたな」

「あ、オトギさん」

　あちらこちらへとふらふら動き回るクレマチヤをどうにか引っ張って教会まで戻もどってくると、オトギがこちらに手を振ふってきた。

「アルエさんとのお話は、終わったんですか？」

「ああ」

「どんなお話だったんですか？」

「いや別に、大したことじゃないよ」

　露ろ骨こつに視線を逸そらしてそう嘯うそぶくオトギ。つくづくこの人は、噓うそをつくのが下へ手ただと思う。

　ナニカがじいっと半眼で見つめていると、やがて彼かれは観念したように両手を上げた。

「……ちょいと用事を任されてね。これからもまたしばらくは、君と一いつ緒しよにあちこち回ってこいってさ」

「……ふーん、そうですか」

　しばらくは。

　彼かれの告げた何気ない言葉に、ナニカはなんとなく──心がざわつくのを感じて。

　歩き出そうとする彼かれの背中に、思わず声を投げかける。

「あの、オトギさん」

「ん？」

「オトギさんは──どうして、旅をしているんですか？」

　前にも訊きいた質問だ。その答えは、とうに知っていた。

　オトギは少しだけ驚おどろいた顔で、けれどすぐに肩かたをすくめながら口を開く。

「言ったろ、僕ぼくは異世界に渡わたる方法を……そういう力を持つ精せい霊れいを、探してるって」

「違ちがう世界から来たから、ですか？」

　静かにそう問いを重ねたナニカに、オトギは少しだけ気け圧おされた様子で、

「……ああ。そうだ。それが、どうにか──」

「なら。オトギさんは──もしもそういう力を持つ精せい霊れいさまが見つかったら、帰っちゃうんですか？　……オトギさんがいたっていう、元の世界に」

　以前、クレマチヤは言っていた。彼かれが──別の世界から来た人間であると。

　彼かの女じよがそう言うのであれば、それは恐おそらく事実なのだ。おおよそ信じられないが──彼かれは、この世界の人間ではない。

　ならば。

　彼かれの、旅の目的は──『帰る』ことに他ならないのではないか。




　ナニカの問いに、彼かれはしばらく口を噤つぐんで──やがて、

「……まあ、そうだな」

　短く、そう答えた。

　その言葉が、どうしてかナニカの心にずしんと重くのしかかる。どうしてか分からないけれど、胸がざわつく。気持ち悪い。

　もう、ここで話を打ち切ってしまいたかった。なのにどうしてか、口は勝手に、言葉を紡つむぐ。

「なら、オトギさんはもう、私と一いつ緒しよに旅をしなくてもいいじゃないですか」

　言ってしまった。どっと後こう悔かいが湧わき上あがってくるけれど、もう、歯止めが効かない。

「……ナニカ？」

「だって、そうじゃないですか。マチヤさまが──オトギさんが探し求めていた力を持つ精せい霊れいさまが、ここにいて。なら、オトギさんは……もう、ここに居る意味は、ないじゃないですか。私と旅をする意味なんて、もうないじゃないですか」

　オトギの旅は、帰る方法を探すための旅。

　ならばクレマチヤという「手段」が今ここにある以上──彼かれにはもう、旅をする動機はない。

　もう彼かれが、ナニカと共に旅をする必要は──何一つ、ありはしないのだ。




　目の端はしのほうが、じんわりと熱い。

　こんな顔、見られたくない。そう思ってナニカは顔を伏ふせるが──それは、地面に大きな水すい滴てきを落とすに至っただけだった。

「……うぅ、ひっく」

　別に、悲しいことなんてあるはずない。

　オトギさんが居なくなっても。そんなことは私には全く関係ないのだから。

　ずっと、独りで旅をしてきた。オトギと旅をするようになって、二人旅になった。

　今度はただ、入いれ替かわるだけ。また、クレマチヤと二人旅になって──それだけだ。

　それだけなのに、どうして。

　どうしてこんな風に、寂さびしくてしょうがないのだろう。

「……あー、ナニカ。ええとだな」

　オトギが何か声を掛かけようとするが、頭の中がぐちゃぐちゃになってよく分からない。

　じんわりと、感じ続けていた不安。

　あの谷で、彼かれが本当に異世界人であると知った時から──ナニカの中に、漠ばく然ぜんとあった不安。

　蜂はちの巣すを突つついたみたいに、それがわっと吹ふき出だしてきて。

　とめどなく、止まることなく溢あふれ出でて──

「……ナニカ、聞いてくれ！」

　がしりと、オトギの大きな手が肩かたを摑つかんで。その衝しよう撃げきで、ナニカはすっと引ひき戻もどされる。

　見上げると──オトギが、いつになく真しん剣けんそうにこちらを見つめていて。

　そんな二人を脇わきで見ていたクレマチヤが、不意に口を挟はさんだ。




「心配せんでも、そいつは当分、帰れんぞ」




「…………え？」

　軽い調子で告げたクレマチヤに、ナニカは思わず、気の抜ぬけた声を出してしまう。

「……帰れないって。でも、マチヤさまのお力があれば、別の世界に行くことだって」

「それは僕ぼくも考えたんだけどさ。……どうも、無理らしいんだ」

　苦く笑しよう混じりに答えたオトギの言葉を継つぐように、クレマチヤがさらに続ける。

「うぬらも知っての通り、今の儂わしは──この有あり様さま。精せい霊れいとしては、ハッキリ言って欠けつ陥かん品の不良品じゃ」

　己おのれの腰こしに飾かざられた片割れの『角』を一いち瞥べつして、そう告げるクレマチヤ。

「片方の『角』だけでも精せい霊れい術じゆつは使えるし、まだまだうぬら人間とは別格である自信はあるがの。とはいえ──異世界まで穴を空けるのは、ちと骨が折れる。というかアレは莫ばく大だいな量の霊マ子ナを使うからのう。それこそあの聖域……あのくらい、無む尽じん蔵ぞうの霊マ子ナが貯蔵されている場所でもなければ到とう底てい叶かなわん」

「……ってこと、らしくてな」

　肩かたをすくめながら、やや残念そうにそう呟つぶやいて──それから彼かれは、安心させるように口元に笑えみを浮うかべて、続ける。

「ともかく、そういうわけだから。残念ながら、僕ぼくは当分君の路銀を食くい潰つぶしながら一いつ緒しよに旅をすることになったらしい」

「儂わしも、儂わしも」

「…………はぁ…………」

　ぽかんと口を開けて、目をぱちくりさせるナニカ。そんな彼かの女じよの肩かたを軽く叩たたいて、オトギは何やらにやにやしながら頷うなずく。

「いやー、でもちょっと意外だったな。……君がまさか、泣いてまで僕ぼくを引き留めようとしてくれるとは」

「……っ！」

　からかうような笑えみを浮うかべてそう告げたオトギに、ナニカは顔を真っ赤にして言葉を失う。

　するとそれに便乗して、クレマチヤまでもが参加してきた。

「むぅ。儂わしの時は泣かなかったのに、なんか悔くやしいのう」

「いや、それは。違ちがうんです、その」

「愛ってやつかのう。むぅ、妬ねたましいわ」

「ちーがーいーまーす─っ！」

「ははは」

　そんな二人のやりとりを見て笑うオトギを、ナニカは鋭するどい視線で威い嚇かくして──それから、先ほど流した涙なみだ……もとい塩水がまだ頰ほおに残っていることに気づいて慌あわてて服の裾すそでこする。

　そんな彼かの女じよを、微笑ほほえましげに見つめつつ。

「まあ、何にせよ。……仮にマチヤの力が戻もどったり、何かしらそれ以外の方法が見つかったとしても──どっちみち、当分は帰れそうにない」

「……え？」

　その言葉の意図が分からず、訊きき返すナニカに。

　彼かれは不器用なウインクをひとつして、静かに笑ってみせる。

「なんせ僕ぼくは、約束しちまったからな。君に──僕ぼくの持っている知識と技術の全てを伝授するってさ」

　そんな、彼かれの言葉に。ナニカはどうしてか、また目元が熱くなってくるのを感じて。

　すぐにぷいと顔を逸そらすと、声の震ふるえが目立たないよう大声で返す。

「あ、当たり前です！　……徹てつ底てい的てきに、びしびし教えて貰もらいますから。全部、全部吸収しつくしてやりますから。それで、オトギさんなんてすぐに元の世界に蹴けり返してやります！」

「おう、そいつは心強いね」

　肩かたを揺ゆらして笑いながら、そこでオトギは、その手を差し出す。




「それじゃあ、ナニカ。……改めて、これからも──世話になるぜ」

　その手をじっと見つめて、次に彼かれの顔を見返した後、ナニカはむすっとした表情のままでその手を取ると。

「……はい、オトギさん。これからも、お世話になります」

　しっかりと握あく手しゆを交かわした後に、脇わきからにゅっと手が伸のびてきて、

「うぬら、儂わしを仲間外はずれにしていてなんか腹立つぞ！」

　頰ほおを膨ふくらませてそう告げたクレマチヤに──二人は同時に吹ふき出だして、小さく笑う。







　駆かけ出だし星ほし守もりと、異い邦ほうの精せい霊れい科か医い。

　二人に一ひと柱はしらを加えた彼かれらの旅は──いや、もはや仔し細さいを語らずともよいだろう。
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　たとえ世界が変わっても。

　心を救うには、心さえあれば十分なのだ。










　　　あとがき




　初めての方は初めまして、お久しぶりの方は有難ありがとうございます。西さい塔とう鼎かなえと申します。

　前作から一年以上経たっててなんというかアレですが、またぞろこんな感じの医い療りようモノもどきをお送りさせて頂きました。

　中身としては前作「かみさまドクター」同様「人ならざるもの」に対する医い療りようモノ。身体的なところに焦しよう点てんを当てたり当てなかったりした前作とは違ちがって今度は『こころの病』がメインとなっております。

　……などと言いつつ疾しつ患かんの病態や治ち療りよう、経過については大きくデフォルメしている部分もあるため詳くわしい方からしてみれば不自然を感じる部分もあるかもですがそこはそこ。

　基本的には小難しい専門用語なんぞはフレーバー程度に流しつつ、ダメダメなおじさんと小心者で頑がん張ばり屋の女の子の旅路をメインに楽しんで頂けていれば幸いと思っております。

　……とまあこの辺で既すでに書くことがなくなってきてたりするんですが。あとがきも見開き分くらいはないと流石さすがに寂さびしいのでここらでどうでもいい小ネタをひとつ。

　実を言うと今現在、このあとがきを書いているタイミングでは実は本作のタイトルがまだ決まっていなかったりします。

　当初の仮題は「精せい霊れい科か医いモノ（仮）」。そこから、

「イスファリアの精せい霊れい科か医い」「薬士ナニカの処しよ方ほう箋せん」「精せい霊れいさまの処しよ方ほう箋せん」

　なんて案を出したりしつつ、今現在タイトル案として行ったり来たりしているのが、

「エレメンタル・ドクター」「エレメンタル・メンタルケア」の二案。精霊エレメンタルと精神メンタルを掛かけるのは上う手まいな！　と感服したりしてますが何を隠かくそう編集さん発の案です。お見事。

　とまあ、そんなこんなでギリギリまで悩なやんでいる本作「精せい霊れい科か医い（仮）」。皆みな様さまの前に顔見せする時にはどんなタイトルになっているのでしょうか。この先は君の目で確かめてくれ！

　……なんて一昔前の攻こう略りやく本めいたことを言いつつ、紙面も終わりが近いので恒こう例れいの謝辞を。

　担当様、平素より大変お世話になっております。タイトル決めでは毎度ドンピシャな案を出して頂いてて、作者より作品のこと分かってるな……といつも戦せん慄りつしております。

　イラストレーターの風かざ花ばな風ふう花か先生。最初頂いたキャラデザ拝見した段階でああもうかわいいやばいかわいいやばい……と変なテンションになりました。本当に有難ありがとうございます。

　そしてそして本書を手にとって下さった皆みな様さま。こんなところまで読んで頂いて、まっこと有難ありがとうございます。

　誰だれかが本書で何かを感じて、楽しんで、心を動かしてくれていたなら。それは私にとって何より嬉うれしいことです。

　どうか皆みな様さまにとって、本書との出会いが益やく体たいのあるものでありますように。


西塔 鼎
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西さい塔とう 鼎かなえ

１９９１年発生のヒト科。小説書くついでに生きていたい地球の人類。

色んな人と話すたび、世の中の人は多趣味だなぁと驚かされる日々。対する私は家の外に出るのも億劫ですがどうにか今日も生きてます。
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イラスト／風かざ花ばな風ふう花か

絵を描くのが好きです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「西塔 鼎先生」係

「風花風花先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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